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遺跡の発掘調査記録である。書名

は既刊の旧新津市教育委員会刊行の発掘調査報告書〔細野ほか 2002、北村・菊池ほか 2004、立木・澤野ほか 2005〕に続

く 4冊目の報告書であることから『沖ノ羽遺跡Ⅳ』とした。

2 調査は県営圃場整備事業（担い手育成型）満日地区造成に伴い、新潟県から新潟市が受託した。調査は新潟市教育委員

会（以下、市教委という）が調査主体となり、新潟市文化スポーツ部歴史文化課埋蔵文化財センター（以下、市埋蔵文化

財センターという）が補助執行した。

3 平成 16 年度に発掘調査と整理作業、平成 17・19 年度に整理作業、平成 20 年度に報告書刊行を行った。発掘調査と

整理作業の体制は第Ⅲ章に記した。

4 出土遺物及び調査・整理作業にかかわる記録類は、一括して市埋蔵文化財センターが保管・管理している。

5 本書の編集は立木宏明（市埋蔵文化財センター主査）が行い、澤野慶子（市埋蔵文化財センター専門臨時職員）が補佐

した。図版レイアウトは遺構図版を立木、土器・土製品図版を澤野・八藤後智人（市埋蔵文化財センター専門臨時職員）、

石製品・金属製品図版を立木、遺構・遺物写真図版を立木・澤野が行った。執筆分担は以下の通りである。

第Ⅴ章第 1・3 節と第Ⅶ章第 3節を澤野、第Ⅴ章第 2節と第Ⅶ章第 2節を八藤後、第Ⅵ章を除くその他の執筆を立木

が行った。なお、第Ⅵ章については（株）古環境研究所に委託し、第 1節を杉山真二、第 2節を金原正子、第 3節を金

原明が執筆した。

6 第Ⅱ章第 2節を『中谷内遺跡発掘調査報告書Ⅱ』〔渡邊ほか 2002〕から引用した。

7 本書で用いた写真は、遺跡写真は立木・澤野・八藤後が撮影し、遺物写真は佐藤俊英氏（ビッグヘッド）に撮影を委託

した。ただし、写真図版 1は国土地理院が、写真図版 2は（株）オリスが撮影したものを使用した。

8 遺構図のトレースと各種図版作成・編集に関しては、（株）セビアスに委託してデジタルトレースとDTPソフトによる

編集を実施し、完成データを印刷業者へ入稿して印刷した。

9 調査から本書の作成に至るまで下記の方々・機関より御指導・御協力を賜った。ここに記して厚く御礼申し上げる。

阿部泰之・石川智紀・石沢　進・伊藤秀和・小熊博史・尾崎高宏・尾野善裕・春日真実・加藤　学・坂上有紀・

笹澤正史・澤田　敦・関根章義・高橋　保・高橋保雄・田中　靖・寺 裕助・田海義正・土橋由理子・中山俊道・

古澤妥史・山中雄志・吉井雅勇

新潟県教育庁文化行政課・（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団・新潟県新潟地域振興局新津農業振興部・

新津東土地改良区

（所属・敬称略、五十音順）



凡　　　例

1 本書は本文・別表と巻末図版（図面図版・写真図版）からなる。

2 本書で示す方位は全て真北である。磁北は真北から西偏約 7度である。掲載図面のうち、既存の地形図等を使用した

ものは、原図の作成者・作成年を示した。

3 図版 2は「新津町外二ヶ村開田耕地整理組合現形図」1922 年（新津東土地改良区所蔵）、「新津郷耕地整理組合現形図」

1940 年頃（新津郷土地改良区所蔵）を縮小し、「新津市都市計画図」1995 年（旧新津市）と重ね合わせたものである。

4 本文中の注は各章の末尾に記した。引用・参考文献は著者と発行年（西暦）を〔 〕中に示し、巻末に一括して掲載し

た。

5 遺構番号は現場で付したものを用いた。番号は遺構の種別ごとに付さず、通し番号とした。

6 土層の土色観察は『新版　標準土色帖』〔小山・竹原 1967〕を用いた。

7 土器実測図の断面は、須恵器を黒塗り、灰釉・緑釉陶器を網点、それ以外を白抜きとした。また、土器に付着する炭化

物は、不定形の濃い網目で表し、砥石の研磨面も同様とした。

8 土器実測図で全周の 1／ 12以下のような遺存率の低いものについては、誤差があるため中軸線の両側に空白を設けた。

9 遺物の注記は沖ノ羽遺跡の略記号「沖ノ羽」とし、出土地点や層位を続けて記した。平成 16年度出土遺物は略記号の

前に「04」を付した。

10 遺物番号は種別（土器・土製品、石製品、金属製品）ごとに通し番号とし、本文および観察表・写真図版の番号は同一

番号とした。

11 図面図版中の「P」は土器、「S」は石を表す。
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層．包含層下層

写真図版42 出土遺物5区SK23（2）・41・45・49・61．

SX39．SD1-a・1-b・37・79．包含層上層

（1）

写真図版43 出土遺物5区包含層上層（2）、6区包含層、

石製品（1）

写真図版44 出土遺物石製品（2）、銭貨、金属製品、鍛冶

関連遺物、金属製品X線写真



第Ⅰ章　序　　　章

第1節　遺　跡　概　観（第1表）

沖ノ羽遺跡は昭和 60年 8月に行われた新潟県教育委員会（以下、県教委という）主催の遺跡詳細分布調査の折

に、古代・中世の遺跡として周知化された。その後、発掘調査は本発掘調査および確認調査を含め、23 回行わ

れている（第 1表）。昭和 62 年・63 年に行われた「磐越自動車道建設」に伴う県教委が行った試掘・確認調査

により、遺跡範囲が一部拡大した。平成元年に刊行された『新津市史資料編第 1巻　原始・古代・中世編』で

は寺島遺跡別名「沖ノ羽遺跡」と記載され、平安時代の須恵器が紹介されている〔川上・木村・鈴木 1989〕。また、

同書によると新発田藩の朱子学者、丹羽悳が記述した道中日記『随徳随録二』には、文化 14年（1816）に七日

町村の屋敷内を掘削中、古井戸を発見したとの記述がある。発見物は 2尺 5・ 6寸の井戸輪用の曲物と曲物の

釣瓶、その下に薄鼠色径 4寸 3分、深 1寸 1分のかわらけ肌の古皿を 5枚掘り出したとされる。井戸輪用と釣

瓶用の曲物は、当時の曲物と違い内側に鋸目を入れて曲げたものだとし、江戸時代から数百年前のものである

とその特徴が詳細に記載されている。これらの遺物は現代の観点から見ると、おそらく古代・中世に相当する

ものと考えられる。江戸時代には沖ノ羽遺跡の大部分は七日町村に所属するが、出土地点の詳細は不明である

ため、遺跡名は特定できないものの、考古前史として貴重な記載である。

平成 10年 10 月には第 1回の満日地区圃場整備に伴う確認調査が行われ、遺跡範囲はさらに拡大した。その

後の平成 11年以降に後述（第Ⅲ章第 1節）する確認調査（図版 4）が行われ、遺跡の詳細な範囲が明らかになった。

沖ノ羽遺跡における既存の本発掘調査は、平成 2 ～ 4 年度にかけて県教委が磐越自動車道建設に伴い計

96,069 ㎡を調査している。その結果、微高地上に古墳時代から中世に至る集落跡・圃場跡などが検出されてい

る〔石川ほか 1994、星野ほか 1996、春日ほか 2003a〕。特筆されるものとしては、古墳時代中期の土器および古代の

集落跡、さらに中世の圃場跡などである。平成 13年度に「鮭川排水機場建設」に伴う本発掘調査が旧新津市教

育委員会が主体となって行われ、2,332 ㎡が調査された。平安時代（9世紀後半）の集落域が確認され〔細野ほか

2002〕、短期間に営まれた集落跡で遺物の出土状況も良好であり、編年研究に重要な調査例となった。

平成 15年度には、圃場整備事業を対象とした沖ノ羽遺跡の本発掘調査〔立木・澤野ほか 2005〕が行われ、古代

の旧河道や集落の一部などが確認されている。

同年度には東北電力（株）の「平成 15年度東北電力西新潟線鉄塔建替工事」に伴う本発掘調査を圃場整備事

業対象外範囲で実施し、沖ノ羽遺跡の一部 121.36 ㎡を調査した結果、古代の溝と少量の土器が出土している

〔北村・菊池ほか 2004〕。

第 2節　発掘調査に至る経緯

平成7年度に、新潟市秋葉区満日地区における県営圃場整備事業の計画が旧新津市生涯学習課に知らされた。

旧新津市生涯学習課は、新津東土地改良区および旧新津市農産業振興課と協議を重ね、平成 7年度から平成 8

年度にかけて対象面積 440ha の分布調査を実施した。その結果、遺物が多量に採集され、県教委が平成 2～ 4

年度に磐越自動車道建設に伴い本発掘調査を実施した沖ノ羽遺跡〔石川ほか 1994、星野ほか 1996、春日ほか 2003a〕

の範囲と合わせて多くの遺跡の存在が予想された。

平成 11 年度に入り、事業計画が見直され、県営圃場整備事業（担い手育成型）満日地区として約 170ha が対

1



象になり、新潟県新津農地事務所（以下、新津農地という）と協議を行い、全区域を対象とした確認・試掘調査を

平成 11 ～ 13 年度に実施した。その結果、圃場整備事業範囲内に中谷内遺跡、内野遺跡、沖ノ羽遺跡、山王浦

遺跡の 4遺跡が確認された。

そのうち、山王浦遺跡については平成 14年度に本発掘調査を終了している〔立木・澤野ほか 2004b〕。中谷内・

内野遺跡については、圃場整備本工事が遺跡範囲まで至っていない。沖ノ羽遺跡については、平成 15年度から

圃場面工事に伴う本発掘調査が行われ〔立木・澤野ほか 2005〕、平成 16年度調査が 2年目の本発掘調査となる。

本発掘調査対象範囲の設定は、平成 15年度に、新津農地・新津東土地改良区・新潟県教育庁文化行政課・旧

新津市生涯学習課の 4 者で遺跡の取り扱いを巡って協議を重ねた結果、平成 11 年 9 月 10 日付け教文第 578

号で新潟県教育委員会教育長から通知された「発掘調査の要否の判断基準について（通知）」の基準により、遺

物包含層から保護層（工事の施工に際して埋蔵文化財を保護するために設ける一定の厚さの土層、樹脂等による緩衝層）

を確保できない場合には本発掘調査を実施するとし、保護層が確保できない用・排水路管部分および畑部分の

約 5,275 ㎡（下層面積 795㎡を含む）の本発掘調査を実施することで一端合意した。

新津農地から平成 16 年 4 月 20 日付け新農第 49 号で文化財保護法第 57 条の 3第 1項の通知が出され、新

潟県教育委員会教育長から新津農地事務所長へ、平成 16 年 5月 6日付け教文第 137 号の 2で本発掘調査を実

施するように指示文が出された。それを受けて、新津市教育委員会教育長から新潟県教育委員会教育長へ、平

成 16 年 6 月 17 日付け教生第 77 － 7 号文化財保護法第 58 条の 2による発掘調査の通知を提出して本発掘調

査を実施した。なお、本発掘調査面積は年度途中に新津農地・新津東土地改良区・新潟県教育庁文化行政課・

旧新津市生涯学習課の 4者で断続的に協議を重ね、一部地点は埋蔵文化財に工事の影響がおよばないと判断さ

れ、この時点での最終的な本発掘調査面積は約 3,700 ㎡（下層面積 795 ㎡を含む）となった。発掘区が複数にま

たがるため 1～ 5区（図版 4）とした。

6区（図版 4）は当初発掘調査範囲でなかった地区である。確認調査で古代の包含層が検出されたため「盛土

保存で畑とする」ことで協議済みであったが、圃場工事関係者が「水田耕土をできるだけ転用するため」とし

て包含層を掘削してしまった。そのため、急遽調査範囲に加えたが、工事を行った後は畑として利用され、掘

削をこれ以上行わないとしたため、露出遺構の確認と遺物の採取にとどめた。調査後は砂で約 30cm程度埋め

戻し、その上に耕土を戻すことで旧新津市教育委員会と新津農地の両者が合意した。さらに調査成果について

は、本発掘調査範囲 1～ 5区に付随する内容であることから、本発掘調査報告書に掲載することを確認した。

文書は新津農地から新潟県教育委員会教育長へ平成 16年 11 月 29 日付け新農第 369 － 1号で文化財保護法

第 57 条の 3第 1 項の通知が出され、新潟県教育委員会教育長から新津農地事務所長へ平成 16 年 12 月 22 日

付け教文第 1092 号の 2 で遺跡破壊に対する勧告文が提出された。それを受けて、新津市教育委員会教育長か

ら新潟県教育委員会教育長へ平成 16年 11 月 30 日付け教生第 471 － 6号で文化財保護法第 58条の 2による

発掘調査の通知を提出して、11 月 30 日に調査を実施した。なお、新津農地は平成 20 年度より新潟県新潟地

域振興局新津農業振興部に改組されている。

第2節　発掘調査に至る経緯
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3

第 1表　沖ノ羽遺跡調査履歴

通算調
査回数

県営圃場整備事
業満日地区に伴
う発掘調査回数

調査年次 主な成果 調査種別 調査原因 担当 調査区 文献調査面積

S60年（1985）
8.4

遺跡の確認および新潟県埋蔵包蔵地カード
への登録 分布調査 新潟県遺跡詳

細分布調査
県文化行政課
横山勝栄

H1年（1989）

市史に古代の遺跡として掲載され、一般に
周知される。寺島遺跡別名「沖ノ羽遺跡」
として記載。遺跡周辺で曲物が発見された
江戸時代の文献記録を紹介。

分布調査

「新津市史資
料編第 1巻
原始・古代・
中世」に伴う
調査

川上貞雄 〔川上ほか 1989〕

2次 H3年（1991）
4.15 ～ 12.19

A 地区－灌漑用の溝で区画された古代の圃
場跡（田）が検出された。
B地区－古代・中世の集落跡および圃場跡
（田・畑）が検出された。5・ 13区下層
より古墳時代前・中期の遺構・遺物が出土
した。
C地区－上層は中世、下層からは古代の遺
構・遺物が濃密に検出された。1991（H3）
年 9月 24～ 27日に高速北側工事用道路
（高速 2期線分）の確認調査〔担当北村
亮 40トレンチ〕が本調査と並行して行わ
れ、古代の遺構・遺物が確認されている。

本発掘
調査

磐越自動車道
建設

県文化行政課
伊与部倫男

H3-A 地区
〔1～ 4区〕
C地区
〔7（一部）・8区〕

H4-A 地区
〔6区〕
B地区
〔5・9～ 13区〕
C地区
〔7（一部）区〕

A地区
42,853 ㎡ 〔石川ほか 1994〕

3次 H4年（1992）
4.9 ～ 12.10

本発掘
調査

磐越自動車道
建設

県文化行政課
高橋保雄

B地区
41,016 ㎡ 〔星野ほか 1996〕

C地区
6,100㎡×2層 〔春日 2003a〕

H8年（1996）
3.26 ～ 4.19

沖ノ羽遺跡を含む満日地区ほぼ全域で行っ
た分布調査。沖ノ羽遺跡近隣の中谷内遺跡
・内野遺跡・無頭遺跡・大下遺跡・久保遺
跡などが発見された。

分布調査 満日地区圃場
整備事業

新津市教育委員会
渡邊朋和

4,400,000 ㎡
（対象面積）

4次 1次 H10年（1998）
10.5 ～ 28

磐越自動車道より南側の試掘・確認調査。
高速道路から南側に古代を中心とした遺跡
範囲が広がることが確認された。

確認調査 満日地区圃場
整備事業

新津市教育委員会
渡邊朋和 869㎡

5次 H10年（1998）
10.8 ・ 27

古代の包含層を確認し、遺跡本調査が必要
と判断される。 確認調査 排水機場建設 新津市教育委員会

渡邊朋和 12.6 ㎡

6次 2次 H12年（2000）
10.23 ～ 11.7

磐越自動車道より北側の試掘・確認調査。
高速道路から北側に古代を中心とした遺跡
範囲が広がることが確認された。

確認調査 満日地区圃場
整備事業

新津市教育委員会
立木宏明 565㎡

7次 3次 H13年（2001）
10.5 ～ 10.30

現況が畑部分を中心とした確認調査。現在
の畑部分には田部分より良好に古代・中世
の遺構が保存されていることを確認した。
沖ノ羽遺跡より南に新たに遺跡が確認され
山王浦遺跡として登録された。

確認調査 満日地区圃場
整備事業

新津市教育委員会
立木宏明 348.6 ㎡

8次

H13年（2001）
8.29 ～
H14年（2002）
1.25

古代の区画溝を持つ規格的な掘立柱建物跡
を 3棟検出した。

本発掘
調査 排水機場建設

（株）シン技術コ
ンサル
細野高伯

北区、本区 2102.69 ㎡ 〔細野ほか 2002〕

9次 H14年（2002）
10.16 ～ 10.24 古代の遺物検出。遺跡範囲は北東側に拡大。確認調査 鉄塔建設工事 新津市教育委員会

立木宏明 21.6 ㎡

10 次 4次 H14年（2002）
10.25 ～ 12.25

磐越自動車道より南側の現況、農道部分の
本調査範囲を絞り込むための確認調査。農
道下の後世の破壊の度合いは小さく、本調
査範囲に隣接する部分では良好に包含層が
残ることを確認した。

確認調査 満日地区圃場
整備事業

新津市教育委員会
立木宏明 432㎡

11次 5次 H15年（2003）
5.30 ～ 9.30

3 区－古代の旧河道が検出され、その周辺
に建物跡が検出された。

本発掘
調査

満日地区圃場
整備事業

新津市教育委員会
立木宏明

1～ 3区
（03沖ノ羽） 1858.8 ㎡ 〔立木・澤野ほか

2005〕

12次 6次 H15年（2003）
6.16

平成 15年度の調査途中に本発掘調査範囲
の絞込みのために確認調査を再度行った。 確認調査 満日地区圃場

整備事業
新津市教育委員会
立木宏明 22.5 ㎡

13 次 H15年（2003）
9.5 ～ 12.19

鉄塔部分、1か所の調査。古代の遺構・遺
物を検出。

本発掘
調査 鉄塔建設工事（株）シン技術コンサル　北村淳 121.8 ㎡ 〔北村・菊池ほか

2004〕

14次 7次 H15年（2003）
10.31 ～ 12.4

磐越自動車道より北側の現況、農道部分の
本調査範囲を絞り込むための確認調査。農
道下の後世の破壊の度合いは小さく、本調
査範囲に隣接する部分では良好に包含層が
残ることを確認した。

確認調査 満日地区圃場
整備事業

新津市教育委員会
立木宏明 216㎡

15次 8次 H16年（2004）
6.15 ～ 11.24

1 区－古代の集落域、3区－古代の溝状遺
構を多数検出（畑）、5区－下層から古墳
時代前～中期の遺構・遺物を検出。

本発掘
調査

満日地区圃場
整備事業

新津市教育委員会
立木宏明

1～ 5区
（04沖ノ羽） 3092.6 ㎡ 〔本書〕

16次 9次 H16年（2004）
11.2 ～ 12.5

磐越自動車道より北側の現況、農道部分の
本調査範囲を絞り込むための確認調査。農
道下の後世の破壊の度合いは小さく、本調
査範囲に隣接する部分では良好に包含層が
残ることを確認した。413T から古墳時代
後期の須恵器が出土した。

確認調査 満日地区圃場
整備事業

新津市教育委員会
立木宏明 522㎡

17次 10次 H16年（2004）
11.30 溝状遺構の検出、土師器（古代）出土。 確認調査 満日地区圃場

整備事業
新津市教育委員会
立木宏明

6区
（04沖ノ羽） 244㎡ 〔本書〕

18次 11次 H17年（2005）
6.30 ～ 12.20

3 区で古代の旧河道および川岸にある古代
から中世にいたる集落跡を検出。旧河道か
ら多量の古代遺物（土師器・須恵器・緑釉
陶器・瓦塔等）が確認される。4区下層か
ら古墳時代後期の遺物が出土した。

本発掘
調査

満日地区圃場
整備事業

新潟市埋蔵文化財
センター
立木宏明

1～ 4区
（05沖ノ羽） 3947.9 ㎡

19 次 12次 H18年（2006）
7.20 ～ 12.20

1 ・ 2区から古代・中世の集落跡の一部
を検出した。

本発掘
調査

満日地区圃場
整備事業

新潟市埋蔵文化財
センター
遠藤恭雄

1～ 6区
（06沖ノ羽） 4104.3 ㎡

20 次 13次 H18年（2006）
10.30 ～ 11.2

磐越自動車道より北側の追加確認調査。古
代の遺構・遺物が出土している。 確認調査 満日地区圃場

整備事業
県文化行政課
澤田敦 90㎡

21次 14次 H19年（2007）
3.1

平成 19年度の調査途中に本発掘調査範囲
の絞込みのために確認調査を再度行った。 確認調査 満日地区圃場

整備事業

新潟市埋蔵文化財
センター
遠藤恭雄

16㎡

23次 16次 H19年（2007）
10.9 ～ 10.11

磐越自動車道より北側の追加確認調査。古
墳時代の遺物が出土している。 確認調査 満日地区圃場

整備事業

新潟市埋蔵文化財
センター
今井さやか

28㎡

圃場
トレンチ
番号

南 1～
207T

南 44・
200 ・
201T

北 1～
157T

北 158
～ 303T
南 208
～ 257T

南 258
～ 353T

南 354
～ 359T

北 304
～ 351T

北 352
～ 467T

北 468
～ 493T

北 494
～ 503T

北 504
～ 511T

1 次 H2年（1990）
4.12 ～ 6.30

古代・中世の遺構・遺物が広範囲に広がる
ことが確認された。東西約 1km、南北
100mほどに遺跡範囲が拡大した。

確認調査 磐越自動車道
建設

県文化行政課
寺　裕助・
平澤秀昭

22次 15次 H19年（2007）
6.11 ～ 12.28

古代・中世の集落跡。掘立柱建物 10基以
上、井戸 85基、土坑 249基、溝 178基、
Pit2000 基以上など遺構密度が高い。
遺物は土師器・須恵器、珠洲焼、青磁、金
属製品（刀子等）、木製品（中世木簡、漆
器椀、曲物等）、石製品（砥石等）が出土
している。

本発掘
調査

満日地区圃場
整備事業

新潟市埋蔵文化財
センター
遠藤恭雄

1～ 4区
（07沖ノ羽） 4,692 ㎡

※圃場トレンチ番号は、磐越自動車道の北側と南側に分けてそれぞれ通し番号としている（図版 4）



第Ⅱ章　遺跡の位置と環境

第1節　遺跡の位置と地理的環境（第1図、図版 1・2）

新潟市は平成 17年に行われた周辺市町村（新津市・白根市・豊栄市・小須戸町・横越町・亀田町・西川町・巻町・味

方村・潟東村・月潟村・中之口村）との合併により、海岸部を含む新潟平野の大部分と信濃川を挟んで対峙する角

田山塊と新津丘陵が含まれる総面積 726.1km2 の広大な面積を有する市となった。

遺跡のある新潟市秋葉区（以下、秋葉区という）満日・両新地区（旧新津市域）は越後平野のほぼ中央に位置し、

新津丘陵を中心として東に阿賀野川、西に信濃川が北流する。享保年間には加治川が阿賀野川に、阿賀野川が

新潟港で信濃川に合流する状況で、度々水害に見舞われていたため、享保 15年（1730）に新発田藩が松ケ崎放

水路を開削し、現阿賀野川の河口となった。秋葉区満日・両新地区では下新付近で、五泉市域を北流してきた

早出川が阿賀野川に合流し、現阿賀野川の河口となった。また、七日町付近では阿賀野川から分岐した小阿賀

野川が西流し、覚路津付近で信濃川に合流する。新津丘陵東縁を北流する能代川は、太平洋戦争後に水害対策

の河川改修が行われた。これにより五泉市千原～秋葉区大関間の蛇行部分が直線化し、秋葉区新津地区の市街

地を貫流していた本来の流路から分流が東方に作られ、現在の新津川・能代川となっている。この能代川と新

津川は下興野付近で再び合流し、荻島付近で小阿賀野川に注いでいる。

秋葉区付近の地形は丘陵とその縁辺の段丘、沖積地から成っている。南南西～北北東に走る新津丘陵は加茂

川を南限に標高 278mの高立山が最も高く、北に行くに従い標高を下げて北端で 70～ 80mとなり、その周囲

には段丘が標高 10 ～ 70m間に 4段見られる。沖積地は信濃川・阿賀野川の二大河川により形成され、自然堤

防や旧河道・後背湿地・三角州などの地形が見られる。阿賀野川が流路を東遷させてきた結果、秋葉区域では

新津丘陵北端～小阿賀野川間に自然堤防が形成され、現在起伏の極少ない微高地として断続的に存在している。

遺跡は能代川の東、約 0.5kmに位置し、この微高地上に存在する。

遺跡現景は周辺に水田・畑地帯が広がり、地形の起伏はほとんど認められない。この景観は大正末期から昭

和 20 年代に行われた耕地整理事業によって形成されたものである。耕地整理以前の地図（図版 2）からは微高

地の多くは畑として、微高地周辺は水田として利用されている。いわゆる「堀田」として利用されたようであ

る。遺跡は河川が形成した自然堤防・微高地上または、微高地の周縁部に立地しており、今回の調査成果と合

致する。

第 2節　周 辺 の 遺 跡（第2～ 5図、第 2～ 5表、図版 3）

時代別の遺跡の分布は旧石器時代では丘陵部に限定される。縄文・弥生時代では丘陵・段丘上および砂丘地

に集中し、古墳時代には丘陵や段丘の縁辺部や平野部微高地・砂丘地、奈良・平安時代になるとさらに平野部

微高地に多くの分布が見られるようになる。具体的には古代までは丘陵上に弥生後期の環壕集落・円墳などが

展開し、丘陵裾部には奈良・平安時代の製鉄・須恵器（土師器）窯などの生産遺跡が集中している。そして沖ノ

羽遺跡は、近接する中谷内・内野・山王浦・無頭遺跡とともに古代・中世の遺跡として周知されている。

合併後の遺跡数は市域で現在約 706か所である。以下に時代ごとに解説を加える。

旧石器時代の遺跡 市内で 3遺跡確認されている。新津丘陵に 2か所、角田山麓に 1か所ある。当該期の遺

跡は、風化火山灰層（ローム層）を上部に包含される場合が多い。新津丘陵沿いでは八幡山遺跡〔渡邊・立木ほか
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2001・2004〕や、草水町 2丁目窯跡でナイフ形石器・石刃などが散発的に出土している。角田山麓ではケカチ

堂遺跡〔小野 1994a〕から尖頭器（旧石器～縄文時代・草創期）などの出土が確認されている。

縄文時代の遺跡 市内で 166 遺跡が確認されている。時期としては草創期～後期の遺跡が確認されているが、

土器の出土が確認されるのは早期後半以降である。市内の代表的な遺跡を網羅的に紹介すると、草創期の遺跡

としては新津丘陵にある愛宕澤遺跡で縄文時代草創期前半の石器（神子柴型の局部磨製石斧・石核）が検出された

〔立木・澤野ほか 2004a〕。角田山麓には御手洗遺跡、福井遺跡、新谷遺跡〔小野 1994b〕などで同期の石斧が出土

している。遺跡は丘陵沿いに確認されている。続く、早期の確実な遺跡は確認されていない。前期以降になる

と山麓や砂丘上に多くの遺跡が残されている。砂丘上の遺跡として旧亀田町の砂崩遺跡〔酒井・廣野 2002〕と角

田山麓の布目遺跡〔小野・小熊 1987〕は前期前半の遺跡である。それに続く前期後半の新谷遺跡〔前山 1994a〕、

重稲場遺跡群〔前山 1994b〕などが代表例である。中・後期には新津丘陵の丘陵平坦面に平遺跡〔川上・遠藤

1983〕、原遺跡（中～晩期）、秋葉遺跡（中～後期）などが存在する。角田山麓には縄文時代の遺跡密度が高く、豊

原遺跡〔小野・前山ほか 1988〕、大沢遺跡〔甘粕・古川ほか 1981、小野ほか 1982、前山 1990〕、上ん原遺跡〔上原 1971〕

などが代表例である。砂丘地・沖積地の遺跡には、大規模な集落を形成するような遺跡は確認されていない。

出土状況が注目される例として、味方排水機場遺跡〔高浜・ト部・寺 2000〕の現地表下 19～ 20mから確認さ

れた中期後葉・後期前葉土器片がある。沖積地での縄文時代遺跡のあり方を考える上で非常に重要な例である。

晩期の遺跡としては砂丘上や沖積地に立地する遺跡が多い。代表例として鳥屋遺跡〔関ほか 1980〕、緒立遺跡〔金

子ほか 1983〕、御井戸遺跡〔前山 1994c〕など県内を代表する遺跡が存在する。

弥生時代の遺跡 市内で 48遺跡が確認されている。弥生時代前期の遺跡としては前述した緒立遺跡〔金子ほか

1983〕が代表例である。そのほか、砂丘上や沖積地に多くの遺跡が存在する。中期の遺跡としては旧横越町小

丸山遺跡〔家田 1987、酒井 2000a〕、山ん家遺跡〔川上 1993、酒井 2000b〕などで出土している。秋葉区新津地区

では平成 15 年度の立会調査で秋葉遺跡から中期前半、塩辛遺跡から中期後半の土器が出土している〔渡邊・立

木ほか 2004〕。特に塩辛遺跡では、現地表から 2m下の地点から出土しており、今後も台地と沖積地の境界から

遺跡が検出される可能性があり、注意を要する。後期の遺跡としては新津丘陵沿いの古津八幡山遺跡〔川上

1994、渡邊 1994a〕とその周辺の居村C遺跡（D・E地点）〔川上 1996、渡邊ほか 1997〕があり、いずれも弥生時代

後期に属する。古津八幡山遺跡は一定期間定住していた拠点集落と見られる高地性環濠集落で、二重の環濠・

竪穴住居・炉跡・方形周溝墓が確認されている。遺物は東北系と北陸系の弥生土器が出土しており、当該地域

の弥生時代を考える上で重要な遺跡である。砂丘上の遺跡としては六地山遺跡〔寺村 1960、中村 1960〕、石動遺

跡〔廣野 1996〕がある。近年、江南区（旧亀田町）の砂丘および砂丘間低地に養海山遺跡〔新潟市 2007〕や西郷

遺跡〔土橋 2007〕などの前・中期の遺跡が確認されている。また角田山麓には山谷遺跡（山谷古墳下層）〔甘粕・

小野ほか 1993〕、大沢遺跡〔甘粕・古川ほか 1981、小野ほか 1982〕、御井戸遺跡〔前山・相田 2004・2005〕などがある。

古墳時代の遺跡 市内で 69遺跡が確認されている。市内最古の古墳は古墳時代初頭の古津八幡山遺跡前方後

方墳である。前期の古墳としては、角田山麓の前方後方墳である山谷古墳〔甘粕・小野ほか 1993〕、前方後円墳で

ある菖蒲塚古墳〔相田・前山 2003・2005〕がある。それに隣接して同期の南赤坂遺跡〔前山・相田 2002〕、御井

戸遺跡〔前山・相田 2003・2004〕がある。砂丘上や沖積地には緒立 C遺跡〔渡邊 1994〕や東囲遺跡〔朝岡・諫山

2003〕、正尺C遺跡〔土橋 2006〕などがある。新津丘陵の古津八幡山遺跡の北西端に古津八幡山古墳が造営され

る（墳丘約 60m・造り出し付き円墳）〔甘粕・川村ほか 1992〕。古墳に隣接する舟戸遺跡〔川上 1995〕・高矢 C遺跡

は中期の遺跡であり、丘陵縁辺や端部に立地する。舟戸遺跡では中期頃の竪穴住居跡が検出され、古墳との関

連が注目されている。平野部の沖ノ羽遺跡〔星野ほか 1996〕・上浦A遺跡〔坂上 2003〕・結七島遺跡〔田中・丹下

ほか 2004〕では古代の生活面より下から古墳時代前・中期の遺構・遺物が検出されている。近年沖積地の微高地

から古墳時代の遺跡が多く見つかっており、平野部への遺跡進出の様相が明らかになりつつある。

古代の遺跡 古代（飛鳥～平安時代）の遺跡は市内で 343 遺跡確認されている。平野部には集落遺跡が多く立

第2節　周 辺 の 遺 跡
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地し、丘陵裾部には製鉄遺跡、須恵器・土師器窯跡などの生産遺跡が集中している。海岸近くの砂丘上には製

塩遺跡もある。古代の遺跡については遺跡周辺の秋葉区に限定して記述する。新津丘陵窯跡群は新津丘陵北東

斜面に分布し、七本松窯跡〔中川・倉田 1956〕・草水町 2丁目窯跡・滝谷窯跡〔川上・木村・鈴木 1989〕などが

ある。平成 18 年度の下水道工事に伴う立会調査で七本松窯跡に隣接する地点で、新たに秋葉 2丁目窯跡（9世

紀前半）が新発見された。昭和 27 年に出版された『新津市誌』では新津丘陵に 18 か所の窯跡が存在すると記

載されており〔小林 1952〕、近隣に未知の窯跡がまだ多数存在すると考えられる。製鉄遺跡は新津丘陵西斜面に

居村遺跡・大入 C遺跡などがあり、9世紀第 2四半期以降とされる〔渡邊ほか 1997〕。平野部に位置する長沼遺

跡は、非ロクロの土師器やかえりのある須恵器蓋が定量出土した、7世紀末～ 8世紀の遺跡である〔渡邊 1991〕。

7世紀中葉の 647 年に造営されたとされる「渟足柵」と年代が近く、注目される。その北西の上浦A遺跡では

堀立柱建物が発見され〔川上 1997、坂上 2003〕、円面硯や多量の墨書土器が出土している。上浦A遺跡の年代は

出土遺物の年代観から 7世紀末～ 10世紀と考えられ存続時期の長い遺跡である。隣接する上浦B遺跡〔新潟市

2007〕からは、周囲を溝で囲まれた総柱建物跡 1基と掘立柱建物 2基が方向を揃えて検出された。周辺には井

戸や畑跡も検出されている。遺跡の年代は 9世紀後半の短期間に営まれている。希少なものとしては奈良三彩

の小壺が 1 点出土している。また、沖ノ羽遺跡〔石川ほか 1994、星野ほか 1996、細野ほか 2002、春日 2003a、北

村・菊池ほか 2004、立木・澤野ほか 2005〕を含む秋葉区満日地区には山王浦遺跡〔立木・澤野ほか 2004b〕、中谷内遺

跡〔立木ほか 1999、渡邊ほか 2002〕、内野遺跡〔立木・ 野ほか 2002〕、無頭遺跡〔長澤ほか 2002〕、大下遺跡、久保遺

跡など 9世紀後半を中心とする遺跡が多く確認されている。山王浦遺跡からは 9世紀後半の雨落溝を伴う掘立

柱建物が 3基検出されており、井戸や土坑など周辺施設が併設する建物小群がいくつか並在する「住耕一体型」

の集落の一部と考えられる。中谷内遺跡からは平安時代に流れた旧流路に沿って、集落の一部が確認された。

旧河道の覆土中からは多くの祭祀に伴う墨書土器が出土した。土器は上層と下層で様相を異にし、9 世紀第 3

四半世紀～と第 4四半世の概ね 2～ 3時期に分けられる。緑釉陶器無台椀など希少品も出土している。内野遺

跡からは溝・小土坑などが検出され、9世紀後半の集落の一部が確認された。無頭遺跡は狭小な調査区で不明な

部分が多いが、9世紀後半の土器が少量出土している。

中世の遺跡 市内で 212 遺跡が確認されているが、秋葉区に限定して記述する。城館跡が 10 か所、山城と

して東島城・金津城〔横山・竹田ほか 1987〕の 2 か所があり、館跡とされるものが 5か所ある。集落跡は平野部

微高地に立地する。自然堤防上の遺跡の実態がよく分からなかったが、平成 4年に調査された江内遺跡〔春日ほ

か 1996〕の発掘に伴い、14 ～ 15 世紀の集落が発見された。また細池遺跡（現、細池寺道上遺跡）〔小池ほか 1994〕

では中世以降の圃場の各単位施設と思われる遺構が検出されている。沖ノ羽遺跡では 12 ～ 13 世紀の集落およ

び圃場の一部が確認された〔石川ほか 1994、星野ほか 1996、春日 2003a〕。出土遺物の中には県内初出土となる烏帽

子が出土している。沖ノ羽遺跡の北東にある内野遺跡の調査では 14 ～ 15 世紀の自然堤防上の集落の様相が明

らかとなった。遺構としては掘立柱建物・井戸・溝があり、遺物は珠洲焼甕・壺類、青磁、白磁、瀬戸・美濃

焼などが確認された。さらにそれらの陶磁器とともに井戸内より鉄鍋が出土した。リサイクルを基本とする当

時の社会で金属製品が残ったということは、祭祀行為等で埋納されたと考えられる例である。そのほかに井戸

底から大形犬の骨の一部が検出され、食用の可能性が指摘されており、中世の食文化を考える上で貴重である。

近世の遺跡 市内で 50遺跡が確認されている。集落跡は中世と同じ平野部微高地に立地しており、現在の住

宅地が存続して立地することが多く実態は不明な点が多い。発掘調査例も少ないが、秋葉区新津地区では江内

遺跡で 17 世紀前半からの集落の一部が明らかにされている。近年、湊町新潟の「近世新潟町跡」〔佐藤 2007〕

が調査され、幾層も重なる生活面を確認した。備前系を中心とする各地の陶磁器が多量に出土した。部分的な

調査ではあるが、17～ 19世紀の町屋の実態に迫る重要な調査例である。

第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
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第 2表　新潟市およびその周辺の旧石器・縄文時代遺跡

前畑 縄・平
桃山 縄・平
聖籠観音 縄・平
別行 縄・平
蓮野Ⅱ 縄・平
坊主山 縄
追分 縄・平
二本松 縄・弥
横土居A 縄
山興野 縄
轟 縄文
横土居B 縄
居山A 縄
馬見坂 縄・古・平
切尾A 縄
浦ノ入A 縄
切尾B 縄
切尾C 縄
居山B 縄
笹山A 縄
浦ノ入B 縄
笹山B 縄
内島見 縄
松影D 縄・古
笹山C 縄
太田城山 縄
樋ノ入A 縄
名山B 縄
曽根 縄・弥・古・奈・平・中世
樋ノ入B 縄
鳥屋 縄
法華鳥屋 縄
阿賀野川河口 縄・古・平・中世
樋ノ入C 縄
滝沢貝喰 縄
下一部 縄・平
石動 縄・弥・古・平・中世
榎木大割 縄
中山 縄・古・奈・平
松山 縄・中世
小丸山 縄・古・平・中世・近世
城山 縄・古・平・鎌
馬屋尻 縄
浦林 縄
笹山前 縄・弥・古・奈・平
東囲 縄・弥・古
布依徒塚 縄
駒込小丸山 縄・弥・奈～平
宮下 縄
上田 縄・奈～平
薬師平A 先
金塚山 縄・奈・平
前郷 縄・弥・奈～平
上小中山 縄
川端B 縄
迎山 縄・奈～室
袋津向山 縄
久祢添 縄・平
砂崩 縄・奈～平
大室 縄
下里B 縄
下里A 先
川端A 縄
砂崩前郷 縄・平・江
土橋 縄・平
王ケ峯 縄
鶴渕 縄・室
貝喰 縄
十二神 縄
風吹沢 縄

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70

№：遺跡地図№

№　 名　称　　　　　時　代 №　 名　称　　　　　時　代 №　 名　称　　　　　時　代 №　 名　称　　　　　時　代 №　 名　称　　　　　時　代
大平 先
斉助山 縄・弥・奈～平
大室堤下 縄
貝喰平 縄
大日ケ原 I 縄
大日ケ原Ⅱ 縄
亀田城山A 縄・弥・奈～平
石船戸 縄
日陰平 縄
日水南 縄・弥・古・奈・平・室
日水前 縄・弥・平
横峰C 縄
槙峰B 縄
上野林 I 縄
二本松 縄
手城山 縄
石仏野 先
家添 縄
篭田中山 縄
中山 縄
ツベタ 縄
熊居上の山 縄・平
行塚 縄
横峰D 先
横峰A 縄
上野林 J 先・縄・平
上野林K 縄
上野林N 縄
上野林B 縄
上野林 0 縄
家裏 縄
小山崎 縄
上野林 L 縄・平
上野林E 先・縄
上野林M 縄・平
丸山 縄
保田新割 縄
中峯下 縄
中道 縄
養海山 縄・弥・古・平
藤堂 縄
上野林A 縄
西前郷 縄・奈～平
山ノ下 縄
蔵敷林 縄・平
用水林 縄
徳正寺 縄
野中 縄
新割 縄・平
獅子沢 縄
円山 先～縄
萩野 縄
官林 縄
赤坂山B 縄
赤坂山 縄
六野瀬 縄・弥
渡場赤坂B 縄
波場赤坂A 縄
的場 線～中世
馬下稲場 縄
竹林 縄
馬下 縄
緒立（C） 縄・弥・古・奈・平・中世
緒立（B） 縄・弥・古・奈・平
緒立（A） 縄・弥・古・奈・平
小手平 縄
草水町2丁目窯跡 旧石器・縄・平
秋葉 縄・弥・平
秋葉ブドウ園 縄・奈・平
愛宕澤 縄・平・中世

71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140

居平 縄
城見山 縄・古代・中世
平 縄
小栗山 縄
山崎 縄
原 縄
小実山 縄・弥・古代
下野山 縄
平林 縄
山境 縄・弥・江
高矢A 縄
高矢B 縄
切畑 縄
幅 縄
上ノ平 縄
二百苅 縄・古代
下谷地 縄
鳥撃（打）場 縄
八幡山 旧・縄・弥・古・平
居村C 縄・弥・奈・平
薬師堂 先・縄
薬師平 縄・平・中世
神田 縄・奈・平
大蔵西 縄
大蔵 縄
十ケ沢B 縄
殿屋敷 縄
三沢原 縄
坪が入 縄
赤坂 縄
五百地 縄
若宮西Ⅱ 縄文・平安
熊野堂南 縄文・古代
矢津 縄
旭山 縄
天神平 縄
排水機場 縄
横川浜堤外地 縄・平
大沢谷内北 縄・弥・古代
大沢谷内 縄・飛・古代・中世
中ノ坪北Ⅱ 縄
中ノ坪 縄・古代
中番坂 縄
矢津川 縄・古代
水戸野 縄・中世
八幡平 縄
宮古 縄
長橋中江 縄
茨塚 縄
深沢 縄
諏訪平 縄・中世
茨塚南 縄
安出 縄
犬茂 縄文
住吉 縄文
新屋住吉 縄文
五社神社 縄
向屋敷 縄
下曲江内 縄
羽場山 先
小屋野 縄
カウノス 縄
寺田野田 縄・平
羽場山西Ⅲ 縄
大ハゲⅢ 縄・古代
糠吐 縄・平・中世
羽場山西Ⅱ 縄
大ハゲⅡ 縄
寺田 縄・平
羽場山西 I 縄

141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197
198
199
200
201
202
203
204
205
206
207
208
209
210

大ハゲ I 縄
上野 縄
北山 縄
刈羽 縄
三波 縄・平
古屋敷 縄
牧 縄
栃林南 縄
山崎北 縄
山崎南 縄
新川 縄・平
塚野 縄
川の下 縄
大沢峠 縄
カイガ沢 縄
大沢洞穴 縄
保明浦 縄・奈～平・近世
道下 縄・奈～平
川船河 縄
木山墓所 縄
ツル子C 縄・平
ヤマサキ 縄・弥・中世
神山 縄・弥
茶畑 縄・平・中世
荒所A 縄
大藪 縄・古～室
観音原 縄
北浦原A 縄・平
南浦原 縄・平～江
イタチパラ 縄・平
坊主田 縄
定ロ 縄・平
向上堰 縄
権作 縄・平
山の奥 縄
上堰潟B 縄・平
タテ 縄・平
大沢 縄・鎌
諏訪山 縄・弥・古
布目A 縄
山王 縄
中村 縄
前表 縄
久保 縄
下田 縄
北赤坂 縄
上ん原B 縄
上ん原 縄
酒の沢B 縄
上ん原C 縄
南赤坂 縄・弥・古
中田割 縄
萱場 縄
松郷屋 縄
釜の口 縄
天神B 縄
福井 縄
中島 縄
片平 縄
ケカチ堂 先・平
久保田 縄・古
山中B 縄
茶塚 縄
番場 縄
重稲場 縄
大平 縄
山中 縄
御手洗山 縄
御井戸A 縄
諏訪神社境内 縄

211
212
213
214
215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226
227
228
229
230
231
232
233
234
235
236
237
238
239
240
241
242
243
244
245
246
247
248
249
250
251
252
253
254
255
256
257
258
259
260
261
262
263
264
265
266
267
268
269
270
271
272
273
274
275
276
277
278
279
280

山の上 縄
上田 縄
豊原 縄
坊の入り 縄
山谷 縄・古
新谷 縄
平田 縄.
陣ケ峰北 縄・古代
千刈北 縄・古代
千納 縄
稲葉 縄
水渡 縄
高島 縄
離山 縄
猿田 縄
園ノ内 縄・室
岩室神明社 縄
坂本橋 縄
甫ケ谷 縄
一本杉 縄
青竜寺 縄
開ノ木平 縄
岩ケ谷 縄
八田ケ入 縄
新田町 縄
高屋 縄・平
南谷地古屋敷 縄
善右工門 縄
田ノ浦 縄
魚分穴 縄
桔梗山 縄
清見ケ原 縄
夷塚A 縄
中山 縄
金堀沢 縄
川 l 向 縄
道上 縄
上の山 縄
猫ケ沢 縄
小桜 縄
桔梗山 縄
清見ケ原 縄
夷塚A 縄
中山 縄
金堀沢 縄
川向 縄
道上 縄
桶筒 縄
一本杉 縄
源氏山 縄・室
羽黒社 縄
堤上 縄・平
太田古屋 縄
東中蔓 縄
ーの沢 縄
舟戸下田 縄
峰岡上町 縄・古代
石瀬下町 縄
石瀬岡田東 縄
上堰潟湖底 縄
大野中 縄・平

281
282
283
284
285
286
287
288
289
290
291
292
293
294
295
296
297
298
299
300
301
302
303
304
305
306
307
308
309
310
311
312
313
314
315
316
317
318
319
320
311
312
313
344
315
316
317
321
322
323
324
325
326
327
328
329
330
331
332
333
334

第 3表　新潟市およびその周辺の弥生・古墳時代遺跡

山大夫 弥･平
山三賀 I 弥･平
二本松 縄･弥
佐々本山 古
馬見坂 縄･古･平
大池 古
松影B 古
松影C 古
上黒山 古
松影D 縄･古
中谷内 古～平
引越 弥
松影A 古
福島 古･平･中世
八幡野 古～平
掠 3 弥･古･奈･平
たやしき 弥
正尺D 古
正尺A 古
正尺B 古
正尺C 古
葛塚 古
阿賀野川河口 縄･古･平･中世
腰廻 古墳～中世
前田 古墳～奈良
石動 縄･弥･古･平･中世
居浦 古
山鳥屋敷 古･古代･中世
中山 縄･古･奈･平
城山 縄･古･平･鎌

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

№：遺跡地図№

№　 名　称　　　　　時　代 №　 名　称　　　　　時　代 №　 名　称　　　　　時　代 №　 名　称　　　　　時　代 №　 名　称　　　　　時　代
山木戸 古･奈･平･中世
小丸山 縄･古･平･中世･近世
笹山前 縄･弥･古･奈･平
小杉中州 古墳
東囲 縄･弥･古
猫山 弥
下金田 弥
上の山 弥･平
駒込小丸山 縄･弥･奈～平
山ン家 弥･奈～平
前郷 縄･弥･奈～平
斉助山 縄･弥･奈～平
亀田城山A 純･弥･奈～平
下西 古
武左衛門裏 弥･古
日水南 縄･弥･古･奈･平･室
日水前 縄･弥･平
曽根 縄･弥･古･奈･平･中世
西郷 弥･古代
八幡前 弥･平
養海山 縄･弥･古･平
物見山 弥
雲雀田 古
山下A 弥
沖ノ羽 古･古代･中世
六野瀬 縄･弥
結 古･奈良
上浦B 古墳･古代
山谷北 古墳
的場 縄～中世

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60

小手平 縄･弥･平
秋葉 鏑･弥･平
緒立（C） 縄･弥･古･奈･平･中世
緒立（A） 縄･弥･古･奈･平
緒立（B） 縄･弥･古･奈･平
諏訪田 弥
小実山 縄･弥･古代
東島大道下 古墳･古代･中世
山脇 古･平
山境 縄･弥･江
塩辛 弥･古･古代･中世
森田 弥･古･平･中世
舟戸 弥･古･奈･平
高矢C 古
古津八幡山古墳 弥･古
八幡山 縄･弥･古･平
居村C 縄･弥･奈･平
居村B 弥･奈･平
十ケ沢A 弥
六地山 弥･奈･平･鎌
大倉山 弥
住吉田南 古･平
愛后山 弥
大沢谷内北 縄･弥･古代
浦西 古墳
神山 縄･弥
ヤマサキ 縄･弥･中世
屋敷添 弥･平
中江橋 古墳
屋敷浦 弥･奈･平

61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90

前田 弥･古･平～室･江
上ノ坪南 古墳
大藪 縄･古～室
中店 弥
寺田A 弥
浦田 古･平
西萱場 弥
長沢 古
兵蔵 弥･中世
土居下 古･平
島灘瀬 古
早稲田 弥～平
二ノ沢 弥･中世
諏訪山 縄･弥･古
越王 古･平
菖蒲塚古墳 古
隼太塚 古
南赤坂 婦･弥･古
関田 古
天神A 弥
久保田 縄･古
石川 古･古代
丸潟 古･古代･中世
桜本 古･平
舟山神社A 古
山谷 縄･古
御井戸B 古
穴口 弥
うぶすめ 弥
山谷古墳 古墳

91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120

121
122
123
124
125
126
127
128
129
130

神明社 古
観音山古墳 古
大橋 古･平･中世
豊栄長場 古墳
上大川 古墳
下大口 古墳
四十石 古墳･平
結七島 古･奈･平･中世
中谷内 古･奈･平･中世
中田 古
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第 4表　新潟市およびその周辺の古代遺跡

雨池 平
前畑 縄･平
丸潟飛地屋敷 平
桃山 縄･平
長山辺 平
金港 平
山下 平
稲の平 平
山倉 平
木ノ株 平
諏訪山Ⅱ 平
聖籠観音 縄･平
諏訪山 平
道下 平
山大夫 弥･平
聖籠山 平
山緑 平
本三賀 平
下新田 平
正庵Ⅱ 平
正庵 I 平
山三賀Ⅱ 平
東港亀塚 平
別行 縄･平
三辺 平
正庵Ⅲ 平
山三賀 I 弥･平
追分 縄･平
東港太郎代 奈･平
出山 奈･平･鎌･江
蓮野Ⅱ 縄･平
サン化学前 奈･平
御山下 奈･平
伊勢堂山遺跡 平
馬見坂 縄･古･平
飯島 平
空毛 古代
藤寄 平
びわくび 平
六反谷内A 平
中谷内 古～平
福島 古･平･中世
大坪 古代･中世
八幡野 古～平
椡崎 平
曽根 縄･弥･古･奈･平･中世
笹山D 平
上舟橋 平
新五兵衛山 平
名山A 奈～平
名山C 奈～平
椋B 奈～平
横山 平
あかしやだん 平
内島見B 平
横井 平
甲山 平
法華鳥屋B 奈～平
法華鳥屋C 奈～平
法華鳥屋D 奈～平
椋 3 弥･古･奈･平
向山 平
尾山A 平
尾山B 平
熊の嶋 平
堤下B 平
堤上 縄･平
堤上窯跡 古代･中世
オガノA 平
道婦窯跡 平
神谷内 奈･平
尾山C 平
築上山 平
上土地亀 平
上土地亀B 奈～平
真木野 平
腰廻 古墳～中世
上高閣 平～室
前田 古墳～奈良
壱本杉 平･鎌
下一部 縄･平
宮前 平
砂子 平
未明 平
阿賀野川河口 縄･古･平･中世
新崎 奈･平
浦木 平
村下 奈～平
内沼浦 奈～平
川東 奈～平
中道A 奈～平
一本柳 奈～平
真那板倉 奈～平
五本柳B 奈～平
五本柳 奈～平
中道B 奈～平
長場 平
鷲津 平
城の渇 平
狐川渡 奈～平
上大月 奈～平
下前川原 平･室
小曽根 平
高畑 平
塚田B 平
塚田 平
元屋敷 平
沖ノ館 平
台田 平
滑橋 平
中谷内 平
発久 平
下福岡 平
堂前 平
唐着 平･室
清見寺窯跡A 平
清見寺窯跡B 平
中ノ沢窯跡 平
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狼沢窯跡群 平
上山屋 平
多須田製鉄関連遺跡平･中世
居浦郷 平
古屋敷 奈･平･室･江
宮浦 平
溜池 平
石動 縄･弥･古･平･中世
高森 平
縄内 平
池田B 奈～平
大夫曽根 平
山飯野神田B 奈～平
桜曽根 奈～平
山飯野神田A 奈～平
並柳 奈～平
桜曽根B 奈～平
池田A 奈～平
里飯野 平
岡新田 平
上堀田 平
山鳥屋敷 古･古代･中世
干刈 平
永室 平
六反田 平
諏訪田 平
堤下 平
卯ノ明 平
金屋中道 平
田向 平
古苗 平
土居内西 平･中世
轟 平･中世
善四郎谷内C 平･中世
善四郎谷内 平
村下 平安
大曲川端 平安
中島 平
四ツ橋長者屋敷 平･鎌
庚町 平
薬師島 平
三辺稲荷 平
大坪 平
土橋 縄･平
久祢添 縄･平
細田 平
大坪南 平
山王田 平
ツベタB 平
寺山 平
竹尾西 平
山木戸 古･奈･平･中世
猿ケ馬場A 平･室
下場 平･中世
大淵 平･中世
西野 平
直り山B 平
直り山A 平
小丸山 縄･古･平･中世･近世
松山向山 平
中山 縄･古･奈･平
神明社裏 平
城山 縄･古･平･鎌
笹山前 縄･弥･古･奈･平
平山 平
茗荷谷墓地 平
茗荷谷 奈･平
上の山 弥･平
藤山 平･鎌
居附A 平～室
松韻寺 平
山のハサバ 奈～平
清水が丘 平
丸山 平
大道外 平･中世
北山 平
彦七山 奈･平
駒込墓所 奈～平
駒込居浦郷 奈～平
浦ノ山 平
金塚山 縄･奈･平
前郷 縄･弥･奈～平
鵜ノ子 平
市助裏 平･鎌
前山 奈･平
三條岡 奈･平
塚ノ山 奈･平.
川西 平･鎌
狐山 奈･平
駒込小丸山 縄･弥･奈～平
山ン家 弥･奈～平
江尻 平
迎山 縄･奈～室
砂崩 縄･奈～平
砂崩前郷 縄･平･江
砂崩上ノ山 奈･平
上田 縄･恵～平
宮尻榔 奈～平
新田郷 平
砂岡 奈･平
茨島 奈･平
貝塚 奈･平
斉助山 縄･弥･奈～平
下郷 平
曽我墓所 平
川根谷内 奈～平
上沼 奈･平
岡田 奈･平
城所道下 平
駒首潟 平
亀田城山A 縄･弥･奈～平
日水 奈･平
中の山 奈･平
泥潟 平
牛道 平
日水南 縄･弥･古･奈･平･室
日水前 縄･弥･平
養海山 縄･弥･古･平
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八幡前 弥･平
川根谷内墓所 平･室
上郷C 平
上郷 奈･平
上郷B 奈･平
天王杉 平
居屋敷跡 古代
寺嶋 平･鎌
曽根 平
城館跡 平
熊居上の山 縄･平
鴨深甲 平
手代山製鉄跡 平
上野林 J 先･縄･平
上野林C 平
上野林 L 縄･平
上野林M 縄･平
花田 平
寺社家浦A 平
六九 平･中世
岩野A 奈
宮ノ越 平･鎌
蔵敷林 縄･平
山下B 平
五輪敷沢窯跡 平
八百刈 平
新割 縄･平
不動院 平
北郷 平～南北朝
親仁山 平･中世
女池稲荷 平
早通前 平･鎌
西前郷 縄･奈～平
中谷内 古･奈･平･中世
内野 平･中世
結七島 古･奈･平･中世
無頭 平
久保 平
下久保 平
江内 平･中世･江
沖ノ羽 古･古代･中世
山王浦 平
大下 平
西江涌 平
細池寺道上 平
道上 平
川口甲 平
六十寺道南 平
宮ノ浦 平
小栗山北 平
結 古･奈良
上浦A 平
上浦B 古墳･古代
川口乙 平
長沼 平･鎌
下等別当 古代～中世
秋葉 縄･弥･平
七本松窯跡群 平
草水町1丁目窯跡 平
草水町 2丁目窯跡 旧石器･縄･平
滝谷窯跡 平
小手平 縄･弥･平
秋葉ブドウ園 縄･奈･平
愛宕澤 縄･平･中世
新津城跡 平･室
城見山 縄･古代･中世
西沼 平
小戸下組 鎌～室･平
桜大門 平
大坪 奈～平
東島大道下 古墳･古代･中世
塩辛 弥･古･古代･中世
山脇 古･平
森田 弥･古･平･中世
舟戸 弥･古･奈･平
小実山 縄･弥･古代
山崎窯跡 奈
中野 奈･平
筧下 奈･平
村付 奈･平
薬師平 縄･平･中世
的場 縄～中世
緒立（C） 縄･弥･古･奈･平･中世
緒立城館跡 奈･平･中世
緒立（A） 縄･弥･古･奈･平
緒立（B） 縄･弥･古･奈･平
長左エ門沼 平
川根 鎌～室･平
下梅ノ木 鎌～室･平
曽根 平･鎌
古道 平
西島中谷内 奈･平
古津初越B 奈･平
古津初越A 奈･平
八幡山 縄･弥･古･平
金津初越B 奈･平
金津初速A 奈･平
中郷 平
二百苅 縄･古代
大入 奈･平
居村C 縄･弥･奈･平
神田 縄･奈･平
居村B 弥･奈･平
居村A 平
浦興野 古代
丸田 平
榎表 奈･平･中世
福島 奈･平･中世
ソブタ 奈･平
石ノ子 奈･平
江中 古代
道金 奈･平
新保北 平
段ノ越 奈･平
新保 奈･平･江
沓形北Ⅱ 平
沓形北 I 平
沓形中 I 平
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三軒屋 平
馬場西Ⅱ 古代･中世
沓形東 平
若宮八幡宮 古代･中世
若宮東 古代
熊野堂南 縄文･古代
若宮西Ⅱ 縄文･平安
若宮西 I 古代･中世
若宮南 古代
沓形西 I 平
沓形中Ⅲ 平
沓形西Ⅲ 平
沓形中Ⅱ 平
沓形西Ⅱ 平
橋田B 奈･平
橋田A 奈
橋田C 古代
住吉田 奈
町屋六条 古代･中世
坪子西 平
坪子東 平
沓形南 平
番文免東 平
番文免中 平
番文免西 平
小新保西 平
小新保東 平
小新保中 平
小新保 平
御堂入 古代･中世
八幡下 古代
番坂 古代･中世
矢津川 縄･古代
大道 古代
釈迦堂 平･南～室
三沢B 平
東腰付 平
南谷地西 平
下ノ坪北 平
川端北 平
川端南 平
中日 平
下ノ坪南 平
下ノ坪 古代･中世
梨木 平
中ノ坪東 古代
中ノ坪 縄･古代
千原 平
中坪 平
夜明 平
中ノ坪南 I 平
中ノ坪南Ⅲ 古代
中名沢 古代
本久 平
太田北 平
笹野町（A） 平
城下北 平
城下東 平
城下西 平
太田中 平
城下 平
太田東 平
笹野町（B） 平
一本杉北 平
茨塚東 平
狢沢北 平
六地山 古代･中世
横川浜堤外地 弥･奈･平･鎌
大沢谷内北 縄･平
浦ノ沢 縄･弥･古代
大沢谷内 古代
六兵衛沢 縄･飛･古代･中世
上ノ坪 平
夜明南 古代
浦 平
山ノ入 平
山ノ入南 平･中世
上江 古代
中江北 奈･平
中江 平
太田南 平
一本杉西 平
庚塚 平
一本杉 平
五部一 平･中世
谷地 奈･平
諏訪通 平
中丸北 I 平
菅ノ町 平
野田 奈･平
五ノ上曽根上 平
味方曽根下 平
ブギリ 平
弥佐工門 平･中世
土手内 平
骨田 平
味方用水路 平
中丸北Ⅱ 平
中丸南 平･中世
中丸北Ⅲ 平
中丸 I 古代
中丸西 古代
中丸Ⅱ 古代
青橋浦 古代
ハケツ下 古代
出戸 古代
青橋浦南 古代
青橋浦西 古代
寺田野田 古代
反橋 縄･平
寺田B 平
大ハゲⅢ 平
宮ノ前 縄･古代
樋切 古代
茨曽根 平
木山 奈～室
屋敷添 平･鎌
茶畑 弥･平
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前田 縄･平･中世
屋敷浦 弥･古･平～室･江
大薮 弥･奈･平
ツル子C 縄･古～室
ツル子B 縄･平
吹荒地 平
荒所B 平
ツル子A 平
赤塚神明社 平
三町歩 平
中才 平
与平潟 平･中世
六十歩下 平･中世
三條田 平
千日 平
西前田 平
本田 平
糠吐 縄･平･中世
三波 縄･平
土居下 古･平
館外 平
下屋敷跡 平
諏訪の前 平
中轌 平
新川 縄･平
二段あげ 平
ガンゴウ寺 平･
館内 奈～平
中谷内 奈～平
上谷内 奈～平
半ノ木 奈～平
病院脇 平
北浦原B 平
坂田 平･中世
上谷内B 平
上谷内A 平
沼 平
北浦原A 縄･平
南浦原 縄･平～江
原付 平
大原 平
山田屋敷 平･鎌
下稲場 平
代官屋敷 平
清水上 平
漕上り 平
浦田 古･平
大島橋 平
なえびき橋 平
四ツ割 平
沼下 平
浦（A） 平
浦（B） 平
下新田 古代
堤 平
荒田 平～鎌
六枚田 平
仲歩切 古代
万坊江 平～安
長善寺 平
早稲田 弥～平
島田 平
梅田 平～江
水戸下 奈･平
拾参番割 平
竹ノ花 奈～平
八反田 奈～平
川成 奈･平
保明浦 縄･奈～平･近世
羽生田中谷内 奈～平
古江端 奈～平
向田 奈～平
村浦 奈～平
羽生田城跡 平
吉田上谷内 奈～平
横手下 奈～平
大坪 奈～平
沼田 奈～平
大道上 奈～平
白地 奈～平
道下 縄･奈～平
陣ケ峰北 縄･古代
陣ケ峰 古代
菅端 古代
千刈北 縄･古代
権作 縄･平
タテ 縄･平
さかしの 平
イタチパラ 縄･平
上堰潟B 縄･平
上堰潟A 平
長道 平
定ロ 縄･平
赤坂 平
高畑 平
高六 平･鎌
茶院 平～江
上向 平･鎌
天神 平･鎌
姥島 平･江
潟浦新 平
大塚 平
石川 古･古代
舟戸 古代･中世
丸潟 古･古代･中世
境田 古代
堀割 古代
銭原 室･平
越王 古･平
菖蒲塚古墳経塚 平
天神C 平
重稲場窯跡 平
ハガヤバ 平
おおやさま屋敷 平
住吉神社脇 平
地蔵腰 平
古辻 平
助次郎 平･中世
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597
598
599
600
601
602
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604
605
606
607
608
609
610
611
612
613
614
615
616
617
618
619
620
621
622
623
624
625
626
627
628
629
630
631
632
633
634
635
636
637
638
639
640
641
642
643
644
645
646
647
648
649
650
651
652
653
654
655
656
657
658
659
660
661
662
663
664
665
666
667
668
669
670
671
672
673
674
675
676
677
678
679
680
681
682
683
684
685
686
687
688
689
690
691

692
693
694
695
696

№：遺跡地図№

№　 名　称　　　 時　代 №　 名　称　　　 時　代 №　 名　称　　　 時　代 №　 名　称　　　 時　代 №　 名　称　　　 時　代 №　 名　称　　　 時　代
横地 平
西槙 平
川下B 平
川下A 平
浦田川東 平･鎌
浦田乙 平･鎌
居畑 平
野神屋敷 平･室･江
中組 平
香語田 平
川上 平
上徳 平･鎌
桑橋 平･鎌
見対 平
境浦 平･鎌･南･室
諏訪ノ木 平･鎌
ヤケ屋敷 平･鎌･南･室
長渡 平
五ケ浜 平
ケカチ堂 先･平
ヤチ 平･鎌
桜本 古･平
舟山神社B 平
番場西 平
七十刈 平
五人割 平安～中世･近世
江添C 平安～中世･近世
十二田 平･中世
稲葉 平
七嶋 平
堅割 平
小川 平
江添D 平安～中世･近世
江添 E 平安～中世･近世
北小脇 平安～中世･近世
花立 平
小諏訪前 平
大橋 古･平･中世
小諏訪前B 平安～中世･近世
庚塚 E 古代
庚塚A 平
銭淵 平･中世
三角田 奈･平
斉藤屋敷 平･鎌
松橋 平
万福寺 平･鎌･南･室
外畑 平
桜田 平
猿田今山官 平
荒田 平
岩室曽根 平
長島天神 平
狐塚 平
大縄 平
郷屋 平
筧越 平
本町カジ田 平
池田 平
西ノ神 平
三方ロ 平
鴻ノ巣大坪 平･中世
江添 F 平安～中世･近世
新保A 平
大保 平
新保境 平･中世
弥五郎屋敷Å 平･室
熊ノ田 平
松田 平
仲沖 平
花見 平
本村 平
高屋 縄･平
番羽入 古代
清右エ門新田 古代
田中新田 平
夷塚B 平
平野 平
柿の浦 平
矢作 平
中築地 平
谷内A 平
下町 平
野沖田 平
中築地 平･中世
前畑 平～室
野沖 平･中世
中沢屋敷 平～室
中人溝 平･中世
寺田 縄･平
諏訪畑 平
伏部道下 平
大蔵 古代
羽黒西 平
秋葉2丁目窯跡 平
峰岡上町 縄･古代
大間潟 古代
手代山北 平･中世
四十石 古墳･平
西郷 弥･古代
萱免 古代
大野中 縄・平

地点不明
青山 平
庚塚 平
親爺屋敷 平
羽入 平
三ツ門 平
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日渡宮ノ下 中世･江
佐々木墓地石仏 中世
佐々木神明宮の石仏群 中世
東海田 中世
養福寺石仏群 中世
真昌寺 中世
本屋敷 中世
五反畑 中世
常福寺石造物群 中世
出山 奈･平･鎌･江
内島見C 中世
城山館跡 室
福島 古･平･中世
屋敷付塚 中世
大坪 古代･中世
三ツ椡A石仏 中世
三ツ椡 8石仏 中世
竹俣万代基地石塔 中世
加冶万代館跡 室
曽根 縄･弥･古･奈･平･中世
天王石塔 中世
源氏山 縄･室
堤上窯跡 古代･中世
寺ノ山 室
阿賀野川河口 縄･古･平･中世
津島屋の石仏 中世（南北朝）
旭塚製鉄 室
腰廻 古墳～中世
上高関 平一室
徳昌寺前 室
徳昌寺石仏 室
壱本杉 平･鎌
沢口石仏 室
泉秀院石仏 室
上一分石仏 室
家の前 南
光円寺石仏 室
鳳林寺石仏 室
下前川原 平･室
森下古銭出土地 室
長場舘跡 室
中山家石仏 室
笹岡城跡 南
諏訪社石仏群 室
中ノ沢 室
堤上窯跡 室
兎沢窯跡 室
独訳中世窯跡 室
背中炙窯跡 鎌
古屋敷 奈･平･室･江
本所居館跡 中世
里飯野石仏 中世
上堀田石仏C 中世
上堀田石仏B 中世
上堀田石仏A 中世
篭田の観音様脇石仏 室
篭田臼井家の石仏 室
唐着 平･室
滝沢屋敷跡 室
法華山出土石道遭物群 室
権兵衛沢石仏 室
権兵衛沢窯跡 室
堀切沢 室
山ノ神石仏 室
高徳寺石造遺物群 室
山崎家石仏 室
磐栄川神社石仏 室
横山家蔵石仏 室
遠藤家石仏 室
地蔵堂石仏 室
法華山墓跡群 室
庵入寺墓跡解 室
金鉢山墓跡群 室
金鉢山石造遺物群 室
真光寺墓跡 室
羽黒石仏 室
今板 室
石動 縄･弥･古･平･中世
岡山の石仏 中世
江口館追跡 中世
大淵 平･中世
細山石仏 室
山木戸 古･奈･平･中世
竹尾 室
猿ケ馬場B 鎌～江
猿ケ馬場A 平･室
下場 平･中世
小丸山 縄･古･平･中世･近世
松山 縄･中世
城山 縄･古･平･鎌
藤山 平･鎌
居附A 平～室
山鳥屋敷 古･古代･中世
駒林要害跡 室
土居内西 平･中世
轟 平･中世
善四郎谷内C 平･中世
大割 中世
曽郷前 中世
下谷地 中世
居浦 室
浄楽寺の石造物 中世
土居内 中世
羽萱場 中世
長楽寺の石仏 室
雙善寺 室
吉田家蔵 南
七面堂 中世
無為信寺の石仏 室
西福寺石仏群 室
下条館跡 室
十ケ袋 室
水原館跡 室
斉藤家の石仏 室
外城庚申塚 室
四ツ橋長者屋敷 平･鎌
長福寺石仏 室
泣塚 室

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
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33
34
35
36
37
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41
42
43
44
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87
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114
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116
117
118

№：遺跡地図№

№　　 名　称　　　　　 時代
大通庵石仏 室
熊沢の石仏 室
地蔵院石仏 室
山浦城跡 室
金屋 室
金クソ沢 室
アバヤシキ 室
山寺石仏 室
村杉製鉄 室
村杉石仏 室
石山 中世
大道外 平･中世
迎山 縄･奈～室
下郷経塚 安
横越館跡 室
本田裏 中世
町道上 中世
清水家石仏 中世
紺屋 中世
下の橋館跡 室
藤の木 室
諏訪神社 中世
久祢添の庚申様 室
原 南･室
七ツ塚 南
渡辺家蔵の石仏 室
野地城跡 室
円福寺の石仏 室
中島家蔵の石仏 室
堀越館跡 室
中潟神明宮の石仏 室
中潟の観音様石仏 室
大室城跡 室
鶴渕 縄･室
江上板碑 南
洞震寺石仏群 室
法塔場塚 室
山本新家浦 室
滝山 室
石仏山 中世
親仁山 平･中世
愛宕の塚 中世･近世？
地蔵山 鎌･室
鳥屋野 中世
上中沢 中世
市助裏 平･鎌
川西 平･鎌
三王山 室
亀田城山B 南･室･江
荒木前 鎌
手代山 鎌
日水南 縄･弥･古･奈･平･室
早通前 平･鎌
川根谷内墓所 平･室
円通寺石仏 室
中谷内 古･奈･平･中世
新久免の塚 室～江
寺嶋 平･鎌
長崎（城跡） 室
内野 平･中世
沖ノ羽 古･古代･中世
江内 平･中世･江
盛岩寺石仏 中世
小河原 中世
天神林の石仏 室
嘉瀬島諏訪社 中世
村下の石仏 室
祥雲寺の石仏 室
上江端の石仏 室
新明野 室
分田館跡 室
玉泉寺の石仏 室
玉泉寺石仏 中世
内山王 室
寺社家浦B 室
大坪 中世
六九 平･中世
成田屋敷 室
宮ノ越 平･鎌
庚申様石仏 室
竜下 南北朝
門前 室
安田城跡 室～江戸
孝順寺石仏群 南北朝一室
院殿塚 室
大岡家蔵石仏群 南北朝～室
北郷 平～南北朝
六野瀬館跡 南北朝～室
草水石仏 南北朝
十二神社石仏 南北朝
赤坂石仏 室
川原畑 中世
下等別当 古代～中世
長沼 平･鎌
的場 縄～中世
緒立（C） 縄･弥･古･奈･平･中世
緒立城館跡 奈･平･中世
林葉等の五輪塔 室
埋堀 中世
本町石仏 中世
尻地の塚 室
愛宕澤 縄･平･中世
大開館跡 中世
新津城跡 平･室
腰廻 室･安
諏訪神社石仏 中世
浄楽 室
小戸下組 鎌～室･平
川根 鎌～室･平
下梅ノ木 鎌～室･平
程島館跡 戦
城見山 縄･古代･中世
東島大道下 古墳･古代･中世
西島館跡 中世
東島城跡 室
森田 弥･古･平･中世
塩辛 弥･古･古代･中世
曽根 平･鎌

119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
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155
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157
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159
160
161
162
163
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165
166
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168
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170
171
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206
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216
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234
235
236

№　　 名　称　　　　　 時代
高山石造物群 南
桑山石仏 中世
船越古銭出土地その 1 中世
船越古銭出土地その 2 中世
丸田石仏群 中世
堤 室
丸田館跡 室
館之内宝篋印塔 中世
延命寺石仏群 中世
大倉山尼寺跡 中世
榎表 奈･平･中世
榎表南 鎌･南
五泉城跡 室
福島 奈･平･中世
笹堀石造物群 中世
永明寺石塔醇 中世
馬下石造物群 中世
下島石造勅許 中世
小栗山石仏群 中世
大谷石仏群 中世
小山田墳墓 室
切畑観音堂石仏 中世
諏訪ノ木石仏 中世
相輪願成寺塔 室
願成寺経塚 室
門後 中世
町 中世
八反畑 中世
常照寺五輪塔姿 鎌
馬場西Ⅰ 中世
馬場西Ⅱ 古代･中世
若宮西 I 古代･中世
門後北墳墓 鎌
門後墳墓 室
門後南 中世
大畑 中世
馬場 中世
高内西 中世
高内 中世
荒屋 中世
荒屋 室
福厳寺石仏群 南北朝
馬場館跡 室
荒屋南墳墓 中世
禅定院五輪塔姿 鎌
熊野堂 中世
善明寺板碑 鎌
若宮 中世
若宮八幡宮 古代･中世
宮ノ下五輪塔姿 鎌
寺ノ下石造物群 中世
郷屋石造物群 中世
薬師平 縄･平･中世
真福寺跡石仏群 中世
真福寺跡 中世
大蔵一文一石経塚 中世
大歳稲荷社石仏群 中世
柄沢館跡 室
宝泉寺石仏群 中世
稲荷社石仏 中世
山下石仏群 中世
大蔵石仏群 中世
柄沢石仏 中世
不動堂石造物群 中世
柄沢城跡 室
福連寺城跡 室
中原 中世
矢津石川家五輪塔姿 鎌
伊右江門屋敷 中世
女窪 中世
泉福寺板碑群 南
矢津川板碑 鎌
永谷寺 鎌
水戸野 縄･中世
木場城跡 中世
釈迦堂 平･南～室
三沢 室
了専寺館 中世
西善寺石仏 中世
金津城跡 南
便住城跡 室
町屋六条 古代･中世
下ノ坪 古代･中世
中ノ坪南Ⅱ 中世
石曽根神社五輪塔姿 鎌
梅田氏蔵板碑 鎌
御堂入 古代･中世
番坂 古代･中世
英林寺板碑 鎌
狢沢墳墓 鎌
焔硝蔵石仏 南北朝
清水寺板碑 南
一本杉 平･中世
山王前 中世
正円寺板碑群 鎌
狢沢北 古代･中世
狢沢 中世
愛宕原 中世
諏訪平 縄･中世
内野 I 中世
高山前田 鎌～安
高山西 中世
沢田 鎌～室
内野潟端A 中世
六地山 弥･奈･平･鎌
内野潟端B 中世
己ノ明 南～室
五本田館跡 室
大沢谷内 縄･飛･古代･中世
西？屋山館跡 室
護摩堂城跡 室
家ノ浦 中世
山ノ入 平･中世
中丸北Ⅱ 平･中世
八石 中世
十二南Ⅲ 中世
十二北 中世
十二南Ⅱ 中世

237
238
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240
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244
245
246
247
248
249
250
251
252
253
254
255
256
257
258
259
260
261
262
263
264
265
266
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331
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344
345
346
347
348
349
350
351
352
353
354

№　　 名　称　　　　　 時代
十二南 I 中世
寺下 中世
牧城跡 室
道下 中世
尼池 鎌･室
茨曽根 奈～室
伝念野毛 鎌･室
木山 平･鎌
木山水田中古銭出土地 中世
西川大関館跡 中世
ブギリ 平･中世
苧畑 中世
与平潟 平･中世
六十歩下 平･中世
長潟 中世
二丁下 中世
江向 鎌
前 鎌
浦廻 鎌･南
長田 鎌～室
庄瀬館跡 室
興野 室
戸石基 室
若宮様 室
下田保 鎌？
馬場屋敷 室
元屋敷 中世
山田古銭出土地 鎌
糠吐 縄･平･中世
田上館跡 室
ヤマサキ 縄･弥･中世
茶畑 縄･平･中世
前田 弥･古･平～室･江
山崎水田中古銭出土地 中世
大藪 縄･古～室
藤蔵新田 南･室
坂田 平･中世
南浦原 縄･平～江
太田 中世
松崎屋敷 中世
元宮 中世
兵蔵 弥･中世
荒田 平～鎌
本行寺 室
万坊江 平～安
万坊院跡 室
河間八幡 室
嵐潟 鎌
島田B 鎌
梅田 平～江
永安寺の五輪塔群 室
兎館跡 室
仲作 中世
西屋敷 中世
興業古墓 室
兵衛塚 室
浦稲場 1号塚 室
浦稲場 2号塚 室
浦稲場 3号塚 室
浦稲場 4号塚 室
浦稲場 5号塚 室
布目館跡 室
真田 中世
河井前 鎌
館ノ腰 鎌
打越館跡 室
高六 平･鎌
モスの塚 室
茶院 平～江
宇智古志神社 室
茶碗B 南･室
福島 室
上向 平･鎌
東船越館跡 室
円明寺跡 室
高野宮館跡 室
等運寺の五輪塔 室
新飯田館跡 室
古町 安
二ノ沢 弥･中世
銭原 室･平
大沢 縄･鎌
上の原 室
巻城跡 室･安
馬塚（観音塚） 室
下和納 室
石塔島 鎌
下城跡 室
上城跡 室
下和納寺跡 鎌
助次郎 平･中世
天神 平･鎌
浦田乙 平･鎌
長所 室
浦田川東 平･鎌
僕田 室
長所館跡 室
野神屋敷 平･室･江
佐渡山城跡 室
上徳 平･鎌
桑橋 平･鎌
境浦 平･鎌･南･室
善性寺跡 室
大船渡 室
諏訪ノ木 平･鎌
下郷屋 鎌･南･室
アヤメ塚 室
ヤケ屋敷 平･鎌･南･室
囲内 南･室
君之塚 室
ヤチ 平･鎌
山田屋敷 平･鎌
ハザマ 南
金丸 室
高橋 室
三田･新谷 室
和納館跡 室
童子 室

355
356
357
358
359
360
361
362
363
364
365
366
367
368
369
370
371
372
373
374
375
376
377
378
379
380
381
382
383
384
385
386
387
388
389
390
391
392
393
394
395
396
397
398
399
400
401
402
403
404
405
406
407
408
409
410
411
412
413
414
415
416
417
418
419
420
421
422
423
424
425
426
427
428
429
430
431
432
433
434
435
436
437
438
439
440
441
442
443
444
445
446
447
448
449
450
451
452
453
454
455
456
457
458
459
460
461
462
463
464
465
466
467
468
469
470
471
472

№　　 名　称　　　　　 時代
囲ノ内 縄･室
上町 室
和納八幡前 室
原館跡 室
天神 室
寺屋敷石塔 室
長島館跡 室
雀森 中世
大橋 古･平･中世
江添B 中世･近世
十二田 平･中世
館屋敷 中世
小諏訪前B 平安、中世･近世
銭淵 平･中世
五人割 平安～中世･近世
江漆C 平安～中世･近世
江添D 平安～中世･近世
江添 E 平安～中世･近世
北小脇 平安～中世･近世
天神堂城跡 中世
糺 中世
福厳寺 室
鴻ノ巣城跡 室
江添 F 平安～中世･近世
新保C 中世･近世
新保B 室
鴻ノ巣大坪 平･中世
新保境 平･中世
弥五郎屋敷A 平･室
本町城跡 室
野沖 平･中世
斉藤屋敷 平･鎌
二インドン屋敷 南･室
万福寺 平･鎌･南･室
万福寺跡 室
亀田 室
大野 鎌･南･室
鎌井 南･室
題目塚 室
杣木館跡 室
西津雲 室
上潟 室
沙山 室
御羽黒様塚 室
松嵩山城跡 室
天神山城跡 室
石瀬陣屋跡 中世･江
石瀬岡田 室
城平 室
田ノ平遺跡 室
泉性寺跡 安
夏井経塚 室～江
夏井焼窯跡 中世･江
矢根五郎屋敷跡 室
一本杉 中世～近世
前畑 平～室
中築地 平･中世
中沢屋敷 平～室
潟ノ内B 室
潟ノ内A 室
門光寺跡遺跡 中世
筒免内 室
札木A 中世
札木B 中世
中人溝 平･中世
十宝塚 室
城河内城跡 室
弥彦神宮寺跡 中世
舟戸 古代･中世
丸潟 古･古代･中世
多須田製鉄関連遺跡 平･中世
上小古 中世
手代山 平･中世
結七島 古･奈･平･中世

地点不明
真木 室

473
474
475
476
477
478
479
480
481
482
483
484
485
486
487
488
489
490
491
492
493
494
495
496
497
498
499
500
501
502
503
504
505
506
507
508
509
510
511
512
513
514
515
516
517
518
519
520
521
522
523
524
525
526
527
528
529
530
531
532
533
534
535
536
537
538
539
540
541
542
543
544
545
546

547

№　　 名　称　　　　　 時代
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古墳時代の越後国については文献史料では不明な点が多い。越後平野に立地する古墳は秋葉区の古津八幡山

古墳をはじめ、西蒲区の菖蒲塚古墳・山谷古墳、西区の緒立神社古墳や三条市の保内三王山古墳群などいずれ

も前期のもので、5世紀代には越後平野で古墳の実態は不明瞭である。5世紀後半以降は高田平野・魚野川流域

に造営されるようになる。

越国の領域については第 1段階（3～ 4 世紀）は旧越前国（越前・加賀・能登）、第 2段階（5～ 6 世紀）は旧越

中国（頸城・古志・魚沼・蒲原 4郡まで含む）まで、第 3段階（7世紀中～）は渟足・磐舟柵までとし、次第に北上

していく様が伺える〔米沢 1965・1980〕。『続日本紀』大宝 2年（702）3 月条には、越中国 4郡を割いて越後国

に編入するとあり、頸城・古志・魚沼・蒲原の 4郡がこれに当たるとされ、これにより越中国の領域が確定し

た。最終的に越後国の領域が確定するのは、和銅 5年（712）にそれまで越後国に属していた出羽郡を分割して

出羽国を建国したことによる。

古代の秋葉区域は蒲原郡に属し、その郡域は概ね三条市以北阿賀野川以西の越後平野と推定され、中世南北

朝期に蒲原郡の郡域が旧沼垂郡を含む領域に拡大するまでは大幅な変更はないと思われる。7世紀段階には旧越

中国の渟足柵に属する領域として整備され、8世紀には蒲原郡として成立したと見られる。蒲原郡内には 10世

紀成立の『和名類聚抄』に桜井・勇礼・青海・小伏・日置の 5郷が見られ、桜井・勇礼・青海・小伏の 4郷に

ついては所在地が比定できることから、秋葉区域は日置郷に当たると考えられていた。郷域は新津丘陵の北端

部を中心に阿賀野川以西信濃川以東、概ね現在の秋葉区・五泉市・田上町の範囲と推定される。

宝亀 11 年（780）の「西大寺資財流記帳」（『寧楽遺文』中巻）には、西大寺の荘園として蒲原郡に鶉橋庄・槐

田庄が見られる。同史料に「越後国水田并墾田地帳景雲三年」とあることから、成立はいずれもそれ以前の 8

世紀中葉と見られる。所在地については式内社名から、鶉橋庄は五泉市橋田、槐田庄は三条市周辺とされてい

る。これらの荘園に秋葉区域が含まれていたのかは不明である。

新津丘陵における須恵器生産は、早ければ 7世紀後半には始まり、8世紀前半～ 9世紀中頃が主な操業時期

である。これは越後国内の他地域の須恵器生産動向とほぼ一致しており、いわゆる「一郡一窯体制」であった。

しかし 9 世紀前半～中葉には、佐渡小泊窯の製品が越後国全域に流通するという画期的変化が生じる〔坂井

1996〕。一方、金津丘陵製鉄遺跡群は新津丘陵北西側の金津地区にあり、窯跡と近接するのは燃料が薪や木炭と

共通するためである。古代の秋葉区域の産業は新津丘陵の製鉄・窯跡群が中心で、低湿地や潟湖が大部分を占

めていた越後平野の中で新津丘陵は重要な位置にあったと思われ、文献史料上は確認できないが、沼垂柵や国

府津である蒲原津とも何らかの関係があった可能性がある。

11 世紀後半に各地で成立し始めた公領のひとつである金津保は、秋葉区域に所在したとされる。金津保の初

見は建武 3年（1336）11 月 18 日「羽黒義成軍忠状写」で、「同二日、引籠于金津保新津城、対于小国政光以下

御敵等、到散々合戦畢」（『新潟県史』資料編 4－ 1935）とあり、北朝方である三浦和田（羽黒）義成は金津保にあ

った新津城に籠り、南朝方の小国政光らと戦ったとある。この史料によって金津保には新津城が含まれていた

ことがわかり、この新津城とは新津城・程島館・東島城のいずれであろうとされる〔木村 1989〕。また天正 5年

（1577）「三条衆給分帳」に「金津保之内遊川」（『新潟県史』資料編 5－ 2704）とあり、遊川は田上町湯川と見ら

れ、さらに天文 13 年（1544）10 月 10 日「上杉玄清定実知行宛行状」・同「長尾晴景副状」（『新潟県史』資料編

4－ 1495・1496）に「金津保下条村」とあるのは、五泉市下条に当たるとされる。以上のことから金津保の領

域は年代によって若干の違いがあった可能性はあるが、秋葉区～田上町北部と新津丘陵の五泉市側までを含む

範囲であったと推定する。

院政期～鎌倉初期には建仁元年（1203）3 月 4日に「城四郎長茂并伴類新津四郎已下、於吉野奥被誅畢」（『吾
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妻鏡』）とあり、新津四郎はおそらく金津保に何らかの関連をもつ人物と見られるが、阿賀野川以北に勢力を持

ち国衙勢力と対峙する城長茂と行動をともにしている。このことから公領である金津保は国衙勢力と城氏との

間で不安定な状況であったことが予想される。また南北朝動乱期には阿賀野川以北の北朝方佐々木加地景綱ら

と、刈羽・魚沼地域に勢力を置く南朝方の小国氏らの蒲原津をめぐっての攻防が続き、阿賀野川流域である金

津保（つまり秋葉区域）は、その中で拠点の一つとして注目されていた。その後も越後守護となった上杉氏・守

護代長尾氏にとって、その支配に抵抗する阿賀野川以北の国人層や本庄・色部・中条・佐々木加地氏らを統制

するために金津保は地理的に極めて重要な拠点であった。そのため金津保は国衙領として守護の支配下に置か

れることとなる。

天正 6 年（1578）3 月に上杉謙信が死去し、養子である景勝・景虎の間で後継争い「御館の乱」がおこる。

この乱に景勝方として参戦した新津氏は、以後それまで金津保の勢力であった平賀氏に替わり領主となった。

そして慶長 3年（1598）景勝とともに会津へと国替えさせられるまで、新津氏が金津保を中心により発展する

こととなった。

中世における金津保を中心とした秋葉区域は、阿賀野川流域であり、蒲原津に近いという地理的環境や越後

平野を一望することができるという新津丘陵の存在から、常に不安定な政治的状況に置かれていた。先に金津

保の領域に推定した範囲に、新津丘陵を中心に中世城館が常に置かれていたのはそのことを示しているのだろ

う。

近世に入り、越後平野では新発田藩によって新田開発に伴う治水工事が行われるようになった。また近世後

期には町人請負による新田開発が盛んになり、潟の干拓が行われた。阿賀野川などの河川も水害対策のために

掘割を堀削するなどの普請がなされた。沖ノ羽遺跡の所在する古田ノ内大野開は、江戸時代に新発田藩により

開発された古田新田の枝郷である。享保 3 年（1718）の新発田藩「御領分郷村鑑」によれば、「高 149 石余、

田 23町部、畑 2町余、無民戸」とあり、江戸時代以来、無住の地であったことが伺える。現在の遺跡周辺の景

観はこの開発に基づいて形成されているが、古代から中世にかけての遺跡周辺は広大な潟湖や湿地が存在し、

その中で微高地上の遺跡は当時の生活を知る上で非常に重要である。
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第２図　新潟市周辺の旧石器・縄文時代遺跡分布図
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第３図　新潟市周辺の弥生・古墳時代遺跡分布図



第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
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第４図　新潟市周辺の古代遺跡分布図



第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
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第５図　新潟市周辺の中世遺跡分布図



第Ⅲ章　調 査 の 概 要

第1節　確　認　調　査（図版4～ 6）

満日地区圃場整備事業に伴う試掘・確認調査は、平成 11・12 年度に試掘・確認調査として圃場整備事業区

域全域の田部分を、平成 13年度には畑部分と田部分を行っている。平成 11年度には 869.4 ㎡（1.4m× 3m×

207 トレンチ）、平成 12 年度に 659.4 ㎡（1.4m × 3m × 157 トレンチ）を行い、平成 13 年度には 823.2 ㎡

（1.4m× 3m× 196 トレンチ）を調査した。その後の協議結果で用・排水路部分および未調査地の調査を行うこと

となり、平成 14～ 16 年度、平成 18・19 年度（平成 20年度以降継続予定）に確認調査を行い、現在、圃場全体

面積の約 2／ 3の範囲の調査が終了している。

今回の調査地点は、平成 13年度の畑および平成 14・15 年度に行った用排水路の確認調査で見つかった範囲

となっている。1区（図版 6）とした畑部分の 239・240 トレンチでは、現地表面（G・L）から 0.35 ～ 0.45m

で黒茶褐色～茶褐色土層の古代包含層および相当層が確認され、畑部分を中心に包含層の広がりが予想された。

2区（図版 6）とした用・排水路部分は現農道部分にあたり、303～ 306・353 トレンチでは、現地表面（G・L）

から 0.60 ～ 1.10mで黒茶褐色～茶褐色土層の古代包含層および相当層が確認されている。3区（図版 6）とした

畑部分の 243 トレンチでは、現地表面（G・L）から 0.35m前後で黒茶褐色～茶褐色土層の古代包含層および相

当層が確認されている。4区（図版 6）とした用・排水路部分は現農道部分にあたり、334～ 336 トレンチでは、

現地表面（G・L）から 1.10 ～ 1.60mで黒茶褐色～茶褐色土層の古代包含層および相当層が確認されている。5

区（図版 6）とした畑部分（一部用・排水路含む）の 255・256 トレンチでは、現地表面（G・L）から 0.40 ～ 0.50m

で黒茶褐色～茶褐色土層の奈良以前と古代包含層および相当層が確認され、畑部分を中心に包含層の広がりが

予想された。また、5区は隣接する磐越自動車道での調査〔星野ほか 1996〕で古墳時代の遺構・遺物が古代遺構

確認面より 0.20 ～ 0.30mの間層を挟んで確認されており、その広がりが確実視されたため 2面調査とした。

以上の結果から、保護層が確保されない本発掘調査範囲は前述の通り約 3,700 ㎡（下層面積 795 ㎡を含む）と

なった。

第 2節　本 発 掘 調 査

A 調　査　方　法

1） グリッドの設定（図版 5・6）

グリッドを設定するにあたっては、平成 15年度に沖ノ羽遺跡発掘調査を行った時点に設定した基準点を用い

た。その基準点は国土座標（世界測地系）X 座標： 201970.000、Y 座標： 54820.000、緯度： 37 4゚9 ′

17 ″9226、経度： 139 0゚7 ′10 ″1837 を 1A1 杭とした。基準点に対し国土地理院の第 8系座標軸を用いて

10mの方眼を組み、これを大グリッドとした。大グリッドの名称は北西隅の杭を基点として短軸方向をアラビ

ア数字、長軸方向をアルファベットとし、この組み合わせによって表示した。しかし、平成 15年度調査区より

も東側に調査区が延びたため、短軸方向のアラビア数字、長軸方向のアルファベットがともに足りない状況と

なった。そのため、アラビア数字の北側の延長を「01 02 03 …」とし、アルファベットの東側の延長を

「AA AB AC …」とした。大グリッドをさらに 2m 方眼に区分して 1 から 25 の小グリッドに分割し、
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「17AC15」のように呼称した。基準杭の打設は測量業者に委託した。

発掘調査区 5点の座標（新座標）は次のとおりである。

1区 19AD1（X座標： 201790.000、Y座標： 55110.000、緯度： 37 4゚9 ′00 ″ 6250、経度： 139 ゜ 07 ´ 33 ゛

4220 杭頭高 3,786m）・ 2区 23AS1（X座標： 201750.000、Y座標： 55260.000、緯度： 37 4゚8 ′59 ″2949、経

度： 139 0゚7 ′39 ″5441 杭頭高 3,620m）・ 3区 17AO1（X座標： 201810.000、Y座標： 55220.000、緯度： 37

4゚9 ′01 ″2498、経度： 139 0゚7 ′37 ″9251 杭頭高 3,925m）・ 4 区 03BA1（X 座標： 202000.000、Y 座標：

55340.000、緯度： 37 4゚9 ′07 ″3864、経度： 139 0゚7 ′42 ″8838）・ 5区 06AW1（X座標： 202030.000、Y座

標： 55300.000、緯度： 37 4゚9 ′08 ″3682、経度： 139 0゚7 ′41 ″2566 杭頭高 4,152m）。

19AD1 杭で長軸方向を座標北の 0度 0分 0秒とし、座標北は真北に対し 0度 23 分 02 秒東偏し、磁北は真

北に対し 7度 45分 00秒西偏する。

2） 調　査　方　法

①表土剥ぎ 確認調査によって遺物の出土が多量であることから、遺物包含層（Ⅵ層）上面まで、遺物の出

土に注意しながら重機（バックホウ）により除去した。排土は横置きした。法面は安全面を考慮して一分の勾配

とした。また、湛水防止のために、表土剥ぎと並行して調査区の周囲に土側溝を掘り、2吋のポンプで強制排水

を行った。土側溝は人力で掘削し、幅 20cm、深さ 20cm 程の溝で、壁面を垂直に掘ると崩壊する恐れがある

ために緩く傾斜をつけた V字の溝を掘削した。土側溝により遺構の破壊が考えられたが、湛水により調査が不

能になることを防ぐ処置である。

②包含層掘削・遺構検出・発掘 重機で掘削後、ジョレン等を用いて人力で精査を行い、包含層の掘削・遺

構の検出にあたった。排土は人力で調査区外へ搬出した。

③実測・写真 実測図は平・断面図を 1／ 20 で作成した。平・断面図や各種測量点は測量業者に委託して

トータルステーションを用いて作成し、併せて俯瞰写真を撮影した。写真撮影は 35mm版、6× 7版のカメラ

を用い、白黒フィルムとカラーポジフィルムを適宜併用した。

④遺物取り上げ 包含層出土遺物は小グリッド単位として取り上げた。遺構出土遺物は点数が少ない地点が

多く、層位・小グリッド単位ごとに一括で取り上げた。

⑤自然科学分析 植物珪酸体分析・花粉分析・樹種同定を行った。

B 調　査　経　過

平成 16 年 6 月 15 日から諸準備を開始し、6月 23 日に機材搬入した。圃場工事の工程上の問題で、用・排

水管が入る部分を先行して発掘調査を行うよう新津農地側から要請があり、2・4区の線的調査区を優先して行

った。6月 29日～ 7月 30日まで、2区→ 4区→ 1区→ 5区→ 3区の順番で重機によってⅠ～Ⅴ層を除去した。

表土剥ぎと並行して作業員約 5名で排水路掘削、法面仕上げを行った。さらに 7月 2日より表土機械掘削班と

2班に分かれ、作業員 5名で 2区から順番に人力包含層掘削および遺構検出作業を行い、徐々に人員を増やし

ながら 7月 3日から遺構精査を開始した。7月 12 日には 2区のローリングタワーでの撮影を行った。13 日に

新潟県中・下越地方を襲った「7・13 水害」で 2区が完全に水没し、復旧に 2日を要した。19 日より 4 区の

人力包含層掘削および遺構検出作業を行った。遺構・遺物が少なく、22日には 4区のローリングタワーでの写

真撮影を行った。26 日からは 1区にベルトコンベアーを搬入し、人力包含層掘削を開始した。27 日には 1区

と同時並行で、5 区の人力包含層掘削を開始した。機械掘削終了後の 8 月 2 日からは、作業員全員（約 30 名）

で 1・5区に分かれて人力遺構掘削を開始した。9月 9日は新津市民大学（生涯学習講座）で市民 30 名の見学が

あった。15日に 1・5区（上層）をほぼ完掘し、16日にローリングタワーから写真撮影を行い、18日にラジコ

ンヘリコプターによる 1・5区（上層）の空中写真撮影を行った。28日より 3区・ 5区（下層）の人力包含層掘

削を開始した。10月 13日に（株）古環境研究所の早田勉氏に来跡頂き、自然科学分析を行った。23日に 3区

第 2節　本 発 掘 調 査
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をほぼ完掘し、ローリングタワーでの写真撮影を行った。同日夕刻の午後 5時 58分に新潟県中越地方を震源と

する『新潟県中越大震災』が発生し、ローリングタワーの倒壊などの被害はなかったが、その後の余震でロー

リングタワーの撤去が出来ない事態が生じた。28 日に 5 区（下層）をほぼ完掘し、ローリングタワーでの写真

撮影を行った。29 日にラジコンヘリコプターによる 3・5区（下層）の空中写真撮影を行った。11 月 1日に機

材撤収を行い調査を終了した。

最終的な発掘調査面積は、1区上端面積 1521.317 ㎡、1 区下端面積 1481.075 ㎡、2 区上端面積 195.093

㎡、2区下端面積 155.646 ㎡、3区上端面積 493.841 ㎡、3区下端面積 472.398 ㎡、4区上端面積 97.424 ㎡、

4 区下端面積 64.632 ㎡、5 区上層上端面積 634.728 ㎡、5 区上層下端面積 608.233 ㎡、5 区下層上端面積

150.220 ㎡、5区下層下端面積 126.181 ㎡である。合計面積は上端面積 3092.623 ㎡、下端面積 2908.165 ㎡

である。なお、前述（第Ⅰ章第 2 節参照）の理由で完掘調査していない 6 区の最終調査面積は、上端面積

262.652 ㎡、下端面積 245.112 ㎡である。

C 調　査　体　制

【平成 16年度】

第 3節　整　理　作　業

A 整　理　方　法

1） 遺　　　物

遺物量はコンテナ（内径 54.5 × 33.6 × 10.0cm）にして 190 箱である。古墳時代・平安時代の土器・石製品な

ど各種におよぶ遺物がある。

遺物の整理作業は次の手順で行った。①水洗，②注記，③包含層：グリッド別の種別の重量計測，④遺構：

遺物の器種別の重量・個体数計測，⑤接合，⑥報告書掲載遺物の抽出，⑦実測図作成・観察表作成，⑧トレー

ス図作成，⑨仮割付作成，トレースは整理補助員が原寸で作成し、2倍図版を基本に行った。

2） 遺　　　構

平面図を作成するにあたっては、まず測量業者に委託した 1／ 40 の遺構平面図と手取り断面図との校正作業

を行った。報告書の 1／ 80と 1／ 40の遺構平面図は測量業者が作成し、デジタルデータとした。

B 整　理　経　過

平成16年度は発掘調査終了後、引き続き整理作業を開始した。出土遺物の水洗・注記・接合と、写真・図面

整理を行い、併せて測量作業に委託した遺構平面図の校正作業を行った。平成 17年度は遺物の接合作業および

第Ⅲ章　調 査 の 概 要
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調査期間 平成 16年 6月 15日～平成 16年 11月 24日

調査主体 新津市教育委員会（教育長　松井　弘）

所 管 課
生涯学習課（課長　羽生隆夫、課長補佐　目黒　正）

生涯学習課文化財係（係長　荒木政幸）

事務担当 生涯学習課文化財係（主任　田中茂男、主任　渡邊朋和、技士　阿達哲二、嘱託　 野裕子、白井利夫）

調査担当 立木宏明（主査）

調 査 員 澤野慶子　八藤後智人（嘱託）

整理補助員
青野満穂子　五十嵐智子　伊藤操子　小柳勢伊子　小菅和子　斎藤明子　須貝律子　遠山直美　広瀬智子
真木千寿子　森岡綾子　四柳成美　上杉裕美　山田弘美　帆苅奈緒子　波多野裕美　田村由実子　中村寿子
笑喜正子　渡辺絵理　丸山久美子　（パート職員）



実測図作成を平成 17年度の現場作業の直前まで行い、現場終了後に再開した。遺物実測・トレースには、6名

で約 6か月を要した。遺構平面図は測量業者作成のデジタルデータを用いた。職員は、遺物写真の撮影、図版

のレイアウト・報告書の編集にあたった。平成 19 年度は主に職員の原稿執筆、報告書編集作業を行い、平成

20年度に報告書を刊行した。

C 整　理　体　制

【平成 17年度】

【平成 19年度】

第 3節　整　理　作　業
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整 理 期 間 平成 17年 4月 1日～ 6月 30日、平成 18年 1月 4日～ 3月 31日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長　佐藤満夫）

所 管 課
生涯学習課（課長　渡辺ユキ子、課長補佐　倉地一則）

歴史文化課文化財係（係長　倉地副参事事務取扱）

事 務 担 当 埋蔵文化財センター（所長　手島勇平）

整 理 担 当 立木宏明（副主査）

調 査 員 澤野慶子　八藤後智人（専門臨時職員）

整理補助員 青野満穂子　五十嵐智子　小柳勢伊子　小菅和子　斎藤明子　須貝律子　遠山直美　広瀬智子　森岡綾子
上杉裕美　帆苅奈緒子　波多野裕美　田村由実子　笑喜正子　渡辺絵理　長谷川幸子（臨時職員）

整 理 期 間 平成 20年 1月 4日～平成 20年 2月 29日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長　佐藤満夫）

所 管 課
生涯学習課（課長　倉地一則、課長補佐　山田一雄）

歴史文化課埋蔵文化財係（係長　渡邊朋和）

事 務 担 当 埋蔵文化財センター（所長　山田光行）

整 理 担 当 立木宏明（主査）

調 査 員 澤野慶子　八藤後智人（専門臨時職員）

整理補助員 五十嵐智子　斎藤明子　須貝律子　遠山直美　上杉裕美　帆苅奈緒子　田村由実子　笑喜正子　西郡大輔　
岩　真由美　小倉幸子　熊野敦子　須田秀樹（臨時職員）

発掘調査風景 現地説明会（新津市民大学）風景



第Ⅳ章　遺　　　跡

第1節　概　　　要

沖ノ羽遺跡では古墳時代、平安時代（古代）、室町時代（中世）の遺物が出土し、同時代の遺構が検出された。

遺構としては、掘立柱建物を中心として集落跡や圃場跡などが検出された。

遺物量は発掘調査終了時では遺物収納コンテナ（内径 54.5 × 33.6 × 10.0cm）にして 190 箱である。そのうち

古墳時代の土器が 5箱、平安時代の土器が 174 箱、室町時代の土器が 1箱、搬入礫を含む石製品・金属製品等

が 10箱である。

遺構数は 1 ～ 6 区を含めて土坑（SK）55 基、溝（SD）45 基、掘立柱建物（SB）8 基、性格不明遺構（SX）

11 基、小土坑（Pit）437 基、旧河道 1基、畝状遺構 1基である。1～ 4区については遺構確認面が 1層だけで

あったが、5区については上層から古代・中世の遺構が、下層から古墳時代の遺物が出土しているため 2層確

認面があった。6区については遺構確認面の検出のみで調査を終了している。

第 2節　層　　　序（図版9・31・33・38・50・54）

沖ノ羽遺跡の基本層序は、1区の成果を基準として調査区全体に対応する。遺構確認面は 3.5 ～ 4.0mの標高

で推移している。遺跡の基本層序は大きく 6層に分けられ、12層に細分される。以下に基本層序を記す。

Ⅰ 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3）シルト層　粘性あり、しまりややあり、畑・水田耕作土。

Ⅱ 層 褐色土（10YR4/4）シルト層　粘性ややあり、しまりややあり、畑耕作土・水田床土。

Ⅲ 層 オリーブ褐色土（2.5Y4/3）シルト層　粘性ややあり、しまりあり。褐鉄鉱少量付着する。

Ⅳ 層 灰褐色土（7.5YR5/2）シルト層 粘性ややあり、しまりあり。黒色粒子混じる。

Ⅴ a層 黒褐色土（7.5YR3/1）シルト層 粘性ややあり、しまりややあり。

中世・古代遺物包含層。黒色炭化物が多く含まれる。

Ⅴ b層 暗灰黄色土（2.5Y4/2）シルト層 粘性あり、しまりややあり。

古代遺物包含層。黒色炭化物が多く含まれる。

Ⅴ c層 黄灰色土（2.5Y4/2）シルト層 粘性あり、しまりややあり。無遺物間層。

Ⅴ d層 褐灰色土（10YR4/1）シルト層 粘性あり、しまりややあり。炭化物混じる。古代遺物包含層。

Ⅴ e層 暗灰黄色土（2.5Y5/2）シルト層 粘性あり、しまりあり。

Ⅴ f 層 黄灰色土（2.5Y4/1）シルト層 粘性あり、しまりあり。古代遺物包含層。下面は中世・古代遺構

確認面。

Ⅵ a層 黄灰色土（2.5Y5/1）シルト層 粘性あり、しまりややあり。

古墳時代包含層、下面は古墳時代遺構確認面。

Ⅵ b層 褐灰色土（7.5YR5/2）砂質シルト層　粘性弱い、しまりややあり。無遺物層。

Ⅰ・Ⅱ層は畑耕作土および水田床土面である。Ⅲ・Ⅳ層は遺物の出土はほとんどない。Ⅴ層は、2区低湿地状

の部分については 8層に細分された部分があるが、遺構が密集する 1区などの微高地では 1層にしか分けられ
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ない場所が大部分であるため、Ⅴ層としてアルファベットで細分せずに一括した部分がある。Ⅴ層中から古代

の遺物が出土する。古代遺構検出面はⅤ層下面中およびⅥ層上面である。現地表面から 0.7 ～ 1.0m程で古代遺

構確認面に達する。Ⅵ層以下は古代地山とした層であるが、5区ではⅥ a層中から古墳時代中期の土器が出土し

ており、Ⅵ a 層下面からは該期の遺構も確認されている。Ⅵ層は地点によって粘性土の部分と砂質土の部分が

あり、土質も粘性の強弱が認められる。Ⅵ層の下層に行くに従って砂質土が多く含まれる傾向がある。5区では

中世の遺構が確認されているが、包含層中から遺物が出土していないため中世の包含層が明確ではないが、お

そらくⅤ層上面が相当すると考えられる。隣接する磐越自動車道建設に伴う沖ノ羽遺跡本発掘調査区 13 区〔星

野ほか 1996〕との基本層序対比を記すと、県調査地点（以下、県とする）Ⅰ層→市調査地点（以下、市とする）Ⅰ・

Ⅱ層、県Ⅱ層→市Ⅲ・Ⅳ層、県Ⅲ a・Ⅲ b層→市Ⅴ層、県Ⅲ c層→市Ⅵ a層、県Ⅳ・Ⅴ層→市Ⅵ b層である。出

土遺物と記載された土層の特徴から区別したため、市Ⅴ層との区別が不明瞭な部分があるが概ねの対比は首肯

されよう。

第 3節　遺　　　構（図版5～ 54）

A 遺 構 の 概 要

遺構番号は、区ごとに遺構の種類にかかわらず通し番号を付した。1～ 4 区については上層・下層の区別は

ない。説明は 1区→ 2区→ 4区→ 3区→ 5区下層→ 5区上層→ 6区の順に行い、さらに遺構の各説を土坑（以

下、SKとする）・性格不明遺構（以下、SXとする）、溝（以下、SDとする）、小土坑（以下、Pit とする）、掘立柱建物

（以下、SBとする）の順に記す。

詳しい遺構の計測値等は別表 1に示した。遺構出土土器の詳細は別表 5・6に詳細に示しており、遺構の記述

では石製品と合わせて一部省略した。遺跡全体から検出された遺構総数は 558 基あり、SK55 基、SX11 基、

SD45 基、畝状遺構 1基、Pit437 基、SB8 基、旧河道 1基である。遺構の形態分類は SK、SX、SD、Pit につ

いては大まかに、平面形は円形・楕円形・長方形・方形・不定形の 5 種類に、断面形は皿形・半円形・台形

状・箱形の 4種類に分類した。

遺構の所属時期は、平安時代と考えられるⅤ層～Ⅵ層上面を切って掘り込まれている遺構より、古代の土器

が出土していることから、大部分は古代の遺構である。ただし、5区上層の遺構は一部が中世に含まれる。

B 1 区 の 遺 構

1） 1 区 の 概 要

1 区では、調査区中心近くの標高 3.50 ～ 3.75m前後の微高地状の高まりに遺構が集中して存在する。遺構総

数は 384 基あり、SK30 基、SX4基、SD17 基、Pit325 基、SB8 基である。そのうち SX161 が近世以降の遺

構と考えられるほかは、すべて平安時代の遺構と考えられる。1区での遺構の展開は、調査区中央部で掘立柱建

物を中心とする遺構群と、調査区北東の 16AD・16AE・17AD・17AE に性格不明な一辺 10m前後の方形の

溝区画があり、その周辺に掘立柱建物群が存在する。一部重複する遺構については、それぞれ後述する土器の

様相から所属時期を特定した結果、同一時期であると考えられる。調査面積は上端面積 1521.317 ㎡、下端面

積 1481．075 ㎡である。

2） 1 区遺構各説

a 土坑（SK）・性格不明遺構（SX）

SK3（図版 7・12・14・17、写真図版 6）

17ACに位置する平安時代の遺構である。SD25 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長
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軸 0.65m、短軸 0.58m、深さ 0.11mを測る。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀が出土している（図版 55）。

SK35（図版 7・12・14・17、写真図版 6）

17ACに位置する平安時代の遺構である。Pit57 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面

で長軸 0.92m、短軸 0.81m、深さ 0.14mを測る。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀・長甕が出土している。

SK38（図版 7・12・14・17、写真図版 6）

17AC に位置する平安時代の遺構である。SD2 に隣接する。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面

で長軸 0.93m、短軸 0.79m、深さ 0.08mを測る。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀・小甕、須恵器長頸

壺が出土している（図版 55）。

SK36（図版 7・12・14・17・24、写真図版 7）

17AD に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は台形状である。確認面で長軸 1.21m、

短軸 1.09m、深さ 0.30mを測る。覆土は 4層に分かれる。未検出であるが、SB378 の柱跡となる Pit がその

中に構成する可能性が高い。土師器無台椀・小甕、須恵器無台杯が出土している（図版 55）。

SK37（図版 7・12・14・17、写真図版 7）

17ADに位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 1.25m、短

軸 1.08m、深さ 0.09mを測る。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀・長甕・小甕が出土している（図版 55）。

SK33（図版 7・14・16・17、写真図版 7）

17AEに位置する平安時代の遺構である。SD32 を切る。平面形は不定形、断面形は皿形である。確認面で長

軸 2.12m、短軸 1.70m、深さ 0.22mを測る。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵

器大甕が出土している（図版 55）。

SK39（図版 7・14・16・18、写真図版 7）

17AD・17AE に位置する平安時代の遺構である。SD4 に切られる。平面形は円形、断面形は台形状である。

確認面で長軸 2.90m、現存短軸 2.60m、深さ 0.43m を測る。覆土は 4層に分かれ、下層（3・4層）には多量

に炭化物が含まれる。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・大甕・長頸壺、黒色土器無台椀が出土

し、さらに搬入礫が 23点検出された。おもに下層（3・4層）から多く出土しており、遺物の完形度も高く、極

めて一括性の高い資料である（図版 55～ 57）。

SK51（図版 7・14・16・18、写真図版 8）

17AD・17AE に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は台形状である。確認面で長軸

3.20m、短軸 2.64m、深さ 0.27m を測る。覆土は 4層に分かれる。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器

無台杯・大甕・短頸壺・長胴壺・横瓶、黒色土器無台椀が出土している。遺物は SK39 と同じく下層（3・4層）

を中心に出土しており、一括性が高い遺物群である（図版 57・58）。

SK86（図版 7・14・16・18、写真図版 8）

17AEに位置する平安時代の遺構である。SK39 と SK51 に切られて全体像が不明であるため、平面形は不定

形、断面形は半円形とした。確認面で長軸 0.76m、深さ 0.27m を測る。覆土は 2層に分かれる。土師器無台

椀・長甕・小甕・鍋が少量出土している（図版 59）。

SK88（図版 7・14・16・18、写真図版 8）

17AD に位置する平安時代の遺構である。SD4 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面

で現存長軸 0.97m、現存短軸 0.81m、深さ 0.13m を測る。覆土は 1 層である。土師器無台椀・有台皿・長

甕・小甕・鍋、須恵器有台杯・大甕・黒色土器無台椀などが出土しており、中には略完形の土師器無台椀など、

一括性の高い遺物が確認された（図版 59）。

SK98（図版 7・14・16・18、写真図版 8）

17AD に位置する平安時代の遺構である。SD4 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面
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で長軸 0.60m、現存短軸 0.47m、深さ 0.10mを測る。覆土は 3層に分かれる。土師器無台椀・長甕が少量出

土している。

SK107（図版 7・14・16・19、写真図版 8）

17AEに位置する平安時代の遺構である。SD4と SX106 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形である。

確認面で現存長軸 1.19m、現存短軸 0.90m、深さ 0.16mを測る。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀・長

甕・小甕、須恵器有台杯が出土している（図版 59）。

SK151（図版 7・14～ 16・19、写真図版 9）

17AEに位置する平安時代の遺構である。SX106 に隣接するが、切り合い関係は不明である。平面形は方形、

断面形は皿形である。確認面で長軸 0.70m、短軸 0.66m、深さ 0.09mを測る。覆土は 1層である。土師器無

台椀が少量出土している。

SK182（図版 7・16・19、写真図版 9）

18AE・18AF に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は台形状である。確認面で長軸

1.21m、現存短軸 1.00m、深さ 0.23m を測る。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀・長甕が少量出土して

いる（図版 59）。

SK179（図版 7・16・19、写真図版 9）

18AE・18AF に位置する平安時代の遺構である。SK180 に隣接するが、切り合い関係は不明である。平面

形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 1.87m、短軸 1.18m、深さ 0.14mを測る。覆土は 2層に分

かれる。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯、黒色土器無台椀が出土している（図版 59）。

SK180（図版 7・16・19、写真図版 9）

18AF に位置する平安時代の遺構である。SK179 に隣接するが、切り合い関係は不明である。平面形は楕円

形、断面形は皿形である。確認面で長軸 1.48m、短軸 1.35m、深さ 0.09m を測る。覆土は 2 層に分かれる。

土師器無台椀・長甕が出土している（図版 59）。

SK60（図版 7・12・14・19、写真図版 9・10）

17AD に位置する平安時代の遺構である。SD2 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面

で長軸 0.63m、現存短軸 0.30m、深さ 0.18mを測る。覆土は 2層に分かれる。遺物は出土していない。

SK89（図版 7・12・14・15・20、写真図版 10）

18AD に位置する平安時代の遺構である。平面形は不定形、断面形は凹凸のある皿形である。確認面で長軸

1.04m、短軸 0.80m、深さ 0.21mを測る。土師器無台椀・長甕・小甕が出土している（図版 60）。

SK87（図版 7・12・14・15・20、写真図版 10）

17AD・18AD に位置する平安時代の遺構である。SD2 に切られ、平面形は不明だが、断面形は台形状であ

る。確認面で長軸 1.21m、現存短軸 0.44m、深さ 0.25m を測る。土師器無台椀・鍋、須恵器無台杯が出土し

ている（図版 60）。

SK92（図版 7・14～ 16・20、写真図版 10）

18AD に位置する平安時代の遺構である。SD2 に切られ、平面形は不明だが、断面形は皿形である。確認面

で現存長軸 1.60m、現存短軸 0.80m、深さ 0.21mを測る。覆土は 3層に分かれる。土師器無台椀・長甕・小

甕・鍋、須恵器大甕・長頸壺・横瓶が出土している（図版 60）。

SK150（図版 7・14～ 16・20、写真図版 10）

18AD に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.44m、短

軸 0.31m、深さ 0.08mを測る。覆土は 2層に分かれる。遺物は出土していない。

SK201（図版 7・12・13・20、写真図版 11）

18AC・19ACに位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は凹凸のある皿形である。確認面
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で長軸 0.61m、短軸 0.39m、深さ 0.12mを測る。覆土は 1層である。土師器無台椀・鍋が少量出土している。

SK193（図版 7・12・13・20、写真図版 11）

18AC・19AC に位置する平安時代の遺構である。平面形は長方形、断面形は皿形である。確認面で長軸

2.73m、短軸 0.73m、深さ 0.09mを測る。覆土は 1層である。SDとして分類することも可能であるが、単独

で存在し、延びる可能性が低いため SKとした。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器横瓶が出土している。

SK194（図版 7・12・13・20、写真図版 11）

19AC に位置する平安時代の遺構である。平面形は不定形、断面形は半円形である。確認面で長軸 1.98m、

短軸 0.52m、深さ 0.21mを測る。覆土は 2層に分かれる。SDとして分類することも可能であるが、単独で存

在し、延びる可能性が低いため SKとした。土師器無台椀・長甕・鍋、黒色土器無台椀が出土している（図版 60）。

SK200（図版 7・12・13・15・20、写真図版 11）

19AC に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は半円形である。確認面で長軸 1.47m、

短軸 0.50m、深さ 0.18mを測る。覆土は 4層に分かれる。土師器無台椀・小甕が出土している（図版 60）。

SK185（図版 7・13・21、写真図版 12）

20AB に位置する平安時代の遺構である。平面形は方形、断面形は台形状である。確認面で長軸 0.76m、短

軸 0.70m、深さ 0.14mを測る。覆土は 3層に分かれ、下層の 2・3層はほぼ全体が炭化物層であるが、壁には

被熱の影響での硬化等は認められなかった。一部の炭化材を樹種同定した結果、クルミ属であった（第Ⅵ章第 3

節参照）。黒色土器無台椀が出土している。

SK189（図版 7・12・13・15・21、写真図版 12）

19AC に位置する平安時代の遺構である。平面形は長方形、断面形は凹凸のある皿形である。確認面で長軸

1.23m、短軸 0.72m、深さ 0.12m を測る。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器

大甕・横瓶が出土している（図版 60）。

SK195（図版 7・12・13・15・21、写真図版 12）

19AC に位置する平安時代の遺構である。平面形は方形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.50m、短軸

0.48m、深さ 0.09mを測る。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SK196（図版 7・15・21、写真図版 12）

19ADに位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で現存長軸 0.68m、

短軸 0.46m、深さ 0.06mを測る。覆土は 1層である。土師器小甕が出土している。

SK188（図版 7・13・21、写真図版 13）

20AB・20ACに位置する平安時代の遺構である。一部調査区外に延びるが平面形は楕円形、断面形は台形状

である。確認面で現存長軸 2.32m（未調査区まで）、短軸 2.27m、深さ 0.28mを測る。覆土は 2層に分かれる。

遺物は出土していないが、埋土の状況と確認面の高さから平安時代の遺構と判断した。

SX106（図版 7・14・16・19、写真図版 8）

17AD・17AE に位置する平安時代の遺構である。SK107 を切り、SD4 に切られる。確認面で現存長軸

3.86m、短軸 0.60m、深さ 0.12mを測る。平面形は不定形、断面形は台形状である。覆土は 2層に分かれる。

土師器無台椀、須恵器大甕が出土している（図版 60）。

SX161（図版 7・14～ 16・19、写真図版 8・9）

17AE・18AEに位置する近世以降の遺構である。SD2・176・181 を切る。平面形は不正方形、断面形は台

形状である。確認面で長軸 6.28m、短軸 5.10m、深さ 0.23m を測る。一見、方形の住居状遺構であるが、正

確な調査結果を得られず、ここでは SXとした。底面は凹凸が激しく、表土剥ぎの時点での所見ではⅡ層から掘

り込まれている。覆土については、平安時代の遺構確認面であるⅥ a 層では 4層に分かれるが、砂質土と粘質

土が互層に重なる状況で、明らかに平安時代の覆土と異なるため近世以降の遺構とした。土師器無台椀・長
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甕・小甕、須恵器無台杯・大甕・長頸壺、黒色土器無台椀が出土している（図版 60）。

SX187（図版 7・13・21、写真図版 13）

20AB に位置する平安時代の遺構である。平面形は長方形、断面形は台形状である。確認面で長軸 2.95m、

短軸 2.74m、深さ 0.34mを測る。覆土は不明。遺物は出土していない。

SX183（図版 7・12・13・15・16・22、写真図版 13）

18AE・18AF・19AC・19AD・19AE・20ACに位置する平安時代の遺構である。平面形は不定形、断面形

は底部に激しい凹凸のある台形状である。確認面で現存短軸 3.50m（未調査区まで）、深さ 0.31mを測る。北東

から南西に向かって一部溝状に捉えられる部分もあるが、底面の状況から圃場である可能性が高い。覆土は 3

層に分かれる。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・大甕・長頸壺・長胴壺が出土している（図版

60・61）。

b 溝（SD）

SD1（図版 7・14・22、写真図版 13）

16AC・17AC・17ADに位置する平安時代の遺構である。軸方向は東～西に延び（N－ 87°－W）、西端は調

査区外におよぶ。SD25 を切り、SD4 に切られる。断面形は台形状である。確認面で最大幅 1.36m、深さは

0.13m前後である。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀・有台皿・長甕・小甕、須恵器大甕・短頸壺、黒色

土器無台椀が出土している（図版 61）。

SD2（図版 7・12・14～ 17・19・20・22、写真図版 6・8～ 10・13・14）

17AC・17AD・17AE・18AD・18AE・18AF に位置する平安時代の遺構である。軸方向は東～西に延び

（N－ 81 °－W）、17AC で北上する。SD1・SX161 に切られ、SK60・87・92 に切られる。切り合い関係は

不明であるが、SD2 － b と同時存在する一連の遺構の可能性もある。断面形は半円形である。確認面で最大幅

1.40m、深さは 0.38m前後と比較的深い。両端は遺構外に延びる。覆土は 7層に分かれる。下層の 5・6層は

黒色炭化物層（腐植土層）を多く含み、流路として機能していた可能性が高い。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、

須恵器無台杯・有台杯・大甕・長頸壺・長胴壺・横瓶、黒色土器無台椀、椀形滓が出土している（図版 61・72）。

SD2 － b（図版 7・14・15・22）

18AD に位置する平安時代の遺構である。軸方向は南～北に延び（N－ 10 °－ E）、北端で SD2 に接する。

SD2との切り合い関係は不明であるが、覆土の注記は SD2と共通し、層位は 3層に分かれる。断面形は台形状

である。確認面で最大幅 1.05m、深さは 0.28m前後である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器大甕・長頸壺、

黒色土器無台椀が出土している（図版 61）。

SD25（図版 7・12・14・22）

16AC・16AD・17AC・17ADに位置する平安時代の遺構である。軸方向は南西～北東に延び（N－ 53°－ E）、

さらに折れ曲がるような形で南東に至る。SK3、SD1 に切られる。断面形は台形状である。確認面で最大幅

0.40m、深さは 0.09m 前後と浅く、覆土は 1層である。後述する SD90・95 と規模が類似し、平面的には途

中に途切れる部分が生じるが、20× 30m前後の区画溝となる。土師器無台椀が少量出土している（図版 61）。

SD4（図版 7・14・16・18・19・22、写真図版 7・8・14）

16AD・16AE・17AD・17AE に位置する平安時代の遺構である。南北と東西に三方を区画する形で延びる

が、東側については調査区外となり不明である。そのため北～南に、ほぼ真っすぐ（N－ 1°－W）に延びた部

分を主軸とした。SK39・88・98、SD32 を切り、近世以降の遺構である SX161 に東側を破壊されている。断

面形は台形状である。確認面で最大幅 1.00m、深さは 0.25m前後、覆土は 5層に分かれる。土師器無台椀・長

甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・大甕・長頸壺・長胴壺、黒色土器無台椀が出土している（図版 62）。
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SD32（図版 7・14・16・17・23、写真図版 7）

16AE・17AE に位置する平安時代の遺構である。軸方向は南～北に湾曲しながら延び（N － 23 °－ W）、

SK33・SD4に切られる。断面形は台形状である。確認面で最大幅 0.40m、深さは 0.29m前後、覆土は 3層に

分かれる。軸方向と規模から、SD4・SX161 を挟んで南側にある SD176 と一連の遺構である可能性が高い。

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・大甕、黒色土器無台椀が出土している（図版 62）。

SD176（図版 7・14～ 16・23）

18AEに位置する平安時代の遺構である。軸方向は南～北に延び（N－ 20°－W）、SX161・183、SD181 に

切られる。断面形は半円形である。確認面で最大幅 0.21m、深さは 0.13m前後と浅い。覆土は 2層に分かれる。

前述したとおり SD32と一連の遺構の可能性がある。土師器無台椀・長甕が少量出土している。

SD181（図版 7・14・16・23、写真図版 14）

18AE に位置する平安時代の遺構である。軸方向は南～北に延びる（N－ 10°－ E）。SD176 を切り、SX161

に切られる。断面形は台形状である。確認面で最大幅 1.14m、深さは 0.10m前後と浅い。覆土は 2層に分かれ

る。土師器無台椀・長甕・小甕、黒色土器無台椀が出土している（図版 62）。

SD95（図版 7・12・14・15・23）

18ADに位置する平安時代の遺構である。軸方向は北西～南東に延び（N－ 52°－W）、SD2－ bに切られる。

SD90 と南東側で接するが、切り合い関係は不明である。前述した SD25 と区画溝を構成する可能性がある。

断面形は台形状である。確認面で最大幅 0.40m、深さは 0.09m前後、覆土は 1層である。土師器無台椀・長甕、

黒色土器無台椀が出土している。

SD90（図版 7・12・14～ 16・23）

18ADに位置する平安時代の遺構である。軸方向は北東～南西に延び（N－ 49°－ E）、SD2－ bに切られる。

SD95 と南西側で接するが、切り合い関係は不明である。SD95 と同じく、前述した SD25 と区画溝を構成す

る可能性がある。断面形は皿形である。確認面で最大幅 0.28m、深さは 0.08m前後と浅い。覆土は 1層である。

土師器無台椀・長甕、黒色土器無台椀が出土している（図版 62）。

SD109（図版 7・14～ 16・23）

18AD・18AE に位置する平安時代の遺構である。軸方向は北東～南西に延びる（N－ 43°－ E）。長軸が非常

に短いのは、確認面の掘り過ぎのためである。Pit93 に切られる。断面形は皿形である。確認面で最大幅

0.14m、深さは 0.06m前後と浅い。土師器無台椀が出土している（図版 62）。

SD96（図版 7・12・15・23、写真図版 15）

18AC・18ADに位置する平安時代の遺構である。軸方向は北西～南東に延びる（N－ 62°－W）。断面形は台

形状である。確認面で最大幅 0.35m、深さは 0.11m 前後と浅い。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀・長

甕・鍋が出土している（図版 62）。

SD97（図版 7・12・14・15・23）

18ACに位置する平安時代の遺構である。軸方向は北東～南西に延びる（N－ 49°－ E）。断面形は皿形である。

確認面で最大幅 0.22m、深さは 0.07m前後と浅い。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SD191（図版 7・12・13・20・23）

19AB・19AC に位置する平安時代の遺構である。軸方向は北東～南西に延びる（N－ 64 °－ E）。SK193 に

切られ、SD192 を切る。断面形は半円形である。確認面で最大幅 0.58m、深さは 0.19m前後。覆土は 1層で

ある。土師器長甕が出土している。

SD192（図版 7・12・13・23）

19AB・19AC に位置する平安時代の遺構である。軸方向は北東～南西に延び（N－ 47 °－ E）、SD191 に切

られる。断面形は半円形である。確認面で最大幅 0.32m、深さは 0.09m前後と浅い。覆土は 1層である。遺物
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は出土していない。

SD218（図版 7・12・13・15・23）

19ACに位置する平安時代の遺構である。軸方向は北東～南西に延びる（N－ 66°－ E）。断面形は皿形である。

確認面で最大幅 0.25m、深さは 0.05m前後と浅い。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SD186（図版 7・11・13・23）

20AA・20AB・20AC に位置する平安時代の遺構である。軸方向は東～西に延び（N－ 90 °－ E）、西端は調

査区外に至る。断面形は皿形である。確認面で最大幅 1.36m、深さは 0.14m前後で底面には凹凸がある。覆土

は 1層である。SX183 と同じ方向に延びており、圃場の一部の可能性がある。遺物は出土していない。

SD190（図版 7・13・23）

20AB に位置する平安時代の遺構である。軸方向は東～西に延び（N－ 86 °－ E）、SD186 に切られる。断面

形は台形状である。確認面で最大幅 0.26m、深さは 0.07m前後である。覆土は 1層である。遺物は出土してい

ない。

c 小土坑（Pit）

325 基確認されている。遺物が出土したものや掘立柱建物の遺構規模は別表 1に、出土遺物は別表 2・4・5

に示した。それ以外については省略した。平面形は大半が円形あるいは楕円形である。柱痕等の残存する木質

遺物は確認されなかった。

図版 7に示すとおり、Pit は中央部～北東側に偏る形で分布している。中央部は等高線の分布からも微高地状

に高くなっており、SBなども集中している。

d 掘立柱建物（SB）

SB377（図版 7・14・16・24、写真図版 15）

17AD・17AEに位置する平安時代の 1間× 2間の掘立柱建物である。若干、間の柱穴との距離が異なるため、

1間× 1 間の可能性もある。主軸はN－ 87 °－Wで、長軸は北西～南東方向である。柱掘方は円形あるいは

楕円形である。雨落溝等は確認されなかった。

SB378（図版 7・12・14・24、写真図版 15）

17AD に位置する平安時代の 1間× 2間の掘立柱建物である。主軸はN－ 41 °－Wで、長軸は北西～南東

方向である。後述する SB379 と方位・規模ともに同等であるため前後関係は不明であるが、どちらかが立て直

した可能性がある。柱掘方は円形あるいは楕円形である。雨落溝等は確認されなかった。

SB379（図版 7・12・14・24、写真図版 15）

17AD に位置する平安時代の 1間× 2間の掘立柱建物である。主軸はN－ 41 °－Wで、長軸は北西～南東

方向である。柱掘方は円形あるいは楕円形である。北西隅の Pit や雨落溝等は確認されなかった。

SB380（図版 7・12・14・15・25、写真図版 15）

17AD・18AD に位置する平安時代の 1間× 2間の掘立柱建物である。主軸はN－ 35 °－Wで、長軸は北

西～南東方向である。柱掘方は円形あるいは楕円形である。雨落溝等は確認されなかった。

SB381（図版 7・12・15・25、写真図版 15）

18AD に位置する平安時代の 1間× 2間の掘立柱建物である。主軸はN－ 86 °－Wで、長軸は西～東方向

である。柱掘方は円形あるいは楕円形である。雨落溝等は確認されなかった。

SB382（図版 7・12・13・15・25、写真図版 15）

18AC・18AD・19AC・19AD に位置する平安時代の 1間× 1間の掘立柱建物である。主軸はN－ 25 °－

Eで、長軸は北東～南西方向である。柱掘方は円形あるいは楕円形である。雨落溝等は確認されなかった。
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SB383（図版 7・12・14・26、写真図版 15）

18AB・18AC に位置する平安時代の 1間× 2 間の掘立柱建物である。主軸はN－ 53 °－Wで、長軸は北

西～南東方向である。柱掘方は円形あるいは楕円形である。雨落溝等は確認されなかった。

SB384（図版 7・12・13・26、写真図版 15）

18AB・18AC・19AB・19AC に位置する平安時代の 2間× 3 間の掘立柱建物である。主軸はN－ 40 °－

Wで、長軸は北西～南東方向である。柱掘方は円形あるいは楕円形である。雨落溝等は確認されなかった。比

較的大形の建物跡で、南東端の延長線上に Pit が 2～ 3基あり、付属施設が存在する可能性がある。

C 2 区 の 遺 構

1） 2 区 の 概 要

2 区は 1 区東側、道路部分の約 2m 幅で長さ約 80m の調査区である。遺構総数は 20 基あり、その内訳は

SK1 基、SX1 基、Pit17 基、旧河道 1基がある。出土遺物から平安時代の遺構がほとんどと考えられるが、1

基ある河跡から古墳時代の土器が出土しており、上限は古墳時代にあたると考えられる。遺構は南西側に集中

して存在する。Pit 群が 23AQ・24AQに多数存在するが、建物の構成は確認できなかった。Pit についての説

明は省略するが、遺物出土遺構のみ別表 1・5に示した。調査面積は上端面積 195.093 ㎡、下端面積 155.646

㎡である。

2） 2 区遺構各説

a 土坑（SK）・性格不明遺構（SX）

SK18（図版 29～ 31、写真図版 17）

23AQ に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は台形状である。確認面で長軸 0.51m、

短軸 0.21m、深さ 0.11m を測る。覆土は 1層である。周辺の Pit より若干大きいため SKとしたが、Pit が複

数連結している可能性もある。遺物は出土していない。

SX1（図版 29～ 31、写真図版 16）

25AO に位置する平安時代の遺構である。平面形は不定形、断面形は台形状である。確認面で現存長軸

2.57m（未調査区まで）、短軸 0.96m、深さ 0.15mを測る。覆土は 2層に分かれる。遺物は出土していない。

b 旧河道

河 20（図版 29・32、写真図版 17）

22AS・21AT・22AT に位置する古墳時代～平安時代の遺構である。川幅は 17m前後である。調査途中に壁

面が崩落し、調査不能となったため完掘は行っていないが、深さは 1m以上ある。覆土は崩落前の層序で 7層

に分かれる。断面の観察から、河幅が複数回にわたって変更していることが分かったが、最終的には当初の半

分程度（7～ 8m）の幅となり、その後に埋没したものと考えられる。古墳時代の土師器甕・小形壺、平安時代

の土師器小甕、軽石製石製品が少量出土している（図版 65・71）。

D 4 区 の 遺 構

1） 4 区 の 概 要

4 区は 5 区南側、道路部分の約 2m幅で長さ約 45mの調査区である。遺構総数は 2基で、その内訳は SD1

基、Pit1 基である。所属時期については、包含層からの出土遺物が平安時代の土師器であることや、遺構の層

位的な点からみて、平安時代だと考えられる。遺構は 2基とも北西側に存在するが、Pit については建物等を構

築するものが確認できなかったため、記載を省略する。調査面積は上端面積 97.424 ㎡、下端面積 64.632 ㎡で

ある。
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2） 4 区遺構各説

a 溝（SD）

SD1（図版 29・32・33、写真図版 17）

05AY・06AYに位置する平安時代の遺構である。軸方向は北西～南東に延びる（N－ 48°－W）。断面形は台

形状である。確認面で最大幅 1.22m、深さは 0.12m前後、覆土は 1層である。土師器無台椀が少量出土している。

E 3 区 の 遺 構

1） 3 区 の 概 要

3 区は 1区東側、約 20 × 25mの範囲の調査区である。遺構総数は 61 基あり、その内訳は SK6 基、SD17

基、Pit37 基、畝状遺構 1基である。畝状遺構の溝のうち、遺物が出土したものについては遺構通し番号を付し

た。出土遺物と層位的な所見から、平安時代の遺構であると考えられる。西側には畝状遺構が集中して存在し、

東側には SDを中心とした遺構群が存在する。なお、Pit については、建物等を構築するものが確認できなかっ

たため記載を省略する。調査面積は上端面積 493.841 ㎡、下端面積 472.398 ㎡である。

2） 3 区遺構各説

a 土坑（SK）

SK6（図版 34・37・38、写真図版 18）

16AN・17ANに位置する平安時代の遺構である。畝状遺構 61に切られる。平面形は楕円形、断面形は半円

形である。確認面で長軸 2.03m、短軸 0.65m、深さ 0.32mを測る。覆土は 5層に分かれる。土師器無台椀・

長甕・小甕・鍋、須恵器大甕が出土している（図版 66）。

SK7（図版 34・36～ 38、写真図版 19）

18AN に位置する平安時代の遺構である。南西隅が土側溝により破壊されている。平面形は楕円形、断面形

は皿形である。確認面で現存長軸 2.80m、短軸 1.46m、深さ 0.09mを測る。覆土は 2層である。土師器長甕

が少量出土している（図版 66）。

SK9（図版 34・36・38、写真図版 19）

17AOに位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 4.33m、短

軸 1.20m、深さ 0.06mを測る。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SK8（図版 34・37・38・41、写真図版 19）

18ANに位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で現存長軸 1.41m

（未調査区まで）、短軸 1.23m、深さ 0.07m を測る。覆土は 2層である。南西隅が調査区外に延びる。遺物は出

土していない。

SK18（図版 34・36・38、写真図版 19）

17AP に位置する平安時代の遺構である。平面形は円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.32m、短軸

0.31m、深さ 0.09mを測る。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SK19（図版 34・36・39、写真図版 20）

17AP に位置する平安時代の遺構である。平面形は方形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.42m、短軸

0.38m、深さ 0.10mを測る。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

b 溝（SD）

SD1（図版 34・36・37・39、写真図版 20）

17AO・18AOに位置する平安時代の遺構である。軸方向は北東～南西に延び（N－ 32 °－ E）、90 度南東方

向に曲がって調査区外におよぶ。断面形は皿形である。確認面で最大幅 1.82m、深さは 0.11m前後と浅い。覆
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土は 1層である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋が出土している。

SD11（図版 34・36・39、写真図版 20）

17AO・17AP に位置する平安時代の遺構である。軸方向は北東～南西に延び（N－ 38 °－ E）、SD10 に切ら

れる。断面形は皿形である。確認面で最大幅 0.56m、深さは 0.03m前後と浅い。覆土は 1層である。遺物は出

土していない。

SD10（図版 34・36・39、写真図版 20・21）

16AP・17AO・17AP・18AOに位置する平安時代の遺構である。軸方向は北東～南西に延び（N－ 16°－ E）、

SD12・14・15・20・22を切る。断面形は半円形である。確認面で最大幅 1.62m、深さは 0.31m前後である。

覆土は 3 層に分かれる。西側に段を持ち、別の SD が複合する可能性もある。土師器長甕、黒色土器無台椀、

砥石が出土している（図版 71）。

SD20（図版 34・36・39、写真図版 21）

16AP・17APに位置する平安時代の遺構である。軸方向は北～南に延び（N－ 12°－W）、SD10に切られる。

断面形は皿形である。確認面で最大幅 0.18m、深さは 0.03m前後と非常に浅い。覆土は 1層である。遺物は出

土していない。

SD21（図版 34・36・39、写真図版 21）

16AP・17AP に位置する平安時代の遺構である。軸方向は湾曲しながら北東～南西に向い（N－ 16 °－ E）、

北東側で調査区外に延びる。SD22 に隣接するが、切り合い関係は不明で、後述する SD14 とつながる可能性

がある。断面形は皿形である。確認面で最大幅 0.46m、深さは 0.10m前後である。覆土は 3層に分かれる。土

師器無台椀が少量出土している。

SD22（図版 34・36・39、写真図版 21）

16AP・17AP に位置する平安時代の遺構である。軸方向は湾曲しながら北東～南西に向い（N－ 13 °－ E）、

北東側で調査区外に延びる。SD10 に切られ、SD21 に隣接するが、切り合い関係は不明である。後述する

SD14 とつながる可能性がある。断面形は皿形である。確認面で最大幅 0.45m、深さは 0.11m前後である。覆

土は 2層に分かれる。遺物は出土していない。

SD12（図版 34・36・39、写真図版 21）

17AP に位置する平安時代の遺構である。軸方向は北西～南東に向い（N－ 37 °－W）、南東側で調査区外に

延びる。SD10 に切られ、SD14 と隣接するが切り合い関係は不明である。断面形は台形状である。確認面で最

大幅 0.73m、深さは 0.13m前後である。覆土は 1層である。土師器小甕が出土している（図版 66）。

SD14（図版 34・36・39、写真図版 21）

17AP に位置する平安時代の遺構である。軸方向は北西～南東に向い（N－ 37 °－W）、南東側で調査区外に

延びる。SD10 に切られ、SD12 と隣接するが、切り合い関係は不明である。断面形は皿形である。確認面で最

大幅 0.38m、深さは 0.04m前後と非常に浅い。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SD15（図版 34・36・39、写真図版 21）

17APに位置する平安時代の遺構である。軸方向は北西～南東に延び（N－ 43°－W）、SD10 に切られる。断

面形は皿形である。確認面で最大幅 0.14m、深さは 0.05m前後と浅い。覆土は 1層である。遺物は出土してい

ない。

SD16（図版 34・36・39）

17AP に位置する平安時代の遺構である。軸方向は北西～南東に向い（N－ 27 °－W）、南東側で調査区外に

延びる。SK19 と隣接するが切り合い関係は不明である。断面形は皿形である。確認面で最大幅 0.46m、深さ

は 0.05m前後と浅い。覆土は 1層である。遺物は出土していない。
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SD17（図版 34・36・39、写真図版 21）

17APに位置する平安時代の遺構である。軸方向は北西～南東に延び（N－ 27°－W）、SD10 に切られる。断

面形は皿形である。確認面で最大幅 0.30m、深さは 0.06m前後と浅い。覆土は 1層である。遺物は出土してい

ない。

SD13（図版 34・36・41、写真図版 21）

17AP に位置する平安時代の遺構である。軸方向は湾曲しながら北西～南東に向い（N－ 59 °－W）、南東側

で調査区外に延びる。SD12 に切られる。断面形は皿形である。確認面で最大幅 0.50m、深さは 0.04m前後と

浅い。覆土は 1層である。土師器無台椀・長甕が出土している（図版 66）。

c 畝状遺構

畝状遺構 61（図版 34・36・37・41、写真図版 22）

16AN・17AN・17AO・18ANに位置する平安時代の遺構である。調査区西側の 12× 12m四方程度の範囲

にN－ 33 °－ E方向に 73 条以上の溝が走る。西側隅の試掘構付近では、表土掘削段階での畝状遺構検出の認

識不足や撹乱等もあり、掘り過ぎて遺構の検出が出来ていない部分がある。後の断面観察によって、西側隅ま

で畝状遺構が延びていたと推定されたが、正確な畝溝の数は不明である。覆土は 1層である。1条の幅は 0.04

～ 0.10m前後で、深さは確認面で 0.03 ～ 0.04m前後ある。若干、異方向を向いている溝もあり、2単位以上

に分かれる可能性もある。また、遺物が出土した遺構のみ番号を付し（SD2・4・5・23）、遺構規模と出土遺物

は別表 1・5に示した。これらの遺構から土師器無台椀・長甕・小甕の小破片が出土している。花粉分析（第Ⅵ

章第 2節参照）の結果、周辺でアブラナ科の作物の栽培が推定されている。

F 5 区下層の遺構

1） 5区下層の概要

5 区は磐越自動車道に隣接する調査区である。古墳時代の遺物が出土した県調査区 5・13 区〔星野ほか 1996〕

に隣接する。確認面はⅥ層下面である。遺構総数は 3基あり、その内訳は SX3 基である。出土遺物と層位的所

見から古墳時代の遺構と考えられる。遺構は西側の調査区のみで検出された。調査面積は上端面積 150.220 ㎡、

下端面積 126.181 ㎡である。

ここで下層遺構検出の経緯について若干記述する。5区西側の調査区で上層遺構の覆土掘り下げの際、底面、

つまり古代・中世の地山面と考えていたⅥ層から古墳時代の土器が確認された。よってⅥ層上面を古墳時代の

包含層とし、遺構確認を行った。しかし、古墳時代の包含層と遺構覆土が極めて似ていたため、遺構の検出は

困難であった。そこで、調査区西側を全体的に掘り下げたところ、土器が集中して出土する地点が確認され、

これらの地点を古墳時代の遺構として認定した。また、上層遺構底面から出土した古墳時代の土器については、

古墳時代の包含層の遺物が遺構底面に表出した、あるいは当時の掘削により混入したと考えられる。

2） 5区下層遺構各説

a 性格不明遺構（SX）

SX80（図版 42～44・48・49・53、写真図版 30）

07AR に位置する古墳時代の遺構である。5区上層の SD78・79 に切られる。平面形は楕円形、断面形は箱

形である。確認面で現存長軸 2.36m（未調査区まで）、短軸 2.32mを測る。古墳時代の土器の出土と確認面の層

位がⅥ a 層下層であるため、古墳時代の遺構と判断した。また、隣接する場所から自然木の枯木根（径 0.30 ～

0.40m）が検出されている（第Ⅵ章第 3節参照）。土師器杯・高杯が出土している（図版 67）。

SX81（図版 42・43、写真図版 22・23）

07AQ・07AR・08AQ・08AR に位置する古墳時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。
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確認面で長軸 2.48m、短軸 1.68m、深さ 0.17m を測る。覆土中の黄灰色粘土質シルト土とⅥ層地山の黄灰色

シルト土の区別が非常に難しく、わずかな炭化物の混入と土器の分布などから平面状況を確認した。土師器高

杯・甕・小形壺が出土している（図版 67）。

SX82（図版 42・43、写真図版 22・23）

07AR に位置する古墳時代の遺構である。平面形は不定形、断面形は台形状である。確認面で長軸 2.34m、

現存短軸 0.90m、深さ 0.11m を測る。覆土は 1層である。土師器甕・小形壺、軽石製石製品が出土している

（図版 67・71）。

G 5区上層の遺構

1） 5区上層の概要

5 区上層の標高は 3.5 ～ 4.0m 前後を推移している。遺構総数は 87 基あり、その内訳は SK18 基、SX3 基、

SD9 基、Pit57 基である。Pit 群については掘立柱建物などが形成されなかったので、記載を省略する。出土遺

物と層位的所見から古代～中世の遺構と考えられ、東側の調査区の包含層出土遺物は、古代がほとんどである。

溝などの大形の遺構の中には県調査地点 5・13 区〔星野ほか 1996〕につながる遺構が存在し、県遺構番号との対

応は個別に記載する。調査面積は上端面積 634.728 ㎡、下端面積 608.233 ㎡である。

2） 5区上層遺構各説

a 土坑（SK）・性格不明遺構（SX）

SK86（図版 44・46・50、写真図版 23）

07AU・07AVに位置する平安時代の遺構である。北側の一部が調査区外に延びる。平面形は楕円形、断面形

は皿形である。確認面で長軸 0.55m、現存短軸 0.35m（未調査区まで）、深さ 0.07mを測る。覆土は 1層である。

遺物は出土していない。

SK87（図版 44・46・50、写真図版 23）

07AU・07AVに位置する平安時代の遺構である。一部が土側溝掘削の際に破壊されている。平面形は楕円形、

断面形は皿形である。確認面で長軸 0.45m、現存短軸 0.40m、深さ 0.08mを測る。覆土は 1層である。遺物

は出土していない。

SK88（図版 44・46・47・50、写真図版 23）

07AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は台形状である。確認面で長軸 0.98m、

短軸 0.83m、深さ 0.23mを測る。覆土は 3層に分かれる。遺物は出土していない。

SK31（図版 44・46・50、写真図版 23）

07AUに位置する平安時代の遺構である。平面形は円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.41m、短軸

0.37m、深さ 0.03mを測る。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SK23（図版 44・46・47・50、写真図版 24）

07AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は半円形である。確認面で長軸 0.62m、

短軸 0.61m、深さ 0.16mを測る。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀・小甕が出土している（図版 67）。

SK71（図版 44・46・47・50、写真図版 24）

07AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.65m、短

軸 0.40m、深さ 0.05mを測る。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SK60（図版 44・46・50、写真図版 24）

06AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.42m、短

軸 0.37m、深さ 0.03mを測る。覆土は 1層である。遺物は出土していない。
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SK69（図版 44・46・50、写真図版 24）

06AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.62m、短

軸 0.44m、深さ 0.17mを測る。覆土は 3層に分かれる。土師器無台椀が出土している。

SK49（図版 44・46・47・50、写真図版 25）

06AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は半円形である。確認面で長軸 0.52m、

短軸 0.44m、深さ 0.21mを測る。覆土は 5層に分かれる。土師器無台椀が出土している（図版 67）。

SK45（図版 44・46・47・50、写真図版 25）

06AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.46m、短

軸 0.40m、深さ 0.04mを測る。覆土は 1層である。土師器小甕が出土している（図版 67）。

SK44（図版 44・46・47・50、写真図版 25）

06AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.28m、短

軸 0.25m、深さ 0.08mを測る。覆土は 1層である。土師器無台椀が出土している。

SK70（図版 44・46・47・51、写真図版 25）

06AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.65m、短

軸 0.59m、深さ 0.07mを測る。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SK13（図版 44・47・51、写真図版 26）

06AWに位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.39m、短

軸 0.27m、深さ 0.11mを測る。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SK14（図版 44・47・51、写真図版 26）

06AWに位置する平安時代の遺構である。平面形は不定形、断面形は半円形である。確認面で長軸 0.38m、

短軸 0.19m、深さ 0.07mを測る。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SK41（図版 44・46・47・51、写真図版 26）

06AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 1.00m、短

軸 0.70m、深さ 0.18mを測る。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、黒色土器無台椀が出

土している（図版 67・68）。

SK61（図版 44・47・51、写真図版 26）

06AWに位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 1.35m、短

軸 0.51m、深さ 0.19mを測る。覆土は 2層に分かれる。土師器無台椀が出土している（図版 68）。

SK10（図版 44・47・51、写真図版 27）

06AWに位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.35m、短

軸 0.18m、深さ 0.06mを測る。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SK7（図版 44・47・51、写真図版 27）

06AWに位置する平安時代の遺構である。平面形は長方形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.37m、短

軸 0.23m、深さ 0.05mを測る。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SX39（図版 44・46・47・51、写真図版 27）

06AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は不定形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.57m、短

軸 0.37m、深さ 0.03mを測る。覆土は 1層である。土師器無台椀・小甕が出土している（図版 68）。

SX40（図版 44・46・47・51、写真図版 27）

06AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形である。確認面で長軸 0.93m、短

軸 0.39m、深さ 0.06mを測る。覆土は 1層である。土師器無台椀が出土している。

SX67（図版 44・46・51、写真図版 28）
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05AV・06AU・06AV に位置する平安時代の遺構である。平面形は不定形、断面形は皿形である。確認面で

現存長軸 3.90m（未調査区まで）、短軸 3.40m、深さ 0.16mを測る。覆土は 2層に分かれる。4～ 5m範囲で窪

地状になっており、自然傾斜による窪地地形の可能性もある。土師器無台椀が出土している。

b 溝（SD）

SD37（図版 44・46・47・51、写真図版 28）

06AV・06AWに位置する平安時代の遺構である。軸方向は北西～南東に延びる（N－ 39 °－W）。断面形は

皿形である。確認面で最大幅 0.45m、深さは 0.09m前後と浅い。覆土は 1層である。土師器無台椀・小甕が出

土している（図版 68）。

SD46（図版 44・46・47・51、写真図版 28）

06AV に位置する平安時代の遺構である。軸方向は北西～南東に延びる（N－ 46 °－W）。断面形は皿形であ

る。確認面で最大幅 0.56m、深さは 0.04m前後と浅い。覆土は 1層である。遺物は出土していない。

SD75（図版 44・48・49・51・53、写真図版 28）

07AR・07AS・08AR・08AS に位置する中世の可能性のある遺構である。軸方向は北西～南東に延びる

（N－ 29°－W）。断面形は台形状である。確認面で最大幅 1.32m、深さは 0.21m前後である。覆土は 3層に分

かれる。遺物は出土していないが、後述する SD77・78・79 と軸方向が一致するため、一連の遺構の可能性が

高い。

SD1 － a・1－ b（図版 44・47・52、写真図版 29）

05AW・05AX・06AW・06AX に位置する中世の可能性のある遺構である。軸方向は北東～南西に延びる

（N－ 60 ～ 72 °－ E）。断面形は半円形である。確認面で最大幅 1.00 ～ 1.05m、深さは 0.20 ～ 0.61m 前後で

ある。覆土は 1－ aが 4層に分かれ、1－ bが 1層である。遺構名を SD1－ a、1－ bさらに 1－ cに分離し

たが、分層の結果、一連の遺構と判明した。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、軽石製石製品などが出土してお

り（図版 68・71）、平安時代の遺構と思われたが、県調査地点 13区〔星野ほか 1996〕SD57・71 と同一遺構であ

ることが判明した（附図）。県教委の調査では白磁・青磁などの中世遺物が出土している。

SD2（図版 44・47・52）

05AWに位置する中世の可能性のある遺構である。軸方向は北東～南西に延びる（N－ 57 °－ E）。SD1 と隣

接するが、切り合い関係は不明である。断面形は台形状である。確認面で最大幅 1.00m、深さは 0.29m前後で

ある。覆土は 1層である。遺物は出土していないが、SD1と類似した覆土をもつため中世遺構と判断した。

SD76（図版 44・48・52・53、写真図版 29）

08AQに位置する中世の可能性のある遺構である。軸方向は北東～南西に延びる（N－ 36°－ E）。断面形は皿

形である。確認面で最大幅 0.98m、深さは 0.10m前後である。覆土は 2層に分かれる。遺物は出土していない

が、県調査区 13区〔星野ほか 1996〕SD136 と同一遺構の可能性もあり（附図）、県教委の調査では珠洲焼などの

中世遺物が出土している。

SD77（図版 44・48・53、写真図版 29・30）

07AQ・07AR・08AQ・08AR に位置する中世の可能性のある遺構である。軸方向は北西～南東に延びる

（N－ 17 °－W）。断面形は台形状である。確認面で最大幅 7.90m、深さは 0.43m前後と深い。覆土は 10 層に

分かれ、多段状の段を持つ。銭貨（景祐元寶）・土師器無台椀・高杯・甕・小形壺、須恵器無台杯、軽石製石製品

が出土している（図版 67・71・72）。県調査地点 13区〔星野ほか 1996〕SD120 と一連の遺構と考えられ（附図）、

県教委の調査では珠洲焼・中世土師器などの中世遺物が出土している。

SD78・79（図版 44・48・49・53、写真図版 29・30）

07AR・08AR に位置する中世の可能性のある遺構である。軸方向は北西～南東に延びる（N－ 19 °－W）。

第Ⅳ章　遺　　　跡
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SD79 が SD78 を切っており、SD79 が同一場所に構築されたことによる掘り直した溝であろう。断面形は台

形状である。確認面で最大幅 3.45m、深さは 0.40 ～ 0.76m前後と深い。覆土は SD78 が 4層、SD79 が 3層

に分かれ、多段状の段を持つ。土師器杯・高杯・甕・小形壺・鍋、須恵器無台杯・長胴壺、珠洲焼擂鉢、軽石

製石製品が出土している（図版 67・68・71）。県調査地点 13 区〔星野ほか 1996〕SD120 と一連の遺構と考えら

れ（附図）、県の調査では珠洲焼・中世土師器などの中世遺物が出土している。

H 6 区 の 遺 構

1） 6 区 の 概 要

6 区は磐越自動車道に隣接する調査区で、前述したとおり、遺跡破壊により急遽調査を行った地点である。確

認面はⅥ a層で、それ以降は埋め戻されているため、SD1 基の平面確認で調査は終わっている。包含層から土

師器無台椀・長甕・小甕・鍋が出土している（図版 69）。調査面積は上端面積 262.652 ㎡、下端面積 245.112

㎡である。

2） 6 区遺構各説

a 溝（SD）

SD1（図版 54、写真図版 30）

04BA・05AZ・05BA・06AZ・06BA に位置する時期不明の遺構である。軸方向は北西～南東に延び（N－

53 °－W）、北側には不定形状に溝が構成されている。確認面で最大幅 2.00m、覆土は 2層に分かれており、遺

物は出土していない。県調査地点 13 区〔星野ほか 1996〕SD76 と一連の遺構と考えられる（附図）。当時の調査

でも遺物が出土していないため、時期の特定には至っていないが、覆土状況から、中世の遺構の可能性が指摘

されている。

第3節　遺　　　構
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第Ⅴ章　遺　　　物

第1節　概　　　要

沖ノ羽遺跡からは、古墳時代、古代（平安時代）、中世（室町時代）の遺物が出土している。遺物出土総量はコ

ンテナ（内径 54.5 × 33.6 × 10.0cm）に 190 箱出土した。遺物の内容は古墳時代の土器が 5箱、平安時代の土器

が 174箱、中世の土器が 1箱、石製品と金属製品・銭貨・鍛冶関連遺物 10箱（搬入礫を含む）である。

第 2節　古墳時代の遺物

古墳時代の土師器が 2区と 5区から出土した。2区では河 20 から 9点出土し、重量 80g であった。5区で

は調査区西側から出土し、遺構出土土器の総点数は 1,061 点、総重量は 5,374g である。包含層からは総点数

147 点、重量で 1,072g 出土した。5区包含層から出土した土器の重量を小グリッドごとに合計し、図版 40 に

示した。07AR1 周辺で遺物量が多くなっており、遺構もその周辺で検出している。5区上層遺構（SD77 等）か

らも古墳時代の土器が出土しているが、これは下層にあった古墳時代の包含層の土器が表出したものと考えら

れる。

A 土器の分類と記述（第6図）

記述は最初に土器分類を行い、次に遺構別・包含層出土の順に記した。出土量が少ないため、細分類は行っ

ていない。

成形・調整の表現・名称は次のように記述した。

1. 「ナデ」は指などにより器面をなでたもので、「ヨコナデ」は回転を用いてなでたものとした。

2. 「ミガキ」は幅の狭い工具で器面を磨くものである。

3. 「ハケメ」は板の小口面を使い土器の表面を調整するもので、器面には平行する条線が残される〔横山

1978〕。これは調整具の使用頻度が高いためと考えられている。あるいは、櫛歯状工具を使用したとも考

えられる。

4. 板状工具の幅のみ残り、ハケメのような条線は認められないものを「ヘラナデ」とした。ハケメと同じ

工具で使用頻度が少なく木目の凹凸が明瞭でないもの、または作業面を木目に平行で切ったものを想定

している〔春日 1994〕。

次に器種分類を行う。器種は杯、高杯、甕、小形壺がある。詳細な計測値は別表 2に示した。

杯 いずれも破片資料である。口縁に向かい内湾ぎみに伸び、口縁端部付近で外反する。

高　杯 完形のものはなく、いずれも杯部破片か脚部の破片である。杯部は杯底部と口縁部の境に稜を持つ。

脚部は中位がややふくらみ、裾部は屈折して広がる。

甕 完形のものはなく、破片資料である。口縁部は「く」の字を呈する。体部はやや肩の張るものと、な

で肩になるものがある。底部は体部にかけて立ち上がりが緩やかなものと急なものがある。

小形壺 完形のものはなく、いずれも破片資料である。口縁部は内湾ぎみに伸びる。体部は 1点のみである。
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B 出土土器等各説

1） 2区出土土器

a 遺構出土土器

河 20（図版 65、写真図版 40）

甕・小形壺（248）が出土している。小形壺 248 は口縁部から体部上半にかけての破片である。口縁部は内

湾ぎみに伸びる。器面調整は磨耗しているが、口縁部内面にヨコナデを観察でき、そのほかはナデで調整して

いる。

2） 5区出土土器

a 遺構出土土器

SX81（図版 67、写真図版 33・41）

高杯（286・287）・甕（288・289）・小形壺（290・291）が出土している。高杯 286は杯部の破片資料である。

杯底部と口縁部の境に突帯を貼り付けて稜を形成している。口縁部は内湾ぎみに開き、口縁端部で緩く外反す

る。外面調整は磨耗により不明瞭であるが、ミガキがわずかに確認できる。内面も不明確であるが、ミガキが

かすかに観察できる。SD77 出土の遺物と接合関係にある。287 も高杯杯部の口縁部破片である。杯底部と口

縁部の境に稜が形成されていたと思われる。口縁部は直線的に開き、口縁端部で緩く外反する。内面調整は磨

耗により不明であるが、外面は口縁端部がヨコナデ、杯部はハケメ後にミガキが施されている。

甕 288 は口縁部から体部にかけての破片である。口縁部は「く」の字に外反し、端部は丸く収まる。内面に

粘土紐痕があり、器面調整は口縁部が内外面ともヨコナデで、頸部外面の一部にハケメが確認できる。289 は

口縁部から体部上半にかけての破片である。口縁部は 288 よりも長く、「く」の字に外反し端部は丸く収まる。

体部は肩の張りが弱い。内面調整は磨耗により不明であるが、外面は口縁部がヨコナデ、頸部がハケメである。

SX82 と接合関係にある。小形壺 290・291 はともに口縁部の破片であるが、290 は体部がわずかに残ってい

る。どちらも口縁部は内湾ぎみに開く。2区の 248 同様に口縁部は長くならないが、248 よりも全体が多少大

きくなる。290 は口縁部内面にヘラナデが認められ、外面調整は口縁部にヨコナデ、頸部に強いナデが観察で

きる。291は内面口縁部にヘラナデが観察でき、外面は口縁端部にヨコナデ、頸部にナデが施されている。

第2節　古墳時代の遺物
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SX82（図版 67、写真図版 41）

甕・小形壺（292）が出土している。小形壺 292 は体部の破片である。口縁部から体部上半と底部が欠けてい

るため全形は不明であるが、SX81 や 2区河 20出土の小形壺と同様の口縁部が付くと思われる。外面調整は磨

耗により不明瞭であるが、ナデを施していると思われる。内面にはハケメが確認できる。

SX80（図版 67、写真図版 41）

杯（293）・高杯が出土している。杯 293 は口縁部から体部にかけての破片である。底部が欠けているが、口

縁に向かい内湾ぎみに伸び、口縁端部付近で外反する。内外面とも磨耗により調整は不明である。

SD77（図版 67、写真図版 41）

高杯（294・295）・甕（296 ～ 298）・小形壺が出土している。高杯 294・295 はともに脚上部の破片である。

いずれも中位がややふくらむ。294 は脚裾部が屈折して広がるものと考えられ、295 も似たような形になろう。

両者とも、粘土紐痕が確認できる。294 は器面が磨耗しているため不明確ではあるが、外面にミガキが確認で

きる。295 も同様な調整であると考えられる。甕 296 は口縁部から体部上半の破片である。口縁部は「く」の

字に外反し、口縁部半ば程から少し内湾ぎみになる。端部は丸く収まる。調整は口縁端部の外面にヨコナデが

施されている。体部内面には不明確だがヘラナデが観察できる。297 は口縁部から体部にかけての破片である。

口縁部は「く」の字に外反し、端部でさらに外反する。内外面とも調整観察は困難であるが、体部外面に不明

確ながらハケメが確認できる。298は底部のみの破片で、SX82 と接合関係にある。内外面とも調整は磨耗によ

り不明である。中世の可能性のある遺構から出土しているが、これらの遺物は古墳時代の包含層からの混入物

と考えられる。

SD78（図版 67、写真図版 33・41）

杯（299）、高杯（300・301）、甕（302）・小形壺が出土している。杯 299 は口縁部から体部にかけての破片で

ある。SX80 の 293 と似たような形であるが、293 より外側に傾く。また、口縁端部付近の外反が強い。内外面

ともに磨耗により調整は不明である。高杯 300 は脚部のみの破片であるが、脚裾部まで残っている。中位にふく

らみを持ち、裾部にかけて屈折する脚部である。SD77 出土の高杯も似たものになろう。外面調整は磨耗してい

るが、不明確ながら裾部にミガキが確認できる。内面は粘土紐痕が確認でき、指頭圧痕・ナデが観察できる。301

は高杯の杯底部の破片である。調整は内外面とも磨耗により観察できない。甕 302 は底部付近の破片である。

SD77 出土の 298 に比べ底部がやや大きく、傾きも外側に開くものと思われる。内外面とも調整はハケメであ

る。中世の可能性のある遺構から出土しているが、これらの遺物は古墳時代の包含層からの混入物と考えられる。

SD79（図版 67、写真図版 41）

高杯・甕（303）が出土している。甕 303 は口縁部の破片である。「く」の字に外反し、端部は丸く収まる。

内面調整は磨耗により不明であるが、粘土紐痕が確認できる。外面調整はヨコナデ後、ハケメが施されている。

中世の可能性のある遺構から出土しているが、これらの遺物は古墳時代の包含層からの混入物と考えられる。

b 包含層下層出土土器（図版 67、写真図版 41）

甕 1点（304）を図化した。口縁部の破片である。「く」の字に外反し、端部は丸く収まる。外面の口縁部に

はヨコナデが認められる。内面には不明確ながらハケメが確認できる。

第 3節　平安時代の遺物

平安時代の土器は土師器を主体に、須恵器・黒色土器・施釉陶器がある。遺跡全体の総重量比は土師器

84.88 ％（73,263g）・須恵器 13.09 ％（11,302g）・黒色土器 2.03 ％（1,752g）、総点数比は土師器 95.52 ％

（20,931 点）・須恵器 2.59 ％（568 点）・黒色土器 1.89 ％（413 点）である。施釉陶器は極少量しか出土していな
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いため、比率には加えていない。

各区別に見ていくと、1・3・5区では土師器・須恵器・黒色土器が出土しており、2・4区では土師器と須恵

器が出土している。6区からは土師器のみが出土した。

1 区から出土した土器の重量比は、土師器 82.14 ％（56,469g）・須恵器 15.60 ％（10,724g）・黒色土器

2.26 ％（1,555g）、点数比は土師器 94.34 ％（15,408 点）・須恵器 3.34 ％（545 点）・黒色土器 2.33 ％（380 点）

である。

3区から出土した土器の重量比は、土師器 97.87 ％（4,311g）・須恵器 2.00 ％（88g）・黒色土器 0.14 ％（6g）、

点数比は土師器 99.54 ％（1,953 点）・須恵器 0.31 ％（6点）、黒色土器 0.15 ％（3点）である。

5 区から出土した土器の重量比は、土師器 94.00 ％（9,912g）・須恵器 4.19 ％（442g）・黒色土器 1.81 ％

（191g）、点数比は土師器 98.57 ％（2,899 点）・須恵器 0.41 ％（12 点）、黒色土器 1.02 ％（30 点）である。な

お、2・4・6区は出土量が少なく、土師器・須恵器・黒色土器の 3種が揃っていないため、省略する。

各区の比率を見ると、重量比・点数比ともに土師器の量が卓越している。また、後述する遺構別器種構成率

（別表 5参照）でも土師器食膳具の比率が高く、特徴的である。

包含層出土遺物の出土状況を見ると、平安時代の遺物はⅤ層からの出土が大半を占める。出土した遺物の重

量を小グリッドごとに合計し、各区別に提示した。それぞれ 1区を図版 8に、2・4区を図版 27 に、3区を図

版 35に、5区を図版 40に示した。

その結果、1区では 17AE グリッド周辺、2区では 24AQ グリッド周辺、3区では 18AO グリッド周辺、5

区では 06AWグリッド周辺で遺物量が多くなっている。その集中的な分布域は、遺構の集中度と相関的である。

4・6区は遺物量も少なく、また集中して出土する状況も見られなかった。

本遺跡で出土した平安時代の土器類は後述するが、10世紀代の年代観が想定される。

A 土器の分類と記述（第7～ 9図）

記述は最初に土器分類を土師器・黒色土器・須恵器・施釉陶器の順に行い、次に各区の遺構・包含層出土土

器について記した。

成形・調整の表現・名称は、山三賀Ⅱ遺跡〔坂井ほか 1989〕の記載に従った。

1．「ロクロナデ」はロクロ回転を利用したナデで、そのほかのものは「ナデ」とした。

2． 回転を利用した削りを「ケズリ」とし、利用しないものは「ヘラケズリ」とした。

3． 黒色土器無台椀・土師器無台椀などに見られるヘラ磨きは「ミガキ」とした。

4． 須恵器大甕・横瓶、土師器長甕・鍋などの外面に見られる叩板工具を用いた成形痕を「タタキメ」とし、

内面の当て具工具を用いての成形痕を「当て具痕」とした。これらの細分類は、内堀信雄氏の分類〔内堀

1988〕、柿田祐司氏の分類〔柿田 2001〕を基本に第 7図のようにした。

このほか、須恵器の胎土分類については山三賀Ⅱ遺跡〔坂井ほか 1989〕、古代阿賀北地域の土器様相〔春日ほか

2004〕などを参考に、次のA～D群に分類した。

A群：胎土そのものが相対的に粗く、石英・長石・金雲母を多く含む。器面はざらついたものが一般的で、小礫

が露出する。笹神丘陵の笹神・真木山窯跡群を中心とする阿賀北地方の須恵器と推定される一群である。

B群：胎土そのものが精良で、白色小粒子を多く含む。器面に黒色の斑点、吹き出しが見られる。佐渡の小泊窯

跡群の須恵器と推定される一群である。

C群：胎土そのものは比較的精良であり、石英・長石の小粒子を少量含む。器面は滑らかである。新津丘陵窯跡

群の須恵器と推定される。

D群：A～C群以外のものを一括した。高田平野西部丘陵産と推定されるものも含む。

土師器の胎土分類は多様で分類を行っていない。また、近年の調査成果〔渡邊ほか 2001〕で還元炎焼成の須恵
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器と酸化炎焼成の須恵器の区別を行い報告しているが、沖ノ羽遺跡出土の須恵器は全て還元炎焼成である。こ

のほか、詳細な計測値は別表 2に示した。

次に本遺跡の特徴を整理するため器種分類を行い、器種ごとに説明を行う。以下、土師器・黒色土器・須恵

器・施釉陶器の順で概説する。

土　師　器（第 8図）

大きく食膳具と煮炊具がある。食膳具には無台椀・有台皿がある。煮炊具には長甕・小甕・鍋がある。

無 台 椀 出土量が非常に多い。製作手法の違いにより大きく二分した。底部が糸切り後無調整のものを

無台椀 a、体部・底部に再調整を行うものを無台椀 bとした。無台椀 bの再調整としては、体部にミガキやケ

ズリが施され、底部には糸切り後ケズリで再調整されるものが多い。なお細分類は比較のため両者共通とした。

分類は口径（A～ C）と径高指数（1～ 3）で細分した。口径は 12.5cm未満を A類、12.5 ～ 14.5cm 未満を

B類、14.5cm以上をC類とした。径高指数の分類は 30以下が 1類、31～ 35が 2類、36以上が 3類である。

有 台 皿　 底部資料で口縁部形態は不明である。貼り付け輪高台を持つ。

長　　甕 体部上半をロクロで成形し、下半はタタキ成形で製作される。口縁部の形態により 3種類に大別

した。A類は口縁端部が受け口状になる。B類は口縁部が頸部で屈曲し、口縁端部が上方に伸びるものとし、端

部の形態によりさらに細分した。口縁部外面が凹みながら上方に伸び、丸く収まるものをB1類、上方に伸びた

口縁端部が強く摘まれるものをB2類、端部が上方に伸び、口縁部外面に面を持つものをB3類とした。C類は

口縁端部が屈曲せず、そのまま伸びるものとし、さらに口縁端部が丸く収まるものをC1類、端部に面を持つも

のをC2類とした。

小　　甕　 ロクロで成形され、平底の底部を持つ小形の甕である。長甕と共通の分類を用いた。A類、B1

～ 3類が確認される。

鍋　 長甕と同様の成形技法で作られ、大きく開く体部を持つ。長甕と共通の分類を用いた。A類、B1

～ 3 類、C1・2 類が確認される。また、体部から口縁部にかけて屈曲せずそのまま伸び、口縁端部に面を持つ

ものをD類とした。

黒 色 土 器（第 8図）

食膳具の無台椀・有台皿が出土している。主に内側を黒化処理した「内黒」の土器である。

無 台 椀 主に底部は糸切り後ケズリ、体部外面下半にもケズリが施されている。体部外面にはミガキが施

され、口縁端部は外面も磨かれるものが多い。分類は土師器無台椀同様、口径と径高指数により行った。

有 台 皿　 高台部分のみ出土した。貼り付け輪高台で、体部は大きく開くと思われる。
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第 7図　タタキメ・当て具痕の細分類図（柿田 2001 をもとに再トレース）
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第 8 図　沖ノ羽遺跡土師器・黒色土器分類図（S=1/6）



須　恵　器（第 9図）

食膳具と貯蔵具がある。食膳具には無台杯・有台杯・有台椀・杯蓋がある。貯蔵具には大甕・長頸壺・短頸

壺・長胴壺・横瓶がある。出土数は少なく、ほとんどが破片資料で全形がわかるものは出土していない。

無 台 杯 口縁端部と底部の破片が少量出土している。全形がわかる資料がないため、細分は行っていない。

有 台 杯 少量出土している。高台はすべて貼り付け輪高台である。口縁部破片であっても、傾き等から有

台杯とした資料もある。

有 台 椀 内湾しながら緩やかに立ち上がる口縁部を持つ。体部下端にわずかに高台が見える。

杯　　蓋 有台杯に伴う蓋である。小破片のみ出土した。紐は欠落している。

大　　甕 大形で丸底の甕を一括した。破片数は多いが、全形がわかる資料は出土していない。

長 頸 壺　 長い頸部を持つ瓶あるいは壺を一括した。底部には高台が付く。小形品も出土している。

短 頸 壺 短い口縁が体部から直立して立ち上がり、球胴の体部を持つ。底部には内端接地の高台が付く。

長 胴 壺　 口縁部形態が不明な壺で、長い体部となるものを一括した。すべて体部破片である。

横　　瓶 俵状の体部に、直立する短い口縁部が付く。破片資料のみ出土した。

施 釉 陶 器（第 9図）

灰釉陶器と緑釉陶器が出土した。いずれも包含層からの出土である。

灰釉陶器 器種は有台皿のみである。貼り付け輪高台を持つ。体部は底部から大きく開いて立ち上がると思

われるが、底部破片のため全体像は不明である。

緑釉陶器　 器種は香炉蓋のみである。口縁端部と体部に沈線がめぐる。天井部に透かしが入る場合もあるが、

口縁部破片のため全形は不明である。
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B 出土土器等各説

1） 1区出土土器

a 遺構出土土器

SK3（図版 55、写真図版 34）

土師器無台椀が 5点出土した。うち土師器無台椀 aの底部資料 1点（1）を図化した。底部糸切りの回転方向

は右方向である。

SK38（図版 55、写真図版 34）

土師器無台椀 a（2・3）・小甕（4）、須恵器長頸壺が出土した。土師器無台椀 aは 2が A類、3が B類である。

4は小甕で、底部から体部にかけての資料である。底部回転糸切りは右方向であった。1区 Pit100 と接合関係

にある。また、1区包含層出土の 233と同一個体だと思われたが、接合点がなかったため別々に図化した。

SK36（図版 55、写真図版 34）

土師器無台椀・小甕、須恵器無台杯が出土した。うち土師器無台椀 a  1点（5）を図化した。A類に分類される。

SK37（図版 55、写真図版 34）

土師器無台椀・長甕・小甕が出土した。うち小甕 1点（6）を図化した。B2類に分類される。

SK33（図版 55、写真図版 34）

土師器無台椀 a（7）・小甕（8）・長甕（9）・鍋、須恵器大甕が出土した。土師器無台椀 a  7・小甕 8はともに

底部資料である。9の長甕はB2類に分類した。

SK39（図版 55～ 57、写真図版 32～ 35）

土師器無台椀 a（10 ～ 22・24 ～ 38・40 ～ 42）・無台椀 b（23・39）・長甕（48 ～ 50）・小甕（51 ～ 53）・鍋

（54）、黒色土器無台椀（43 ～ 47）、須恵器無台杯・大甕（55 ～ 57）・長頸壺が出土した。土師器無台椀 a は

10・12 ～ 15・17・22・24・25・28・29・31 が A2 類、36 が A3 類、33 が B1 類、11・20・27・34・

37 が B2 類、30・40・41 が C2 類、21 が C3 類である。42 は底部のみの資料で SK51 と接合関係にある。

底部切り離し調整はすべて糸切りで、回転方向は右方向であった。また、口縁部のみの資料は 26・32 を A類、

16・18・19・35 を B類、38を C類とした。30の体部外面には墨書が見られたが、破片部分に書かれていた

ため一部しか残っておらず、文字の判読はできなかった。無台椀 bは 23 が C3 類、39 は口縁部のみの資料で

C類とした。23は底部糸切り後、幅広のヘラ状工具で削っている。23と 39 の体部外面下半にはケズリが施さ

れている。黒色土器無台椀は 44が C2類である。44以外は口縁部資料で、46を B類、43・45を C類とした。

47も口縁部資料であるが、残存率が低く口径での分類はできなかった。

土師器長甕は 48・49 が B2 類、50 が B3 類である。50は体部外面に縦方向のヘラケズリが施される。小甕

は 51 が A類、52 が B1 類、53 が B3 類である。51 は SK88 と接合関係を持つ。鍋 54 は屈曲する頸部がな

く、口縁端部に面を持つD類である。端部はやや肥厚する。須恵器大甕 55・56 は口縁部から体部にかけての

資料で、口縁端部は肥厚する形態である。ともに胎土はB群である。55は SK51 と接合関係にある。また、接

合はしていないが、多くの遺構から 55 と同一と思われる破片が出土している。55・56 ともに外面に平行タタ

キメ a類、内面に同心円当て具痕 c類が残る。57は口縁端部の破片資料で、端部外面に断面半円の突帯が 2条

めぐる。胎土はC群である。

SK51（図版 57・58、写真図版 32・35・36）

土師器無台椀 a（58 ～ 67）・長甕（70・71）・小甕・鍋（72・73）、黒色土器無台椀（68・69）、須恵器無台

杯・大甕（74・75）・短頸壺・長胴壺（77）・横瓶（76）が出土した。土師器無台椀 aは 59・62が A2類、60・

63・67 が B1類、58が B2類、66が C1類である。底部切り離し調整は糸切りで、回転方向は右方向である。

そのほかの口縁部資料は 64・65 を A 類、61 を C類とした。59 は SD4 と接合関係にある。黒色土器無台椀

第3節　平安時代の遺物

44



は口縁部資料で 68 を B 類、69 を C 類とした。68 は SK39 と接合関係にある。土師器長甕は 70 が B1 類、

71 は体部資料である。71 は体部外面の調整が平行タタキメ a 類のほかにヘラケズリも施され、内面には平行

当て具痕 b類が残る。また、SK33 と接合関係にある。鍋は 72 が B1 類、73 が B3 類である。72 は外面に平

行タタキメ a類がわずかに見られる。須恵器大甕 74・75 はともに体部資料である。74 は外面に平行タタキメ

c類、内面に同心円当て具痕 c類が残る。また、SK33 と接合関係にある。75 は外面に平行タタキメ a類、内

面には平行当て具痕 d類が見られるが、当て具痕の一部がヘラ状工具でナデ消されている。横瓶 76も体部資料

である。外面には平行タタキメ c類が残る。77 は壺の体部資料であるが、口縁部形態等が不明なため、長胴壺

の体部とした。体部外面にはケズリが施される。74～ 76の胎土はすべてB群である。

SK86（図版 59、写真図版 36）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋が出土し、うち土師器無台椀 a  1 点（78）を図化した。B1類に分類される。

底部糸切りは左方向である。また、底部外面にヘラ記号「／」が施されている。

SK88（図版 59、写真図版 32・36・37）

土師器無台椀 a（79 ～ 83・85 ～ 90・92）・無台椀 b（84・91）・有台皿（95）・長甕・小甕（97・98）・鍋、黒

色土器無台椀（93・94）、須恵器有台杯（96）・大甕が出土した。土師器無台椀 a は 88 が B1 類、79・81・

83・85・90 が B2類、80が C1類、86・89 が C2類である。底部切り離し調整は糸切りで、回転方向はすべ

て右方向である。口縁部資料は 82 を B類、87・92 を C類とした。無台椀 bは 84 が C2 類、91 は口縁部の

みの資料で C類に分類した。84 は体部外面下半と底部にケズリを施している。91 は外面上半にミガキ、下半

にケズリが施される。内面も磨かれている可能性があるが、磨耗していたため確認できなかった。また、SK39

と接合関係にある。95 は貼り付け輪高台を持つ有台皿で、SD1 と接合関係にある。黒色土器無台椀は 93 が A

類、94 が B類とした。96 は須恵器有台杯で貼り付け輪高台を持つ。胎土は B群である。土師器小甕は 97 が

受け口状口縁を持つA類、98は底部資料である。

SK107（図版 59、写真図版 37）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器有台杯が出土した。うち、須恵器有台杯 1点（99）を図化した。高台は

貼り付け輪高台である。胎土はB群である。

SK182（図版 59、写真図版 37）

土師器無台椀 a（100）・長甕が少量出土した。土師器無台椀 a  100 は、B2類に分類される。

SK179（図版 59、写真図版 37）

土師器無台椀 a（101 ～ 103）・長甕・小甕・鍋、黒色土器無台椀（104）、須恵器無台杯（105）が出土した。

土師器無台椀 aは 101・102 を B類とした。103 は底部資料である。黒色土器無台椀 104 も底部資料である。

外面にミガキとケズリが施される。105は胎土B群の須恵器無台杯である。

SK180（図版 59、写真図版 37）

土師器無台椀 a（106・107）・長甕が出土した。土師器無台椀 a  106・107 はどちらもB類に分類される。

SK89（図版 60、写真図版 37）

土師器無台椀・長甕・小甕が少量出土し、このうち土師器無台椀 a  1 点（108）を図化した。底部資料である。

SK87（図版 60、写真図版 33・37）

土師器無台椀 a（109）・鍋（111）、須恵器無台杯（110）が出土した。土師器無台椀 a  109 は B類に分類され

る。鍋 111 は B1類である。体部外面には平行タタキメ a類が見られ、その上からヘラケズリが施されている。

SD2、SK89 と接合関係にあり、SK33・86、SD32 出土の鍋に同一個体が確認された。須恵器無台杯 110 は

胎土B群の佐渡小泊産であろう。

SK92（図版 60、写真図版 37）

土師器無台椀 a（112 ～ 115）・長甕・小甕・鍋（116）、須恵器大甕（117）・長頸壺・横瓶が出土した。土師器
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無台椀 a は 112 が B2 類、113 が口縁部資料で A類に分類した。114・115 は底部資料である。鍋 116 は破

片資料で口径は不明であるが、口縁端部の形態等から B3類とした。117 は須恵器大甕の体部破片資料である。

外面に平行タタキメ c類、内面に同心円当て具痕 a類が残る。胎土はB群である。

SK194（図版 60、写真図版 37）

土師器無台椀 a（118・119）・長甕・鍋（120）、黒色土器無台椀が出土した。土師器無台椀 aはともに口縁部

破片で、118は B類、119 は A類に分類される。鍋 120は B1類である。

SK200（図版 60、写真図版 37）

土師器無台椀 a（122・123）・無台椀 b（121）が出土した。土師器無台椀 a  122・123 は口縁部破片資料で

B類に分類される。無台椀 b  121 は C2 類で、体部外面下半と底部にケズリが施される。このほかに破片資料

のため図化はしていないが、小甕が 1点出土している。

SK189（図版 60、写真図版 37）

土師器無台椀 a（124・125）・長甕・小甕（126）・鍋（127）、須恵器大甕・横瓶（128）が出土した。土師器

無台椀 a  124・125 はともに口縁部資料で、A類に分類される。126は小甕のA類である。127は口縁端部の

みの破片であるが、口径から鍋とし、B1類に分類した。128 は須恵器横瓶の体部破片である。体部外面の側端

部は平行タタキメ c類で整形され、内面には閉塞痕も確認できる。胎土はB群である。

SX106（図版 60、写真図版 37）

土師器無台椀、須恵器大甕が少量出土した。うち土師器無台椀 aの口縁部資料 1点（129）を図化した。B類

に分類される。

SX161（図版 60、写真図版 37）

土師器無台椀・長甕・小甕、黒色土器無台椀、須恵器無台杯・大甕・長頸壺が出土しているが、ほとんどが

小破片であったため、土師器無台椀 a   1 点のみ（130）を図化した。底部の破片資料である。

SX183（図版 60・61、写真図版 33・38）

土師器無台椀 a（131 ～ 134）・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯（135）・大甕（136）・長頸壺（137・138）・長

胴壺が出土した。土師器無台椀 aは 132 が A2 類、131・134 が口縁部資料でB類に分類した。133 は底部破

片である。135 は須恵器無台杯の口縁端部破片で、胎土 B群の佐渡小泊産であろう。136 は大甕の体部破片で

ある。外面に平行タタキメ b類、内面に同心円当て具痕 b類を残す。胎土は B群であった。137 は口縁部形態

が不明であるが、小形長頸壺の体部資料と考えられる。底径が 5.2cmと非常に小さく、体部外面下半にケズリ

を施す。底部はヘラ切り後、なでられている。胎土 A群の阿賀北産と考えられる。138 も長頸壺で、頸部付近

の破片資料である。胎土はC群である。

SD1（図版 61、写真図版 38）

土師器無台椀 a（139 ～ 141）・有台皿・長甕・小甕（142）、黒色土器無台椀、須恵器大甕・短頸壺（143）が

出土した。土師器無台椀 a はいずれも口縁部資料で、140・141 を A 類、139 を B 類とした。小甕 142 は体

部外面下半にケズリを施す。143 は須恵器短頸壺で肩部の張りが弱く、口縁端部が肥厚する。胎土 C群の新津

丘陵産と考えられる。

SD2（図版 61、写真図版 38）

土師器無台椀 a（144 ～ 155）・長甕（158）・小甕・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯（156）・有台杯

（157）・大甕・長頸壺・長胴壺・横瓶（159・160）が出土した。土師器無台椀 aは 147 が B1 類である。その

ほかはすべて口縁部資料で、148・151・153 は A類、144 ～ 146・149・150・152・154・155 は B類と

した。須恵器無台杯 156 は胎土 B群の佐渡小泊産と考えられる。157 は口縁部のみの破片だが、傾き・形態等

から有台杯とした。これも胎土は B群である。土師器長甕 158 は B1 類とした。159 は須恵器横瓶の口縁部で

ある。端部は外側に肥厚し、外面に段を作る。160 は横瓶の体部破片である。外面に平行タタキメ b類、内面
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は平行当て具痕 a類を残す。159・160 ともに胎土B群の佐渡小泊産であろう。

SD2 － b（図版 61、写真図版 38）

土師器無台椀 a（161 ～ 163）・長甕・小甕、黒色土器無台椀、須恵器大甕・長頸壺（164）が出土した。土師

器無台椀 aはいずれも口縁部資料で、163 は A類、161・162 は B類とした。164 は須恵器長頸壺の頸部の破

片である。胎土B群の佐渡小泊産と考えられる。

SD25（図版 61、写真図版 38）

土師器無台椀が 9点出土した。うち土師器無台椀 a  2 点（165・166）を図化した。165は口縁部破片でB類

とした。166は底部資料である。

SD4（図版 62、写真図版 38）

土師器無台椀 a（167 ～ 172）・長甕・小甕・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯・大甕・長頸壺（173）・長胴

壺が出土した。土師器無台椀 a は 167 が A 類、168・169 が B 類である。170 ～ 172 は底部資料である。

173 は須恵器長頸壺の破片資料である。高台部分のみの資料であるが、形態等から長頸壺とした。SX161 と接

合関係にある。胎土はC群である。

SD32（図版 62、写真図版 38）

土師器無台椀 a（174 ～ 176）・長甕（178）・小甕・鍋（179・180）、黒色土器無台椀（177）、須恵器無台杯・大

甕が出土した。土師器無台椀 aは 174・175 が B類、176 は底部資料である。黒色土器無台椀 177 は口縁部破

片でA類とした。内面のミガキは、削られているため確認できなかった。土師器長甕 178 は口縁端部のみの資

料であるが、形態からB2類とした。鍋は 179が B1類、180 が C2類である。180は SK33 と接合関係にある。

SD181（図版 62、写真図版 38）

土師器無台椀・長甕・小甕、黒色土器無台椀が出土し、うち土師器無台椀 a  1 点（181）を図化した。口縁部

資料で、A類に分類される。

SD90（図版 62、写真図版 38）

土師器無台椀・長甕、黒色土器無台椀が出土し、うち土師器無台椀 a  1 点（182）を図化した。底部破片である。

SD109（図版 62、写真図版 38）

土師器無台椀が 4点出土し、うち土師器無台椀 aの口縁部資料 1点（183）を図化した。B類に分類される。

SD96（図版 62、写真図版 38）

土師器無台椀 a（185）・無台椀 b（184）・長甕（186）・鍋（187）が出土した。土師器無台椀 a  185 は口縁部

資料でB類とした。無台椀 b  184 は口縁端部外面にミガキ、体部下半と底部にはケズリを施す。C2類に分類

される。長甕 186、鍋 187 はともにB1類に分類される。鍋 187は外面に平行タタキメ d類が残る。

Pit46（図版 62、写真図版 38）

土師器無台椀 2点、黒色土器無台椀 1点が出土し、うち黒色土器無台椀 1点（188）を図化した。口縁部資料

で、B類に分類される。

Pit82（図版 62、写真図版 38）

土師器無台椀 2点・長甕 1点が出土し、うち土師器無台椀 a  1 点（189）を図化した。底部破片である。

Pit93（図版 62、写真図版 38）

土師器無台椀 1点・長甕 1点が出土し、うち土師器無台椀 a  1 点（190）を図化した。口縁部資料であるが、

残存率が低く、分類はできなかった。

Pit99（図版 62、写真図版 38）

土師器無台椀 a  1 点（191）が出土した。底部資料である。

Pit100（図版 62、写真図版 38）

土師器無台椀・小甕、黒色土器無台椀が出土し、うち黒色土器無台椀 1点（192）を図化した。C類に分類さ
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れる。器壁がやや厚く、口縁端部は肥厚する。

Pit101（図版 62、写真図版 38）

土師器無台椀、黒色土器無台椀が出土し、うち土師器無台椀 a  1 点（193）を図化した。B1類に分類される。

Pit184（図版 62・63、写真図版 38）

土師器無台椀・長甕（194）・鍋（195）、黒色土器無台椀、須恵器長胴壺（196）が出土した。土師器長甕

194・鍋 195 はともにB2類に分類される。196は須恵器壺の体部資料であるが、口縁部形態等が不明なため長

胴壺とした。胎土はB群である。

Pit198（図版 63、写真図版 38・39）

土師器無台椀 a（197）・長甕（198）、黒色土器無台椀が出土した。土師器無台椀 a  197 は底部資料である。

長甕 198は C1類とした。

Pit199（図版 63、写真図版 38）

土師器無台椀が 4点出土した。うち土師器無台椀 aの底部破片 1点（199）を図化した。底部糸切り方向は破

片のため不明である。

Pit203（図版 63、写真図版 38）

土師器無台椀、須恵器長頸壺（200）が出土した。200 は須恵器長頸壺の口縁端部破片である。胎土はB群で

ある。

Pit206（図版 63、写真図版 39）

土師器長甕が 1点（201）出土した。B3類に分類される。

Pit207（図版 63、写真図版 39）

土師器無台椀が 2点出土した。うち土師器無台椀 aの底部破片 1点（202）を図化した。底部糸切りは右回転

である。

Pit210（図版 63、写真図版 39）

土師器無台椀 a（203・204）・鍋（205）、黒色土器無台椀が出土した。土師器無台椀 a  203・204 はいずれも

底部破片である。鍋 205 は C2類に分類される。外面に平行タタキメ a類が残る。また、SK33・SD32 と接合

関係にあり、SD2に同一個体が存在する。

Pit212（図版 63、写真図版 39）

土師器無台椀 a（206）が 1点出土した。口縁部資料でA類に分類される。

Pit213（図版 63、写真図版 33）

土師器小甕（207）が出土した。口縁部から体部にかけての資料で、B1類に分類される。

Pit216（図版 63、写真図版 39）

土師器無台椀 a（208）、黒色土器無台椀（209）が出土した。いずれも口縁部資料で、208 は A類、209 は B

類とした。

b 包含層出土土器（図版 63～ 65、写真図版 33・ 39・ 40）

1区包含層出土遺物のうち、完形に近い資料や器種的に特筆される資料を中心に選択して図化し、掲載を行っ

た。土師器無台椀 a（210 ～ 217）・長甕（226 ～ 232）・小甕（233 ～ 235）・鍋（236 ～ 238）、黒色土器無台椀

（218 ～ 220）・有台皿（221）、須恵器有台椀（222）・杯蓋（223）・大甕（243）・長頸壺（239 ～ 241）・短頸壺

（242）・横瓶（244）、灰釉陶器有台皿（224）、緑釉陶器香炉蓋（225）、中世土師器皿（245）、羽口（246）、紡錘

車（247）を図化した。

土師器無台椀 a は 211・213 が A1 類、210・214 が A2 類、215 ～ 217 が C2 類、212 が C3 類である。

底部の糸切りはすべて右回転である。全体的に器壁が厚く、特に底部が厚くなっているものが多い。黒色土器
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無台椀は 218 が B3 類、219 が C1 類である。220 は底部資料である。いずれも底部調整は糸切り後ケズリを

施していると思われる。221 は有台皿の高台部分である。貼り付け輪高台を持つ。須恵器 222 は大きく開く傾

きと、内湾しながら立ち上がる形態等から有台椀とした。体部下端には高台が付く接地部分がわずかに残って

いる。胎土はB群である。杯蓋 223は体部破片で、紐は出土していない。胎土はA群である。224は灰釉陶器

有台皿の底部破片で、貼り付け輪高台を持つ。高台接地面はやや尖り気味になる。折戸 53号窯式・大原 2号窯

式〔齊藤 1994〕のものと考えられる。225 は緑釉陶器の香炉蓋である。外面に沈線が 2条めぐる。東海地方の

製品と考えられ、時期は折戸 53 号窯式・大原 2号窯式段階〔齊藤 1994〕、尾野善裕氏の編年〔尾野 2003〕のⅦ

期古段階前後が想定される 1）。

土師器長甕は 226・227・229 が B2類、230 が B3類、228 が C2類である。226 は外面に平行タタキメ d

類が見られる。231・232 は体部下半資料である。231 は外面を平行タタキメ d類で成形し、上からヘラケズ

リが施される。内面底部付近には指頭圧痕が残る。232 は外面を平行タタキメ d類で成形しているが、内面は

おそらく無文の当て具を使用していると思われる。底部付近には 231 と同様に指頭圧痕が残る。また、底部が

平底を意識しているようにも思えるが、半分以上欠落しているため、詳細は不明である。小甕は 233・234 が

B3 類、235 が A類である。235 は沖ノ羽遺跡から出土しているほかの小甕と比べて 3分の 2程の小形品であ

る。鍋は 238 が B1 類、237 が B2 類、236 が C1 類である。238 の外面に平行タタキメ d類が残る。体部内

面にはヘラ記号が施されている。また、内面頸部付近に籾痕と思われる痕が確認された。

239 ～ 241 は須恵器長頸壺の体部から底部にかけての破片資料である。口縁部は出土していない。胎土はい

ずれも B群であった。239 は肩の張りが強い小形の長頸壺である。240 は体部外面にケズリが施され、しっか

りとした輪高台が付く。241 は頸部から肩部にかけての資料である。肩の張りは弱く、なで肩になる。242 は

須恵器壺の底部破片で口縁部が不明であるが、形態から短頸壺とした。内端接地の輪高台が付く。大甕 243 は

体部外面にカキメがめぐり、口縁端部は外側に肥厚する。外面に平行タタキメ a 類、内面に同心円当て具痕 c

類を残す。242・243 は胎土 C群の新津丘陵産であろう。横瓶 244 は口縁部資料である。体部から口縁部がほ

ぼ直角に立ち上がる。外面に平行タタキメ b 類、内面に同心円当て具痕 c 類が見られる。胎土は B群である。

246はふいごの羽口である。破片のため全形はわからない。247は土師質の紡錘車である。

2） 2区出土土器

a 包含層出土土器（図版 65・66、写真図版 40・41）

2 区包含層の土器は出土量が少なかったため、小破片であっても図化し、掲載した。土師器無台椀 a（249 ～

251）・無台椀 b（252）・長甕（254 ～ 257・262）・小甕（258 ～ 260）・鍋（261）、須恵器有台杯（253）・大甕

（263）を図化した。

土師器無台椀 aは 249・250 が A類、251 が B類である。無台椀 b  252 は底部資料である。体部外面にケ

ズリを施し、底部も糸切り後削られる。253 は傾き等から須恵器有台杯とした。胎土は B群である。土師器長

甕 254・255・257 は B2 類である。256・262 は体部資料である。256 は体部外面上半にカキメを施した後、

ヘラケズリで再調整している。下半は、平行タタキメ a 類で成形され、内面に平行当て具痕 b類が残る。262

は外面に平行タタキメ d類、内面に平行当て具痕 d類が見られる。小甕は 258 が B2 類で、そのほかは底部資

料である。鍋 261 は A類で内面にヘラケズリが施されている。263 は須恵器大甕の体部破片である。外面は平

行タタキメ b類、内面は同心円当て具痕 c類が残る。胎土はB群である。

3） 4区出土土器

a 包含層出土土器（図版 66、写真図版 41）

4区から出土した土器はすべて小破片であったため、器種が特定できるものを選択して図化した。土師器長甕

（265）・小甕（266）、須恵器無台杯（264）を図化した。3点とも底部付近の資料である。須恵器無台杯 264 の

底部ヘラ切りは左回転である。胎土はB群である。土師器長甕 265 の外面には平行タタキメ c類が見られ、内
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面に指頭圧痕が残る。小甕 266は底部が糸切りで調整されている。

4） 3区出土土器

a 遺構出土土器

SK6（図版 66、写真図版 33・41）

土師器無台椀 a（267 ～ 269）・長甕（270 ～ 272）・小甕（273 ～ 277）・鍋、須恵器大甕（278）が出土してい

る。土師器無台椀 aは 267 が A類、そのほかは底部資料である。長甕は 272 が A類、270 が B1 類、271 が

B2 類に分類される。小甕は 274 ～ 276 を A類、273 を B3 類とした。277 は底部資料である。276 は SD2

に同一個体が確認される。278 は須恵器大甕の体部破片である。外面に平行タタキメ b類、内面には平行当て

具痕 a類が残る。胎土はC群である。

SK7（図版 66、写真図版 41）

土師器長甕（279）が出土した。底部付近の破片である。外面に平行タタキメ c類、内面に平行当て具痕 c類

が見られる。

SD12（図版 66、写真図版 41）

土師器小甕（280）が 1点出土した。底部破片である。

SD13（図版 66、写真図版 41）

土師器無台椀 4点、長甕 1点が出土し、土師器長甕 1点（281）を図化した。体部破片である。外面に平行タ

タキメ a類、内面に平行当て具痕 b類が見られる。

b 包含層出土土器（図版 66、写真図版 41）

土師器無台椀 a（282）・鍋（284・285）、須恵器無台杯（283）を図化した。土師器無台椀 a  282 は底部資料

で、糸切り無調整である。283 は須恵器無台杯の口縁部資料である。胎土はB群である。土師器鍋は 285 を A

類、284 を B1類とした。

5） 5区出土土器

a 遺構出土土器

SK23（図版 67、写真図版 32・41・42）

土師器無台椀 a（305・306）が出土した。306 が A2類、305 が B2類である。このほかに小甕が 2点出土し

ている。

SK49（図版 67、写真図版 42）

土師器無台椀 a（307）が出土した。A類に分類される。

SK45（図版 67、写真図版 42）

土師器小甕 1点（308）が出土した。B1類に分類される。

SK41（図版 67・68、写真図版 32・42）

土師器無台椀 a（309 ～ 313）・長甕（315・316）・小甕（317～ 319）・鍋、黒色土器無台椀（314）が出土した。

土師器無台椀 aは 310・312 が A2 類である。309 は口縁部資料でA類に分類される。311・313 は底部資料

である。黒色土器無台椀 314 は C類に分類される。深い身を持ち、内面に幅の広いミガキが施される。土師器

長甕 315・316 はどちらも B1 類である。316 は長甕の中で唯一全形が分かる資料である。砲弾形の底部を持

ち、外面にタタキメ、内面に当て具痕を残す典型的な北陸型の長甕である。平行タタキメは a 類、同心円当て

具痕は a類である。SD1 － b と接合関係にある。小甕はすべて体部から底部にかけての破片資料である。317

は底部と体部の外面に不定方向のヘラケズリが施されている。318 は体部の中間部分の破片で口縁部・底部と

も欠けているが、やや小形のものとなるであろう。319は底部糸切りが右回転である。

SK61（図版 68、写真図版 42）

第 3節　平安時代の遺物
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土師器無台椀 a（320）が 1点出土した。口縁部資料でA類に分類される。

SX39（図版 68、写真図版 42）

土師器無台椀 3点・小甕 4点が出土した。うち土師器無台椀 aの口縁部破片 1点（321）を図化した。A類に

分類される。

SD37（図版 68、写真図版 42）

土師器無台椀 a（322）・小甕（323）が出土した。土師器無台椀 a  322 は A類、小甕 323 は B3 類に分類さ

れる。

SD1 － a（図版 68、写真図版 33・42）

土師器無台椀 a（324）・長甕・小甕（325）が出土した。土師器無台椀 a  324 は口縁部破片で、A類に分類さ

れる。小甕 325 は A類に分類した。口径と体部最大径がほぼ同じで、底部は糸切り右回転である。中世の可能

性のある遺構から出土しているが、これらの遺物は平安時代の包含層からの混入物と考えられる。

SD1 － b（図版 68、写真図版 42）

土師器無台椀 a（326）・長甕・小甕・鍋（327）が出土した。土師器無台椀 a  326 は口縁部破片だが、口径は

不明である。327 は鍋の体部破片である。外面に平行タタキメ b類が残る。中世の可能性のある遺構から出土

しているが、これらの遺物は平安時代の包含層からの混入物と考えられる。

SD79（図版 68、写真図版 42）

土師器鍋（328）、須恵器無台杯が出土した。328 は土師器鍋の口縁部破片である。口径は不明であるが、口

縁端部の形態からC2類に分類される。中世の可能性のある遺構から出土しているが、これらの遺物は平安時代

の包含層からの混入物と考えられる。

b 包含層上層出土土器（図版 68・69、写真図版 33・42・43）

土師器無台椀 a（330 ～ 332）・長甕（333 ～ 336）・小甕（337 ～ 339）、須恵器大甕（340）を図化した。土師

器無台椀 a は 331・332 が B1 類、330 が B3 類である。長甕は 334 が B1 類、333 が B3 類に分類される。

333 は外面に平行タタキメ a類が残る。335・336 は体部から底部にかけての資料である。335 は体部外面に

縦方向のヘラケズリが施される。体部下半は平行タタキメ d類で成形される。336 は平底の底部を持ちながら

外面にタタキメが密に残る。これは会津地方で多く見られる形態である。平行タタキメの分類は c 類である。

小甕は 337 が B1 類、339 が B3 類である。339 は小形の小甕で、体部外面下半にヘラケズリが施される。

338 は底部破片である。340 は須恵器大甕の頸部から体部にかけての資料である。体部外面は平行タタキメ d

類、内面は同心円当て具痕 a類が残る。胎土はC群である。

6） 6区出土土器

a 包含層出土土器（図版 69、写真図版 43）

6区から出土した土器はすべて小破片であったため、器種が特定できるものを選択し、掲載した。土師器無台

椀 b（341）・長甕（342 ～ 344）・小甕（345）・鍋（346）を図化した。341 は土師器無台椀 bの底部資料で、外

面にケズリが施される。342 は長甕の口縁端部破片で、B2 類に分類される。343・344 は体部破片である。

343 の外面には平行タタキメ d類が残る。344 は外面に平行タタキメ a類、内面に平行当て具痕 c類が見られ

る。345 は小甕の口縁部破片でA類に分類した。346 は鍋の体部破片である。外面に平行タタキメ a類、内面

に平行当て具痕 d類が残る。

第Ⅴ章　遺　　　物
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第 4節　鎌倉・室町時代の遺物

鎌倉・室町時代の土器が 1区と 5区から出土した。1区では包含層から 1個体 9点出土し、重量 53.5g であ

る。5区では SD79から 1個体 2点が出土し、重量は 193.0g である。2個体のみの出土であり、分類等は行っ

ていない。

A 出土土器等各説

1） 1区出土土器

a 包含層出土土器（図版 65、写真図版 40）

中世土師器皿（245）が包含層（17AE17）から出土した。器壁が分厚く、体部が直線的に開いて立ち上がる。

底部の器壁も厚く、糸切り無調整である。これらの特徴から水澤幸一氏の編年〔水澤 2005〕の「12 世紀－ 4」

段階に相当する。

2） 5区出土土器

a 遺構出土土器

SD79（図版 68、写真図版 42）

珠洲焼擂鉢（329）が出土した。内面に 7条単位の卸目が付き、口縁端部が内傾する。14 世紀代の吉岡編年

Ⅳ期〔吉岡 1994〕の資料である。SD77出土資料と接合する。

第 5節　石製品、銭貨・金属製品・鍛冶関連遺物

A 石　製　品（図版70・71、写真図版 43・44）

沖ノ羽遺跡の古代・中世に所属する石製品の出土点数は 32点である。1～ 3区については、ほぼ古代の遺物

である。5 区の中世遺構出土の製品は中世とした。内訳は砥石 6 点、礫器 4 点、磨石 2 点、軽石製石製品 20

点で、それ以外にも、包含層や土坑等に投げ込まれた搬入礫が多数存在する。一部に焼成を受けた礫も見られ、

カマド等の施設に用いられた構築物が存在した可能性もあるが、性格を推定できるものは少数である。1～ 18

が 1 区、19 ～ 21 が 2 区、22 ～ 24 が 3 区、25 ～ 32 が 5 区からの出土である。遺構検出の石製品は 20・

21 が 2区河 20出土、23が 3区 SD10 出土、25が 5区 SX82 出土、28が 5区 SD1－ a出土、29・31 が 5

区 SD79 出土、32 が 5 区 SD77 出土で、それ以外はすべて包含層出土である。石製品の数値観察表は別表 3

に示した。

砥　　　石（1・2・4・19・22・23）

6 点存在する。砥石には分類上おおまかに仕上げ砥石、中砥石、荒砥石の 3 種がある。砥石の分類は石材

（産地）で分類する場合と、機能を推定して分類する場合、重量による分類、砥石の目の細かさによる分類等に

分けられるようであるが、ここでは下記で記述する形状と石材から推察した。その結果、おおまかな区分では

あるが、中砥石と荒砥石とに分けられた。

1は硬砂岩製の荒砥石の破片である。2面が砥面となっている。2は現在も使用される鎌砥石に類似する中砥

石破片である。凝灰岩製で、形状は棒状の直方体状である。砥面が湾曲し複数面存在する。4は花崗岩製の大形

荒砥石である。表裏面ともに自然面に砥面がある。19は凝灰岩製の中砥石である。5面に砥面が残る。22は凝

灰岩製の中砥石である。3面に砥面が残る。23は珪質流紋岩製の荒砥石断片である。礫面に砥面が 1面残る。

砥石に使用されている珪質流紋岩・凝灰岩の石材産地については、近隣では阿賀野川あるいは信濃川流域の

第5節　石製品、銭貨・金属製品・鍛冶関連遺物
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第三紀中新世七谷層中に含まれる。

礫　　　器（3・5～ 7）

礫の端部に敲打痕が残る石器を一括した。意図的に刃部を作成するかしないかによって、「叩石」などと呼称

される石器と区別されるが、4点の石器は全て、剥離面が顕著なことから縄文時代以前に使われる「礫器」とい

う形態名称をあてた。

3は背面に礫面を残し、腹面に一次剥離面を残す。刃部は下方からの剥離によって作り出されている。5は自

然礫の端部に刃部を持つ。表面左側縁に敲打痕が残り、叩石としての機能も有する。6は楕円形の河原礫の両端

に刃部が作出されている。ただし、表面上面の剥離は敲打による可能性もある。7は棒状の礫の両端に刃部を作

出している。

磨　　　石（8・24）

円礫に擦痕が残る石器を一括した。8は円礫の両面に擦痕が残る。約 1/3 が破損している。24は円形の礫の

表裏面に擦痕が残る。剥離痕が端部に 3か所ある。

軽石製石製品（9～ 18・20・21・25～ 32）

軽石の円礫の一部に擦痕が残る石器を一括した。磨石、あるいはある種の砥石としての機能が推定される。3

～ 5cmの小形のもの（9・10・12・15・17・18・21・25・31・32）、7～ 8cmの中形のもの（11・20・27・28）、

10cm以上の大形のもの（29）に分けられる。それ以外に破片資料がある（13・14・16・26・30）。

軽石は阿賀野川あるいは小阿賀野川の河川敷で現在でも採取可能である。特に数m地下を工事する際、表出

する旧河床中に多く含まれることから、これらの石製品も近隣からの採取品であろう。

B 銭貨・金属製品・鍛冶関連遺物（図版 65・72・73、写真図版 40・44）

沖ノ羽遺跡の古代・中世に所属する銭貨・金属製品・鍛冶関連遺物の出土点数は 22点である。内訳は銭貨 1

点、金属製品 7点、鍛冶関連遺物 13点、羽口 1点である。詳しい数値観察表は別表 1・4に示した。

銭　　　貨（図版 72-1）

1 は 5区 SD77 出土の中世に相当する銭貨である。「景祐元寶」と読め、北宋銭で初鋳年は 1034 年、書体は

「真書」である。

金 属 製 品（図版 72-2 ～ 8）

すべて 1 区包含層から出土した。2 は三角形をした板状の金属製品で、中心に穴が穿たれていることから、

何らかの製品の留具である可能性が高い。3～ 6 は断面四角形の鉄釘である。3は先端部で 4～ 6 は中間部で

ある。7・8は用途不明の金属製品である。

鍛冶関連遺物（図版 72-9 ～ 16 ・ 73-17 ～ 21）

13 点出土した。1区から 11点（9～ 19）、2区から 2点（20・21）である。1区の SD2から 2点（11・13）、

Pit26 から 1点（16）出土しているが、焼土が確認できていないので鍛冶に関連する遺構ではない。それ以外の

資料は 1区・ 2区の包含層からの出土である。出土資料は椀形滓などの広義の鉄滓である。全ての資料にメタ

ル度はない。

羽　　　口（図版 65-246）

1区包含層より 1点出土した。先端を欠損する。直径が 4.9cm、内径が 2.4cm程に復元できる。

注

1）独立法人　奈良国立博物館　尾野善裕氏のご教示による。

第Ⅴ章　遺　　　物
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第Ⅵ章　自然科学分析

第1節　植物珪酸体（プラント・オパール）分析

A は　じ　め　に

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO2）が蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラス質の微化石

（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌など

から検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の

推定などに応用されている〔杉山 2000〕。また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能で

ある〔藤原・杉山 1984〕。

B 試　　　料

分析試料は、1区基本土層（21AB7 グリッド）、5区基本土層（07AX21 グリッド）、3区 SD2、3 区 SD4 から

採取された計 13点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。

C 分　析　法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法〔藤原 1976〕を用いて、次の手順で行った。

1）試料を 105℃で 24時間乾燥（絶乾）

2）試料約 1gに対し直径約 40μmのガラスビーズを約 0.02g 添加（電子分析天秤により 0.1mg の精度で秤量）

3）電気炉灰化法（550℃・ 6時間）による脱有機物処理

4）超音波水中照射（300W・ 42KHz ・ 10分間）による分散

5）沈底法による 20μm以下の微粒子除去

6）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

7）検鏡・計数

同定は、400 倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。

計数は、ガラスビーズ個数が 400以上になるまで行った。これは、ほぼプレパラート 1枚分の精査に相当する。

試料 1g あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 1g 中

の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（1.0 と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重、単位： 10 － 5g）をかけて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。これによ

り、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる。イネの換算係数は 2.94（種

実重は 1.03）、ヒエ属（ヒエ）は 8.40、ヨシ属（ヨシ）は 6.31、ススキ属（ススキ）は 1.24、チマキザサ節型（チ

マキザサ節・チシマザサ節）は 0.75、ミヤコザサ節は 0.30 である〔杉山 2000〕。タケ亜科については、植物体生

産量の推定値から各分類群の比率を求めた。
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D 分　析　結　果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。なお、1区基本土層と 5区基本土層に

ついては、水田跡の検討が主目的であることから、同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ属型、

タケ亜科の主要な 5分類群に限定した。これらの分類群について定量を行い、その結果を第 6表、第 7表、お

よび第 10図、第 11図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ、ヒエ属型、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型（おもにススキ属）、ウシクサ族 A（チガヤ属など）、ウシクサ

族B（大形）

〔イネ科－タケ亜科〕

チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤコザサ節型（ササ属ミヤコザサ節など）、未分類等

〔イネ科－その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕

その他

E 考　　　察

1）稲作跡の検討

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体（プラント・オパール）が試料 1g あたり

5,000 個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している〔杉山

2000〕。ただし、密度が 3,000 個/g 程度でも水田遺構が検出される事例があることから、ここでは判断の基準

を 3,000 個/g として検討を行った。

a 1 区基本土層（第 10図）

1 区基本土層では、Ⅳ層（試料 1）からⅥ a 層（試料 6）までの層準について分析を行った。その結果、Ⅳ層

（試料 1）からⅤ d層（試料 5）までの各層からイネが検出された。このうち、Ⅳ層（試料 1）では密度が 11,200

個/g と高い値である。したがって、同層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

Ⅴ a層（試料 2）～Ⅴ d層（試料 5）では、密度が 800 ～ 2,300 個/g と比較的低い値である。イネの密度が低

い原因としては、稲作が行われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かったこと、洪水などによっ

て耕作土が流出したこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、および上層や他所からの混入などが

考えられる。

b 5 区基本土層（第 10図）

5 区基本土層では、Ⅱ層（試料 1）からⅥ a 層（試料 5）までの層準について分析を行った。その結果、Ⅱ層

（試料 1）からⅤ層（試料 4）までの各層からイネが検出された。このうち、Ⅱ層（試料 1）では密度が 5,300 個/g

と高い値であり、Ⅳ層（試料 3）とⅤ層（試料 4）でも 3,800 ～ 4,500 個/g と比較的高い値である。したがって、

これらの各層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。Ⅲ層（試料 2）では、密度が 1,500 個/g と比

較的低い値である。イネの密度が低い原因としては、前述のようなことが考えられる。

c 3 区 SD2・ 3区 SD4（第 11図）

各遺構の畠作土とされる試料について分析を行った。その結果、両試料からイネが検出されたが、密度は
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2,200 ～ 2,800 個/g と比較的低い値である。なお、イネを畠で栽培する場合は、連作障害や地力の低下を避け

るために輪作を行ったり休閑期間をおく必要がある。このため、畠跡におけるイネの植物珪酸体密度は水田跡

と比較してかなり低くなり、1,000 ～ 2,000 個/g 程度である場合が多い。これらのことから、各遺構では稲作

が行われていた可能性が高いと考えられる。
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第 6表　沖ノ羽遺跡における植物珪酸体分析結果 1

第 7表　沖ノ羽遺跡における植物珪酸体分析結果 2



2）イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒエ属型（ヒ

エが含まれる）、キビ族型（キビが含まれる）、ジュズダマ属（ハトムギが含まれる）などがある。このうち、本遺跡

の試料からはヒエ属型が検出された。

ヒエ属型は、1 区基本土層のⅤ 1 層（試料 2）、5 区基本土層のⅡ層（試料 1）とⅢ層（試料 2）、および 3 区

SD4 の試料から検出された。密度は 700 ～ 800 個/g と低い値であるが、ヒエ属は葉身中における植物珪酸体

の密度が低いことから、植物体量としては過大に評価する必要がある。ヒエ属型には栽培種のヒエの他にイヌ

ビエなどの野生種が含まれるが、現時点では植物珪酸体の形態からこれらを識別することは困難である〔杉山ほか

1988〕。ただし、ここでは農耕地とみられる土層や遺構から検出されていることから、栽培種に由来するもので

ある可能性が高いと考えられる。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来するものが含まれて

いる可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題としたい。なお、植物珪酸体

分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畑作物は分析の対象外となっている。

3）堆積環境の推定

ヨシ属は湿地的なところに生育し、ススキ属やタケ亜科は比較的乾いたところに生育している。このことか

ら、これらの植物の出現状況を検討することによって、堆積当時の環境（乾燥・湿潤）を推定することができる。
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第 10図　沖ノ羽遺跡における植物珪酸体（プラント・オパール）分析結果 1

第 11図　沖ノ羽遺跡における植物珪酸体（プラント・オパール）分析結果 2



おもな分類群の推定生産量によると、1区基本土層と 5区基本土層では、Ⅵ a 層ではタケ亜科が優勢でヨシ属

はわずかであるが、Ⅴ層ではヨシ属が優勢となっており、タケ亜科は大幅に減少している。

以上のことから、Ⅵ a 層の堆積当時はタケ亜科（おもにササ属）が生育するような比較的乾燥した環境であっ

たと考えられるが、Ⅴ層（Ⅴ d層）の時期には何らかの原因でヨシ属などが生育する湿地的な環境になり、そこ

を利用して水田稲作が行われていたと推定される。なお、イネとヨシ属が共伴していることから、水田雑草と

してヨシ属が生育していたこと、休閑期間中にヨシ属が繁茂していたこと、およびヨシ属の茎葉が施肥などの

目的で水田内に持ち込まれたことなどが想定される。

F ま　と　め

植物珪酸体（プラント・オパール）分析の結果、1区基本土層のⅣ層、および 5区基本土層のⅡ層、Ⅳ層、Ⅴ層
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第 12図　植物珪酸体（プラント・オパール）の顕微鏡写真



からはイネが多量に検出され、稲作が行われていた可能性が高いと判断された。また、1区基本土層のⅤ a層～

Ⅴ d層、5 区基本土層のⅢ層、および畠作土とされる SD2 と SD4 でも、稲作が行われていた可能性が認めら

れた。さらに、1区基本土層のⅤ a層、5区基本土層のⅡ層とⅢ層、および 3区 SD4では、ヒエ属（ヒエが含ま

れる）が栽培されていた可能性も認められた。

Ⅵ a 層の堆積当時は、タケ亜科（おもにササ属）が生育するような比較的乾燥した環境であったと考えられる

が、Ⅴ層（Ⅴ d層）の時期には何らかの原因でヨシ属などが生育する湿地的な環境になり、そこを利用して水田

稲作が行われていたと推定される。

第 2節　花　粉　分　析

A は　じ　め　に

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、遺跡調

査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉などの植物遺体は、

水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて残存していない場合もある。

B 試　　　料

試料は、1区基本土層（21AB7 グリッド）、1区 SD2、5区 SD78、3区 SD2、3区 SD4 の 5地点から採取さ

れた計 7点である。試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

C 方　　　法

（1）0.5 ％りん酸三ナトリウム（12水）溶液を加え 15分間湯煎

（2）水洗処理の後、0.5mmの篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

（3）25％フッ化水素酸溶液を加えて 30分放置

（4）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸 9：濃硫酸 1のエルドマン氏液を加え 1分

間湯煎）を施す

（5）再び氷酢酸を加えて水洗処理

（6）沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

（7）検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって 300 ～ 1,000 倍で行った。花粉の同定は、島倉および中村をアトラスとして、

所有の現生標本との対比で行った〔島倉 1973・中村 1980〕。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、亜属、

節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。イネ属については、

中村を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して同定しているが、個体変化

や類似種もあることからイネ属型とした。なお、寄生虫卵および明らかな食物残渣にも注目して分析を行った

〔中村 1974・1977〕。

D 結　　　果

1）分　類　群

出現した分類群は、樹木花粉 25、樹木花粉と草本花粉を含むもの 3、草本花粉 23、シダ植物胞子 2形態の計

52 である。また、寄生虫卵も 1分類群が検出された。分析結果を第 8表に示し、花粉数が 100 個以上計数さ

れた試料については、花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを示した。主要な分類群について顕微鏡写真を
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示す。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

モミ属、マツ属複維管束亜属、マツ属単維管束亜属、スギ、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、ヤナギ属、

クルミ属、サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、ハシバミ属、クマシデ属－アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、

コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、サンショウ属、ニレ属－ケヤキ、エノキ属－ムクノキ、モチノ

キ属、カエデ属、トチノキ、ブドウ属、ツツジ科

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科－イラクサ科、マメ科、ウコギ科

〔草本花粉〕

ガマ属－ミクリ属、サジオモダカ属、オモダカ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、イボクサ、ミズア

オイ属、タデ属、タデ属サナエタデ節、ソバ属、アカザ科－ヒユ科、ナデシコ科、コウホネ属、アブラナ科、

ツリフネソウ属、チドメグサ亜科、セリ亜科、ゴキヅル、タンポポ亜科、キク亜科、オナモミ属、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

〔寄生虫卵〕

異形吸虫卵

2）花粉群集の特徴

a 1区基本土層（第 13図）

Ⅴ d層（試料 5）とⅤ b層（試料 3）では、樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。草本花粉ではイネ科が

優占し、ヨモギ属、カヤツリグサ科、キク亜科、タンポポ亜科、アブラナ科、ソバ属などが伴われる。樹木花

粉ではハンノキ属、スギ、コナラ属コナラ亜属が低率に出現する。Ⅳ層（試料 1）では、樹木花粉の占める割合

がやや増加している。草本花粉ではイネ属型を含むイネ科が優占し、オモダカ属やミズアオイ属も出現してい

る。樹木花粉ではスギやマツ属複維管束亜属が増加している。

b 1 区 SD2（第 14図）

3 層（試料 1）では、樹木花粉より草本花粉の占める割合が高く、シダ植物胞子の占める割合が 5割を超える

が、花粉密度は低い。草本花粉ではイネ科が優占し、次いでカヤツリグサ科、ヨモギ属が多く出現する。また、

アカザ科－ヒユ科、アブラナ科なども伴われる。樹木花粉ではハンノキ属、クマシデ属－アサダなどが低率に

出現する。

c 5 区 SD78（第 15図）

4 層（試料 1）では、樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。草本花粉ではイネ属型を含むイネ科が優占

し、次いでヨモギ属、カヤツリグサ科が多く出現する。また、アブラナ科、オモダカ属、ミズアオイ属なども

伴われる。樹木花粉ではスギ、ハンノキ属、コナラ属コナラ亜属などが出現する。また、寄生虫卵の異形吸虫

卵が少量検出された。

d 3 区 SD2

樹木花粉ではマツ属複維管束亜属、スギ、ハンノキ属、コナラ属コナラ亜属、サンショウ属、草本花粉では

イネ科、ナデシコ科、アブラナ科、ヨモギ属が検出されたが、いずれも少量である。
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第 8表　沖ノ羽遺跡における花粉分析結果 1

第 9表　沖ノ羽遺跡における花粉分析結果 2
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第 13図　沖ノ羽遺跡、1区基本土層（21AB7 グリッド）における花粉ダイアグラム

第 14図　沖ノ羽遺跡、1区 SD2における花粉ダイアグラム

第 15図　沖ノ羽遺跡、5区 SD78 における花粉ダイアグラム
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第 16図　沖ノ羽遺跡の花粉・胞子 1
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第 17図　沖ノ羽遺跡の花粉・胞子 2



e 3 区 SD4

樹木花粉ではマツ属複維管束亜属、スギ、コナラ属コナラ亜属、草本花粉ではイネ科、カヤツリグサ科、ア

ブラナ科、ヨモギ属が検出されたが、いずれも少量である。

E 花粉分析から推定される植生と環境

1）1区基本土層

古代とされるⅤ d層やⅤ b層の堆積当時は、イネ科をはじめカヤツリグサ科やヨモギ属などの草本が多く生

育する日当たりの良い開かれた環境であり、ソバやアブラナ科などの栽培が行われていた可能性が考えられる。

アブラナ科には、アブラナ（ナタネ）、ダイコン、ハクサイ、カブなど多くの栽培植物が含まれている。森林植

生としては、周辺地域にハンノキ属、ナラ類（コナラ属コナラ亜属）、スギなどが分布していたと推定される。

Ⅳ層の堆積当時は、おもに水田稲作が行われており、水田雑草のオモダカ属やミズアオイ属も生育していた

と考えられる。また、周辺ではソバやアブラナ科などの栽培が行われていた可能性が考えられる。この時期に

は、周辺地域で植林と見られるスギや二次林要素のマツ類（マツ属複維管束亜属）が増加したと推定される。

2）1区 SD2

SD-2 の覆土の堆積当時は、イネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属、およびシダ植物が多く生育する日当たりの

良い開かれた環境であり、周辺ではアブラナ科などの栽培が行われていた可能性が考えられる。森林植生とし

ては、周辺地域にハンノキ属、ナラ類、クマシデ属－アサダなどが分布していたと推定される。

3）5区 SD78

SD78 の覆土の堆積当時は、イネ科をはじめカヤツリグサ科やヨモギ属などの草本が多く生育する日当たりの

良い開かれた環境であったと考えられる。また、周辺では水田稲作が行われており、水田雑草のオモダカ属や

ミズアオイ属も生育していたと考えられる。森林植生としては、周辺地域にハンノキ属、ナラ類、スギなどが

分布していたと推定される。

ここでは異形吸虫卵が検出されたが、低密度であることから、集落周辺における通常の汚染と考えられる。

異形吸虫類（横川吸虫を含む）は、沿岸性の魚類やコイ科の魚を補食することによって感染する。

4）3区 SD2・ 3区 SD4

花粉があまり検出されないことから植生や環境の推定は困難であるが、3区 SD2 と 3 区 SD4 の畠作土の堆

積当時は、周辺でアブラナ科などの栽培が行われていた可能性が考えられる。花粉があまり検出されない原因

としては、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解されたことなどが考えられ

る。

第 3節　樹　種　同　定

A は　じ　め　に

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同定が可能であ

る。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の推定が可能であり、

遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。
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B 試　　　料

試料は、5区下層 SX80 から採取された自然木 1点および 1区 SK185 から採取された炭化材 3点の計 4点

である。

C 方　　　法

木材については、カミソリを用いて試料の新鮮な横断面（木口と同義）、放射断面（柾目と同義）、接線断面（板

目と同義）の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって 40 ～ 1,000 倍で観察した。炭化材については、

試料を割折して新鮮な基本三断面を作製し、落射顕微鏡によって 50 ～ 1,000 倍で観察した。同定は、解剖学

的形質および現生標本との対比によって行った。

D 結　　　果

第10表に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

クルミ属 Juglans クルミ科　（第 18図-1）

横断面：大形で丸い道管が単独あるいは 2～数個放射方向に複合して、ややまばらに散在する散孔材である。

早材から晩材にかけて、道管の径は徐々に減少する。軸方向柔細胞が多少波打ちながら、短接線状に 1列に並

ぶ。放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織はほとんどすべて平伏細胞からなるが、ときおり上下の

縁辺にいくぶん大きい方形細胞が見られる。接線断面：放射組織は同性放射組織型で 1～ 4細胞幅である。

以上の形質からクルミ属に同定される。クルミ属にはオニグルミ、ヒメグルミがあり、北海道、本州、四国、

九州に分布する。落葉の高木で、高さ 15 ～ 30m、径 70 ～ 90cm である。材は耐朽性、保存性は低いが、狂

いが少なく靱性に富んでいて、建築、器具、彫刻など広く用いられる。

コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus ブナ科　（第 18図-2）

横断面：年輪のはじめに大形の道管が 1～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った小道管が、

火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放

射組織は平伏細胞からなる。接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大形の広放射組織からな

る複合放射組織である。

以上の形質からコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシワ、ミズ

ナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ 15m、径 60cmぐらいに達する。材は

強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

E 所　　　見

分析の結果、5区下層 SX80 から採取された自然木コナラ属コナラ節、1区 SK185 から採取された炭化材は

いずれもクルミ属と同定された。コナラ属コナラ節は、温帯に分布する落葉広葉樹で、冷温帯に落葉広葉樹林

の主要構成要素を含む。クルミ属は、温帯を中心に広く分布する落葉広葉樹で、沢沿いなどの適潤地に生育す

る。いずれも当時の遺跡周辺で採取可能な樹種であったと考えられる。

第3節　樹　種　同　定
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第 10表　沖ノ羽遺跡における樹種同定結果

第 18図　沖ノ羽遺跡の木材及び炭化材
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第1節　沖ノ羽遺跡の遺構について

沖ノ羽遺跡 1区では平安時代に所属する掘立柱建物は 8基確認されている。そのうち束柱を持つ比較的大形

の建物 1基を含む。第 19 図に遺構の構成図を示した。調査区西側の SB383・384 は北西～南東に主軸方向を

構え、雨落溝を持たない掘立柱建物である。SB384 は 2間 3間の束柱を持つ比較的大形の建物であり、おそら

く居住域として機能したものと考えられる。SB383 は SB384 に比べて小さい建物である。若干、方位が西に

ずれるが同一時期に機能していた規格性を持つ建物の可能性がある。調査区中央には調査段階で認識した

SB380 ～ 382 の建物群があるが方位に規格性が無く、居住域というより倉庫の類と考えられる。調査区東側の

SB378・379 は北西～南東に主軸方向を持ち、重複しているのは、おそらく建替えによるものと考えられる。

調査区西側の SB377 は、約 10m四方の方形遺構と考えられる SD4の区画内に収まり、何らかの施設の可能性

がある。これらの建物群は、軸方向の相異などから異なる時期に建てられたものと推定されるが、後述する 1

区の平安時代出土土器の編年的位置は、10 世紀前葉に限定され、遺構の所属年代もおそらくその中での推移で

あると考えられる。遺跡を構成する中で、一般的に所在する井戸や耕作地などが 1区の調査区内には確認され

なかったことから、それらは調査区外に所在する可能性が高い。また、包含層から出土した緑釉陶器香炉蓋、

灰釉陶器有台皿以外には食膳具と煮沸具で構成される一般的な土器組成で、特殊な遺物は確認されておらず、

遺跡の性格については遺構・遺物の点からも特殊な集落とは言えない。近隣で米栽培なども想定されており、

10世紀前葉の「農民層」の集落遺跡として評価される。

2区は旧河道と若干の土坑・小土坑群が確認されたのみで、様相は不明である。

3区の調査区からは北西～南東方向に伸びる畝状遺構が 73条以上確認された。耕作地の一部と推定される周

辺土の自然科学分析結果から、ヒエ属（ヒエが含まれる）あるいはアブラナ科などの栽培が行われていたと報告

されており、当時の耕作地の様相の一部が確認された。

4区は 5区・ 6区に隣接し、溝 1基、小土坑 1基のみの出土である。遺跡の北側末端部と考えられる。

5区は上層では中世・古代が、下層では古墳時代の遺構が検出された。上層では明瞭な建物群は確認されてい

ないが、附図に示したとおり、調査区北側

と南側で県調査区に連続する中世の溝が確

認されている。覆土中からは下層に黒色シ

ルト土が堆積しており、遺構の規模から灌

漑用の用水の一部と考えられる。下層から

は古墳時代中期の遺構が確認されたが、そ

れ以外の遺構は確認できなかった。県調査

区 5・13 区〔星野ほか 1996〕では同時期の土

坑 33 基、溝 2 基、性格不明遺構 2 基、小

土坑 7 基が確認されており、それより南側

にあたる今回の調査区側に古墳時代の遺構

範囲が広がることが確認された。地形は 4

区の成果から南側に標高が下がり低湿地化

しており、5区集落の末端部の可能性がある。
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第 2節　沖ノ羽遺跡の古墳時代の土器について

ここでは沖ノ羽遺跡で出土した古墳時代の土器について、編年的位置付けを検討する。しかし、前述した事

実記載のように一括性に乏しい点や、資料が少量のため包含層出土遺物も加えて検討する点を予め断っておく。

沖ノ羽遺跡では 2区と 5区から古墳時代の土師器が出土した。甕は口縁部が「く」の字を呈し、端部は丸く

収まる。体部にかけて肩が張るものと、なで肩のものがある。底部は平底で、底部からの立ち上がりが緩やか

なものと、急なものがある。高杯は杯部と体部の境に稜が形成される。脚部は中位にやや膨らみを持ち、裾部

は屈折して広がる。調整はそれほど精緻ではない。小形壺は口縁部が内湾ぎみに伸び、体部は丸型か玉葱型に

なると思われる。調整は粗い。杯は口縁部付近で外反し、黒色処理されたものは確認できなかった。

以上のような特徴や器種の構成から、時期は古墳時代中期と考える。県内での該期の土器編年案は数多く試

みられているが、ここでは上越地方を中心に県内の古墳時代の土器編年案を示された、川村浩司氏の編年〔川村

2000〕（以下、川村編年という）を指標とし、本遺跡の編年的位置付けを試みる。

川村編年では古墳時代を 16段階に細分している。これに照らし合わせると、本遺跡では器台が見られないこ

とから川村編年 8段階を上限とし、黒色処理のされていない杯や小形壺の存在から、下限を川村編年 9段階ま

でと想定できる。

同じ沖ノ羽遺跡で、調査区が隣接する沖ノ羽遺跡Ⅱ（B地区）〔星野ほか 1996〕からも古墳時代の土器が出土し

ている。資料を検討すると、やや大形の高杯杯部に僅かに稜を持つ形態や、脚裾部の屈折位置などが本遺跡と

類似している。また、小形壺も内湾しながら伸びる口縁部を持つなど、同様な特徴が見られる。杯は出土して

いないが、甕の形態等を見ても、本遺跡と明確な差異は感じられないため、ほぼ同時期と考えてよいだろう。

続いて、沖ノ羽遺跡の所在する下越地方の遺跡との比較を試みる。下越地方で該期に当てはまる遺跡には、

川村編年 8段階に相当する山三賀Ⅱ遺跡〔坂井 1989a〕の SI1124、反貫目遺跡〔寺 ・佐藤ほか 2004〕の上層土

器集中区Ⅰ～Ⅲと、川村編年 9段階に相当する六斗蒔遺跡〔岡安・大谷ほか 2005〕が挙げられる。

山三賀Ⅱ遺跡 SI1124 を見ていくと、高杯は杯部に稜があるものが主体となり、断面三角形の突帯を貼り付け

て段を形成するものや、口縁端部が外反するものが見られるなど、本遺跡との類似点は多い。また、調整が不良

な点も共通する。小形壺は本遺跡のものより少し大形となるが、調整が粗雑な点は共通している。一方、SI1124

では、高杯の口縁端部がまっすぐに伸びる形態のものがあることや、杯が出土していないなどの相違点もある。

同じく川村編年 8段階の反貫目遺跡上層出土土器は、高杯杯部外面の稜が粘土紐を貼り付けた手法であるこ

とや、脚部の形態など、本遺跡と共通する点が多い。小形壺は器形・調整ともに類似する。しかし、反貫目遺

跡からも本遺跡でいう杯の出土がなく相違する部分が見られる。

次に、川村編年 9段階に相当する六斗蒔遺跡を見ていく。六斗蒔遺跡では杯・椀類が一定量存在する。高杯

は中位に膨らみを持つ脚部の形態は類似しているが、脚屈折部の開きが大きく、より扁平なものも認められる。

また、脚部が膨らまずに「ハ」の字に開脚するものや、杯部に 2段の稜を持つものなど多様な高杯が認められ

るようになり、本遺跡とは違った様相となる。

以上のことから、沖ノ羽遺跡の土器群は、概ね川村編年 8段階の特徴を有すると考える。しかしここで、杯

の存在が問題となる。川村編年によると、9段階は「各種小型 類が多数出現する段階」〔川村 2000〕としてい

る。本遺跡では「小型 類」を総称して杯と分類したが、この杯が出土していることをもって本遺跡を川村編

年 9段階とするには、その出土量は決して多くない。また、高杯に多様性が認められないなど、他器種の様相

に食い違いが生じる。少量の杯の存在を定着以前と考えることができるならば、沖ノ羽遺跡出土の土器群は川

村編年 8段階に並行する、と言えるだろう。いずれにしても推測の域を出ないため資料蓄積を待つことにする

が、ひとまずここでは、川村編年 8段階に並行し、一部に新しい要素も認められると捉えておく。
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第 3節　沖ノ羽遺跡の平安時代の土器について

沖ノ羽遺跡では発掘調査によってある程度まとまった一括資料が遺構から出土した。本稿では周辺地域の土

器編年を参考に、沖ノ羽遺跡の編年的位置付けを試みる。主要遺構の器種組成図を第 20図に、食膳具の法量分

布図を第 21図に示した。組成比は口縁部残存率をもとに算出した。

今回の調査ではすべての区から平安時代の土器が出土した。特に 1区では複数の遺構から良好な一括資料が

検出された。一方、2区と 4 区は調査区の幅が 2m程度しかなく、遺構・遺物ともに極めて少量であった。ま

た、3区と 5区では遺物は多く出土したが、遺構からの一括資料には乏しかった。よって、ここでは 1区を中

心に考察し、沖ノ羽遺跡の年代を検討していく。

第3節　沖ノ羽遺跡の平安時代の土器について
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第 20図　沖ノ羽遺跡主要遺構別の器種組成図



1 区は調査区全体から遺物が出土しており、中でも SK39・SK51・SK88 からは平安時代の土器がまとまっ

て出土している。各遺構の構成比を見ていくと、SK39 では全体の種類別構成比において土師器が 92.8 ％と、

高率を示している。食膳具の構成比でも土師器が 93.7 ％を占めており、器種別に見ても土師器無台椀が

81.8 ％と、他器種を圧倒している。それに比べ、須恵器は全体の 2.2 ％、食膳具では 0.6 ％という低い比率で、

黒色土器は全体の 5％となっている。SK51 でも概ね同様の組成を示しているが、SK88 では須恵器の割合がよ

り低く、第 20図の口縁部残存率を基準とした比率では 0％となっている。ただし、重量比でみると須恵器全体

で 5.6 ％、食膳具でも 4％と、少量ながら確認できる。

土師器無台椀は底径が小さく、底部が厚くなる形態のものが見られる。法量では口径 12～ 13cmの小形品が

主体で、口径 15cm 前後の大形品も定量出土している。また、SK88 の土師器無台椀の中には歪みが著しく、

作りが雑になる形態が見られる。須恵器有台杯の高台は幅広で、端部は丸みを帯びている。煮炊具については、
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　　　凡例　　●土師器 無台椀 a　　▲土師器 無台椀 b　　■黒色土器 無台椀 
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第 21 図　沖ノ羽遺跡主要遺構別食膳具の法量分布図



屈曲せずにそのまま伸びる口縁部を持つ鍋が SK39 から出土している。これ以外では、すべての遺構で口縁端

部が上方に屈曲する形態の長甕・小甕が主流となっている。

土師器が食膳具の主体を占め、土師器無台椀の作りが粗雑になるという様相は、春日真実氏による編年〔春日

1999・2005〕（以下、春日編年という）のⅦ期に相当する。

次に、これまでに調査された同じ沖ノ羽遺跡の土器群の年代観を、本遺跡と比較する。沖ノ羽遺跡は数回に

わたって調査されてきたが、中でも新潟県が調査した沖ノ羽遺跡（C地区）〔春日 2003a〕（以下、県沖ノ羽遺跡とい

う）と、旧新津市が調査を行った沖ノ羽遺跡〔立木・澤野ほか 2005〕（以下、市沖ノ羽遺跡という）が本遺跡 1区と調

査区が隣接している。これらの年代観を見ると、県沖ノ羽遺跡ではⅤ 1期からⅥ 2期までの資料が確認されて

おり、市沖ノ羽遺跡でもすべての遺構がⅥ期に収まるとされ、本遺跡 1区に先行する年代となっている。この

ほか、新潟市秋葉区（以下、秋葉区という）の中でⅦ期の土器がまとまって出土した遺跡は今までに確認されてい

ない。

秋葉区周辺の遺跡では、新潟市江南区小丸山遺跡 SK1〔小池・本間 1995〕、同大淵遺跡 SK36〔廣野・朝岡

1999〕、南蒲原郡田上町道下遺跡 SK13〔田畑 1994〕などが当該期の遺跡として挙げられる。小丸山遺跡 SK1

と道下遺跡 SK13 は春日編年Ⅶ 1期、大淵遺跡 SK36 は春日編年Ⅶ 2期にそれぞれ比定されている。これらと

比較すると、口径 12～ 13cmの土師器無台椀を主体とする本遺跡の 1区主要遺構の様相は、小丸山遺跡 SK1、

道下遺跡 SK13 と同様である。また、1区でも前段階から続く内湾して立ち上がる形態の土師器無台椀と、底部

が厚く体部の開きが大きい無台椀が共存している様相が確認できる。

一方、大淵遺跡 SK36 は土師器無台椀の小形化が進み、また、口縁端部が外反する形態のものが主体となっ

ていることから、本遺跡 1区の主要遺構出土土器より一段階新しい様相を示していると思われる。本遺跡では

1区包含層出土の土師器無台椀がこれに近い。

これらのことから、1区主要遺構出土の土器は、春日編年Ⅶ 1期に比定され、実年代としては 10世紀前葉に

位置付けられると考える。

3区と 5 区では、遺構出土土器が少なかったため、比率による検討はできなかった。個別の土器の形態を見

ると、土師器無台椀は内湾して立ち上がる形態が主体となっており、また、粗雑な作りとなるようなものが見

られないことから、1区より古い様相を呈しているといえよう。ただし、須恵器の出土が少ないことから、春日

編年Ⅵ期でも新しい段階のⅥ 2・3期、実年代で 9世紀末から 10世紀初頭に比定することができるだろう。

これらのことから、本遺跡の存続時期を全ての区と一部包含層資料も含めて考察すると、主体となる時期が

10 世紀前葉（Ⅶ 1期）で、9世紀末から 10 世紀初頭（Ⅵ 2・3期）にはすでに遺跡が形成され、一部が 10 世紀

中葉（Ⅶ 2期）まで継続するという変遷を追うことができる。

第 4節　沖ノ羽遺跡出土の土師器平底長甕について

沖ノ羽遺跡から平安時代の土師器平底長甕が 2点出土した。1点（図版 64 － 232）は 1区包含層（17AC4 他）

から出土している。その特徴は、底部内面に当て具を当て、外面はタタキにより若干の底面を残して丸底化し

た後に、底部を平面的に削り出して 5cm 前後の小さな底部を作出している（第 22 図写真参照）。底部の器厚は

0.4cm 程度で、底部近くの体部が 0.6 ～ 0.8cm あるのに比べて薄い。1 点（図版 69 － 336）は 5 区包含層

（07AV22・07AW23）の出土品である。特徴は内面を底部から当て具を当て、外面はタタキにより丸底化した後

に底部を削り出しており、ケズリの痕跡が残る。その後、指頭のようなもので底部側から強くしめられている

（第 22図写真参照）。底径 7cm程度で、底部器厚は 0.4cm程度である。底径が前者よりも大きいことから底面を

削る以前のタタキ段階で平底化するように、丸底というより半丸底状にしていた可能性もある。2点とも包含層

出土品であるが、前述された遺構一括資料の分析から、概ね 1・5区ともに春日編年Ⅵ 2・3期～Ⅶ 1期〔春日
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1999・2005〕、実年代で 9世紀後半から 10 世紀前葉に限定される。5区では一部、古墳と室町時代に所属する

時期の遺物が出土しているが、平安時代の春日編年Ⅵ期以前の資料は出土しておらず、この 2点の包含層資料

も概ね前述の年代観の範囲に含まれると考える。その前提に立ち、この 2点の資料の位置付けを考える。

新潟県の佐渡を除く越後地方における古代煮炊具の研究史は、近年の春日真実氏の研究に詳しい〔春日 2007〕。

その中で重要なものを取り上げると、1980 年代後半の坂井秀弥氏による古代煮沸具を対象とした一連の研究が

挙げられる。それによると、聖籠町山三賀Ⅱ遺跡の分析を通じて、阿賀野川以北の土師器煮沸具の変遷を明ら

かにしており〔坂井 1989a〕、さらに、北陸地方に分布が特有な「北陸型土師器長甕」の製作技法を明示した〔坂

井 1989b〕。また、丸底になる「北陸型土師器長甕」と、平底になる「陸奥型土師器長甕」の底部に着目し、須

恵器大甕の底部が北陸では丸底、関東から陸奥国では平底に作られており、それぞれに製作技法が土師器長甕

の製作技法に取り入れられたことを推定している〔坂井 1990b〕。坂井氏が示した阿賀野川以北の山三賀Ⅱ遺跡

の長甕の変遷の中で、A系を非ロクロ使用の平底、B系をロクロ使用の丸底、C系をロクロ使用の平底に 3分

類した（以下、山三賀A系等とする）。A系は山三賀Ⅰ期（8世紀第 1四半紀）に主体的で、Ⅱ期（8世紀第 2・3四半

紀）以降、急速に衰退する。B系はⅠ期から少量存在し、Ⅱ 2期よりやや増え、Ⅲ期（8世紀第 1～ 9世紀第 1四

半期）以降はほとんどすべてがこれになる。C系はⅡ 1期にもっとも多く、その時期の主体をなし、この前後に

も存在するがⅢ期以降は見られないとし、C 系は阿賀野川以北にだけ分布する可能性を指摘している〔坂井

1990a〕。この傾向は、近年行われた前述の春日氏の論考でも大略変更はない。春日氏は長甕（長釜）の分類を体

部の調整技法により大別 4分類し、A類をハケメ成形、B類を須恵器技法、C類を外面削り、D類を外面ミガ

キに分類した（以下、春日A類等とする）。さらに底部や口縁の形態等で細分、細細分されている。それによると、

山三賀 A系は春日 A2a 類、山三賀 B系は春日 B1a 類、山三賀 C系は春日 B2 類に含まれ細分されている。こ

の両氏の分類に今回の沖ノ羽遺跡出土資料を当てはめると、山三賀分類には当てはまるものが見当たらず、春

日分類の春日B2類となるが、細細分では分類に当てはまるものがない。

新潟県以外に目を向けると、福島県会津地方（平安時代は陸奥国会津郡）に似た形態の土師器長甕（第 23図）が

多数確認されている〔山中 1998・2003〕。平安時代の会津地方の大部分は陸奥国会津郡に所属し、越後国とは隣

接する関係にある。会津地方の土師器長甕の類例を集成し、考察した山中雄志氏によると、8～ 9 世紀代の土

師器長甕を形態と成形技法で 4分類し、A類は平底のもの 1）、B 類は丸底のもの、C類を丸底に近い小径底面

のもの 2）、D類を平底ながら叩き痕が密に施されるものとし、さらにA～ C類は底部平坦部の調整と体部の再

調整技法により細分されている。A類は陸奥国系の系譜を引くもので、B類は陸奥国系の系譜を引く底部成形技

法を用いるが、形態は北陸・日本海側の長胴甕に共通する器形を持ち、その影響を受けた土器、C類は形状面で

北陸・日本海側の影響を受けた派生型、D類は陸奥国系技法をベースにした会津地方独自の型とした。沖ノ羽

遺跡の事例は山中氏の分類に当てはめると 232 が C類、336 が CあるいはD類に近似する。C類は会津地方

の土器の位置付けでは 9世紀前葉に出現し、10 世紀前半まで残る。D類は 9世紀末～ 10 世紀前半頃までとの

時期幅を示されており、厳密な対比は困難であるが、概ね前述した沖ノ羽遺跡出土土器の年代観と合致する。

また、近年同じ秋葉区の諏訪畑遺跡〔潮田 2008〕で、類似した資料が確認された（第 23 図）。口径 21.6cm、

高さ 34cm、底径 5cm前後の土師器平底長甕である。体部下半外面はタタキ痕が残り、内面はハケおよびタタ

キ押さえ痕が残る。底部はタタキ後に底部の一部を削り出し、その後、指頭等による底部押さえがされている。

山中氏の C類にあたる。以上見てきたように、県内には現状では土師器平底長甕は、この 2遺跡にのみ確認さ

れている。

平安時代の会津地方と越後地方との関係を表すものとして、会津盆地南端の会津若松市大戸町他に所在する

「大戸窯」の製品が越後側に流入していることが挙げられる。大戸窯は平安時代の 8～ 10 世紀にかけて連続的

に操業され、一部、瓷器系の中世窯を含めて 220 基程が確認されている〔石田 1993・1994〕。大戸窯製品の特

徴は生地の粒子密度が高く、全体的にセメント状の胎土を特徴〔石田 1993〕とし、新潟県内の諸須恵器窯（阿賀
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北、小泊窯、新津丘陵窯、西古志窯、高田平野東・西丘陵窯）とは異なる特徴的な胎土である。新潟県内で平安時代の

大戸窯製品は東蒲原郡阿賀町大坂上道遺跡〔滝沢・北村ほか 1995、滝沢 2006〕で最初に確認され、それ以降に、

同北野遺跡（上層）〔高橋ほか 2005〕、同上野東遺跡〔高橋ほか 2006〕、同高瀬遺跡〔國島 2006〕、新潟市江南区牛道

遺跡〔土橋ほか 1999〕などで確認されている（第 24 図）。大坂上道遺跡では、9世紀後半の春日編年Ⅵ 2～ 3 期

前後の時期の小泊産須恵器杯とともに、大戸窯産の須恵器長頸壺・大甕などが出土している。須恵器長頸壺は 9

世紀中葉～末葉の南原 19号窯式、ないしは上雨屋 107 号窯式〔石田 1993〕に比定されている〔滝沢 2006〕。北

野遺跡（上層）では、大戸窯産の須恵器短頸壺 1点と大甕破片 2点が確認されている。上野東遺跡では須恵器長

頸壺体部片 1点が大戸窯に比定されている。高瀬遺跡では大戸窯産の須恵器長頸壺が 1点採集されている。牛

道遺跡では土坑中（SK217）から大戸窯産の頸部に凸帯を持つ須恵器長頸壺が出土し、上雨屋 107 号窯式に比

定されている〔土橋ほか 1999〕。

遺物の面からは大戸窯産須恵器は長頸・短頸壺と大甕が確認され、貯蔵具に限定されている。大坂上道遺跡

の例を見ると伴出した須恵器食膳具の杯は小泊産であり、大戸窯産の食膳具の搬入例は今の所ない。時期的に

は定量確認された大坂上道遺跡の例などは、須恵器杯の特徴などから春日編年Ⅵ 2～ 3期前後、北野遺跡（上層）

の例などは黒色土器有台椀などが定量あり春日編年Ⅶ期まで下る可能性があり、実年代で 9世紀後半～ 10世紀

前葉位に搬入されている。

分布の面では、阿賀野川流域の会津と越後の接点となる東蒲原郡に多数確認されている。東蒲原郡域は平安

時代に越後国蒲原郡に所属するとされる。平安時代の後期には「小川庄」となる。平安時代後期の承安 2 年

（1171）には越後国守・城資永が小川荘を会津・恵日寺に寄進することになる〔阿部 1976〕。これ以降、明治 19

年（1986）まで東蒲原郡は会津領となる。このような歴史的背景もあり、会津地方と東蒲原郡域は古代から物

流の面からも密接な関係にあることは想像に難くない。また、唯一、新潟平野側で確認されている牛道遺跡は

大戸窯産須恵器が出土している。現阿賀野川から 2km弱の位置にあり、内水面を利用した物流の流れでもたら

された可能性が高い。しかし、残念ながら東蒲原郡の遺跡からは土師器平底長甕は確認されていない 3）。現状

では遺物量の少ない遺跡が多く、土師器平底長甕の判別は難しい現状もあるが、大戸窯の製品の流入状況から

東蒲原郡域には将来の出土が予想される。

これらのことから、新潟平野側から出土した、沖ノ羽遺跡と諏訪畑遺跡の土師器平底長甕は、他人の空似的

な土器ではなく、会津地方の影響を受けた土器である可能性が指摘できる。また、大戸窯の製品が新潟側に流

入する年代とも整合性があり、時期的には 9世紀後半からの流入とみることができる。古代の流通の中で佐渡

国の小泊窯製品が越後国をはじめ国を超えて、広く流通することが知られている〔坂井 1988a〕。会津地方の陸

奥国と越後国との物流は、おそらく阿賀野川を介したものであった可能性もある。さらに踏み込めば、阿賀野

川と信濃川との河口付近に「蒲原津」が存在し、海運の湊として機能していたことからも、会津地方との物流

の流れが、阿賀野川を通して内水面を用いた交通路が確立されていたのではと考える。国を超えての物流につ

いては意見を持ち合わさないが、今回は少ない事例ではあるものの、それ以外の文物も平安時代に会津地方か

ら流入していると思われ、今後注意を要する。

第 5節　沖ノ羽遺跡の性格（附図）

沖ノ羽遺跡の今回の調査地点（1～ 5区）は、沖ノ羽遺跡の 10,600,000 ㎡におよぶ遺跡推定範囲の南端に位

置する（附図参照）。遺跡の調査は、平成 3・ 4年度（1991・1992）に行われた磐越自動車道建設に伴う本発掘

調査を皮切りに、平成 15年以降は毎年継続的に圃場整備事業に伴う発掘調査が行われている（第Ⅰ章第 1表参照）。

平成 17・ 18 年度（2005・2006）調査は附図に平面図のみ掲載したが、未報告のため詳細は不明である 4）。し

たがって、今回は磐越自動車道から南側の調査成果について総括し、まとめとしたい。
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沖ノ羽遺跡では、古墳時代中期～鎌倉・室町時代にいたる時期幅の遺構・遺物が確認されている。古墳時代の

遺構は県沖ノ羽遺跡（B地区）〔星野ほか 1996〕および隣接する今回の調査地点 5区の一部と 2区の旧河道から検

出されており、層位的にも平安時代の直下層にあたり、出土層位を異にする。遺構は土坑が主体で溝、性格不

明遺構、小土坑のみで、建物などは確認されていない。古墳時代後期（5世紀末～ 6世紀）の土器は磐越自動車道

の北側の調査地点から確認されている〔立木・澤野ほか 2005〕。弥生時代以前については調査深度の問題もあるが、

現状では確認されていない。古墳時代の明瞭な遺構は確認されておらず、集落を形成し、水田耕作などが行わ

れていたかは不明である。しかし、定量の土器を持つことからその可能性が高い。

平安時代以降には沖ノ羽遺跡は遺構・遺物の量が増加する。特に県沖ノ羽遺跡（C地区）〔春日 2003a〕、市沖

ノ羽遺跡排水機場建設地点〔細野ほか 2002〕、および今回の調査地点 1区で定量の土器が出土した。沖ノ羽遺跡全

体で 7・ 8 世紀代の遺物は現状では確認されていないが、それに続く 9世紀中葉以降の春日編年〔春日 1999〕

Ⅴ 1期～Ⅵ 2期の遺物が県沖ノ羽遺跡（C地区）から出土している。さらに市沖ノ羽遺跡排水機場地点では 9世

紀中葉のⅤ 1・ 2期の遺物が、そして今回の調査地点 1区では 10 世紀前葉～中葉のⅦ 1・ 2期が主体となっ

ている。遺構としては、県沖ノ羽遺跡（C地区）では旧河道の横に掘立柱建物群、井戸、土坑、畝状遺構などが

確認されている。畝状遺構は 2群に分かれ、畑の可能性がある。市沖ノ羽遺跡排水機場地点では掘立柱建物（住

居と倉庫）、井戸・土坑がセットとなる遺構群が確認された。今回の調査地点 1区では、掘立柱建物（住居と倉庫）、

が確認され、3 区では畑跡の可能性がある畝状遺構が確認されている。県沖ノ羽遺跡（A地区）〔石川ほか 1994〕

では用・排水路の機能を有した溝、「堀田」状の遺構が確認されており、水田跡と推定されている。このように

遺物・遺構の面からみても沖ノ羽遺跡では古墳時代以降に一端、無住・無耕地となり 9世紀中葉以降に、居住

が開始されていると考えられる。さらに、このような 9世紀中葉以降の古代集落構造は、新潟市江南区小丸山

遺跡〔小池・本間 1995〕に代表される、数棟の掘立柱建物に井戸や土坑などの周辺施設を併設する「住耕一体型」

の集落構造となる〔坂井 1994、春日 1995〕。沖ノ羽遺跡排水機場地点の集落単位構造はその典型的な例である。

各々の地点は存続時期が 1あるいは 2四半世紀程度の年代幅で、それほど長くない。それは、細野高伯氏が推

定するように、有力者層主導の耕地拡大をし、未墾地への移動と開発を繰り返した結果〔細野ほか 2002〕である

と考える。この問題は、今後さらに磐越自動車道北側の調査地点を含め考察する必要がある。

鎌倉・室町時代には県沖ノ羽遺跡（C地区）で 12世紀後半～ 14世紀の掘立柱建物・井戸・土坑などが確認さ

れている。県沖ノ羽遺跡（B地区）〔星野ほか 1996〕と今調査地点の 5区から大形の溝が多数確認され、圃場の一

部と推定されている。今までの成果では集落域の一部と生産域が確認されており、遺跡が平安時代の生活域と

重なるように確認されているのが特徴的である。

以上に今までの成果を概観したが、まとめると、沖ノ羽遺跡では古墳時代中・後期（5世紀中葉～ 6世紀）に人

類の居住がはじまり、奈良時代（7・8世紀）以降には一時的に無住の地となる。その後の平安時代（9世紀中葉）

以降に耕地拡大を目的とした開発に伴う集落形成が開始され、鎌倉・室町時代（12 ～ 14 世紀）にいたると断続

的に土地利用をされることが明らかになった。特に遺跡の規模が大きい平安時代には、1あるいは 2四半世紀

に一度の居住地の移動を繰り返している様相が遺跡分布から読み取れる。しかし、沖ノ羽遺跡全体では平安時

代以降の遺跡規模が大きい磐越自動車道より北側の調査地点の状況が明らかになっておらず、不明な部分が多

い。今後の調査の進展により、詳細な土器編年に対応した遺跡の変遷が明らかになることを期待したい。

注
1） 平底で体部はヘラケズリあるいは一部ハケメが入り、タタキ痕は体部下半には観察されないもの。
2） B・ C類は体部外面にタタキ痕が観察されるもの。
3） 北野遺跡（上層）出土遺物に平底の「甕」底部（報告図版 191 － 8）が出土している〔高橋ほか 2005〕。底径 7.2cm

で、外面は縦ケズリ、内面はナデが確認されている。タタキ等は無く、小形であることから小甕と判断し除外した。
4） 附図 沖ノ羽遺跡発掘調査範囲図（1/2,000）のうち、平成 18年度（2006）調査の 3・ 4区の一部と 5～ 7区につい
ては調査範囲のみ掲載した。
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別表1 沖ノ羽遺跡遺構計測表

図版№ 区 遺構 グリッド 時代 確認
面 主軸方位

規 模（m） 底面
座標
（m）

形　態

覆土
遺物
の
有無

遺物図版頁

礫

備　考上端 下端
深度 平面 断面 点数

（点） 重量（g）
長軸 短軸 長軸 短軸

7･12･14･17 1 区 SK3 17AC8 平安時代 Ⅵa N－86°－Ｗ 0.65 0.58 0.38 0.29 0.11 3.59 楕円形 皿形 2 〇 55

7･12･14･17 1 区 SK35 17AC15 平安時代 Ⅵa N－26°－Ｅ 0.92 0.81 0.55 0.45 0.14 3.58 楕円形 皿形 2 〇

7･12･14･17 1 区 SK38 17AC14･15･19･20 平安時代 Ⅵa N－ 5°－Ｅ 0.93 0.79 0.70 0.48 0.08 3.66 楕円形 皿形 2 〇 55

7･12･14･17･24 1 区 SK36 17AD12･13･17･18 平安時代 Ⅵa N－23°－Ｗ 1.21 1.09 1.03 0.81 0.30 3.44 楕円形 台形状 4 〇 55 SB378

7･12･14･17 1 区 SK37 17AD18･23 平安時代 Ⅵa N－35°－Ｗ 1.25 1.08 1.09 0.67 0.09 3.64 楕円形 皿形 2 〇 55

7･14･16･17 1 区 SK33 17AE1･2･6 平安時代 Ⅵa N－11°－Ｗ 2.12 1.70 1.20 0.15 0.22 3.55 不定形 皿形 2 〇 55

7･14･16･18 1 区 SK39 17AD4･5･9･10,17AE6 平安時代 Ⅵa N－18°－E 2.90 （2.60） 1.40 0.78 0.43 3.27 円形 台形状 4 〇 55～57 23 3725.89 

7･14･16･18 1 区 SK51 17AD15,17AE6･11･12･16･17 平安時代 Ⅵa N－15°－Ｗ 3.20 2.64 2.17 2.00 0.27 3.51 楕円形 台形状 4 〇 57･58 9 324.82 

7･14･16･18 1 区 SK86 17AE6 平安時代 Ⅵa N－42°－Ｅ 0.76 ― 0.22 ― 0.27 3.50 不定形 半円形 2 〇 59 1 7.83 

7･14･16･18 1 区 SK88 17AD14･15 平安時代 Ⅵa N－63°－Ｅ （0.97）（0.81）（0.70）（0.60） 0.13 3.61 楕円形 皿形 1 〇 59 1 56.92 

7･14･16･19 1 区 SK107 17AE16･21 平安時代 Ⅵa N－74°－Ｗ （1.19）（0.90）（0.68）（0.70） 0.16 3.61 楕円形 皿形 2 〇 59 3 4.88 

7･14～16･19 1 区 SK151 17AE21･22 平安時代 Ⅵa N－76°－Ｗ 0.70 0.66 0.54 0.48 0.09 3.66 方形 皿形 1 〇

7･16･19 1 区 SK182 18AE15,18AF11 平安時代 Ⅵa N－36°－Ｗ 1.21 （1.00） 0.83 0.58 0.23 3.51 楕円形 台形状 2 〇 59

7･16･19 1 区 SK179 18AE10,18AF6 平安時代 Ⅵa N－60°－Ｗ 1.87 1.18 1.29 0.94 0.14 3.65 楕円形 皿形 2 〇 59 1 373.24 

7･16･19 1 区 SK180 18AF6･7･11･12 平安時代 Ⅵa N－47°－Ｅ 1.48 1.35 1.28 1.04 0.09 3.65 楕円形 皿形 2 〇 59 1 182.63 

7･12･14･19 1 区 SK60 17AD16･17 平安時代 Ⅵa N－64°－Ｗ 0.63 （0.30） 0.53 （0.25） 0.18 3.56 楕円形 皿形 2 ×

7･12･14･15･20 1 区 SK89 18AD2･3 平安時代 Ⅵa N－74°－Ｅ 1.04 0.80 0.96 0.59 0.21 3.50 不定形 皿形 ― 〇 60

7･12･14･15･20 1 区 SK87 17AD22･23,18AD3 平安時代 Ⅵa N－67°－Ｗ 1.21 （0.44） 1.03 （0.13） 0.25 3.45 不明 台形状 ― 〇 60

7･14～16･20 1 区 SK92 18AD4･5 平安時代 Ⅵa N－90°－Ｗ （1.60）（0.80）（1.12）（0.52） 0.21 3.51 不明 皿形 3 〇 60 10 2666.00 

7･14～16･20 1 区 SK150 18AD5 平安時代 Ⅵa N－86°－Ｗ 0.44 0.31 0.29 0.18 0.08 3.65 楕円形 皿形 2 ×

7･12･13･20 1 区 SK201 18AC21･22,19AC1･2 平安時代 Ⅵa N－20°－Ｗ 0.61 0.39 0.53 0.21 0.12 3.60 楕円形 皿形 1 〇 SB384

7･12･13･20 1 区 SK193 18AC22,19AC2･3 平安時代 Ⅵa N－45°－Ｗ 2.73 0.73 2.56 0.52 0.09 3.65 長方形 皿形 1 〇

7･12･13･20 1 区 SK194 19AC3 平安時代 Ⅵa N－67°－Ｗ 1.98 0.52 1.72 0.27 0.21 3.54 不定形 半円形 2 〇 60

7･12･13･15･20 1 区 SK200 19AC9･10 平安時代 Ⅵa N－74°－Ｗ 1.47 0.50 1.16 0.16 0.18 3.62 楕円形 半円形 4 〇 60

7･13･21 1 区 SK185 20AB3･4 平安時代 Ⅵa N－58°－Ｅ 0.76 0.70 0.58 0.59 0.14 3.54 方形 台形状 3 〇

7･12･13･15･21 1 区 SK189 19AC15･20 平安時代 Ⅵa N－50°－Ｗ 1.23 0.72 0.85 0.57 0.12 3.65 長方形 皿形 2 〇 60

7･12･13･15･21 1 区 SK195 19AC20 平安時代 Ⅵa N－37°－Ｅ 0.50 0.48 0.38 0.27 0.09 3.64 方形 皿形 1 ×

7･15･21 1 区 SK196 19AD22 平安時代 Ⅵa N－82°－Ｗ （0.68） 0.46 （0.52） 0.36 0.06 3.50 楕円形 皿形 1 〇

7･13･21 1 区 SK188 20AB20･25,20AC16･21 平安時代 Ⅵa N－39°－Ｗ （2.32） 2.27 （2.30）（1.45） 0.28 3.20 楕円形 台形状 2 ×

7･14･16･19 1 区 SX106 17AD20･25,17AE16･17･21･22 平安時代 Ⅵa N－86°－Ｗ （3.86） 0.60 （3.80） 0.35 0.12 3.62 不定形 台形状 2 〇 60

7･14～16･19 1 区 SX161 17AE17～20･22～25,18AE2～5･7～10 近世以降 Ⅱ N－78°－Ｗ 6.28 5.10 6.06 4.96 0.23 3.57 不正方形 台形状 4 〇 60 2 435.95 

7･13･21 1 区 SX187 20AB17･18･22･23 平安時代 Ⅵa N－87°－Ｅ 2.95 2.74 2.68 1.95 0.34 3.12 長方形 台形状 不明 ×

7･12･13･15･16･22 1 区 SX183 18AE15･19～25,18AF11･16,19AC20･24･25,19AD4･5･7～
19･21･22,19AE1～3･6･7,20AC3～9･11･12･17 平安時代 Ⅵa N－57°－Ｅ ― （3.50） ― 3.10 0.31 3.44 不定形 台形状 3 〇 60･61 3 82.48 

7･14･22 1 区 SD1 16AC22～25,17AC1～5,17AD1～4･9 平安時代 Ⅵa N－87°－Ｗ ― 1.36 ― 1.16 0.13 3.52 ― 台形状 2 〇 61

7･12･14～17･19･
20･22 1 区 SD2 17AC1･2･6･7･11･12･16～20,17AD16･17･21～25,17AE21～

24,18AD3～5,18AE1～5,18AF1･2 平安時代 Ⅵa N－81°－Ｗ ― 1.40 ― 0.45 0.38 3.28 ― 半円形 7 ○ 61･72 15 144.58 

7･14･15･22 1 区 SD2-b 18AD3･4･8･9･13･14 平安時代 Ⅵa N－10°－Ｅ ― 1.05 ― 0.80 0.28 0.72 ― 台形状 3 〇 61

7･12･14･22 1 区 SD25 16AC25,16AD21～23,17AC4･5･8･9,17AD3 平安時代 Ⅵa N－53°－Ｅ ― 0.40 ― 0.25 0.09 3.57 ― 台形状 1 〇 61

7･14･16･18･19･22 1 区 SD4 16AD19･20･24,16AE16･17,17AD4･9･14･19･20,17AE16･17 平安時代 Ⅵa N－ 1°－Ｗ ― 1.00 ― 0.65 0.25 3.46 ― 台形状 5 〇 62 2 1552.45 

7･14･16･17･23 1 区 SD32 16AE16･21,17AE1･6･7･12･17 平安時代 Ⅵa N－23°－Ｗ ― 0.40 ― 0.14 0.29 3.50 ― 台形状 3 〇 62 1 67.43 

7･14～16･23 1 区 SD176 18AE7･12･13･18･23 平安時代 Ⅵa N－20°－Ｗ ― 0.21 ― 0.07 0.13 3.59 ― 半円形 2 〇

7･14･16･23 1 区 SD181 18AE8･9･13･14･18 平安時代 Ⅵa N－10°－Ｅ ― 1.14 ― 0.84 0.10 3.64 ― 台形状 2 〇 62

7･12･14･15･23 1 区 SD95 18AD1･2･6～8･13 平安時代 Ⅵa N－52°－Ｗ ― 0.40 ― 0.30 0.09 3.63 ― 台形状 1 〇

7･12･14～16･23 1 区 SD90 18AD4･5･8･9 平安時代 Ⅵa N－49°－Ｅ ― 0.28 ― 0.18 0.08 3.63 ― 皿形 1 〇 62 1 140.49 

7･14～16･23 1 区 SD109 18AD10,18AE6 平安時代 Ⅵa N－43°－Ｅ 0.84 0.14 0.56 0.08 0.06 3.62 ― 皿形 ― 〇 62

7･12･15･23 1 区 SD96 18AC15,18AD11･16 平安時代 Ⅵa N－62°－Ｗ 2.44 0.35 2.28 0.30 0.11 3.64 ― 台形状 2 〇 62

7･12･14･15･23 1 区 SD97 18AC9･10 平安時代 Ⅵa N－49°－Ｅ 2.26 0.22 （1.80） 0.06 0.07 3.61 ― 皿形 1 ×

7･12･13･20･23 1 区 SD191 19AB5･10,19AC1･2 平安時代 Ⅵa N－64°－Ｅ ― 0.58 ― 0.42 0.19 3.54 ― 半円形 1 〇

7･12･13･23 1 区 SD192 19AB10･15,19AC1･6 平安時代 Ⅵa N－47°－Ｅ ― 0.32 ― 0.18 0.09 3.64 ― 半円形 1 ×

7･12･13･15･23 1 区 SD218 19AC18･19･22･23 平安時代 Ⅵa N－66°－Ｅ 5.42 0.25 5.32 0.16 0.05 3.69 ― 皿形 1 ×

7･13･23 1 区 SD190 20AB14･15 平安時代 Ⅵa N－86°－Ｅ ― 0.26 ― 0.13 0.07 3.51 ― 台形状 1 ×

7･14･16･18 1 区 SK98 17AD20 平安時代 Ⅵa N－82°－Ｗ 0.60 （0.47） 0.43 0.29 0.10 3.63 楕円形 皿形 3 〇

7･11･13･23 1 区 SD186 20AA8～10･14･15,20AB6～15,20AC6･11･16･17 平安時代 Ⅵa N－90°－Ｅ ― 1.36 ― 0.96 0.14 3.47 ― 皿形 1 ×
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図版 № 区 遺構 グリッド 時代 確認
面 主軸方位

規 模（m） 底面
座標
（m）

形　態

覆土
遺物
の
有無

遺物図版頁

礫

備　考上端 下端
深度 平面 断面 点数

（点） 重量（g）
長軸 短軸 長軸 短軸

7･14 1 区 Pit5 16AD11 平安時代 Ⅵa ― 0.15 0.10 0.05 0.05 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･12･14･24 1 区 Pit15 17AD7 平安時代 Ⅵa ― 0.35 0.30 0.20 0.10 0.18 3.48 楕円形 半円形 ― 〇 SB379

7･12･14 1 区 Pit16 17AD8 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.20 0.10 0.10 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･12･14･24 1 区 Pit17 17AD8 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.25 0.15 0.10 0.16 3.50 円形 台形状 ― 〇 SB378

7･12･14･24 1 区 Pit18 17AD8 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.25 0.10 0.05 0.24 3.42 円形 台形状 ― × SB379

7･14 1 区 Pit24 17AD9･14 平安時代 Ⅵa ― 0.30 0.30 0.10 0.10 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･12･14 1 区 Pit26 17AC13 平安時代 Ⅵa ― 0.42 0.25 0.13 0.11 ― ― 楕円形 ― ― ○ 72

7･12･14 1 区 Pit42 17AC25 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.20 0.10 0.10 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･12･14 1 区 Pit45 17AD16 平安時代 Ⅵa ― 0.45 0.35 0.20 0.15 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･12･14･24 1 区 Pit46 17AD12 平安時代 Ⅵa ― 0.40 0.35 0.10 0.15 0.30 3.40 楕円形 台形状 ― 〇 62 SB378

7･12･14･24 1 区 Pit48 17AD13･18 平安時代 Ⅵa ― 0.30 0.25 0.20 0.15 0.12 3.58 不定形 台形状 ― × SB378

7･12･14･24 1 区 Pit49 17AD18 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.20 0.10 0.10 0.10 3.61 不定形 皿形 ― × SB379

7･14･16･24 1 区 Pit59 17AD15 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.15 0.10 0.05 0.08 3.64 楕円形 半円形 ― × SB377

7･14･16 1 区 Pit82 17AD15 平安時代 Ⅵa ― 0.30 0.25 0.15 0.10 ― ― 楕円形 ― ― 〇 62

7･12･14･15･25 1 区 Pit83 17AD21 平安時代 Ⅵa ― 0.18 0.16 0.09 0.04 0.08 3.60 楕円形 半円形 ― × SB380

7･12･15･25 1 区 Pit85 18AD2 平安時代 Ⅵa ― 0.18 0.14 0.06 0.04 0.19 3.50 楕円形 台形状 ― 〇 SB380

7･14～16 1 区 Pit91 18AD10 平安時代 Ⅵa ― 0.30 0.25 0.20 0.10 ― ― 楕円形 ― ― 〇 1 129.07 

7･14～16 1 区 Pit93 18AE6 平安時代 Ⅵa ― 0.25 （0.25） 0.15 0.10 ― ― 不定形 ― ― 〇 62

7･12･14･24 1 区 Pit99 17AD6 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.20 0.15 0.10 0.22 3.46 楕円形 台形状 ― 〇 62 1 19.13 SB378

7･12･14 1 区 Pit100 17AC19 平安時代 Ⅵa ― 0.15 0.13 0.07 0.05 ― ― 楕円形 ― ― 〇 62

7･14･24 1 区 Pit101 17AD2 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.25 0.15 0.10 0.18 3.46 円形 台形状 ― 〇 62 SB378

7･14～16 1 区 Pit102 18AD5 平安時代 Ⅵa ― 0.30 0.25 0.15 0.15 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･12 1 区 Pit105 18AC13 平安時代 Ⅵa ― 0.15 0.15 0.05 0.05 ― ― 楕円形 ― ― 〇 3 27.77 

7･12･15･25 1 区 Pit115 18AD21 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.15 0.10 0.10 0.10 3.68 円形 半円形 ― × SB382

7･12･15･25 1 区 Pit117 18AD16 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.25 0.10 0.05 0.14 3.62 円形 半円形 ― 〇 SB381

7･12･15･25 1 区 Pit119 19AD1 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.15 0.05 0.05 0.10 3.66 楕円形 半円形 ― × SB382

7･12･15･25 1 区 Pit121 18AD22 平安時代 Ⅵa ― 0.30 0.25 0.20 0.15 0.06 3.70 楕円形 皿形 ― × SB381

7･12･15･25 1 区 Pit122 18AD23 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.15 0.05 0.05 0.10 3.64 楕円形 半円形 ― × SB381

7･12･14･15･25 1 区 Pit129 18AD7 平安時代 Ⅵa ― 0.16 0.14 0.07 0.05 0.13 3.54 楕円形 台形状 ― × SB380

7･12･14･15･25 1 区 Pit133 18AD3 平安時代 Ⅵa ― 0.23 0.19 0.12 0.08 0.06 3.64 楕円形 皿形 ― × SB380

7･14･16･24 1 区 Pit146 17AE2 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.15 0.10 0.05 0.10 3.68 楕円形 半円形 ― × SB377

7･14～16 1 区 Pit147 17AE21 平安時代 Ⅵa ― 0.40 0.35 0.15 0.10 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･14･16 1 区 Pit159 17AE16 平安時代 Ⅵa ― 0.15 0.15 0.10 0.05 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･14･16 1 区 Pit162 16AE22 平安時代 Ⅵa ― 0.35 0.20 0.20 0.10 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･16 1 区 Pit175 17AE18 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.15 0.10 0.05 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･12･26 1 区 Pit184 18AC16･17 平安時代 Ⅵa ― 0.50 0.30 0.30 0.20 0.36 3.32 不定形 台形状 ― 〇 62･63 SB383

7･12･26 1 区 Pit197 18AC16 平安時代 Ⅵa ― 0.60 0.50 0.45 0.25 0.42 3.20 楕円形 台形状 ― × SB384

7･12･13･26 1 区 Pit198 19AC2･7 平安時代 Ⅵa ― 0.60 0.60 0.35 0.25 0.42 3.32 方形 半円形 ― 〇 63 SB384

7･12･14･26 1 区 Pit199 18AC6･7･12 平安時代 Ⅵa ― 0.45 0.40 0.20 0.10 0.50 3.20 方形 台形状 ― 〇 63 SB383

7･12･15･25 1 区 Pit202 18AD18 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.25 0.15 0.15 0.16 3.54 楕円形 台形状 ― 〇 SB381

7･14･15 1 区 Pit203 18AD9 平安時代 Ⅵa ― 0.30 0.30 0.20 0.15 ― ― 円形 ― ― 〇 63

7･14･16 1 区 Pit204 17AE1 平安時代 Ⅵa ― 0.40 0.35 0.30 0.25 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･12･14･15 1 区 Pit205 17AD22 平安時代 Ⅵa ― 0.15 0.10 0.05 0.05 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･12･14 1 区 Pit206 17AC20･25,17AD16･21 平安時代 Ⅵa ― 0.40 0.35 0.25 0.15 ― ― 楕円形 ― ― 〇 63

7･14･16 1 区 Pit207 17AE16 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.20 0.15 0.15 ― ― 楕円形 ― ― 〇 63 1 200.34 

7･14 1 区 Pit208 16AE21･22 平安時代 Ⅵa ― 0.15 0.10 0.05 0.05 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･14･16 1 区 Pit209 17AE6 平安時代 Ⅵa ― 0.35 0.25 0.10 0.05 ― ― 不定形 ― ― 〇

7･14･16 1 区 Pit210 17AD15 平安時代 Ⅵa ― 0.35 0.35 0.20 0.15 ― ― 円形 ― ― 〇 63 2 18.18 

7･12･15 1 区 Pit212 18AD12 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.15 0.05 0.05 ― ― 楕円形 ― ― 〇 63

7･12･15 1 区 Pit213 18AC14 平安時代 Ⅵa ― 0.40 0.35 0.25 0.20 ― ― 楕円形 ― ― 〇 63

7･12･14･15 1 区 Pit214 18AD3 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.25 0.10 0.10 ― ― 楕円形 ― ― 〇

7･12･14･24 1 区 Pit215 17AD12 平安時代 Ⅵa ― 0.40 0.35 0.20 0.15 0.26 3.44 不定形 台形状 ― 〇 SB379

7･12･14･17 1 区 Pit57 17AC15 平安時代 Ⅵa ― 0.28 0.22 0.23 0.16 ― ― 楕円形 ― ― 〇
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7･14 1 区 Pit216 17AD9･14 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.25 0.15 0.15 ― ― 円形 ― ― 〇 63

7･12･15･25 1 区 Pit217 18AD11 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.20 0.10 0.10 0.26 3.48 楕円形 台形状 ― 〇 1 65.41 SB381

7･14 1 区 Pit219 16AE11 平安時代 Ⅵa ― 0.10 0.10 0.02 0.02 ― ― 円形 ― ― 〇

7･14･16 1 区 Pit220 17AE16 平安時代 Ⅵa ― 0.45 （0.20） 0.25 （0.10） ― ― 不定形 ― ― 〇

7･14･16 1 区 Pit221 17AD20 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.20 0.10 0.08 ― ― 円形 ― ― 〇

7･14･24 1 区 Pit222 17AD13 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.20 0.10 0.05 0.26 3.46 円形 台形状 ― 〇 SB378

7･12･26 1 区 Pit236 18AB14･15 平安時代 Ⅵa ― 0.55 0.45 0.30 0.25 0.34 3.30 楕円形 台形状 ― × SB383

7･12･26 1 区 Pit240 18AB15･20,18AC11･16 平安時代 Ⅵa ― 0.60 0.55 0.30 0.25 0.32 3.32 不定形 台形状 ― × SB383

7･12･13･26 1 区 Pit243 19AB4 平安時代 Ⅵa ― 0.40 0.35 0.35 0.25 0.26 3.34 楕円形 半円形 ― × SB384

7･12･13･26 1 区 Pit245 19AB9･10 平安時代 Ⅵa ― 0.50 0.40 0.20 0.15 0.30 3.40 長方形 台形状 ― × SB384

7･12･26 1 区 Pit250 18AC12･13 平安時代 Ⅵa ― 0.65 0.55 ― ― 0.20 3.50 長方形 箱形 ― × SB383

7･12･13･26 1 区 Pit256 19AB15 平安時代 Ⅵa ― 0.60 0.40 0.35 0.15 0.26 3.48 不定形 台形状 ― × SB384

7･12･13･26 1 区 Pit265 19AC8･13 平安時代 Ⅵa ― 0.40 0.40 0.20 0.20 0.22 3.54 方形 台形状 ― × SB384

7･12･13･26 1 区 Pit269 19AC12 平安時代 Ⅵa ― 0.35 0.35 0.15 0.15 0.30 3.44 方形 台形状 ― × SB384

7･12･13･26 1 区 Pit273 19AC16 平安時代 Ⅵa ― 0.40 0.35 0.15 0.15 0.40 3.36 長方形 台形状 ― × SB384

7･12･13･15･25 1 区 Pit294 19AC5 平安時代 Ⅵa ― 0.35 0.20 0.20 0.15 0.16 3.64 楕円形 台形状 ― × SB382

7･12･15･25 1 区 Pit296 19AD6 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.15 0.05 0.05 0.10 3.66 楕円形 半円形 ― × SB382

7･12･14･15･25 1 区 Pit312 18AD6 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.18 0.08 0.08 0.08 3.60 方形 半円形 ― × SB380

7･12･15･25 1 区 Pit317 18AD12 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.15 0.10 0.05 0.10 3.64 楕円形 半円形 ― × SB381

7･12･15･25 1 区 Pit320 19AD1 平安時代 Ⅵa ― 0.15 0.15 0.05 0.05 0.12 3.66 円形 半円形 ― × SB382

7･14･16･24 1 区 Pit338 17AD5 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.20 0.10 0.10 0.34 3.38 楕円形 台形状 ― × SB377

7･14･16･24 1 区 Pit348 17AE3 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.15 0.05 0.05 0.08 3.72 楕円形 半円形 ― × SB377

7･14･24 1 区 Pit355 17AD14 平安時代 Ⅵa ― 0.35 0.30 0.15 0.10 0.26 3.48 方形 台形状 ― × SB379

7･12･14･15･25 1 区 Pit375 18AD1 平安時代 Ⅵa ― 0.49 0.21 0.21 0.11 0.16 3.54 楕円形 半円形 ― × SB380

7･14･16･24 1 区 Pit362 17AE13 平安時代 Ⅵa ― 0.10 0.10 0.05 0.05 0.10 3.74 楕円形 台形状 ― × SB377

7･14･16･24 1 区 SB377 17AD5･10･15,17AE1～3･6～8･11～13 平安時代 Ⅵa N－87°－Ｗ 5.30 3.68 ― ― ― ― 1間×2間 ― ― ― Pit59･146･338･348･362

7･12･14･24 1 区 SB378 17AD1･2･6～8･11～13･17･18 平安時代 Ⅵa N－41°－Ｗ 4.92 2.38 ― ― ― ― 1間×2間 ― ― ― Pit17･46･48･99･101･222,SK36

7･12･14･24 1 区 SB379 17AD6～8･12～14･17･18 平安時代 Ⅵa N－41°－Ｗ 4.00 2.40 ― ― ― ― 1間×2間 ― ― ― Pit15･18･49･215･355

7･12･14･15･25 1 区 SB380 17AD21,18AD1～3･6･7 平安時代 Ⅵa N－35°－Ｗ 3.12 1.66 ― ― ― ― 1間×2間 ― ― ― Pit83･85･129･133･312･375

7･12･15･25 1 区 SB381 18AD11～13･16～18･21～23 平安時代 Ⅵa N－86°－Ｗ 3.56 2.40 ― ― ― ― 1間×2間 ― ― ― Pit117･121･122･202･217･317

7･12･13･15･25 1 区 SB382 18AC25,18AD21,19AC5･10,19AD1･6 平安時代 Ⅵa N－25°－Ｅ 2.96 1.86 ― ― ― ― 1間×1間 ― ― ― Pit115･119･294･296･320

7･12･14･26 1 区 SB383 18AB10･14･15･20,18AC6･7･11～13･16･17 平安時代 Ⅵa N－53°－Ｗ 5.18 2.90 ― ― ― ― 1間×2間 ― ― ― Pit184･199･236･240･250

7･12･13･26 1 区 SB384 18AB24･25,18AC16･21･22,19AB4･5･9･10･15,19AC1･2･6～
8･11～13･16 平安時代 Ⅵa N－40°－Ｗ 7.44 4.72 ― ― ― ― 2間×3間 ― ― ― Pit197･198･243･245･256･265･

269･273,SK201

29～31 2 区 SK18 23AQ24 平安時代 Ⅵa N－15°－Ｅ 0.51 0.21 0.41 0.13 0.11 3.50 楕円形 台形状 1 ×

29～31 2 区 SX1 25AO13･18･19 平安時代 Ⅵa N－68°－Ｗ （2.57） 0.96 （2.57） 0.52 0.15 3.37 不定形 台形状 2 ×

29･32 2 区 河20 22AS4･5･8～10･12～14･16･17･21,21AT17･21･22,22AT1 古墳～
平安時代 Ⅵa ― ― （16.70） ― （16.70） ― ― ― ― 7 〇 65･71

29･30 2 区 Pit4 24AQ2･3 平安時代 Ⅵa ― 0.20 0.15 0.15 0.10 ― ― 楕円形 ― ― 〇

29･30 2 区 Pit5 23AQ23,24AQ3 平安時代 Ⅵa ― 0.35 0.25 0.20 0.14 ― ― 不定形 ― ― 〇

29･30 2 区 Pit9 23AQ24 平安時代 Ⅵa ― 0.25 0.20 0.15 0.15 ― ― 楕円形 ― ― 〇

34･37･38 3 区 SK6 16AN22･23,17AN3 平安時代 Ⅵa N－59°－Ｗ 2.03 0.65 1.62 0.38 0.32 3.45 楕円形 半円形 5 〇 66 1 71.73 

34･36～38 3 区 SK7 18AN4･5･9･10･14･15 平安時代 Ⅵa N－20°－Ｅ （2.80） 1.46 （2.66） 1.36 0.09 3.72 楕円形 皿形 2 〇 66

34･36･38 3 区 SK9 17AO14･15･18～20 平安時代 Ⅵa N－47°－Ｅ 4.33 1.20 4.20 1.09 0.06 3.72 楕円形 皿形 1 ×

34･37･38･41 3 区 SK8 18AN14･15･20 平安時代 Ⅵa N－17°－Ｅ （1.41） 1.23 （1.29） 1.13 0.07 3.72 楕円形 皿形 2 ×

34･36･38 3 区 SK18 17AP8･13 平安時代 Ⅵa N－ 4°－Ｅ 0.32 0.31 0.16 0.14 0.09 3.56 円形 皿形 1 ×

34･36･39 3 区 SK19 17AP12･13 平安時代 Ⅵa N－68°－Ｅ 0.42 0.38 0.20 0.12 0.10 3.59 方形 皿形 1 ×

34･36･37･39 3 区 SD1 17AO4･5･8･9･13･14･17･18･21～23,18AO1～3･7～9 平安時代 Ⅵa N－32°－Ｅ ― 1.82 ― 1.64 0.11 3.69 ― 皿形 1 ○

34･36･39 3 区 SD11 17AO15･20,17AP6･11 平安時代 Ⅵa N－38°－Ｅ ― 0.56 ― 0.46 0.03 3.69 ― 皿形 1 ×

34･36･39 3 区 SD10 16AP17･21･22,17AO20･25,17AP1･2･6･7･11･12･16･21,
18AO5 平安時代 Ⅵa N－16°－Ｅ ― 1.62 ― 1.12 0.31 3.41 ― 半円形 3 〇 71

34･36･39 3 区 SD20 16AP21,17AP1･6 平安時代 Ⅵa N－12°－Ｗ ― 0.18 ― 0.12 0.03 3.72 ― 皿形 1 ×

34･36･39 3 区 SD21 16AP11･12･16･17･21,17AP1 平安時代 Ⅵa N－16°－Ｅ ― 0.46 ― 0.26 0.10 3.63 ― 皿形 3 〇

34･36･39 3 区 SD22 16AP11･12･16･17･21,17AP1･6 平安時代 Ⅵa N－13°－Ｅ ― 0.45 ― 0.32 0.11 3.63 ― 皿形 2 ×
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34･36･39 3 区 SD12 17AP2･7･8･13 平安時代 Ⅵa N－37°－Ｗ ― 0.73 ― 0.50 0.13 3.52 ― 台形状 1 〇 66

34･36･39 3 区 SD14 17AP7･12･13 平安時代 Ⅵa N－37°－Ｗ ― 0.38 ― 0.22 0.04 3.62 ― 皿形 1 ×

34･36･39 3 区 SD15 17AP7･12 平安時代 Ⅵa N－43°－Ｗ ― 0.14 ― 0.06 0.05 3.63 ― 皿形 1 ×

34･36･39 3 区 SD16 17AP12･13･18 平安時代 Ⅵa N－27°－Ｗ ― 0.46 ― 0.25 0.05 3.65 ― 皿形 1 ×

34･36･39 3 区 SD17 17AP12･17 平安時代 Ⅵa N－27°－Ｗ ― 0.30 ― 0.22 0.06 3.65 ― 皿形 1 ×

34･36･41 3 区 SD13 17AP2～4･9 平安時代 Ⅵa N－59°－Ｗ ― 0.50 ― 0.26 0.04 3.62 ― 皿形 1 〇 66

34･36･37･41 3 区 畝状遺構
61

16AN22･23･25,17AN2～5･7～10･12～15･17～20･22～25,
17AO6･11･12･16･17･21,18AN2～5･8･9 平安時代 Ⅵa N－33°－Ｅ ― ― ― ― ― ― ― ― ― 〇

34･36･37･41 3 区 SD3 17AN25,17AO12･16･17･21,18AN5 平安時代 Ⅵa N－37°－Ｅ 7.68 0.18 7.62 0.10 0.04 3.78 ― 皿形 1 ×

34･36･37･41 3 区 SD4 17AN20･24･25,17AO6･11･16,18AN4･8･9 平安時代 Ⅵa N－33°－Ｅ 10.46 0.12 10.40 0.06 0.01 3.79 ― 皿形 1 〇

34･37･41 3 区 SD5 17AN5･9･10･14･18･19･22･23 平安時代 Ⅵa N－33°－Ｅ ― 0.16 ― 0.08 0.02 3.80 ― 皿形 1 〇

34･37･41 3 区 SD23 17AN19･23･24,18AN3 平安時代 Ⅵa N－33°－Ｅ ― 0.13 ― 0.10 0.03 3.79 ― 皿形 1 〇

34･36･37･41 3 区 SD2 17AN19･23･24,18AN3 平安時代 Ⅵa N－32°－Ｅ 5.30 0.18 5.18 0.14 0.01 3.80 ― 皿形 1 〇

29･32･33 4 区 SD1 05AY5･10,06AY18･19･23～25 平安時代 Ⅵa N－48°－Ｗ ― 1.22 ― 0.78 0.12 3.63 ― 台形状 1 〇

42～44･48･49･53 5区（下層） SX80 07AR3･4･8･9･14 古墳時代 Ⅵa N－20°－Ｗ （2.36） 2.32 （2.14） 1.56 ― ― 楕円形 箱形 ― 〇 67 1 1347.80 

42･43 5区（下層） SX81 07AQ5,07AR1,08AQ25,08AR21 古墳時代 Ⅵa N－60°－Ｗ 2.48 1.68 2.20 1.37 0.17 3.18 楕円形 皿形 ― 〇 67

42･43 5区（下層） SX82 07AR1･2･6･7 古墳時代 Ⅵa N－84°－Ｅ 2.34 （0.90） 2.08 0.18 0.11 3.26 不定形 台形状 1 〇 67･71

44･46･50 5区（上層） SK86 07AU15 平安時代 Ⅵa N－77°－Ｅ 0.55 （0.35） 0.41 （0.27） 0.07 4.08 楕円形 皿形 1 ×

44･46･50 5区（上層） SK87 07AU15･20,07AV16 平安時代 Ⅵa N－83°－Ｗ 0.45 （0.40） 0.33 （0.30） 0.08 4.03 楕円形 皿形 1 ×

44･46･47･50 5区（上層） SK88 07AV18･23 平安時代 Ⅵa N－19°－Ｗ 0.98 0.83 0.66 0.57 0.23 3.88 楕円形 台形状 3 ×

44･46･50 5区（上層） SK31 07AU24 平安時代 Ⅵa N－86°－Ｗ 0.41 0.37 0.31 0.27 0.03 4.10 円形 皿形 1 ×

44･46･47･50 5区（上層） SK23 07AV24 平安時代 Ⅵa N－67°－Ｅ 0.62 0.61 0.29 0.27 0.16 3.96 楕円形 半円形 2 〇 67

44･46･47･50 5区（上層） SK71 07AV25 平安時代 Ⅵa N－29°－Ｅ 0.65 0.40 0.59 0.29 0.05 4.05 楕円形 皿形 1 ×

44･46･50 5区（上層） SK60 06AV12･13 平安時代 Ⅵa N－67°－Ｗ 0.42 0.37 0.32 0.24 0.03 4.05 楕円形 皿形 1 ×

44･46･50 5区（上層） SK69 06AV13 平安時代 Ⅵa N－ 3°－Ｗ 0.62 0.44 0.41 0.18 0.17 3.84 楕円形 皿形 3 〇

44･46･47･50 5区（上層） SK49 06AV8 平安時代 Ⅵa N－11°－Ｗ 0.52 0.44 0.27 0.23 0.21 3.87 楕円形 半円形 5 〇 67

44･46･47･50 5区（上層） SK45 06AV4･9 平安時代 Ⅵa N－13°－Ｅ 0.46 0.40 0.39 0.29 0.04 4.04 楕円形 皿形 1 〇 67

44･46･47･50 5区（上層） SK44 06AV4 平安時代 Ⅵa N－65°－Ｗ 0.28 0.25 0.07 0.06 0.08 3.99 楕円形 皿形 1 〇

44･46･47･51 5区（上層） SK70 06AV5 平安時代 Ⅵa N－68°－Ｅ 0.65 0.59 0.42 0.33 0.07 4.02 楕円形 皿形 1 ×

44･47･51 5区（上層） SK13 06AW2 平安時代 Ⅵa N－76°－Ｗ 0.39 0.27 0.24 0.14 0.11 3.95 楕円形 皿形 1 ×

44･47･51 5区（上層） SK14 06AW2 平安時代 Ⅵa N－22°－Ｅ 0.38 0.19 0.29 0.06 0.07 4.00 不定形 半円形 1 × 1 101.32 

44･46･47･51 5区（上層） SK41 06AV10･15 平安時代 Ⅵa N－39°－Ｗ 1.00 0.70 0.50 0.35 0.18 3.88 楕円形 皿形 2 〇 67･68

44･47･51 5区（上層） SK61 06AW8･9･13･14 平安時代 Ⅵa N－24°－Ｗ 1.35 0.51 0.60 0.35 0.19 3.85 楕円形 皿形 2 〇 68

44･47･51 5区（上層） SK10 06AW4 平安時代 Ⅵa N－83°－Ｗ 0.35 0.18 0.24 0.07 0.06 3.97 楕円形 皿形 1 ×

44･47･51 5区（上層） SK7 06AW10 平安時代 Ⅵa N－87°－Ｗ 0.37 0.23 0.21 0.12 0.05 3.96 長方形 皿形 1 ×

44･46･47･51 5区（上層） SX39 06AV15 平安時代 Ⅵa N－38°－Ｗ 0.57 0.37 0.39 0.23 0.03 4.00 不定形 皿形 1 〇 68

44･46･47･51 5区（上層） SX40 06AV15･20 平安時代 Ⅵa N－29°－Ｅ 0.93 0.39 0.87 0.28 0.06 3.97 楕円形 皿形 1 〇

44･46･51 5区（上層） SX67 05AV1,06AU19･20･25,06AV16･17･21･22 平安時代 Ⅵa N－78°－Ｅ （3.90） 3.40 （3.64） 3.20 0.16 3.73 不定形 皿形 2 〇

44･46･47･51 5区（上層） SD37 06AV10,06AW6･11 平安時代 Ⅵa N－39°－Ｗ 2.20 0.45 2.00 0.25 0.09 3.97 ― 皿形 1 〇 68

44･46･47･51 5区（上層） SD46 06AV13･14･18･19 平安時代 Ⅵa N－46°－Ｗ 2.74 0.56 2.65 0.38 0.04 3.96 ― 皿形 1 ×

44･48･49･51･53 5区（上層） SD75 07AR4･5,07AS1･7･8･12･13,08AR24･25,08AS21 中世 Ⅵa N－29°－Ｗ ― 1.32 ― 0.65 0.21 3.65 ― 台形状 3 ×

44･47･52 5区（上層） SD1-a 05AW2～5･7～9,05AX1,06AW25,
06AX14･15･17～19･21～23 中世 Ⅵa N－60°－Ｅ ― 1.05 ― 0.52 0.61 3.31 ― 半円形 4 〇 68･71

44･47･52 5区（上層） SD1-b 05AW1～4,06AW23～25,06AX9･12～19･21･22 中世 Ⅵa N－72°－Ｅ ― 1.00 ― 0.80 0.20 3.68 ― 半円形 1 〇 68

44･47･52 5区（上層） SD2 05AW9･13･14 中世 Ⅵa N－57°－Ｅ ― 1.00 ― 0.80 0.29 3.64 ― 台形状 1 ×

44･48･52･53 5区（上層） SD76 08AQ17･18･22 中世 Ⅵa N－36°－Ｅ ― 0.98 ― 0.78 0.10 3.77 ― 皿形 2 ×

44･48･53 5区（上層） SD77 07AQ3～5･8～10･14･15･20･25,07AR1･2･6～8･11～13･16～
18･21,08AQ18～20･23～25,08AR21･22 中世 Ⅵa N－17°－Ｗ ― 7.90 ― 7.15 0.43 3.49 ― 台形状 10 〇 67･71･72 24 1745.50 

44･48･53 5区（上層） SD78 07AR3～5･8･10･13,08AR22～24 中世 Ⅵa N－19°－Ｗ ― 3.45 ― 1.85 0.76 3.20 ― 台形状 4 〇 67 3 1630.52 

44･48･49･53 5区（上層） SD79 07AR3～5･8･10･13,08AR23･24 中世 Ⅵa N－19°－Ｗ ― ― ― ― 0.40 3.54 ― 台形状 3 〇 67･68･71 2 123.31 

54 6区 SD1 04BA3･4,05AZ5･14･15･19･20,05BA1～3･6～9･11～14･16･
17･22～24,06AZ25,06BA21･22 不明 Ⅵa N－53°－Ｗ ― 2.00 ― ― ― ― ― ― 2 ×
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別表2 沖ノ羽遺跡古墳時代・古代・中世土器・土製品観察表
凡　　例 1 出土位置 遺構名・グリッド名を記した。

2 器　　種 第Ⅴ章に記した。
3 径高指数 器高/口径×100
4 底径指数 底径/口径×100
5 法　　量 口径・底径・器高を示す。括弧付の数値は遺存率の低いものである。
6 胎　　土 須恵器・土師器について胎土中に含まれる鉱物・小礫等について記した。「石」は石英粒、「長」は長石粒、

「雲」は金雲母あるいは黒雲母、「チ」はチャート、「焼」は焼土粒、「白」は白色凝灰石、「角」は角閃石、
「海」は海棉骨針を表す。産地については、第Ⅴ章に記した。

7 色　　調 『新版標準土色帳』〔小山・竹原 1967〕の記号を記した。
8 焼　　成 酸化炎焼成・還元炎焼成の区別を記した。須恵器で酸化としたものは褐色あるいは橙色の色調で軟質なものを表す。白色・灰白色

のものは含めていない。
9 手　　法 特徴的な手法のみを記し、網羅的な記載は行っていない。底部の「糸切り」・「ヘラ切り」はいずれも回転台を用いたものである。

「無調整」はそれが認められないもの。回転方向は回転台の回転方向を表す。底部調整やロクロケズリ・ロクロナデから判断した。
タタキメと当て具痕については、第Ⅴ章に記した。

10 遺 存 率 分数表示で遺存割合を示した。

図版
№
報告
書№

出土位置 層位 種別 器種 分類 法量（㎝） 径高
指数

底径
指数

胎 土 色調 焼成 手 法（回転：回転方向） 遺存率 備 考区 遺構名 グリッド 口径 底径 器高 含有物 産地 外面 内面 底部 回転 口縁部 底部 全体
55 1 1 SK3 17AC7･8 Ⅴ 土師器 無台椀a 5.2 石･長･雲･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 32/36
55 2 1 SK38 17AC19 土師器 無台椀a A 12.0 石･長･焼･角 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
55 3 1 SK38 17AC19 土師器 無台椀a B 13.4 石･長･雲･白 橙（7.5YR6/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
55 4 1 SK38 17AC14･19 Ⅴ 土師器 小甕 7.0 石･長･雲･角 にぶい橙（5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 36/36 Pit100接合、№233と同一個体？
55 5 1 SK36 17AD18 土師器 無台椀a A （12.1） 石･長･チ 橙（5YR6/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
55 6 1 SK37 17AD23 土師器 小甕 B2 （14.0） 石･長･チ･角 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
55 7 1 SK33 17AE1 1 土師器 無台椀a 5.0 石･長 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 4/36
55 8 1 SK33 17AE1 1 土師器 小甕 6.0 石･長･角 にぶい橙（5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 10/36
55 9 1 SK33 17AE1 2 土師器 長甕 B2 （20.2） 石･長･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
55 10 1 SK39 17AD10 3･4 土師器 無台椀a A2 12.2 6.2 3.9 32 51 石･長 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 2/36 35/36 20/36
55 11 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a B2 12.6 5.8 4.0 32 47 石･長･雲 浅黄橙（7.5YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 25/36 36/36 28/36
55 12 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a A2 12.3 5.0 4.0 33 41 石･長･角 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 9/36 36/36 12/36
55 13 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a A2 12.4 5.8 4.2 34 47 石･長･角･海 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 6/36 36/36 10/36
55 14 1 SK39 17AD10 3･4 土師器 無台椀a A2 11.7 4.9 3.7 32 42 石･長･焼･白 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 15/36 18/36 17/36
55 15 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a A2 11.9 6.2 3.8 32 53 石･長･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 1/36 26/36 12/36
55 16 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a B 12.8 石･長･海 にぶい黄橙（10YR6/3）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
55 17 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a A2 12.2 4.7 4.1 34 39 石･長 灰白（7.5YR8/1） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 13/36 18/36 16/36
55 18 1 SK39 17AD10 3･4 土師器 無台椀a B 13.2 石･長･焼 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 16/36
55 19 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a B 12.6 石･長 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
55 20 1 SK39 17AD10 3･4 土師器 無台椀a B2 13.2 6.4 4.0 31 49 石･長 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 31/36 36/36 35/36
55 21 1 SK39 17AD10 3･4 土師器 無台椀a C3 15.3 6.4 5.4 36 42 石･長･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 31/36 36/36 33/36
55 22 1 SK39 17AD10 3･4 土師器 無台椀a A2 12.2 5.0 3.9 32 41 石･長･白 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 14/36 36/36 20/36
55 23 1 SK39 17AD9･10 3･4 土師器 無台椀b C3 17.2 6.9 6.7 39 41 石･長･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ、ケズリ ロクロナデ 糸切り後ケズリ 26/36 36/36 30/36
55 24 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a A2 11.6 5.4 3.9 34 47 石･長･雲･角 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 18/36 36/36 18/36
55 25 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a A2 12.2 4.8 4.0 33 40 石･長 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 9/36 21/36 10/36
55 26 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a A 12.2 石･長･焼･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36
55 27 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a B2 14.0 6.0 4.9 35 43 石･長･雲･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 13/36 5/36 10/36
56 28 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a A2 12.0 5.4 3.7 31 45 石･長･雲･角 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 18/36 36/36 22/36
56 29 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a A2 12.3 5.6 4.3 35 46 石･長･雲･角 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 10/36 35/36 12/36
56 30 1 SK39 17AD9･10 3･4 土師器 無台椀a C2 15.0 7.0 4.7 32 47 石･長･角 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 26/36 31/36 28/36 横位外面墨書「□」
56 31 1 SK39 17AD10 1･2･V 土師器 無台椀a A2 12.4 4.8 4.3 35 39 石･長･雲 淡赤橙（2.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 19/36 36/36 20/36
56 32 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a A 12.0 石･長･焼･角 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 11/36
56 33 1 SK39 17AD10 3･4 土師器 無台椀a B1 12.9 6.2 3.6 28 49 石･長･雲･角 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 9/36 14/36 10/36
56 34 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a B2 12.6 5.4 4.1 33 43 石･長･角･海 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 2/36 34/36 7/36
56 35 1 SK39 17AD4 1･2 土師器 無台椀a B 13.2 石･長 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36
56 36 1 SK39 17AD10 3･4 土師器 無台椀a A3 12.2 5.3 4.3 36 44 石･長･焼 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 6/36 18/36 15/36
56 37 1 SK39 17AD10 3･4 土師器 無台椀a B2 13.6 5.6 4.2 31 42 石･長･角 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 6/36 36/36 12/36
56 38 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀a C 16.2 石･長 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
56 39 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 無台椀b C 16.0 石･長･角 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ、ケズリ ロクロナデ 4/36
56 40 1 SK39 17AD9･10 3･4 土師器 無台椀a C2 14.8 6.4 4.7 32 44 石･長･雲･海 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 28/36 36/36 31/36
56 41 1 SK39 17AD10 3･4 土師器 無台椀a C2 16.5 6.8 5.3 33 42 石･長･角 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 21/36 36/36 28/36
56 42 1 SK39 17AD10,17AE11 1･2 土師器 無台椀a 5.6 石･長･角 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 27/36 SK51接合
56 43 1 SK39 17AD10 1･2･Ⅴ 黒色土器 無台椀 C 14.6 石･長･角 明褐（7.5YR5/6） 酸化 ミガキ ミガキ 5/36
56 44 1 SK39 17AD10 1･2 黒色土器 無台椀 C2 15.8 5.6 5.2 33 36 石･長･白 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ、ミガキ ミガキ 糸切り後ミガキ 5/36 14/36 7/36
56 45 1 SK39 17AD10 1･2 黒色土器 無台椀 C （16.0） 石･長 にぶい橙（7.5YR7/3） 酸化 ミガキ、ケズリ ミガキ 3/36
56 46 1 SK39 17AD10 1･2 黒色土器 無台椀 B 14.2 石･長･角 橙（7.5YR6/6） 酸化 ロクロナデ ミガキ 6/36
56 47 1 SK39 17AD10 黒色土器 無台椀 石･長･チ にぶい黄橙（10YR7/4）酸化 ミガキ、ロクロナデ ミガキ 1/36
56 48 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 長甕 B2 24.2 石･長･雲･チ 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
56 49 1 SK39 17AD10 1･2･3･4 土師器 長甕 B2 （23.8） 石･長･焼･角 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 カキメ ロクロナデ 2/36 外面スス
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図版
№
報告
書№

出土位置 層位 種別 器種 分類 法量（㎝） 径高
指数

底径
指数

胎 土 色調 焼成 手 法（回転：回転方向） 遺存率 備 考区 遺構名 グリッド 口径 底径 器高 含有物 産地 外面 内面 底部 回転 口縁部 底部 全体
56 50 1 SK39 17AD10 1･2･3･4 土師器 長甕 B3 23.2 石･長･雲･角 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 ヘラケズリ ロクロナデ 6/36 内･外面スス
56 51 1 SK39 17AD10･14 1･2 土師器 小甕 A 13.0 石･長･雲･角 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 11/36 外面スス、SK88接合
56 52 1 SK39 17AD10･14 1･2 土師器 小甕 B1 11.8 石･長･角 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 36/36 内･外面スス、炭化物、SK88接合
56 53 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 小甕 B3 12.8 石･長･雲･角 にぶい橙（7.5YR7/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 9/36
57 54 1 SK39 17AD10 1･2 土師器 鍋 D （34.0） 石･長･雲･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36

57 55 1 SK39 17AD10,17AE8･11, 1･2･3･4･Ⅴ 須恵器 大甕 20.3 石･長･白 B 灰（7.5Y6/1） 還元 タタキメ Ha 当て具痕 Dc 13/36 SK51接合、SD2･4、SK33、
19AD13 SX106･183同一固体？

57 56 1 SK39 17AD10 1･2 須恵器 大甕 20.4 石･長･白 B 灰（10Y5/1） 還元 カキメ、タタキメ Ha 当て具痕 Dc 7/36
57 57 1 SK39 17AD10 3･4 須恵器 大甕 （42.2） 石･長 C 灰（10Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ、カキメ 2/36
57 58 1 SK51 17AE11 土師器 無台椀a B2 12.8 5.6 3.9 31 44 石･長･角･海 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 11/36 16/36 14/36
57 59 1 SK51 17AD20,17AE11 下 土師器 無台椀a A2 11.8 4.9 3.9 34 42 石･長･雲･角 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 27/36 36/36 30/36 SD4接合
57 60 1 SK51 17AE16 上 土師器 無台椀a B1 12.6 5.9 3.7 30 47 石･長･角 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 12/36 36/36 18/36
57 61 1 SK51 17AE11 土師器 無台椀a C 15.2 石･長･角 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
57 62 1 SK51 17AE11 土師器 無台椀a A2 12.2 5.0 3.9 32 41 石･長･雲 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 6/36 26/36 10/36
57 63 1 SK51 17AD15,17AE11 Ⅴ 土師器 無台椀a B1 13.0 5.0 3.7 29 39 石･長･雲･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 10/36 36/36 23/36
57 64 1 SK51 17AE11 下 土師器 無台椀a A 12.2 石･長･角 にぶい黄橙（10YR6/4）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
57 65 1 SK51 17AE11 土師器 無台椀a A 12.4 石･長･白 橙（5YR7/8） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 7/36
58 66 1 SK51 17AE11 土師器 無台椀a C1 15.0 6.3 4.4 30 42 石･長･雲･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 18/36 36/36 30/36
58 67 1 SK51 17AE11 上 土師器 無台椀a B1 13.0 5.4 3.6 28 42 石･長 灰黄褐（10YR6/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 24/36 36/36 30/36
58 68 1 SK51 17AD10,17AE11 1･2 黒色土器 無台椀 B 13.0 石･長･角 褐灰（10YR4/1） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 21/36 SK39接合
58 69 1 SK51 17AE11 黒色土器 無台椀 C （15.0） 石･長･角 明褐灰（7.5YR7/1） 酸化 ロクロナデ ミガキ 3/36
58 70 1 SK51 17AE11 土師器 長甕 B1 （22.8） 石･長･雲 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 カキメ カキメ 2/36
58 71 1 SK51 17AD15,17AE1･11 1･Ⅴ 土師器 長甕 石･長･焼･白･角 にぶい黄橙（10YR6/3）酸化 タタキメ、カキメ、ヘラケズリHa 当て具痕 Hb SK33接合
58 72 1 SK51 17AD21,17AE11 上･Ⅴ 土師器 鍋 B1 42.0 石･長･白 明黄褐（10YR6/6） 酸化 タタキメ Ha カキメ、ハケメ 5/36
58 73 1 SK51 17AE11 上 土師器 鍋 B3 石･長･焼･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36
58 74 1 SK51 17AD25,17AE1･11 1･2･Ⅴ 須恵器 大甕 石･長 B 灰（N6/0） 還元 タタキメ、ハケメ、ヘラケズリHc 当て具痕 Dc SK33接合
58 75 1 SK51 17AD15,17AE1･6･11,19AD13 Ⅴ 須恵器 大甕 石･長･白 B 青灰（5B6/1） 還元 タタキメ、ハケメ Ha 当て具痕、ヘラナデ Hd SD32、SK33同一個体？
58 76 1 SK51 16AE21･22,17AE11 上･Ⅴ 須恵器 横瓶 石･長 B 灰黄（2.5Y6/2） 還元 タタキメ Hc 指頭圧痕
58 77 1 SK51 17AE11 下 須恵器 長胴壺 石･長 不明 灰白（2.5Y7/1） 還元 ロクロナデ、ケズリ ロクロナデ
59 78 1 SK86 17AE6 2 土師器 無台椀a B1 13.2 4.2 3.6 28 32 石･長･角･海 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 15/36 18/36 18/36 底部外面ヘラ記号「 / 」
59 79 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀a B2 13.6 5.8 4.3 32 43 石･長･角 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 22/36 36/36 29/36
59 80 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀a C1 15.0 5.8 4.4 30 39 石･長･白･角 明黄褐（10YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 5/36 10/36 12/36
59 81 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀a B2 12.8 5.4 4.0 32 43 石･長･雲･白･海 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 2/36 36/36 12/36
59 82 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀a B 12.6 石･長 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 8/36
59 83 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀a B2 13.0 6.5 4.5 35 50 石･長･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 11/36 12/36 10/36
59 84 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀b C2 17.2 7.8 5.5 32 46 石･長･白 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ、ケズリ ロクロナデ 糸切り後ケズリ 27/36 36/36 31/36
59 85 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀a B2 12.8 6.0 4.1 33 47 石･長･雲･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 33/36 36/36 34/36
59 86 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀a C2 15.2 5.8 4.8 32 39 石･長･角 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 26/36 36/36 30/36
59 87 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀a C 15.2 石･長･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36
59 88 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀a B1 13.6 6.0 3.5 26 45 石･長 にぶい黄橙（10YR6/4）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 2/36 15/36 10/36
59 89 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀a C2 14.8 5.2 4.7 32 36 石･長 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 14/36 15/36 15/36
59 90 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀a B2 13.2 6.0 4.1 32 46 石･長･雲･白 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 31/36 36/36 34/36
59 91 1 SK88 17AD10･14 1･2･V 土師器 無台椀b C 18.4 石･長･白 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ、ミガキ、ケズリ ロクロナデ、ミガキ？ 17/36 SK39接合
59 92 1 SK88 17AD14 土師器 無台椀a C 19.2 石･長･角 黄橙（7.5YR8/8） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
59 93 1 SK88 17AD14 黒色土器 無台椀 A 12.0 石･長･雲･角 橙（7.5YR6/6） 酸化 ロクロナデ ミガキ 9/36
59 94 1 SK88 17AD14 黒色土器 無台椀 B （13.6） 石･長 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ、ミガキ ミガキ 3/36
59 95 1 SK88 17AD3･14 土師器 有台皿 6.6 石･長･雲･角 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 15/36 SD1接合
59 96 1 SK88 17AD14 Ⅴ 須恵器 有台杯 8.4 石･長 B 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 28/36
59 97 1 SK88 17AD14 土師器 小甕 A 13.0 石･長 橙（7.5YR6/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
59 98 1 SK88 17AD14 土師器 小甕 5.9 石･長･角 橙（7.5YR6/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 36/36
59 99 1 SK107 17AD23,17AE21 Ⅴ 須恵器 有台杯 6.2 石･長 B 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 21/36
59 100 1 SK182 18AE15 土師器 無台椀a B2 12.8 5.4 4.0 32 43 石･長･雲 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 11/36 36/36 18/36
59 101 1 SK179 18AF6 土師器 無台椀a B （13.6） 5.0 4.2 石･長･雲･角 灰白（10YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 2/36 6/36 4/36
59 102 1 SK179 18AF6 土師器 無台椀a B （13.0） 石･長 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
59 103 1 SK179 18AF6 土師器 無台椀a 4.9 石･長･角 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 7/36
59 104 1 SK179 18AF6 黒色土器 無台椀 5.6 石･長･雲 灰白（10YR8/2） 酸化 ミガキ、ケズリ ミガキ 糸切り後ミガキ 17/36
59 105 1 SK179 18AF6 須恵器 無台杯 （12.0） 石･長 B 灰白（2.5Y7/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
59 106 1 SK180 18AF6 土師器 無台椀a B 12.6 石･長･白 橙（2.5YR6/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 8/36
59 107 1 SK180 18AF6 土師器 無台椀a B （13.2） 石･長･雲･角 黒褐（5YR2/1） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
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60 108 1 SK89 18AD2 土師器 無台椀a 6.0 石･長･角 暗灰（N3/0） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 6/36
60 109 1 SK87 17AD23 土師器 無台椀a B 14.4 石･長･雲 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
60 110 1 SK87 17AD23 須恵器 無台杯 （11.4） 石･長 B 灰白（N5/0） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36

60 111 1 SK87 17AD23,17AE1･6, 1･Ⅴ 土師器 鍋 B1 40.0 石･長･角 灰白（10YR8/2） 酸化 タタキメ、ヘラケズリ Ha ロクロナデ 26/36 SD2、SK89接合、SD32、
18AD3 SK33･86同一個体

60 112 1 SK92 18AD4 土師器 無台椀a B2 13.4 5.2 4.3 33 39 石･長･焼 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 4/36 36/36 10/36
60 113 1 SK92 18AD4 土師器 無台椀a A 12.0 石･長 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
60 114 1 SK92 18AD4 土師器 無台椀a 4.7 石･長･焼 浅黄橙（7.5YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 6/36
60 115 1 SK92 18AD4 土師器 無台椀a 4.8 石･長 にぶい橙（7.5YR7/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 18/36
60 116 1 SK92 18AD4 土師器 鍋 B3 石･長･焼 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36
60 117 1 SK92 18AD4 須恵器 大甕 石･長･白 B 黄灰（2.5Y5/1） 還元 タタキメ Hc 当て具痕 Da
60 118 1 SK194 19AC3 土師器 無台椀a B （13.0） 石･長 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
60 119 1 SK194 19AC3 土師器 無台椀a A （11.8） 石･長 にぶい黄橙（10YR7/4）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
60 120 1 SK194 19AC3 土師器 鍋 B1 （40.0） 石･長･焼･角 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 内･外面スス
60 121 1 SK200 19AC9 土師器 無台椀b C2 15.0 7.0 5.0 34 47 石･長･焼 浅黄橙（7.5YR8/3） 酸化 ロクロナデ、ケズリ ロクロナデ 糸切り後ケズリ 11/36 16/36 11/36
60 122 1 SK200 19AC9 土師器 無台椀a B 14.0 石･長 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
60 123 1 SK200 19AC9 土師器 無台椀a B （13.6） 石･長･焼･海 灰白（10YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
60 124 1 SK189 19AC20 土師器 無台椀a A 12.2 石･長 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
60 125 1 SK189 19AC20 土師器 無台椀a A 12.4 石･長･焼 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36
60 126 1 SK189 19AC20 土師器 小甕 A 12.8 石･長･角 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
60 127 1 SK189 19AC20 土師器 鍋 B1 （42.0） 石･長･角 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
60 128 1 SK189 19AC20 須恵器 横瓶 石･長･白 B 灰（7.5Y6/1） 還元 タタキメ Hc ナデ
60 129 1 SX106 17AE16 土師器 無台椀a B （13.2） 石･長･雲･角 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
60 130 1 SX161 18AE10 土師器 無台椀a 5.5 石･長 灰白（10YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 4/36
60 131 1 SX183 18AE20 土師器 無台椀a B （13.0） 石･長･焼 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
60 132 1 SX183 18AF16 土師器 無台椀a A2 11.9 4.6 3.7 32 39 石･長･雲 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 5/36 36/36 14/36
60 133 1 SX183 19AD14 土師器 無台椀a 6.0 石･長･雲･角 にぶい橙（7.5YR7/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 31/36
61 134 1 SX183 19AE2 土師器 無台椀a B 13.0 石･長 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
61 135 1 SX183 19AE1 須恵器 無台杯 （11.3） 石･長･白 B 灰白（2.5Y7/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
61 136 1 SX183 18AE23 須恵器 大甕 石･長 B 灰（7.5Y5/1） 還元 タタキメ Hb 当て具痕 Db
61 137 1 SX183 18AD11･24,18AF11 須恵器 長頸壺 5.2 石･長･白 A 灰（N5/0） 還元 ケズリ ロクロナデ ヘラ切り後ナデ 36/36
61 138 1 SX183 18AF16 須恵器 長頸壺 石･長･白 C 灰（N6/0） 還元 ロクロナデ ロクロナデ
61 139 1 SD1 17AD1 土師器 無台椀a B 12.8 石･長 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
61 140 1 SD1 17AD3 土師器 無台椀a A （12.3） 石･長･海 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
61 141 1 SD1 17AC3 土師器 無台椀a A （11.8） 石･長･角 にぶい黄橙（10YR7/4）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
61 142 1 SD1 16AC24,16AD20,17AD4 Ⅴ 土師器 小甕 8.6 石･長･雲･角･海 橙（7.5YR6/6） 酸化 ロクロナデ、ケズリ ロクロナデ 糸切り 15/36
61 143 1 SD1 17AB9,17AC8,17AD4･8 Ⅴ 須恵器 短頸壺 12.2 石･長･白 C 黄灰（2.5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
61 144 1 SD2 17AD23 土師器 無台椀a B 14.2 石･長 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 8/36
61 145 1 SD2 17AC19 土師器 無台椀a B 13.0 石･長･角･海 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
61 146 1 SD2 17AD24 土師器 無台椀a B （13.2） 石･長 黄橙（10YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
61 147 1 SD2 17AD23 土師器 無台椀a B1 13.0 4.4 3.7 29 34 石･長 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 8/36 13/36 7/36
61 148 1 SD2 17AD25 土師器 無台椀a A 12.1 石･長･焼 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
61 149 1 SD2 17AD23 土師器 無台椀a B 13.0 石･長 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36
61 150 1 SD2 17AD23 Ⅴ 土師器 無台椀a B 13.2 石･長 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 8/36
61 151 1 SD2 17AD23 土師器 無台椀a A 12.4 石･長 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
61 152 1 SD2 17AD22 土師器 無台椀a B （12.8） 石･長･角 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
61 153 1 SD2 17AC11 土師器 無台椀a A （11.0） 石･長 にぶい黄橙（10YR7/4）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
61 154 1 SD2 18AF2 土師器 無台椀a B （12.6） 石･長 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
61 155 1 SD2 17AC20 土師器 無台椀a B （12.6） 石･長･角 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
61 156 1 SD2 17AD16 須恵器 無台杯 （13.2） 石･長 B 灰（7.5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
61 157 1 SD2 17AD19 須恵器 有台杯 13.2 石･長 B 灰（N5/0） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
61 158 1 SD2 17AC19 土師器 長甕 B1 23.0 石･長･雲･焼 にぶい黄橙（10YR7/4）酸化 カキメ ロクロナデ 5/36
61 159 1 SD2 17AD23 須恵器 横瓶 （12.0） 石･長･角 B 灰（7.5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
61 160 1 SD2 17AD23 須恵器 横瓶 石･長･白 B 灰白（5Y7/1） 還元 タタキメ、ケズリ Hb 当て具痕 Ha
61 161 1 SD2-b 18AD4 土師器 無台椀a B （13.2） 石･長･白 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
61 162 1 SD2-b 18AD4 土師器 無台椀a B 12.8 石･長･白 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
61 163 1 SD2-b 18AD4 土師器 無台椀a A 12.0 石･長 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36
61 164 1 SD2-b 18AD4 須恵器 長頸壺 石･長･白 B 灰白（N7/0） 還元 ロクロナデ ロクロナデ
61 165 1 SD25 16AD22 土師器 無台椀a B 13.0 石･長 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
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61 166 1 SD25 16AD22 土師器 無台椀a 6.4 石･長･雲･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 16/36
62 167 1 SD4 17AD20 土師器 無台椀a A （11.8） 石･長･角 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
62 168 1 SD4 17AD9 土師器 無台椀a B （14.0） 石･長･角 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
62 169 1 SD4 16AE16 2 土師器 無台椀a B （12.8） 石･長 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
62 170 1 SD4 17AD9 土師器 無台椀a 4.9 石･長･焼 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 20/36
62 171 1 SD4 17AE16 土師器 無台椀a 6.0 石･長 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 9/36
62 172 1 SD4 17AD4 1 土師器 無台椀a 4.8 石･長 にぶい黄橙（10YR7/2）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 20/36
62 173 1 SD4 17AE16･24 須恵器 長頸壺 11.0 石･長 C 灰白（10YR7/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 5/36 SX161接合
62 174 1 SD32 17AE7 土師器 無台椀a B （13.0） 石･長 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
62 175 1 SD32 17AE7 土師器 無台椀a B （13.2） 石･長 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
62 176 1 SD32 17AE6 土師器 無台椀a 5.1 石･長 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 36/36
62 177 1 SD32 17AE7 黒色土器 無台椀 A （11.2） 石･長 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
62 178 1 SD32 17AE7 土師器 長甕 B2 （20.8） 石･長･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
62 179 1 SD32 17AE12 土師器 鍋 B1 35.0 石･長･角 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
62 180 1 SD32 16AE21,17AE1･11 1･Ⅴ 土師器 鍋 C2 （40.0） 石･長･角 にぶい黄橙（7.5YR7/3）酸化 ロクロナデ カキメ 2/36 SK33接合
62 181 1 SD181 18AE9 土師器 無台椀a A （12.0） 石･長･角 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
62 182 1 SD90 18AD9 土師器 無台椀a 4.6 石･長 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 21/36
62 183 1 SD109 18AE6 土師器 無台椀a B 13.0 石･長･白 浅黄橙（7.5YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
62 184 1 SD96 18AD11 Ⅴ 土師器 無台椀b C2 15.4 5.6 5.1 34 37 石･長･白 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ、ミガキ、ケズリ ロクロナデ 糸切り後ケズリ 4/36 11/36 8/36
62 185 1 SD96 18AD11 土師器 無台椀a B （12.6） 石･長･角 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
62 186 1 SD96 18AD11 土師器 長甕 B1 （24.0） 石･長･角 灰白（7.5YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
62 187 1 SD96 18AD11･16 Ⅴ 土師器 鍋 B1 （44.0） 石･長･焼･角 浅黄橙（7.5YR8/3） 酸化 タタキメ、ヘラケズリ Hd カキメ 1/36
62 188 1 Pit46 17AD12 黒色土器 無台椀 B （13.2） 石･長･白 灰白（10YR8/2） 酸化 ロクロナデ、ミガキ ミガキ 3/36
62 189 1 Pit82 17AD14 土師器 無台椀a 5.9 石･長 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 11/36
62 190 1 Pit93 18AE6 土師器 無台椀a 石･長 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36
62 191 1 Pit99 17AD6 土師器 無台椀a 5.8 石･長 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 17/36
62 192 1 Pit100 17AC12･19･20 Ⅴ 黒色土器 無台椀 C 15.8 石･長･雲･角 灰白（10YR8/2） 酸化 ロクロナデ、ミガキ ミガキ 4/36
62 193 1 Pit101 17AD2 Ⅴ 土師器 無台椀a B1 13.0 6.0 3.4 26 46 石･長･角 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 11/36 11/36 11/36
62 194 1 Pit184 18AC16 土師器 長甕 B2 23.0 石･長･雲･角 にぶい橙（5YR7/4） 酸化 ロクロナデ カキメ 8/36 内外面スス
62 195 1 Pit184 18AC16 土師器 鍋 B2 石･長･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36
63 196 1 Pit184 17AE17,18AC16 Ⅴ 須恵器 長胴壺 石･長 B 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ
63 197 1 Pit198 19AC9 土師器 無台椀a 5.4 石･長･焼 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 8/36
63 198 1 Pit198 19AC9 土師器 長甕 C1 22.4 石･長･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
63 199 1 Pit199 18AC7 土師器 無台椀a 4.8 石･長･雲･角 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 8/36
63 200 1 Pit203 18AD9 須恵器 長頸壺 （14.0） 石･長 B 灰（5Y5/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
63 201 1 Pit206 17AC20 土師器 長甕 B3 23.5 石･長･雲･角 灰白（7.5YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
63 202 1 Pit207 17AC20 土師器 無台椀a 5.6 石･長･雲･角･海 橙（7.5YR6/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 9/36
63 203 1 Pit210 17AD15 土師器 無台椀a 5.6 石･長･白 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 18/36
63 204 1 Pit210 17AD15 土師器 無台椀a 5.8 石･長･チ 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 16/36
63 205 1 Pit210 17AD15,17AE1･6 1 土師器 鍋 C2 38.0 石･長･雲･角 淡橙（5YR8/4） 酸化 カキメ、タタキメ、ヘラケズリHa 9/36 SD32･SK33接合、SD2同一個体
63 206 1 Pit212 18AD17 土師器 無台椀a A （12.0） 石･長 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
63 207 1 Pit213 18AC14 土師器 小甕 B1 12.2 石･長･焼･角 極暗赤褐（2.5YR2/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 35/36
63 208 1 Pit216 17AD14 土師器 無台椀a A （12.0） 石･長･角 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
63 209 1 Pit216 17AD14 黒色土器 無台椀 B 14.0 石･長･海 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ、ミガキ ミガキ 4/36
63 210 1 ― 17AC20 Ⅴ 土師器 無台椀a A2 11.8 5.7 4.1 35 49 石･長･角 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 12/36 32/36 22/36
63 211 1 ― 17AD25 Ⅴ 土師器 無台椀a A1 12.4 6.0 3.5 29 49 石･長･角 橙（7.5YR6/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 3/36 33/36 18/36
63 212 1 ― 19AC8 Ⅴ 土師器 無台椀a C3 15.8 6.0 5.7 37 38 石･長･焼･角 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 1/36 14/36 10/36
63 213 1 ― 17AC20 Ⅴ 土師器 無台椀a A1 12.4 5.6 3.6 30 46 石･長･雲･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 14/36 34/36 22/36
63 214 1 ― 17AC7 Ⅴ 土師器 無台椀a A2 11.4 5.6 3.6 32 50 石･長･雲･角 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 6/36 33/36 16/36
63 215 1 ― 19AC8 Ⅴ 土師器 無台椀a C2 15.2 6.6 5.2 35 44 石･長･雲･角 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 12/36 34/36 23/36
63 216 1 ― 17AC19･20･25 Ⅴ 土師器 無台椀a C2 15.6 6.1 5.4 35 40 石･長･雲･角 橙（7.5YR6/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 9/36 36/36 23/36
63 217 1 ― 18AD15,19AC2･22 Ⅴ 土師器 無台椀a C2 14.6 6.7 4.9 34 46 石･長･雲･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 11/36 33/36 20/36
63 218 1 ― 17AC6 Ⅴ 黒色土器 無台椀 B3 13.2 4.8 5.1 39 37 石･長･焼 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ミガキ 糸切り後ケズリ？ 4/36 36/36 6/36
63 219 1 ― 17AB22･23 Ⅴ 黒色土器 無台椀 C1 15.2 5.8 4.6 30 38 石･長 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ、ミガキ ミガキ 糸切り後ケズリ？ 3/36 7/36 4/36
64 220 1 ― 17AC12 Ⅴ 黒色土器 無台椀 6.5 石･長･雲･角 にぶい黄橙（10YR7/2）酸化 ロクロケズリ ミガキ 糸切り後ケズリ？ 12/36
64 221 1 ― 17AD12 Ⅴ 黒色土器 有台皿 5.3 石･長･雲･角 黄橙（7.5YR7/8） 酸化 ロクロナデ ミガキ 22/36
64 222 1 ― 16AD20 Ⅴ 須恵器 有台椀 15.8 石･長 B 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
64 223 1 ― 18AD7 Ⅴ 須恵器 杯蓋 石･長･白 A 灰（7.5YR7/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 内外付着物あり
64 224 1 ― 19AC18･19 Ⅴ 灰釉陶器 有台皿 7.2 石･長･白 灰白（2.5Y7/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 30/36 内面重ね焼痕あり
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64 225 1 ― 18AC3 Ⅴ 緑釉陶器 香炉蓋 （12.1） 石･長 灰白（10Y7/2） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
64 226 1 ― 18AC13 Ⅴ 土師器 長甕 B2 25.0 石･長･雲･角 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 タタキメ Hd ロクロナデ 14/36

64 227 1 ― 18AD3･7･13･23 Ⅴ 土師器 長甕 B2 21.4 石･長･雲 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ、カキメ、 ロクロナデ 12/36
ヘラケズリ

64 228 1 ― 17AC8･12･14 Ⅴ 土師器 長甕 C2 21.0 石･長･雲･角 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36
64 229 1 ― 16AD17,17AC7 Ⅴ 土師器 長甕 B2 21.0 石･長･雲 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
64 230 1 ― 17AB19,17AC14 Ⅴ 土師器 長甕 B3 22.0 石･長･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 カキメ、ハケメ ロクロナデ 15/36 内･外面スス
64 231 1 ― 17AC14･19 Ⅴ 土師器 長甕 石･長･雲･角 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 タタキメ、ヘラケズリ Hd 指頭圧痕
64 232 1 ― 17AC4･12･14･19･20 Ⅴ 土師器 長甕 5.0 石･長･雲･角 にぶい黄橙（7.5YR7/4）酸化 タタキメ Hd 当て具痕、指頭圧痕 無文 ヘラケズリ 底部平底
64 233 1 ― 17AC20 Ⅴ 土師器 小甕 B3 13.0 石･長･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 7/36 №4と同一個体？
64 234 1 ― 17AC12･14 Ⅴ 土師器 小甕 B3 14.2 石･長･雲･角 灰褐（7.5YR6/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 7/36
64 235 1 ― 18AC20 Ⅴ 土師器 小甕 A 9.2 5.0 石･長･焼 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 10/36 14/36
64 236 1 ― 16AE21 Ⅴ 土師器 鍋 C1 石･長･雲･角 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36
64 237 1 ― 17AB22 Ⅴ 土師器 鍋 B2 40.9 石･長･白 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 ロクロナデ カキメ 4/36
65 238 1 ― 17AC12･19 Ⅴ 土師器 鍋 B1 45.0 石･長･白･角 にぶい黄橙（10YR6/3）酸化 タタキメ Hd ナデ 4/36 内面ヘラ記号「 」、頸部内面に籾痕
65 239 1 ― 18AB6 Ⅴ 須恵器 長頸壺 5.4 石･長･白 B 灰（N6/0） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 15/36
65 240 1 ― 18AD5･13 Ⅴ 須恵器 長頸壺 10.0 石･長･白 B 灰（10YR6/1） 還元 ロクロナデ、ケズリ ロクロナデ ヘラ切り 7/36

65 241 1 ― 16AD7･8,17AC25, Ⅴ 須恵器 長頸壺 石･長･白 B 灰（7.5Y5/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ17AD19,18AA10
65 242 1 ― 17AB24,18AC8 Ⅴ 須恵器 短頸壺 10.4 石･長･白 C 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 32/36
65 243 1 ― 17AC20,19AD17 Ⅴ 須恵器 大甕 （25.0） 石･長･白 C 灰白（7.5Y7/1） 還元 カキメ、タタキメ Ha 当て具痕 Dc 1/36
65 244 1 ― 18AD2 Ⅴ 須恵器 横瓶 （10.0） 石･長 B 灰（5Y6/1） 還元 タタキメ Hb 当て具痕 Dc 2/36 口縁部剥離あり
65 245 1 ― 17AE17 Ⅴ 中世土師器 皿 12.5 7.8 3.8 31 63 石･長 にぶい褐（7.5YR6/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 5/36 4/36 5/36 内･外面スス
65 246 1 ― 16AC24,17AC24 Ⅴ 土製品（羽口） 外-4.9 内-2.4 48.36g 石･長･雲･角 灰白（2.5Y8/2） 酸化
65 247 1 ― 表土 土師器 紡錘車 石･長 にぶい黄褐（10YR5/3）酸化

65 248 2 河20 22AS17 土師器 小形壺 9.0 石･長･角 にぶい橙（7.5YR7/3） 酸化 口縁部：ナデ 口縁部：ヨコナデ 8/36体　部：ナデ 体　部：ナデ
65 249 2 ― 23AQ25 Ⅴ 土師器 無台椀a A 12.0 石･長 浅黄橙（7.5YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
65 250 2 ― 24AQ4 Ⅴ 土師器 無台椀a A （12.0） 石･長 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
65 251 2 ― 23AQ25 Ⅴ 土師器 無台椀a B 14.0 石･長･焼 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
65 252 2 ― 23AQ23 Ⅴ 土師器 無台椀b 6.0 石･長･雲 灰褐（7.5YR5/2） 酸化 ケズリ ロクロナデ 糸切り後ケズリ 8/36
65 253 2 ― 24AQ4 Ⅴ 須恵器 有台杯 （12.6） 石･長 B 灰（7.5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
65 254 2 ― 21AU6 Ⅴ 土師器 長甕 B2 22.0 石･長･チ 黄橙（7.5YR8/8） 酸化 カキメ ロクロナデ 5/36
65 255 2 ― 21AU6 Ⅴ 土師器 長甕 B2 （21.5） 石･長･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
65 256 2 ― 21AT18 Ⅴ 土師器 長甕 石･長･チ･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 カキメ、タタキメ、ヘラケズリHa 当て具痕 Hb
65 257 2 ― 21AT14 Ⅴ 土師器 長甕 B2 23.0 石･長･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 カキメ ロクロナデ 6/36
66 258 2 ― 21AT15 Ⅴ 土師器 小甕 B2 13.0 石･長･白･角 橙（2.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
66 259 2 ― 23AQ24,24AQ4 Ⅴ 土師器 小甕 5.8 石･長･角 褐灰（5YR6/1） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 15/36
66 260 2 ― 21AT10 Ⅴ 土師器 小甕 7.0 石･長 淡橙（5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 11/36
66 261 2 ― 20AU23 Ⅴ 土師器 鍋 A 38.0 石･長･角 橙（7.5YR7/6） 酸化 カキメ カキメ、ヘラケズリ 4/36 内･外面スス
66 262 2 ― 21AU6 Ⅴ 土師器 長甕 石･長･角 橙（7.5YR6/6） 酸化 タタキメ Hd 当て具痕、ハケメ Hd
66 263 2 排土 須恵器 大甕 石･長･白 B 黄灰（2.5Y5/1） 還元 タタキメ Hb 当て具痕 Dc
66 264 4 ― 02BB2 Vb 須恵器 無台杯 7.2 石･長･白 B 青灰（10BG6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 10/36
66 265 4 ― 05AY5 Ⅴ 土師器 長甕 石･長･チ･角 明褐灰（7.5YR7/2） 酸化 タタキメ Hc 指頭圧痕
66 266 4 ― 05AZ23 Ⅴ 土師器 小甕 6.0 石･長･角 灰白（5YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 8/36
66 267 3 SK6 16AN23 土師器 無台椀a A 12.2 石･長 にぶい黄橙（10YR7/4）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
66 268 3 SK6 16AN23 土師器 無台椀a 4.6 石･長･白 にぶい橙（2.5YR6/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 16/36
66 269 3 SK6 16AN23 土師器 無台椀a 4.2 石･長･白 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 36/36
66 270 3 SK6 16AN23 土師器 長甕 B1 25.0 石･長･チ 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 カキメ カキメ 4/36
66 271 3 SK6 16AN23 土師器 長甕 B2 21.4 石･長･雲･角 黄橙（7.5YR8/8） 酸化 ロクロナデ カキメ 6/36
66 272 3 SK6 16AN23 土師器 長甕 A （28.0） 石･長･角 灰白（10YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
66 273 3 SK6 16AN23 土師器 小甕 B3 12.6 石･長･チ･角 淡橙（5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36
66 274 3 SK6 16AN23 土師器 小甕 A 12.6 石･長･焼 灰白（10YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
66 275 3 SK6 16AN22･23 土師器 小甕 A 13.0 石･長･焼 灰白（10YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
66 276 3 SK6 16AN22･23,17AN19 Ⅴ 土師器 小甕 A 13.0 6.6 11.7 90 51 石･長･雲･チ･焼･角 浅黄橙（7.5YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 16/36 21/36 18/36 内･外面スス、炭化物 SD2同一個体
66 277 3 SK6 16AN23,17AM10 Ⅴ 土師器 小甕 6.0 石･長･焼 灰白（10YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 20/36 外面スス
66 278 3 SK6 16AN23 須恵器 大甕 石･長･白 C 灰（5Y5/1） 還元 タタキメ Hb 当て具痕 Ha
66 279 3 SK7 18AN9,18AO6 Ⅴ 土師器 長甕 石･長･角 橙（2.5YR6/6） 酸化 タタキメ Hc 当て具痕 Hc
66 280 3 SD12 17AP13 土師器 小甕 （6.0） 石･長 灰白（10YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り （3/36）
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66 281 3 SD13 17AP3 土師器 長甕 石･長･角 浅黄橙（7.5YR8/3） 酸化 タタキメ Ha 当て具痕 Hb
66 282 3 ― 17AF11,17AO5 Ⅴ 土師器 無台椀a A 6.0 石･長･白 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 17/36
66 283 3 ― 18AN20 Ⅴ 須恵器 無台杯 12.0 石･長 B 灰（N6/ ） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 5/36
66 284 3 ― 16AO14 Ⅴ 土師器 鍋 B1 （40.0） 石･長･雲･白 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
66 285 3 ― 07AO7,18AN4 Ⅴ 土師器 鍋 A （44.0） 石･長 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 カキメ カキメ 2/36
67 286 5 SX81 07AR1,08AQ25 下 土師器 高杯 23.2 石･長･角 灰白（10YR8/2） 酸化 杯部：ミガキ 杯部：ミガキ 21/36 SD77接合

67 287 5 SX81 08AQ25 下 土師器 高杯 22.0 石･長･角 灰白（10YR7/1） 酸化 口縁端部：ヨコナデ 磨耗激しい為不明 4/36杯部：ハケメ後ミガキ

67 288 5 SX81 08AQ25,08AR21 下 土師器 甕 19.0 石･長･焼･角 灰白（10YR8/2） 酸化 口縁部：ヨコナデ 口縁部：ヨコナデ 5/36 頸部内面接合痕明瞭頸　部：ハケメ

67 289 5 SX81 07AR1･7,08AQ25 下 土師器 甕 25.0 石･長･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 口縁部：ヨコナデ 磨耗により不明 10/36 SX82接合頸　部：ハケメ

67 290 5 SX81 08AQ25 下 土師器 小形壺 （10.8） 石･長･角 灰白（10YR8/2） 酸化 口縁部：ヨコナデ 口縁部：ヘラナデ 3/36頸　部：ナデ

67 291 5 SX81 08AQ25 下 土師器 小形壺 （10.6） 石･長･雲･角 灰白（10YR8/2） 酸化 口縁部：ヨコナデ 口縁部：ヘラナデ 2/36頸　部：ナデ
67 292 5 SX82 07AR7 下 土師器 小形壺 石･長･焼･角 灰白（10YR8/2） 酸化 体　部：ナデ 体　部：ハケメ
67 293 5 SX80 07AR9 土師器 杯 （13.2） 石･長 にぶい黄橙（10YR7/2）酸化 磨耗激しい為不明 磨耗激しい為不明 3/36
67 294 5 SD77 07AR1,08AQ25 土師器 高杯 石･長･角 灰白（10YR8/2） 酸化 脚上部：ミガキ 脚上部：ナデ 内面粘土紐痕明瞭
67 295 5 SD77 07AR13 土師器 高杯 石･長･角 灰白（10YR8/2） 酸化 脚上部：ミガキ？ 脚上部：ナデ 内面粘土紐痕明瞭

67 296 5 SD77 07AQ5,07AR1･12, V 土師器 甕 20.0 石･長･角 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 口縁部：ヨコナデ 口縁部：ヨコナデ 11/3608AQ24･25 体　部：ヘラナデ

67 297 5 SD77 08AQ25 土師器 甕 （21.8） 石･長･焼･角 灰白（10YR8/2） 酸化 口縁部：ヨコナデ 口縁部：ヨコナデ 1/36頸　部：ハケメ 体　部：ナデ
67 298 5 SD77 07AR6･7,08AQ25,08AR21 下 土師器 甕 4.2 石･長･雲 浅黄橙（7.5YR8/3） 酸化 磨耗により不明 磨耗により不明 31/36 SX82接合
67 299 5 SD78 07AR3 土師器 杯 （14.2） 石･長･白･角 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 磨耗激しい為不明 磨耗激しい為不明 3/36

67 300 5 SD78 07AR3 土師器 高杯 11.8 石･長･角 灰白（10YR8/2） 酸化 脚上部：磨耗激しい為不明 脚上部：指頭圧痕、ナデ 4/36 内面粘土紐痕明瞭、図上復元裾 部：ミガキ 裾 部：ナデ
67 301 5 SD78 07AR3 土師器 高杯 石･長･チ にぶい黄橙（10YR7/2）酸化 磨耗激しい為不明 磨耗激しい為不明
67 302 5 SD78 07AR4 土師器 甕 5.0 石･長･角 灰白（10YR8/2） 酸化 体　部：ハケメ 体　部：ハケメ 4/36
67 303 5 SD79 07AR2･3 下 土師器 甕 23.0 石･長･焼･角 灰白（10YR8/2） 酸化 ヨコナデ後ハケメ 磨耗により不明 5/36 頸部内面接合痕明瞭

67 304 5 ― 07AR1･2 下 土師器 甕 21.0 石･長･角 灰白（10YR8/2） 酸化 口縁部：ヨコナデ 口縁部：ヨコナデ 5/36 頸部内面接合痕明瞭頸　部：ハケメ
67 305 5 SK23 07AV24 土師器 無台椀a B2 13.1 6.0 4.1 32 46 石･長･雲･角 浅黄橙（7.5YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 10/36 35/36 20/36
67 306 5 SK23 07AV24 土師器 無台椀a A2 12.4 6.0 4.2 34 49 石･長･角 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 30/36 36/36 33/36
67 307 5 SK49 06AV8 土師器 無台椀a A 12.0 石･長･チ 橙（5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
67 308 5 SK45 06AV4･9 Ⅴ 土師器 小甕 B1 （12.0） 石･長･角 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
67 309 5 SK41 06AV10 土師器 無台椀a A 12.0 石･長･チ 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36
67 310 5 SK41 06AV10 1 土師器 無台椀a A2 12.0 4.8 3.9 33 40 石･長･白 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 31/36 35/36 33/36
67 311 5 SK41 06AV10,06AW22 Ⅴ 土師器 無台椀a 6.0 石･長 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 36/36
68 312 5 SK41 06AV10 1 土師器 無台椀a A2 12.4 5.0 4.1 34 41 石･長･雲･白 橙（7.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 13/36 36/36 18/36
68 313 5 SK41 06AV10 土師器 無台椀a 5.0 石･長･焼 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 36/36
68 314 5 SK41 06AV10 1 黒色土器 無台椀 C 14.6 石･長 明褐灰（7.5YR7/1） 酸化 ケズリ ミガキ 4/36
68 315 5 SK41 06AV10,06AW11,07AV23 1･Ⅴ 土師器 長甕 B1 25.0 石･長･雲･白･角 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 15/36
68 316 5 SK41 06AV10,05AW2,07AV24 1･Ⅴ 土師器 長甕 B1 25.6 29.4 115 石･長･雲 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 タタキメ Ha 当て具痕、カキメ、ハケメ Da 23/36 19/36 SD1-b接合
68 317 5 SK41 06AV10,06AW7･13･22 1･Ⅴ 土師器 小甕 5.5 石･長･白 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ、ヘラケズリ ロクロナデ 糸切り後ヘラケズリ 32/36
68 318 5 SK41 06AV10･15･18 Ⅴ 土師器 小甕 石･長･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
68 319 5 SK41 06AV10 1 土師器 小甕 7.0 石･長･雲･角 橙（2.5YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 15/36 底部外面スス
68 320 5 SK61 06AW8 1 土師器 無台椀a A （12.0） 石･長･焼 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
68 321 5 SX39 06AV15 土師器 無台椀a A 12.2 石･長 にぶい橙（5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36
68 322 5 SD37 06AW6 土師器 無台椀a A 12.2 石･長･雲 にぶい橙（5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 13/36
68 323 5 SD37 06AW6,06AX16 Ⅴ 土師器 小甕 B3 （12.3） 石･長･雲 浅黄橙（7.5YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
68 324 5 SD1-a 05AW8 土師器 無台椀a A （12.4） 石･長･角 灰白（10YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36

68 325 5 SD1-a 06AV4･5･13･14･17･18･23, Ⅴ 土師器 小甕 A 13.6 6.3 12.4 92 47 石･長･角 にぶい橙（7.5YR7/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 10/36 32/36 20/3606AX15,,07AV23,07AW21
68 326 5 SD1-b 06AW2 土師器 無台椀a 石･長･チ にぶい橙（7.5YR7/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36
68 327 5 SD1-b 05AW3 土師器 鍋 石･長･雲 褐灰（10YR4/1） 酸化 ヘラケズリ、タタキ Hb ロクロナデ
68 328 5 SD79 07AR3 土師器 鍋 C2 石･長 灰白（2.5Y8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36
68 329 5 SD79 07AR4,07AQ10,07AR12･13Ⅴ 珠洲焼 擂鉢 （33.0） 石･長 灰（7.5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 内面に7条単位の卸目、SD77接合
68 330 5 ― 06AV8 Ⅴ 土師器 無台椀a B3 13.6 7.0 4.8 36 52 石･長･焼 褐灰（5YR6/1） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 8/36 33/36 15/36
68 331 5 ― 06AV19･24 Ⅴ 土師器 無台椀a B1 13.0 6.2 3.9 30 48 石･長･焼･白･角 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 32/36 35/36 34/36
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68 332 5 ― 06AV3･8･23 Ⅴ 土師器 無台椀a B1 13.0 6.0 3.7 29 47 石･長･焼･角 橙（2.5YR6/8） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 9/36 35/36 12/36

69 333 5 ― 06AV19･22･23, Ⅴ 土師器 長甕 B3 23.0 石･長･雲･角 にぶい黄橙（10YR7/4）酸化 タタキメ Ha 指頭圧痕 8/3606AW1･6･11･16･18
69 334 5 ― 06AW18,07AW25 Ⅴ 土師器 長甕 B1 （23.5） 石･長 灰白（10YR8/2） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36
69 335 5 ― 06AV20,07AV18･23･24 Ⅴ 土師器 長甕 石･長･雲･角 にぶい黄橙（10YR7/3）酸化 タタキメ、ヘラケズリ Hd ロクロナデ №315･336と同一個体？
69 336 5 ― 07AV23,07AW22 Ⅴ 土師器 長甕 7.0 石･長･雲･角 浅黄橙（10YR8/4） 酸化 タタキメ Hc 指頭圧痕 ヘラケズリ 底部平底
69 337 5 ― 06AW22 Ⅴ 土師器 小甕 B1 12.8 石･長･雲 淡黄（2.5Y8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 11/36
69 338 5 ― 06AW22 Ⅴ 土師器 小甕 6.6 石･長･雲･焼 浅黄橙（7.5YR8/4） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 26/36
69 339 5 ― 06AW6 Ⅴ 土師器 小甕 B3 （9.2） 4.5 石･長･雲 にぶい黄橙（10YR7/2）酸化 ロクロナデ、ヘラケズリ ロクロナデ 糸切り後ヘラケズリ 2/36 21/36 10/36 内･外面スス
69 340 5 ― 表土 須恵器 大甕 石･長 C 灰白（2.5Y7/1） 還元 タタキメ Hd 当て具痕 Da
69 341 6 ― 排土 土師器 無台椀b （6.0） 長 褐灰（10YR4/1） 酸化 ケズリ ロクロナデ 2/36
69 342 6 ― 排土 土師器 長甕 B2 石･長･焼 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36
69 343 6 ― 05BA7 Ⅴ 土師器 長甕 石･長･焼 にぶい橙（7.5YR7/3） 酸化 タタキメ Hd ナデ
69 344 6 ― 05AZ10 Ⅴ 土師器 長甕 石･長 灰褐（7.5YR5/2） 酸化 タタキメ Ha 当て具痕 Hc
69 345 6 ― 05AZ10 Ⅴ 土師器 小甕 A 石･長 橙（5YR6/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36
69 346 6 ― 05AZ15 Ⅴ 土師器 鍋 石･長･チ 灰白（7.5YR8/2） 酸化 カキメ、タタキメ Ha 当て具痕 Hd

別表3 沖ノ羽遺跡石製品観察表 別表4 沖ノ羽遺跡銭貨・金属製品・鍛冶関連遺物観察表
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区 遺構 グリッド 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜）重量（g）

72 1 5 SD77 07AR13 最下層 中世 銭貨 25.10 25.00 0.80 1.90「景祐元寶」北宋銭、初鋳年1034年、真書

72 2 1 ― 18AD8 Ⅴ 平安時代 不明金属製品 21.40 15.90 9.00 1.80

72 3 1 ― 18AD16 Ⅴ 平安時代 鉄釘 32.40 13.20 13.25 4.20

72 4 1 ― 17AD18 Ⅴ 平安時代 鉄釘 58.30 21.80 13.95 8.70

72 5 1 ― 17AD18 Ⅴ 平安時代 鉄釘 39.25 10.25 8.55 2.70

72 6 1 ― 18AC20 Ⅴ 平安時代 鉄釘 37.70 16.45 13.20 7.50

72 7 1 ― 17AE18 Ⅴ 平安時代 不明金属製品 38.60 33.60 20.00 20.40

72 8 1 ― 19AC18 Ⅴ 平安時代 不明金属製品 27.30 26.00 17.55 8.20

72 9 1 ― 17AD25 Ⅴ 平安時代 鉄滓 21.00 22.30 13.90 5.20

72 10 1 ― 17AB9 Ⅴ 平安時代 鉄滓 25.10 29.45 16.20 7.90

72 11 1 SD2 17AD22 ― 平安時代 鉄滓 42.40 57.20 25.10 58.60

72 12 1 ― 18AC20 Ⅴ 平安時代 鉄滓 25.30 28.30 16.50 8.80

72 13 1 SD2 17AD22 ― 平安時代 鉄滓 38.70 41.70 20.30 25.50

72 14 1 ― 17AC7 Ⅴ 平安時代 鉄滓 58.80 67.90 28.90 94.20

72 15 1 ― 19AD22 Ⅴ 平安時代 鉄滓 31.60 49.00 21.40 41.20

72 16 1 Pit26 17AC13 ― 平安時代 鉄滓 24.00 41.35 18.10 19.10

72 17 1 ― 17AD18 Ⅴ 平安時代 鉄滓 31.20 47.90 19.70 33.30

72 18 1 ― 18AD14 Ⅴ 平安時代 鉄滓 53.70 50.20 26.30 61.90

72 19 1 ― 19AC19 Ⅴ 平安時代 鉄滓 36.10 38.80 27.40 19.70

72 20 2 ― 24AQ4 Ⅴ 平安時代 鉄滓 34.10 38.20 31.10 42.40

72 21 2 ― 24AQ4 Ⅴ 平安時代 鉄滓 38.00 47.20 24.30 44.10

図版
№

報告
書№

出土位置 層位 時代 器 種 石 材 法 量 備 考区 遺構 グリッド 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜）
70 1 1 ― 17AD23 Ⅴ 平安時代 砥石 硬砂岩 45.10 56.00 63.20 192.00

70 2 1 ― 18AC11 Ⅴ 平安時代 砥石 凝灰岩 55.45 34.00 22.95 42.20

70 3 1 ― 18AB9 Ⅴ 平安時代 礫器 珪質凝灰岩 93.90 81.50 46.80 398.60

70 4 1 ― 17AE17 Ⅴ 平安時代 砥石 花崗岩 149.50 132.80 105.20 2717.90

70 5 1 ― 17AE22 Ⅴ 平安時代 礫器 凝灰岩 82.40 120.50 68.30 779.80

70 6 1 ― 17AC8 Ⅴ 平安時代 礫器 軽石 154.00 91.00 63.10 625.90

70 7 1 ― 17AC8 Ⅴ 平安時代 礫器 凝灰岩 147.50 72.20 67.90 859.70

70 8 1 ― 16AC24 Ⅴ 平安時代 磨石 凝灰岩 36.20 30.25 21.00 23.50

70 9 1 ― 18AD16 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 38.50 36.50 29.50 16.30

70 10 1 ― 17AC25 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 53.54 36.05 20.05 20.00

70 11 1 ― 17AD24 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 77.10 49.30 25.30 50.30

70 12 1 ― 16AD19 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 43.40 38.50 28.20 4.80

70 13 1 ― 16AD13 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 32.90 45.60 19.10 9.60

71 14 1 ― 16AC20 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 28.20 37.70 15.00 4.70

71 15 1 ― 17AE12 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 35.20 28.20 16.50 8.10

71 16 1 ― 16AD23 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 31.80 32.10 16.50 5.20

71 17 1 ― 17AE12 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 35.90 28.40 19.30 6.40

71 18 1 ― 18AC20 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 28.30 35.70 18.30 4.70

71 19 2 ― 21AT15 Ⅴ 平安時代 砥石 凝灰岩 121.10 61.00 29.50 215.20

71 20 2 河20 22AT1 ― 平安時代 軽石製石製品 軽石 79.30 55.20 41.10 52.30

71 21 2 河20 22AT1 ― 平安時代 軽石製石製品 軽石 40.50 27.20 21.70 7.80

71 22 3 ― 18AO4 Ⅴ 平安時代 砥石 凝灰岩 44.20 29.00 25.20 31.10

71 23 3 SD10 17AP21 ― 平安時代 砥石 珪質流紋岩 81.50 59.50 58.50 238.80

71 24 3 ― 17AN17 Ⅴ 平安時代 磨石 凝灰岩 49.85 45.65 11.90 37.70

71 25 5 SX82 07AR6 下 古墳時代 軽石製石製品 軽石 21.40 15.20 8.90 0.70

71 26 5 ― 07AU24 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 62.80 52.70 40.20 43.80

71 27 5 ― 07AQ5 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 70.90 53.20 44.50 61.60

71 28 5 SD1-a 05AX1 ― 中世 軽石製石製品 軽石 78.20 53.50 47.50 55.00

71 29 5 SD79 07AR3 ― 中世 軽石製石製品 軽石 106.30 86.10 52.00 157.90

71 30 5 ― 07AU24 Ⅴ 平安時代 軽石製石製品 軽石 42.10 36.00 21.70 9.60

71 31 5 SD79 07AR3 ― 中世 軽石製石製品 軽石 35.60 22.30 17.20 3.90

71 32 5 SD77 08AQ24 ― 中世 軽石製石製品 軽石 33.40 31.80 16.40 5.30

重量（g）
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別表5 沖ノ羽遺跡遺構出土古代土器器種構成率

口残値
口縁数（点）
底残値 0.50 100.00％ 0.50 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 5 100.00％ 5 100％
総重量（g） 22 100.00％ 22 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 5 62.50％ 3 37.50％ 8 100％
総重量（g） 12 16.67％ 60 83.33％ 72 100％
口残値 0.22 100.00％ 0.22 100％
口縁数（点） 3 100.00％ 3 100％
底残値 1.33 100.00％ 1.33 100％
底部数（点） 2 100.00％ 2 100％
総点数（点） 12 63.17％ 6 31.57％ 1 5.26％ 19 100％
総重量（g） 106 82.18％ 22 17.05％ 1 0.77％ 129 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値 0.08 100.00％ 0.08 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 8 66.67％ 1 8.33％ 3 25.00％ 12 100％
総重量（g） 14 53.85％ 5 19.23％ 7 26.92％ 26 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値 0.22 100.00％ 0.22 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 2 28.57％ 2 28.57％ 3 42.86％ 7 100％
総重量（g） 4 9.52％ 16 38.09％ 22 52.39％ 42 100％
口残値 0.89 66.55％ 0.14 10.43％ 0.11 8.40％ 0.20 14.62％ 1.34 100％
口縁数（点） 17 62.92％ 3 11.13％ 2 7.42％ 5 18.53％ 27 100％
底残値 2.53 77.75％ 0.72 22.25％ 3.25 100％
底部数（点） 8 66.64％ 4 33.36％ 12 100％
総点数（点） 97 53.61％ 30 16.57％ 18 9.94％ 21 11.60％ 15 8.28％ 181 100％
総重量（g） 257 21.03％ 180 14.71％ 126 10.30％ 330 26.98％ 330 26.98％ 1,223 100％
口残値 14.20 81.77％ 0.86 4.96％ 0.08 0.48％ 0.53 3.04％ 1.25 7.19％ 0.14 0.80％ 0.31 1.76％ 17.36 100％
口縁数（点） 156 78.40％ 13 6.53％ 1 0.50％ 9 4.52％ 12 6.03％ 4 2.01％ 4 2.01％ 199 100％
底残値 24.22 94.08％ 1.00 3.88％ 0.20 0.75％ 0.33 1.29％ 25.75 100％
底部数（点） 77 90.61％ 4 4.70％ 1 1.17％ 3 3.52％ 85 100％
総点数（点） 494 69.04％ 33 4.60％ 5 0.69％ 70 9.77％ 74 10.33％ 17 2.37％ 22 3.07％ 1 0.13％ 716 100％
総重量（g） 3,548 56.89％ 188 3.01％ 19 0.30％ 956 15.33％ 352 5.64％ 395 6.33％ 772 12.38％ 8 0.12％ 6,238 100％
口残値 8.22 94.26％ 0.17 1.91％ 0.08 0.96％ 0.11 1.28％ 0.14 1.59％ 8.73 100％
口縁数（点） 118 92.20％ 3 2.34％ 1 0.78％ 3 2.34％ 3 2.34％ 128 100％
底残値 1.06 66.65％ 0.22 14.06％ 0.03 1.76％ 0.28 17.53％ 1.59 100％
底部数（点） 37 92.50％ 1 2.50％ 1 2.50％ 1 2.50％ 40 100％
総点数（点） 326 71.07％ 11 2.39％ 4 0.87％ 55 11.98％ 13 2.83％ 24 5.22％ 22 4.79％ 1 0.21％ 2 0.43％ 1 0.21％ 459 100％
総重量（g） 1,281 33.81％ 35 0.92％ 6 0.15％ 508 13.39％ 40 1.05％ 556 14.66％ 1,039 27.41％ 9 0.23％ 253 6.67％ 65 1.71％ 3,792 100％
口残値 0.42 83.24％ 0.08 16.76％ 0.50 100％
口縁数（点） 3 75.00％ 1 25.00％ 4 100％
底残値 0.70 100.00％ 0.70 100％
底部数（点） 2 100.00％ 2 100％
総点数（点） 7 53.86％ 4 30.76％ 1 7.69％ 1 7.69％ 13 100％
総重量（g） 57 32.21％ 28 15.81％ 4 2.25％ 88 49.73％ 177 100％
口残値 8.42 90.18％ 0.36 3.87％ 0.08 0.89％ 0.47 5.06％ 9.34 100％
口縁数（点） 88 87.13％ 6 5.94％ 2 1.98％ 5 4.95％ 101 100％
底残値 5.97 79.94％ 0.20 2.60％ 0.39 5.20％ 0.92 12.26％ 7.47 100％
底部数（点） 11 68.75％ 1 6.25％ 1 6.25％ 3 18.75％ 16 100％
総点数（点） 175 82.98％ 1 0.47％ 7 3.31％ 2 0.94％ 9 4.26％ 12 5.68％ 3 1.42％ 2 0.94％ 211 100％
総重量（g） 1,530 77.98％ 20 1.01％ 33 1.68％ 65 3.31％ 71 3.61％ 169 8.60％ 31 1.57％ 44 2.24％ 1,963 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 13 92.86％ 1 7.14％ 14 100％
総重量（g） 26 86.67％ 4 13.33％ 30 100％
口残値
口縁数（点）
底残値 0.22 44.51％ 0.28 55.49％ 0.50 100％
底部数（点） 2 66.67％ 1 33.33％ 3 100％
総点数（点） 27 84.38％ 1 3.12％ 2 6.25％ 2 6.25％ 32 100％
総重量（g） 29 47.56％ 16 26.22％ 10 16.39％ 6 9.83％ 61 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 100.00％ 4 100％
総重量（g） 18 100.00％ 18 100％
口残値 0.31 100.00％ 0.31 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値 1.00 100.00％ 1.00 100％
底部数（点）
総点数（点） 16 64.00％ 9 36.00％ 25 100％
総重量（g） 113 51.59％ 106 48.41％ 219 100％
口残値 0.20 77.69％ 0.06 22.31％ 0.25 100％
口縁数（点） 3 75.00％ 1 25.00％ 4 100％
底残値 0.56 76.91％ 0.17 23.09％ 0.72 100％
底部数（点） 3 75.00％ 1 25.00％ 4 100％
総点数（点） 17 62.99％ 4 14.81％ 2 7.40％ 1 3.70％ 2 7.40％ 1 3.70％ 27 100％
総重量（g） 60 39.49％ 40 26.32％ 2 1.31％ 10 6.57％ 22 14.47％ 18 11.84％ 152 100％

1区 SK3

1区 SK35

1区 SK38

1区 SK36

1区 SK37

1区 SK33

1区 SK39

1区 SK51

1区 SK86

1区 SK88

1区 SK98

1区 SK107

1区 SK151

1区 SK182

1区 SK179

1 平安時代の遺構から出土した土器（土師器・黒色土器・須恵器）の構成比率を示した表である。
2 土器の計測法は口縁部残存率法〔宇野1992・春日1994〕と、それを応用した底部残存率法により計測した。また、併せて口縁数・底部数を示した。
3 口縁・底部残存率によって得られた数値は*/36を示し、それぞれ口残値・底残値と略記した。

遺構名
種別 食膳具 煮炊具 貯蔵具

合計土師器 黒色土器 須恵器 土師器 須恵器
計測法 無台椀 有台皿 無台椀 無台杯 有台杯 長甕 小甕 鍋 大甕 長頸壺 短頸壺 長胴壺 横瓶
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口残値 0.25 89.93％ 0.03 10.07％ 0.28 100％
口縁数（点） 5 83.34％ 1 16.66％ 6 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 8 72.73％ 3 27.27％ 11 100％
総重量（g） 29 82.86％ 6 17.14％ 35 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値 0.14 100.00％ 0.14 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 5 62.50％ 2 25.00％ 1 12.50％ 8 100％
総重量（g） 11 44.00％ 3 12.00％ 11 44.00％ 25 100％
口残値 0.17 25.00％ 0.11 16.76％ 0.39 58.24％ 0.67 100％
口縁数（点） 2 18.18％ 1 9.09％ 8 72.73％ 11 100％
底残値 0.36 100.00％ 0.36 100％
底部数（点） 2 100.00％ 2 100％
総点数（点） 14 42.42％ 1 3.03％ 18 54.55％ 33 100％
総重量（g） 57 6.71％ 8 0.94％ 784 92.35％ 849 100％
口残値 0.33 85.66％ 0.03 7.17％ 0.03 7.17％ 0.39 100％
口縁数（点） 3 60.00％ 1 20.00％ 1 20.00％ 5 100％
底残値 2.72 100.00％ 2.72 100％
底部数（点） 6 100.00％ 6 100％
総点数（点） 19 52.82％ 6 16.66％ 6 16.66％ 2 5.55％ 1 2.77％ 1 2.77％ 1 2.77％ 36 100％
総重量（g） 173 56.95％ 34 11.18％ 14 4.60％ 39 12.82％ 40 13.15％ 1 0.32％ 3 0.98％ 304 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 10 90.91％ 1 9.09％ 11 100％
総重量（g） 5 38.47％ 8 61.53％ 13 100％
口残値 0.08 60.00％ 0.06 40.00％ 0.14 100％
口縁数（点） 1 50.00％ 1 50.00％ 2 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 16.66％ 4 22.22％ 10 55.57％ 1 5.55％ 18 100％
総重量（g） 5 10.63％ 20 42.57％ 9 19.14％ 13 27.66％ 47 100％
口残値 0.20 77.69％ 0.06 22.31％ 0.25 100％
口縁数（点） 3 75.00％ 1 25.00％ 4 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 9 42.87％ 1 4.76％ 3 14.28％ 8 38.09％ 21 100％
総重量（g） 12 8.35％ 1 0.69％ 20 13.88％ 111 77.08％ 144 100％
口残値 0.42 100.00％ 0.42 100％
口縁数（点） 7 100.00％ 7 100％
底残値 0.45 100.00％ 0.45 100％
底部数（点） 3 100.00％ 3 100％
総点数（点） 28 96.56％ 1 3.44％ 29 100％
総重量（g） 78 98.74％ 1 1.26％ 79 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 4 100.00％ 4 100％
口残値 0.53 52.76％ 0.03 2.79％ 0.39 38.86％ 0.06 5.59％ 1.00 100％
口縁数（点） 11 52.39％ 1 4.76％ 8 38.09％ 1 4.76％ 21 100％
底残値 0.45 51.63％ 0.42 48.37％ 0.86 100％
底部数（点） 2 66.67％ 1 33.33％ 3 100％
総点数（点） 39 46.49％ 8 9.53％ 29 34.51％ 3 3.58％ 3 3.58％ 2 2.31％ 84 100％
総重量（g） 68 15.50％ 101 23.02％ 88 20.06％ 47 10.72％ 13 2.98％ 122 27.72％ 439 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 2 100.00％ 2 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 80.00％ 1 20.00％ 5 100％
総重量（g） 9 75.00％ 3 25.00％ 12 100％
口残値 0.03 16.66％ 0.03 16.66％ 0.06 33.34％ 0.06 33.34％ 0.17 100％
口縁数（点） 1 25.00％ 1 25.00％ 1 25.00％ 1 25.00％ 4 100％
底残値 0.25 69.07％ 0.11 30.93％ 0.36 100％
底部数（点） 2 66.67％ 1 33.33％ 3 100％
総点数（点） 34 50.01％ 2 2.94％ 2 2.94％ 25 36.76％ 2 2.94％ 2 2.94％ 1 1.47％ 68 100％
総重量（g） 65 28.01％ 4 1.72％ 7 3.01％ 119 51.32％ 2 0.86％ 30 12.93％ 5 2.15％ 232 100％
口残値 0.33 74.90％ 0.06 12.55％ 0.06 12.55％ 0.45 100％
口縁数（点） 6 75.00％ 1 12.50％ 1 12.50％ 8 100％
底残値 2.92 88.97％ 0.17 5.09％ 0.20 5.94％ 3.28 100％
底部数（点） 17 89.48％ 1 5.26％ 1 5.26％ 19 100％
総点数（点） 127 65.43％ 1 0.50％ 28 14.44％ 15 7.74％ 13 6.71％ 4 2.07％ 2 1.04％ 4 2.07％ 194 100％
総重量（g） 284 36.15％ 1 0.11％ 114 14.53％ 31 3.95％ 183 23.34％ 85 10.83％ 43 5.48％ 44 5.61％ 785 100％
口残値 0.61 100.00％ 0.61 100％
口縁数（点） 13 100.00％ 13 100％
底残値 0.97 68.58％ 0.08 5.91％ 0.36 25.51％ 1.42 100％
底部数（点） 5 62.50％ 1 12.50％ 2 25.00％ 8 100％
総点数（点） 58 70.76％ 2 2.43％ 4 4.87％ 7 8.54％ 8 9.76％ 1 1.21％ 2 2.43％ 82 100％
総重量（g） 105 24.59％ 15 3.51％ 5 1.17％ 46 10.77％ 123 28.82％ 30 7.02％ 103 24.12％ 427 100％
口残値 4.25 81.36％ 0.06 1.07％ 0.14 2.65％ 0.11 2.14％ 0.42 7.97％ 0.11 2.14％ 0.08 1.60％ 0.06 1.07％ 5.23 100％
口縁数（点） 73 83.97％ 1 1.14％ 2 2.29％ 1 1.14％ 5 5.74％ 2 2.29％ 2 2.29％ 1 1.14％ 87 100％
底残値 1.67 88.21％ 0.14 7.35％ 0.08 4.44％ 1.89 100％
底部数（点） 9 75.01％ 2 16.66％ 1 8.33％ 12 100％
総点数（点） 262 64.89％ 6 1.48％ 9 2.22％ 1 0.24％ 64 15.85％ 28 6.93％ 22 5.44％ 6 1.48％ 2 0.49％ 1 0.24％ 3 0.74％ 404 100％
総重量（g） 580 30.93％ 24 1.27％ 24 1.27％ 11 0.58％ 575 30.65％ 61 3.24％ 403 21.49％ 61 3.24％ 8 0.42％ 8 0.42％ 122 6.49％ 1,877 100％

遺構名
種別 食膳具 煮炊具 貯蔵具

合計土師器 黒色土器 須恵器 土師器 須恵器
計測法 無台椀 有台皿 無台椀 無台杯 有台杯 長甕 小甕 鍋 大甕 長頸壺 短頸壺 長胴壺 横瓶

1区 SK180

1区 SK89

1区 SK87

1区 SK92

1区 SK201

1区 SK193

1区 SK194

1区 SK200

1区 SK185

1区 SK189

1区 SK196

1区 SX106

1区 SX161

1区 SX183

1区 SD1

1区 SD2



別
　
　
　
表

94

口残値 0.67 79.89％ 0.03 3.35％ 0.11 13.41％ 0.03 3.35％ 0.84 100％
口縁数（点） 12 75.00％ 1 6.25％ 2 12.50％ 1 6.25％ 16 100％
底残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 46 44.24％ 1 0.96％ 22 21.15％ 32 30.77％ 2 1.92％ 1 0.96％ 104 100％
総重量（g） 124 29.04％ 3 0.70％ 87 20.37％ 33 7.73％ 147 34.43％ 33 7.73％ 427 100％
口残値 0.14 100.00％ 0.14 100％
口縁数（点） 2 100.00％ 2 100％
底残値 0.47 100.00％ 0.47 100％
底部数（点） 2 100.00％ 2 100％
総点数（点） 9 100.00％ 9 100％
総重量（g） 48 100.00％ 48 100％
口残値 1.53 88.65％ 0.03 1.62％ 0.06 3.24％ 0.08 4.87％ 0.03 1.62％ 1.72 100％
口縁数（点） 33 84.63％ 1 2.56％ 1 2.56％ 3 7.69％ 1 2.56％ 39 100％
底残値 3.22 86.56％ 0.25 6.71％ 0.11 3.00％ 0.14 3.73％ 3.72 100％
底部数（点） 29 90.64％ 1 3.12％ 1 3.12％ 1 3.12％ 32 100％
総点数（点） 273 68.12％ 8 1.99％ 4 0.99％ 59 14.72％ 21 5.23％ 24 5.98％ 9 2.24％ 2 0.49％ 1 0.24％ 401 100％
総重量（g） 541 34.52％ 20 1.27％ 11 0.70％ 383 24.43％ 56 3.57％ 279 17.79％ 124 7.90％ 32 2.04％ 122 7.78％ 1,568 100％
口残値 0.53 63.32％ 0.06 6.71％ 0.25 29.97％ 0.83 100％
口縁数（点） 12 57.15％ 2 9.52％ 7 33.33％ 21 100％
底残値 2.31 100.00％ 2.31 100％
底部数（点） 7 100.00％ 7 100％
総点数（点） 99 63.48％ 1 0.64％ 1 0.64％ 23 14.74％ 12 7.69％ 18 11.53％ 2 1.28％ 156 100％
総重量（g） 280 28.05％ 2 0.20％ 6 0.60％ 110 11.02％ 14 1.40％ 356 35.69％ 230 23.04％ 998 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 10 90.91％ 1 9.09％ 11 100％
総重量（g） 6 54.55％ 5 45.45％ 11 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値 0.14 100.00％ 0.14 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 16 69.58％ 1 4.34％ 5 21.74％ 1 4.34％ 23 100％
総重量（g） 28 60.88％ 1 2.17％ 11 23.91％ 6 13.04％ 46 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 28.57％ 2 28.57％ 3 42.86％ 7 100％
総重量（g） 1 4.34％ 2 8.69％ 20 86.97％ 23 100％
口残値 0.06 50.00％ 0.06 50.00％ 0.11 100％
口縁数（点） 1 50.00％ 1 50.00％ 2 100％
底残値 0.92 100.00％ 0.92 100％
底部数（点） 3 100.00％ 3 100％
総点数（点） 14 43.75％ 1 3.12％ 17 53.13％ 32 100％
総重量（g） 36 30.50％ 2 1.69％ 80 67.81％ 118 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 100.00％ 4 100％
総重量（g） 6 100.00％ 6 100％
口残値 0.22 72.64％ 0.06 27.36％ 0.03 27.36％ 0.31 127％
口縁数（点） 5 71.43％ 1 14.29％ 1 14.28％ 7 100％
底残値 0.36 100.00％ 0.36 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 27 81.82％ 1 3.03％ 5 15.15％ 33 100％
総重量（g） 48 34.04％ 20 14.18％ 73 51.78％ 141 100％
口残値 0.11 100.00％ 0.11 100％
口縁数（点） 4 100.00％ 4 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00％ 3 100％
総重量（g） 9 100.00％ 9 100％
口残値
口縁数（点）
底残値 0.20 100.00％ 0.20 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 1 33.33％ 1 33.33％ 1 33.33％ 3 100％
総重量（g） 2 10.52％ 1 5.26％ 16 84.22％ 19 100％
口残値
口縁数（点）
底残値 0.14 100.00％ 0.14 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 2 66.67％ 1 33.33％ 3 100％
総重量（g） 6 66.67％ 3 33.33％ 9 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00％ 3 100％
総重量（g） 3 100.00％ 3 100％
口残値 0.03 100.00％ 0.03 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 1 100.00％ 1 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 3 100.00％ 3 100％

遺構名
種別 食膳具 煮炊具 貯蔵具

合計土師器 黒色土器 須恵器 土師器 須恵器
計測法 無台椀 有台皿 無台椀 無台杯 有台杯 長甕 小甕 鍋 大甕 長頸壺 短頸壺 長胴壺 横瓶

1区 SD2-b

1区 SD25

1区 SD4

1区 SD32

1区 SD176

1区 SD181

1区 SD95

1区 SD90

1区 SD109

1区 SD96

1区 SD191

1区 Pit5

1区 Pit15

1区 Pit16

1区 Pit17

1区 Pit24
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口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00％ 1 50.00％ 2 100％
総重量（g） 2 50.00％ 2 50.00％ 4 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00％ 3 100％
総重量（g） 77 100.00％ 77 100％
口残値 0.08 100.00％ 0.08 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値 0.17 100.00％ 0.17 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 2 66.67％ 1 33.33％ 3 100％
総重量（g） 13 61.91％ 8 38.09％ 21 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 5 100.00％ 5 100％
口残値
口縁数（点）
底残値 0.31 100.00％ 0.31 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 2 66.67％ 1 33.33％ 3 100％
総重量（g） 23 74.20％ 8 25.80％ 31 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 2 100.00％ 2 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 40.00％ 3 60.00％ 5 100％
総重量（g） 5 33.33％ 10 66.67％ 15 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 4 100.00％ 4 100％
口残値 0.03 100.00％ 0.03 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00％ 1 50.00％ 2 100％
総重量（g） 14 70.00％ 6 30.00％ 20 100％
口残値
口縁数（点）
底残値 0.42 100.00％ 0.42 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 23 100.00％ 23 100％
口残値 0.22 72.64％ 0.08 27.36％ 0.31 100％
口縁数（点） 4 66.67％ 2 33.33％ 6 100％
底残値 0.17 14.31％ 1.00 85.69％ 1.17 100％
底部数（点） 1 50.00％ 1 50.00％ 2 100％
総点数（点） 9 69.24％ 3 23.07％ 1 7.69％ 13 100％
総重量（g） 33 23.57％ 24 17.14％ 83 59.29％ 140 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 80.00％ 1 20.00％ 5 100％
総重量（g） 3 75.00％ 1 25.00％ 4 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00％ 3 100％
総重量（g） 1 100.00％ 1 100％
口残値 0.03 100.00％ 0.03 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 1 16.66％ 1 16.66％ 4 66.68％ 6 100％
総重量（g） 1 1.35％ 3 4.05％ 70 94.60％ 74 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 9 100.00％ 9 100％
総重量（g） 7 100.00％ 7 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 3 100.00％ 3 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 1 100.00％ 1 100％

遺構名
種別 食膳具 煮炊具 貯蔵具

合計土師器 黒色土器 須恵器 土師器 須恵器
計測法 無台椀 有台皿 無台椀 無台杯 有台杯 長甕 小甕 鍋 大甕 長頸壺 短頸壺 長胴壺 横瓶

1区 Pit42

1区 Pit45

1区 Pit46

1区 Pit57

1区 Pit82

1区 Pit85

1区 Pit91

1区 Pit93

1区 Pit99

1区 Pit100

1区 Pit101

1区 Pit102

1区 Pit105

1区 Pit117

1区 Pit147

1区 Pit159
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口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 2 100.00％ 2 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 6 100.00％ 6 100％
口残値 0.20 87.45％ 0.03 12.55％ 0.22 100％
口縁数（点） 1 50.00％ 1 50.00％ 2 100％
底残値 0.20 100.00％ 0.20 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 4 36.37％ 1 9.09％ 3 27.27％ 2 18.18％ 1 9.09％ 11 100％
総重量（g） 11 4.52％ 13 5.34％ 98 40.33％ 15 6.17％ 106 43.64％ 243 100％
口残値 0.11 44.62％ 0.14 55.38％ 0.25 100％
口縁数（点） 2 66.67％ 1 33.33％ 3 100％
底残値 0.31 61.08％ 0.20 38.92％ 0.50 100％
底部数（点） 2 66.67％ 1 33.33％ 3 100％
総点数（点） 21 70.01％ 2 6.66％ 7 23.33％ 30 100％
総重量（g） 69 41.32％ 4 2.39％ 94 56.29％ 167 100％
口残値
口縁数（点）
底残値 0.14 100.00％ 0.14 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 4 100.00％ 4 100％
総重量（g） 8 100.00％ 8 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 2 100.00％ 2 100％
口残値 0.03 100.00％ 0.03 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 66.67％ 1 33.33％ 3 100％
総重量（g） 5 50.00％ 5 50.00％ 10 100％
口残値
口縁数（点）
底残値 0.22 100.00％ 0.22 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 2 28.57％ 3 42.87％ 1 14.28％ 1 14.28％ 7 100％
総重量（g） 3 16.66％ 2 11.11％ 3 16.66％ 10 55.57％ 18 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 6 100.00％ 6 100％
口残値 0.08 100.00％ 0.08 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 44 100.00％ 44 100％
口残値
口縁数（点）
底残値 0.25 100.00％ 0.25 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 17 100.00％ 17 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 1 100.00％ 1 100％
口残値 0.03 100.00％ 0.03 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 2 100.00％ 2 100％
口残値 0.08 30.10％ 0.20 69.90％ 0.28 100％
口縁数（点） 1 25.00％ 3 75.00％ 4 100％
底残値 0.75 100.00％ 0.75 100％
底部数（点） 3 100.00％ 3 100％
総点数（点） 11 57.90％ 1 5.26％ 7 36.84％ 19 100％
総重量（g） 78 20.68％ 3 0.79％ 296 78.53％ 377 100％
口残値 0.11 100.00％ 0.11 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 1 100.00％ 1 100％
口残値 0.92 100.00％ 0.92 100％
口縁数（点） 6 100.00％ 6 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 13 100.00％ 13 100％
総重量（g） 176 100.00％ 176 100％

遺構名
種別 食膳具 煮炊具 貯蔵具

合計土師器 黒色土器 須恵器 土師器 須恵器
計測法 無台椀 有台皿 無台椀 無台杯 有台杯 長甕 小甕 鍋 大甕 長頸壺 短頸壺 長胴壺 横瓶

1区 Pit162

1区 Pit175

1区 Pit184

1区 Pit198

1区 Pit199

1区 Pit202

1区 Pit203

1区 Pit204

1区 Pit205

1区 Pit206

1区 Pit207

1区 Pit208

1区 Pit209

1区 Pit210

1区 Pit212

1区 Pit213
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口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 22 100.00％ 22 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 2 100.00％ 2 100％
口残値 0.11 50.00％ 0.11 50.00％ 0.22 100％
口縁数（点） 2 66.67％ 1 33.33％ 3 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 75.00％ 1 25.00％ 4 100％
総重量（g） 4 33.33％ 8 66.67％ 12 100％
口残値 0.17 100.00％ 0.17 100％
口縁数（点） 2 100.00％ 2 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 80.00％ 1 20.00％ 5 100％
総重量（g） 14 35.89％ 25 64.11％ 39 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 1 100.00％ 1 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 57.15％ 1 14.28％ 2 28.57％ 7 100％
総重量（g） 4 57.15％ 1 14.28％ 2 28.57％ 7 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00％ 1 50.00％ 2 100％
総重量（g） 1 20.00％ 4 80.00％ 5 100％
口残値 0.03 100.00％ 0.03 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値 0.14 27.74％ 0.36 72.26％ 0.50 100％
底部数（点） 1 33.33％ 2 66.67％ 3 100％
総点数（点） 8 57.15％ 6 42.85％ 14 100％
総重量（g） 14 35.00％ 26 65.00％ 40 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00％ 3 100％
総重量（g） 20 100.00％ 20 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 1 100.00％ 1 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 1 100.00％ 1 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 2 100.00％ 2 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 100.00％ 4 100％
総重量（g） 5 100.00％ 5 100％
口残値 1.00 41.84％ 0.33 13.98％ 1.00 41.84％ 0.06 2.34％ 2.39 100％
口縁数（点） 2 7.69％ 4 15.38％ 19 73.09％ 1 3.84％ 26 100％
底残値 1.33 60.01％ 0.89 39.99％ 2.22 100％
底部数（点） 4 57.15％ 3 42.85％ 7 100％
総点数（点） 95 38.94％ 43 17.62％ 102 41.82％ 2 0.81％ 2 0.81％ 244 100％
総重量（g） 172 14.85％ 440 37.99％ 457 39.48％ 38 3.28％ 51 4.40％ 1,158 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 39 100.00％ 39 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 30.00％ 5 50.00％ 1 10.00％ 1 10.00％ 10 100％
総重量（g） 6 19.35％ 8 25.81％ 2 6.45％ 15 48.39％ 31 100％

遺構名
種別 食膳具 煮炊具 貯蔵具

合計土師器 黒色土器 須恵器 土師器 須恵器
計測法 無台椀 有台皿 無台椀 無台杯 有台杯 長甕 小甕 鍋 大甕 長頸壺 短頸壺 長胴壺 横瓶

1区 Pit214

1区 Pit215

1区 Pit216

1区 Pit217

1区 Pit219

1区 Pit220

1区 Pit221

1区 Pit222

2区 河20

2区 Pit4

2区 Pit5

2区 Pit9

4区 SD1

3区 SK6

3区 SK7

3区 SD1
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口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00％ 1 50.00％ 2 100％
総重量（g） 2 33.33％ 4 66.67％ 6 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 2 100.00％ 2 100％
口残値
口縁数（点）
底残値 0.11 100.00％ 0.11 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 8 100.00％ 8 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 80.00％ 1 20.00％ 5 100％
総重量（g） 6 37.50％ 10 62.50％ 16 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 1 100.00％ 1 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 4 100.00％ 4 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 5 100.00％ 5 100％
口残値 0.08 100.00％ 0.08 100％
口縁数（点） 2 100.00％ 2 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 6 100.00％ 6 100％
総重量（g） 26 100.00％ 26 100％
口残値 1.47 100.00％ 1.47 100％
口縁数（点） 10 100.00％ 10 100％
底残値 2.08 100.00％ 2.08 100％
底部数（点） 5 100.00％ 5 100％
総点数（点） 30 93.75％ 2 6.25％ 32 100％
総重量（g） 262 98.87％ 3 1.13％ 265 100％
口残値
口縁数（点）
底残値 0.42 100.00％ 0.42 100％
底部数（点） 1 100.00％ 1 100％
総点数（点） 2 100.00％ 2 100％
総重量（g） 6 100.00％ 6 100％
口残値 0.31 100.00％ 0.31 100％
口縁数（点） 3 100.00％ 3 100％
底残値 1.25 100.00％ 1.25 100％
底部数（点） 5 100.00％ 5 100％
総点数（点） 13 100.00％ 13 100％
総重量（g） 68 100.00％ 68 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 4 100.00％ 4 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 1 100.00％ 1 100％
口残値 1.33 82.68％ 0.11 6.93％ 0.11 6.93％ 0.06 3.46％ 1.61 100％
口縁数（点） 15 83.35％ 1 5.55％ 1 5.55％ 1 5.55％ 18 100％
底残値 4.11 90.24％ 0.45 9.76％ 4.56 100％
底部数（点） 8 88.89％ 1 11.11％ 9 100％
総点数（点） 46 63.90％ 4 5.55％ 9 12.50％ 9 12.50％ 4 5.55％ 72 100％
総重量（g） 284 49.93％ 40 7.02％ 81 14.23％ 114 20.04％ 50 8.78％ 569 100％
口残値 0.06 100.00％ 0.06 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 6 100.00％ 6 100％
口残値 0.17 100.00％ 0.17 100％
口縁数（点） 3 100.00％ 3 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 42.85％ 4 57.15％ 7 100％
総重量（g） 8 57.15％ 6 42.85％ 14 100％

遺構名
種別 食膳具 煮炊具 貯蔵具

合計土師器 黒色土器 須恵器 土師器 須恵器
計測法 無台椀 有台皿 無台椀 無台杯 有台杯 長甕 小甕 鍋 大甕 長頸壺 短頸壺 長胴壺 横瓶

3区 SD10

3区 SD21

3区 SD12

3区 SD13

3区 SD4

3区 SD5

3区 SD23

3区 SD2

5 区 SK23
上層

5 区 SK69
上層

5 区 SK49
上層

5 区 SK45
上層

5 区 SK44
上層

5 区 SK41
上層

5 区 SK61
上層

5 区 SX39
上層
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口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 1 100.00％ 1 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 100.00％ 4 100％
総重量（g） 3 100.00％ 3 100％
口残値 0.53 90.42％ 0.06 9.58％ 0.58 100％
口縁数（点） 7 87.50％ 1 12.50％ 8 100％
底残値 0.11 66.67％ 0.06 33.33％ 0.17 100％
底部数（点） 1 50.00％ 1 50.00％ 2 100％
総点数（点） 15 71.43％ 6 28.57％ 21 100％
総重量（g） 52 81.25％ 12 18.75％ 64 100％
口残値 0.17 46.15％ 0.14 38.39％ 0.06 15.46％ 0.36 100％
口縁数（点） 2 40.00％ 2 40.00％ 1 20.00％ 5 100％
底残値 0.42 100.00％ 0.42 100％
底部数（点） 3 100.00％ 3 100％
総点数（点） 20 64.53％ 5 16.12％ 6 19.35％ 31 100％
総重量（g） 55 44.00％ 52 41.60％ 18 14.40％ 125 100％
口残値 0.08 100.00％ 0.08 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値 0.08 100.00％ 0.08 100％
底部数（点） 2 100.00％ 2 100％
総点数（点） 7 29.16％ 9 37.51％ 6 25.00％ 2 8.33％ 24 100％
総重量（g） 15 11.53％ 31 23.85％ 16 12.30％ 68 52.32％ 130 100％
口残値 0.03 16.76％ 0.14 83.24％ 0.17 100％
口縁数（点） 1 33.33％ 2 66.67％ 3 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33％ 2 66.67％ 3 100％
総重量（g） 1 20.00％ 4 80.00％ 5 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00％ 1 100％
総重量（g） 18 100.00％ 18 100％
口残値 0.03 100.00％
口縁数（点） 1 100.00％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00％ 1 50.00％ 2 100％
総重量（g） 2 9.09％ 20 90.91％ 22 100％

遺構名
種別 食膳具 煮炊具 貯蔵具

合計土師器 黒色土器 須恵器 土師器 須恵器
計測法 無台椀 有台皿 無台椀 無台杯 有台杯 長甕 小甕 鍋 大甕 長頸壺 短頸壺 長胴壺 横瓶

5 区 SX40
上層

5 区 SX67
上層

5 区 SD37
上層

5 区 SD1-a
上層

5 区 SD1-b
上層

5 区 SD77
上層

5 区 SD78
上層

5 区 SD79
上層

口残値 0.25 0.25 100％
口縁数（点） 2 2 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 5 55.56％ 4 44.44％ 9 100％
総重量（g） 40 50.00％ 40 50.00％ 80 100％
口残値 0.03 100.00％ 0.03 100％
口縁数（点） 1 100.00％ 1 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 9 69.24％ 4 30.76％ 13 100％
総重量（g） 72 80.00％ 18 20.00％ 90 100％
口残値 0.45 55.15％ 0.22 27.63％ 0.14 17.22％ 0.81 100％
口縁数（点） 4 40.00％ 4 40.00％ 2 20.00％ 10 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 16 34.78％ 28 60.88％ 2 4.34％ 46 100％
総重量（g） 228 41.03％ 306 55.07％ 22 3.90％ 556 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 15 88.24％ 2 11.76％ 17 100％
総重量（g） 151 82.96％ 31 17.04％ 182 100％
口残値 0.25 39.12％ 0.39 60.88％ 0.64 100％
口縁数（点） 5 38.46％ 8 61.54％ 13 100％
底残値 0.22 100.00％ 0.22 100％
底部数（点） 2 100.00％ 2 100％
総点数（点） 65 8.17％ 727 91.46％ 3 0.37％ 795 100％
総重量（g） 256 7.36％ 3164 91.14％ 54 1.50％ 3,474 100％
口残値 0.08 33.33％ 0.08 33.33％ 0.08 33.33％ 0.25 100％
口縁数（点） 1 25.00％ 1 25.00％ 2 50.00％ 4 100％
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 0.72％ 37 27.00％ 97 70.83％ 2 1.45％ 137 100％
総重量（g） 14 1.76％ 177 22.35％ 590 74.51％ 11 1.38％ 792 100％
口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 7 16.28％ 36 83.72％ 43 100％
総重量（g） 25 13.89％ 155 86.11％ 180 100％

2区 河20

5区 SX80
下層

5区 SX81
下層

5区 SX82
下層

5区 SD77
下層

5区 SD78
上層

5区 SD79
上層

1 古墳時代の遺構から出土した土器（土師器）の構成比率を示した表である。
2 土器の計測法は口縁部残存率法〔宇野1992・春日1994〕と、それを応用した底部残存率法により計測した。また、併せて口縁数・底部数を示した。
3 口縁・底部残存率によって得られた数値は*/36を示し、それぞれ口残値・底残値と略記した。

食膳具
合計土師器

煮炊具 貯蔵具

別表6 沖ノ羽遺跡遺構出土古墳時代土器器種構成率

遺構名
種別

計測法 杯 高杯 甕 小形壷
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図版 1周辺の旧地形図（1/25,000）
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図版 2 遺跡周辺の旧地割図（1/10,000）

凡　　　例 
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新津町外二ヶ村開田耕地整理組合現形図　1922年　1/1,800→1/10,000 
新津郷耕地整理組合現形図　1940年頃　1/1,800→1/10,000 
新津市都市計画図　1995年　1/2,500→1/10,000
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図版 3沖ノ羽遺跡と周辺遺跡（1/20,000）
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図版 4 遺跡周辺の微地形（1/12,500）

遺構、遺物が検出されたトレンチ 

遺構、遺物が検出されなかったトレンチ 
圃場範囲 
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図版 5沖ノ羽遺跡調査区とグリッド設定図（1）（1/5,000）
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図版 6 沖ノ羽遺跡調査区とグリッド設定図（2）（1/2,500）
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図版 8沖ノ羽遺跡 1 区包含層の小グリッド別古代土器出土重量分布図（1/400）

16AA

15AA

14AA

17AA

18AA

19AA

20AA

21AA

22AA

23AA 23AB

22AB

21AB

20AB

19AB

18AB

17AB

16AB

15AB

14AB 14AC

15AC

16AC

17AC

18AC

19AC

20AC

21AC

22AC

23AC 23AD

22AD

21AD

20AD

19AD

18AD

17AD

16AD

15AD

14AD 14AE

15AE

16AE

17AE17AE

18AE

19AE

20AE

21AE

22AE

23AE 23AF

22AF

21AF

20AF

19AF

18AF

17AF

16AF

15AF

14AF

　
 
　
Y
:5
50
80
.0
00

　
 
　
Y
:5
50
90
.0
00

　
 
　
Y
:5
51
00
.0
00

　
 
　
Y
:5
51
10
.0
00

　
 
　
Y
:5
51
20
.0
00

　
 
　
Y
:5
51
30
.0
00

　
 

　
Y
:5
50
80
.0
00

　
 

　
Y
:5
50
90
.0
00

　
 

　
Y
:5
51
00
.0
00

　
 

　
Y
:5
51
10
.0
00

　
 

　
Y
:5
51
20
.0
00

　
 

　
Y
:5
51
30
.0
00

　 
　X:201820.000

　 
　X:201830.000

　 
　X:201840.000

　 
　X:201810.000

　 
　X:201800.000

　 
　X:201790.000

　 
　X:201780.000

　 
　X:201770.000

　 
　X:201760.000

　 
　X:201750.000

　 
　X:201820.000

　 
　X:201830.000

　 
　X:201840.000

　 
　X:201810.000

　 
　X:201800.000

　 
　X:201790.000

　 
　X:201780.000

　 
　X:201770.000

　 
　X:201760.000

　 
　X:201750.000

0 （1：400） 20m

 1～ 100g

 101～ 500g

 501～ 1,000g

 1,001～ 2,000g



図版 9 沖ノ羽遺跡 1 区基本層序実測図（1/40）
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1区基本層序SD 
Ⅰ. にぶい黄褐色土（10YR4/3） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。畑、耕作土。 
Ⅱ. 褐色土（10YR4/4） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
Ⅲ. オリーブ褐色土（2.5Y4/3） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
Ⅳ. 灰褐色土（7.5YR5/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黒色粒子混じる。 
Ⅴa. 黒褐色土（7.5YR3/1） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
Ⅴb. 暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 
Ⅴc. 黄灰色土（2.5Y5/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。間層。 
Ⅴd. 褐灰色土（10YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物混じる。 
Ⅵa. 黄灰色土（2.5Y5/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。地山。 
Ⅵb. 灰黄褐色土（10YR5/2） 砂質土層、粘性ややあり、しまりややあり。一部同色の砂質シルトが混じる。 

1区基本層序SA・SB・SC 
Ⅰ. にぶい黄褐色土（10YR4/3） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。畑、耕作土。 
Ⅱ. 褐色土（10YR4/4） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
Ⅲ. オリーブ褐色土（2.5Y4/3） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
Ⅳ. 褐色土（7.5YR4/4） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黒色粒子混じる。 
Ⅴb. 黒褐色土（7.5YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黄色ブロック混じり、炭化物少量混じる。包含層。 
Ⅴf. 褐色土（10YR4/4） シルト層、粘性あり、しまりあり。黄色ブロック混じり、炭化物少量混じる。包含層。   
Ⅵa. 灰オリーブ色土（5Y5/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。地山。 

Ⅵa

1区 基本層序SA 1区 基本層序SB

1区 基本層序SC

1区 基本層序SD

SD SD'
4.0m

SC SC'
4.0m

SA SA'
4.0m SB SB'

4.0m

※　 自然科学分析（植物珪酸体・花粉）サンプリング地点 

0 （1：40） 2m



図版 10沖ノ羽遺跡 1 区遺構全体平面図割付図（1/400）
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図版 11 沖ノ羽遺跡 1 区遺構平面部分図 1（1/100）

沖ノ羽遺跡小グリッド設定模式図 
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図版 15沖ノ羽遺跡 1 区遺構平面部分図 5（1/100）
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図版 16 沖ノ羽遺跡 1 区遺構平面部分図 6（1/100）
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図版 17沖ノ羽遺跡 1 区 SK3・33・35・36・37・38、SD2・32、Pit49 実測図（1/40）

Ⅵa

Ⅵa

Ⅵa

Ⅵa

Ⅵa

Ⅵa

1区 SK3

1区 SK35

P57

P100

1区 SK361区 Pit49

P49

1区 SK37

1区 SK33 1区 SD32

1区 SD2 1区 SK38

1区SK3覆土 
1.暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3） シルト層、粘性弱い、しまりあり。灰色ブロック混じる。黒色粒子多量混じる。 
2.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。 

1区SK38覆土 
1.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黒色粒子混じる。 
2.暗灰黄色土（2.5Y5/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黒色粒子混じる。 

1区SK33覆土 
1.暗褐色土（10YR3/4） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
2.黒褐色土（10YR2/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。炭化物多量混じる。灰色ブロック混じる。 

1区SD32覆土 
1.黒褐色土（2.5Y3/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物多量混じる。 

1区SK36覆土 
1.暗褐色土（10YR3/4） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
2.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
3.褐色土（10YR4/6） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
4.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。砂質土ブロック混じる。炭化物ブロック混じる。 

1区SK37覆土 
1.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黒色粒子混じる。 
2.黄褐色土（2.5Y5/4） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 

1区SD2覆土 
1.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性弱い、しまりあり。黒色粒子多量混じる。 
2.褐色土（10YR4/6） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
3.黒褐色土（2.5Y3/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物多量混じる。 
4.オリーブ褐色土（2.5Y4/3） シルト層、粘性あり、しまりあり。黄色ブロック混じる。 

1区SK35覆土 
1.暗褐色土（10YR3/4） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黄色ブロック混じる。炭化物多量混じる。 
2.オリーブ褐色土（2.5Y4/4） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
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図版 18 沖ノ羽遺跡 1 区 SK39・51・86・88・98、SD4 実測図（1/40）

Ⅵa
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Ⅵa

Ⅵa
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1区SK86覆土 
1.オリーブ褐色土（2.5Y4/4） シルト層、粘性弱い、しまりあり。 
2.黒褐色土（2.5Y3/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物多量混じる。 

1区SK88覆土 
1.暗赤褐色土（5YR3/6） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。一部、砂質土層入る。 

1区SK98覆土 
1.暗褐色土（10YR3/4） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。黒色粒子多量混じる。 
2.黄褐色土（10YR5/6） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
3.オリーブ褐色土（2.5Y4/3） シルト層、粘性あり、しまりあり。暗灰ブロック混じる。 
 

1区SK39覆土 
1.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黄色ブロック一部混じる。 
2.黒褐色土（10YR3/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物多量混じる。 
3.黄灰色土（2.5Y4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物多量混じる。黄色ブロック混じる。 
4.褐灰色土（10YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物多量混じる。 

1区SD4覆土 
1.オリーブ褐色土（2.5Y4/4） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黄色ブロック混じる。 
2.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。黄色ブロック混じる。 

1区SK51覆土 
1.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黄色砂質土ブロック混じる。 
2.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
3.暗褐色土（10YR3/3） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
4.黄灰色土（2.5Y4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。 

1区SD4覆土 
1.黄褐色土（2.5Y5/4） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 

1区SD4覆土 
1.オリーブ褐色土（2.5Y4/3） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
2.褐色土（10YR4/6） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物少量混じる。 
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図版 19沖ノ羽遺跡 1 区 SK60・107・151・179・180・182、SX106・161、SD2・4 実測図（1/40）
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1区SK179覆土 
1.黒褐色土（10YR3/1） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
2.灰色土（5Y4/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。　　 

1区SK60覆土 
1.褐色土（10YR4/4） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物多量混じる。 
2.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物及びブロック多量混じる。 
 
1区SD2覆土 
2.褐色土（10YR4/6） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
3.黒褐色土（2.5Y3/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物多量混じる。 
 
 

1区SX161覆土 
1.灰色土（5Y4/1） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。白灰ブロック入る。 
2.灰オリーブ色土（5Y5/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。砂質土混じる。黄色ブロック入る。 
3.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。砂質土ブロック入る。 
4.灰黄色土（2.5Y6/2） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。砂質が強い。黒色粒子混じる。 

1区SX106覆土 
1.黒褐色土（2.5Y3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黄色ブロック混じる。 
2.黄褐色土（2.5Y5/3） シルト層（砂混じる）、粘性ややあり、しまりややあり。　 

1区SK107覆土 
1.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。黄色ブロック混じる。 
2.灰黄褐色土（10YR5/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物混じる。　　　 

1区SD4覆土 
1.オリーブ褐色土（2.5Y4/3） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
2.褐色土（10YR4/6） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物少量混じる。 

1区SK151覆土 
1.暗褐色土（10YR3/4） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 

1区SK182覆土 
1.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
2.灰黄褐色土（10YR5/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。砂質土ブロック入る。 

1区SD4覆土 
1.黒褐色土（2.5Y3/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 

1区SD2覆土 
1.褐灰色土（10YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。砂ブロック入る。 
2.にぶい黄褐色土（10YR4/3） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 

1区SK180覆土 
1.にぶい黄褐色土（10YR4/3） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
2.暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。灰色ブロック入る。 
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図版 20 沖ノ羽遺跡 1 区 SK87・89・92・150・193・194・200・201、SD2・191 実測図（1/40）

Ⅵa

Ⅵa

Ⅵa

Ⅵa

Ⅵa

Ⅵa

Ⅵa

Ⅵa

1区 SK200

 SD191

1区 SK194

1区 SK89

1区 SK87

1区 SK92 1区 SD2

1区 SK150

1区 SK193

1区 SD2

1区 SK201

1 2 3 4

Ⅵa

P 

1

Ⅵa

1

2

Ⅵa

Ⅵa

Ⅵa

1 1

2

2

3

3
Ⅵa

12

Ⅵa

1

Ⅵa

1区SK201覆土 
1.褐色土（10YR4/6） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
 炭化物混じる。 

1区SK193覆土 
1.オリーブ褐色土（2.5Y4/4） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
 炭化物が混じる。 

1区SK194覆土 
1.褐色土（7.5YR4/4） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物が混じる。 
2.黄褐色土（10Y5/6） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物が混じる。 

1区SK92覆土 
1.黒褐色土（2.5Y3/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。黒色粒子、黄色ブロック混じる。 
2.黒褐色土（10YR3/1） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物多量混じる。 
3.褐色土（10YR4/4） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物、暗灰ブロック混じる。 
 
1区SD2覆土 
1.褐色土（10YR4/4） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
2.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物多量混じる。 
3.黄灰色土（2.5Y4/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 

1区SK150覆土 
1.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
2.黄褐色土（10YR5/6） シルト層、粘性あり、しまりあり。暗灰ブロック混じる。 

1区SK200覆土 
1.暗灰黄色土（2.5Y5/2） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。鉄分多量混じる。 
2.黄褐色土（10YR5/6） シルト層、粘性あり、しまりややあり。黒色粒子混じる。 
3.黒色土（10YR2/1） 粘土層、粘性あり、しまりややあり。黄色ブロック混じる。 
4.オリーブ褐色土（2.5Y4/6） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物少量混じる。 
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図版 21沖ノ羽遺跡 1 区 SK185・188・189・195・196、SX187 実測図（1/40）
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1区SK196覆土 
1.褐灰色土（7.5YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 
 確認面に炭化物多量混じる。砂質土混じる。 

1区SK188覆土 
1.灰黄褐色土（10YR5/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
2.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。砂質土がブロック状に入る。炭化物が少量混じる。 

1区SK195覆土 
1.暗オリーブ褐色土（2.5YR3/3） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
 炭化物、黄色ブロックが混じる。 

1区SK185覆土 
1.黄褐色土（10YR5/6） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 
 灰色ブロック入る。炭化物が混じる。 
2.暗灰黄色土（2.5Y5/2） シルト層、粘性あり、しまり弱い。 
 全面に炭化物入る。暗灰黄色の土がブロック状に入る。 
3.灰黄色土（2.5Y6/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物が混じる。 

1区SK189覆土 
1.暗褐色土（10YR3/3） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
 炭化物が多量に混じる。 
2.褐色土（10YR4/4） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 
 炭化物が少量混じる。 
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図版 22 沖ノ羽遺跡 1 区 SX183、SD1・2・2-b・4・25 実測図（1/40）
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1区SX183 セクションC覆土 
1.にぶい黄褐色土（10YR4/3） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。黒色粒子混じる。 
2.灰色土（5Y5/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物少量混じる。 
3.黄褐色土（10YR5/6） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物少量混じる。 
 

1区SD1覆土 
1.褐色土（7.5YR4/4） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
2.オリーブ褐色土（2.5Y4/6） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。砂質土混じる。 

1区SD25覆土 
1.黄褐色土（2.5YR5/3） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。炭化物多量混じる。 

1区SD4覆土 
Ⅰ～Ⅴf層は基本層序に記載。 
1.オリーブ褐色土（2.5Y4/4） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黄色ブロック混じる。 
2.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。黄色ブロック混じる。 
3.暗灰黄色土（10YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
4.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物多量混じる。 
5.暗灰黄色土（2.5Y5/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。 

1区SD2覆土 
Ⅰ～Ⅵ層は基本層序に記載。 
1.にぶい黄褐色土（10YR4/3） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
2.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
3.褐灰色土（10YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物多量混じる。 
4.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。炭化物多量混じる。 
5.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。黄色粒子混じる。 
6.暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黒色粒子混じる。 
7.褐灰色土（10YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
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図版 23沖ノ羽遺跡 1 区 SD32・90・95・96・97・109・176・181・186・190・191・192・218 実測図（1/40）
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1区SD32覆土 
1.黄褐色土（10YR5/6） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
2.黄灰色土（2.5Y4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
3.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。 炭化物多量混じる。　 

1区SD176覆土 
1.黄褐色土（10YR5/6） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
2.黄灰色土（2.5Y4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。炭化物多量混じる。 

1区SD181覆土 
1.褐灰色土（10YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
2.灰オリーブ色土（5Y5/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。砂質土ブロック入る。 

1区SD95覆土 
1.にぶい黄褐色土（10YR4/3） シルト層、粘性あり、しまりあり。 

1区SD90覆土 
1.にぶい黄褐色土（10YR4/3） シルト層、粘性あり、しまりややあり。黄色ブロック混じる。 

1区SD96覆土 
1.暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3） シルト層、粘性あり、しまりややあり。黄色ブロック混じる。 
2.褐色土（10YR4/6） シルト層、粘性あり、しまりあり。 

1区SD97覆土 
1.黄褐色土（10YR5/8） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 炭化物少量混じる。  

1区SD192覆土 
1.灰オリーブ色土（5Y4/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。炭化物少量混じる。  

1区SD191覆土 
1.オリーブ褐色土（2.5YR4/3） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。炭化物混じる。 

1区SD218覆土 
1.褐色土（10YR4/6） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物少量混じる。 

1区SD186覆土 
Ⅰ～Ⅵ層は基本層序SDに記載。 
1.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。黄色ブロック混じる。一部砂質土入る。 

1区SD190覆土 
1.灰黄褐色土（10YR4/2）  シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物混じる。 
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図版 24 沖ノ羽遺跡 1 区 SB377・378・379 実測図（1/80）
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図版 25沖ノ羽遺跡 1 区 SB380・381・382 実測図（1/80）
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図版 26 沖ノ羽遺跡 1 区 SB383・384 実測図（1/80）
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図版 27沖ノ羽遺跡 2 区・ 4 区包含層の小グリッド別古代土器出土重量分布図（1/400）
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図版 28 沖ノ羽遺跡 2 区・ 4 区遺構全体平面図割付図（1/400）
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図版 30沖ノ羽遺跡 2 区遺構平面部分図（1/100）

沖ノ羽遺跡小グリッド設定模式図 
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図版 31 沖ノ羽遺跡 2 区基本層序実測図（1/40）
沖ノ羽遺跡 2 区 SK18、SX1 実測図（1/40）
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2区基本層序 
 Ⅰ. 褐色土（7.5YR4/4） 粘性ややあり、しまりあり。表土。水田耕作土。 
 Ⅱ. にぶい黄褐色土（10YR4/3） 粘性ややあり、しまりあり。  
 Ⅲa. 暗褐色土（10YR3/3） 粘性ややあり、しまりあり。 
 Ⅲb. 褐色土（10YR4/4） 粘性ややあり、しまりあり。黒色粒が混じる。 
 Ⅳ. 灰褐色土（7.5YR4/2） 粘性あり、しまりあり。一部黒色ブロックが入る。 
 Ⅳa. オリーブ褐色土（2.5YR4/3） シルト層。粘性ややあり、しまりあり。黒色粒子が混じる。 
 Ⅳb. にぶい黄褐色土（10YR5/3） シルト層。粘性ややあり、しまりあり。黒色粒子が混じる。 
 Ⅴb. 黒褐色土（10YR3/2） 粘性あり、しまりややあり。黒色ブロックが入る。包含層。 
 Ⅵ. 灰黄褐色土（10YR5/2） 粘性あり、しまりあり。黄褐色の土が混じる。 
 Ⅴd～Ⅴe.褐色土（10YR4/4） シルト層。粘性ややあり、しまりあり。 
 Ⅴf. 黒褐色土（2.5YR3/2） シルト層。粘性あり、しまりあり。 

2区SX1覆土 
1.褐灰色土（10YR4/1） 粘性あり、しまりあり。黄褐色のブロック混入。細かい砂が混じる。 
2.黄灰色土（2.5YR4/1） 粘性非常にあり、しまりあり。 

2区SK18覆土 
1.1.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黄色ブロックが入る。 



図版 32沖ノ羽遺跡 2 区河 20 土層断面図（1/100）
沖ノ羽遺跡 4 区遺構平面部分図（1/100）
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図版 33 沖ノ羽遺跡 4 区基本層序実測図（1/40）
沖ノ羽遺跡 4 区 SD1 実測図（1/40）
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 Ⅰ.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性弱い、しまりあり。（水田耕作土） 
 Ⅱ～Ⅲ.にぶい黄褐色土（10YR5/4） シルト層、粘性弱い、しまりあり。黒色粒混じる。 
 Ⅳ.灰オリーブ色土（5Y5/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。黒色粒混じる。 
 Ⅴa.黄灰色土（2.5Y4/1） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。包含層漸移層。 
 Ⅴb.褐灰色土（10YR4/1） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。包含層上層。 
 Ⅴc.褐灰色土（7.5YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。包含層漸移層。 
 Ⅴd.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。間層。 
 Ⅴe.暗灰黄色土（2.5Y5/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。間層。 
 Ⅴf.黄灰色土（2.5Y4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。包含層下層。 
Ⅴg.褐灰色土（7.5YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。 
Ⅵa.黄灰色土（2.5Y6/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。地山。　    

4区SD1覆土 
1.黄灰色土（2.5Y4/1） シルト層、粘性あり、しまりあり。灰色ブロック混じる。 
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図版 34沖ノ羽遺跡 3 区遺構平面図（1/250）
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図版 35 沖ノ羽遺跡 3 区包含層の小グリッド別古代土器出土重量分布図（1/400）
沖ノ羽遺跡 3 区遺構全体平面図割付図（1/400）
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図版 37沖ノ羽遺跡 3 区遺構平面部分図 2（1/100）
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図版 38 沖ノ羽遺跡 3 区基本層序実測図（1/40）
沖ノ羽遺跡 3 区 SK6・7・8・9・18 実測図（1/40）
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3区SK6覆土  
1.黒褐色土（2.5Y3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。炭化物少量混じる。　　 
2.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物少量混じる。黄色ブロック混じる。　　 
3.黄褐色土（10YR5/6） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物少量混じる。　　 
4.暗灰黄色土（2.5Y5/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。　　 
5.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物多量混じる。　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3区SK7覆土   
1.黒褐色土（2.5Y3/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。黄色ブロック混じり。炭化物少量混じる。　 
2.にぶい黄褐色土（10YR4/3） シルト層、粘性あり、しまりあり。黒色粒子混じる。　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3区SK9覆土 
1.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。　　 
 
 
 
 

3区SK8覆土  
1.暗褐色土（10YR3/3） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。茶色粒子混じる。　　 
 
 
 
 
 

3区SK18覆土  
1.黄灰色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物少量混じる。　　　　 
 
 
 
 
 
 
 

3区基本層序 
 Ⅰa. 暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3） シルト層、粘性ややあり、しまり弱い。 
 Ⅰb. オリーブ褐色土（2.5Y4/3） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
 Ⅱ. にぶい黄褐色土（10YR4/3） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。  
 Ⅲ. 暗褐色土（7.5YR3/3） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
 Ⅳ. 暗褐色土（10YR3/4） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。黒色粒子混じる。 
 Ⅴ. 灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性ややあり、しまり弱い。炭化物多量混じる。 
 Ⅴa. 黒褐色土（10YR3/1） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物少量混じる。 
 Ⅴb. 黒褐色土（2.5Y3/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。黄褐色土混じる。 
 Ⅵa. 黄褐色土（2.5Y5/4） シルト層、粘性あり、しまり弱い。2.5Y6/8明黄褐色土・茶色粒子混じる。 



図版 39沖ノ羽遺跡 3 区 SD1・10・11・12・14・15・16・17・20・21・22、SK19 実測図（1/40）
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3区SD17覆土 
1.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性あり、しまり弱い。炭化物少量混じる。 

3区SK19覆土 
1.黒褐色土（10YR3/1） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。灰色ブロック入り。 

3区SD14覆土 
1.褐灰色土（10YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 

3区SD12覆土 
1.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 

3区SD17覆土 
1.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性あり、しまり弱い。炭化物少量混じる。 

3区SD16覆土 
1.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性あり、しまり弱い。黄色ブロック入り。 

3区SD15覆土 
1.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 

3区SD14覆土 
1.褐灰色土（10YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 

3区SD12覆土 
1.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 

3区SD22覆土 
1.暗褐色土（10YR3/4） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。灰色ブロック入り。 
2.褐色土（10YR4/4） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 

3区SD20覆土 
1.黒褐色土（2.5Y3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 

3区SD21覆土 
1.にぶい黄褐色土（10YR4/3） シルト層、粘性あり、しまり弱い。炭化物少量混じる。 
2.オリーブ褐色土（10YR4/4） シルト層、粘性ややあり、しまり弱い。灰色ブロック入り。 
3.灰黄褐色土（10YR4/6） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物少量混じり、灰色ブロック入り。 

3区SD10覆土 
1.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物混じる。 
2.褐色土（10YR4/4） シルト層、粘性あり、しまり弱い。灰色ブロック入り、炭化物少量混じる。 
3.灰黄褐色土（10YR5/2 粘土層、粘性あり、しまりややあり。 

3区SD1覆土 
※　Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ・Ⅵaは基本層序に記載 
Ⅴa.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 
 黒色粒子多量混じる。 
Ⅴb.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。 
 炭化物少量混じる。 
1.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性ある、しまりややあり。 
 黒色粒子少量混じる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3区SD11覆土 
1.黒褐色土（2.5Y3/1） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
 炭化物少量・黄褐色土混じる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図版 40 沖ノ羽遺跡 5 区上・下層包含層の小グリッド別古墳時代・古代土器出土重量分布図（1/400）

1～ 100g

101 ～ 500g

501 ～ 1,000g

1,001 ～ 2,000g
0 （1：400） 20m

5区下層（古墳時代） 5区上層（古代） 

　 
　Y:55320.000

　 
　Y:55310.000

　 
　Y:55300.000

　 
　Y:55290.000

　 
　Y:55280.000

　 
　Y:55270.000

　 
　Y:55260.000

　 
　Y:55250.000

　 
　Y:55240.000

　 
　Y:55320.000

　 
　Y:55310.000

　 
　Y:55300.000

　 
　Y:55290.000

　 
　Y:55280.000

　 
　Y:55270.000

　 
　Y:55260.000

　 
　Y:55250.000

　 
　Y:55240.00008

A
Q

07
A
Q

06
A
Q

05
A
Q

08
A
R

07
A
R

06
A
R

05
A
R

08
A
S

07
A
S

06
A
S

05
A
S

08
A
T

07
A
T

06
A
T

05
A
T

08
A
U

07
A
U

06
A
U

05
A
U

08
A
V

07
A
V

06
A
V

05
A
V

08
A
W

07
A
W

05
A
W

06
A
W

08
A
X

07
A
X

06
A
X

05
A
X

08
A
Y

07
A
Y

06
A
Y

05
A
Y

07
A
Q

06
A
Q

05
A
Q

07
A
R

06
A
R

05
A
R

07
A
S

06
A
S

05
A
S

07
A
T

06
A
T

05
A
T

07
A
U

06
A
U

05
A
U

07
A
V

06
A
V

05
A
V

07
A
W

05
A
W

06
A
W

07
A
X

06
A
X

05
A
X

07
A
Y

06
A
Y

05
A
Y

　
 
　
X
:2
02
05
0.
00
0

　
 
　
X
:2
02
04
0.
00
0

　
 
　
X
:2
02
03
0.
00
0

　
 
　
X
:2
02
02
0.
00
0

　
 
　
X
:2
02
04
0.
00
0

　
 
　
X
:2
02
03
0.
00
0

　
 
　
X
:2
02
02
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
04
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
03
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
02
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
05
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
04
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
03
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
02
0.
00
0



図版 45沖ノ羽遺跡 5 区上層遺構全体平面図割付図（1/400）

部分図2

部分図1

部分図4

部分図3

0 （1：400） 20m

　 
　Y:55320.000

　 
　Y:55310.000

　 
　Y:55300.000

　 
　Y:55290.000

　 
　Y:55280.000

　 
　Y:55270.000

　 
　Y:55260.000

　 
　Y:55250.000

　 
　Y:55240.000

　 
　Y:55320.000

　 
　Y:55310.000

　 
　Y:55300.000

　 
　Y:55290.000

　 
　Y:55280.000

　 
　Y:55270.000

　 
　Y:55260.000

　 
　Y:55250.000

　 
　Y:55240.000

　
 

　
X
:2
02
05
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
06
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
04
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
03
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
02
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
01
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
00
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
05
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
06
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
04
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
03
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
02
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
01
0.
00
0

　
 

　
X
:2
02
00
0.
00
0

08
A
Q

07
A
Q

06
A
Q

05
A
Q

04
A
Q

03
A
Q

08
A
R

07
A
R

06
A
R

05
A
R

04
A
R

03
A
R

08
A
S

07
A
S

06
A
S

05
A
S

04
A
S

03
A
S

08
A
T

07
A
T

06
A
T

05
A
T

04
A
T

03
A
T

08
A
U

07
A
U

06
A
U

05
A
U

04
A
U

03
A
U

08
A
V

07
A
V

06
A
V

05
A
V

04
A
V

03
A
V

08
A
W

07
A
W

06
A
W

05
A
W

04
A
W

03
A
W

08
A
X

07
A
X

06
A
X

05
A
X

04
A
X

03
A
X

08
A
Y

07
A
Y

06
A
Y

05
A
Y

04
A
Y

03
A
Y



図版 46 沖ノ羽遺跡 5 区上層遺構平面部分図 1（1/100）
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図版 49沖ノ羽遺跡 5 区上層遺構平面部分図 4（1/100）
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図版 50 沖ノ羽遺跡 5 区基本層序実測図（1/40）
沖ノ羽遺跡 5 区上層 SK23・31・44・45・49・60・69・71・86・87・88、Pit22・72 実測図（1/40）
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5区Pit22覆土 
1.黒褐色土（7.5YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 

5区SK23覆土 
1.褐灰色土（5YR4/1） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。土器片、焼土、炭化物混じる。但し、周囲に赤変なし。 
2.灰褐色土（7.5YR4/2） シルト層、粘性あり、しまり弱い。黄色土、炭化物混じる。 

5区SK31覆土 
1.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。炭化物、焼土、土器片混じる。 

5区SK87覆土 
1.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。炭化物少量混じる。 

5区SK86覆土 
Ⅰ～Ⅴの土層注記は5区基本層序に記載。 
1.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。炭化物、黒色粒子混じる。 

5区SK88覆土 
1.灰黄褐色土（10YR5/2） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。炭化物含む。 
2.褐灰色土（7.5YR5/1） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。1より炭化物少ない。 
3.黒色土（5YR1.7/1） シルト層、粘性弱い、しまりあり。炭化物層に2層の土が少量混じる。 

5区SK44覆土 
1.褐灰色土（5YR4/1） シルト層、粘性弱い、しまりあり。炭化物混じる。 

5区SK45覆土 
1.黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物混じる。 

5区SK60覆土 
1.黄灰色土（2.5Y5/1） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 

5区Pit72覆土 
1.灰褐色土（7.5YR5/2） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。 炭化物入る。 

5区SK71覆土 
1.にぶい黄褐色土（10YR5/3） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。 

5区SK69覆土 
1.灰黄褐色土（10YR5/2） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。 
2.灰黄褐色土（7.5YR5/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
3.褐灰色土（5YR5/1） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物混じる。 

5区SK49覆土 
1.にぶい黄褐色土（10YR4/3） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物、土器片含む。 
2.黒褐色土（7.5YR2/2） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。炭化物多量含む。 
3.にぶい黄橙色土（10YR6/3） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。炭化物含む。 
4.暗灰黄色土（2.5Y5/2） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。炭化物含む。 
5.黒褐色土（10YR3/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物多量含む。 

5区基本層序  
Ⅰ.耕作土 褐色土（10YR4/4）  シルト層、粘性弱い、しまりあり。 
 褐灰色土（7.5YR4/1） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。土にブロックが混じる。 
Ⅱ. にぶい黄褐色土（10Y4/3） シルト層、粘性ややあり、しまりあり。 
Ⅲ. 灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性弱い、しまりあり。 
Ⅳ. 灰褐色土（7.5YR4/2） シルト層、粘性弱い、しまりあり。黒色粒子混じる。 
Ⅴ.包含層 黒褐色土（10YR3/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 
Ⅵa.地山 灰黄褐色土（10YR5/2） シルト層、粘性あり、しまりあり。土に10YR4/6褐色土が混じる。   
Ⅵb.地山2  灰褐色土（7.5YR5/2） 砂質シルト層、粘性弱い、しまりややあり。 



図版 51沖ノ羽遺跡 5 区上層 SK7・10・13・14・41・61・70、SX39・40・67、SD37・46・75 実測図（1/40）
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5区SX67覆土 
Ⅰ.黒褐色土（10YR2/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。盛土。 
 1 .暗褐色土（10YR3/3） シルト層、粘性弱い、しまりあり。2より少ない黒色粒子混じる。（盛土） 
 2 .灰褐色土（7.5YR4/2） シルト層、粘性弱い、しまりあり。黒色粒子混じる。 

5区SX40覆土 
1.褐灰色土（10YR4/1） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物混じる。 

5区SX39覆土 
1.灰褐色土（7.5YR4/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。土器片、焼土、炭化物を含む。 

5区SK7覆土 
1.灰褐色土（7.5YR4/2） シルト層、粘性弱い、しまりあり。 

5区SK10覆土 
1.褐灰色土（7.5YR4/1） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。 

5区SK14覆土 
1.灰黄褐色土（10YR5/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 

5区SK13覆土 
1.褐灰色土（7.5YR4/1） シルト層、粘性弱い、しまりややあり。 

5区SK70覆土 
1.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物混じる。 

5区SK61覆土 
1.暗褐色土（7.5YR3/3） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物混じる。 
2.灰褐色土（5YR6/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。橙色小ブロック混じる。 

5区SK41覆土 
1.灰黄褐色土（10YR4/2） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物、焼土、土器片含む。 
2.暗灰黄色土（2.5Y4/2） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物含む。 

5区SD75覆土 
Ⅴの土層注記は5区基本層序に記載。 　 
1.褐灰色土（7.5YR4/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。明褐色土がまばらに混じる。炭化物混じる。 
2.黒褐色土（7.5YR3/1） シルト層、粘性あり、しまりややあり。炭化物多量に含む。1層より濃い。 
3.褐灰色土（7.5YR6/1） 砂質シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物混じる。 

5区SD46覆土 
1.褐灰色土（7.5YR4/1） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。 

5区SD37覆土 
1.褐灰色土（10YR5/1） シルト層、粘性ややあり、しまりややあり。炭化物混じる。 



図版 52 沖ノ羽遺跡 5 区上層 SD1・1-a・1-b・1-c・2・76 実測図（1/40）
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図版 54沖ノ羽遺跡 6 区遺構平面図（1/250）
沖ノ羽遺跡 6 区基本層序、SD1 実測図（1/40）
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6区SD1覆土 
1.褐灰色土（10YR6/1） 粘性シルト層。しまりややあり、粘性ややあり。 
2.暗灰色土（N3/0）  粘性シルト層。しまりややあり、粘性あり。炭化物が混じる。 

6区基本層序 
Ⅰ.  にぶい黄褐色土（10YR5/3） 粘性シルト層、しまりややあり、粘性ややあり。 
Ⅱa. 灰褐色土（7.5YR5/2） 粘性シルト層、しまりややあり、粘性あり。褐色土まばらに入る。 
Ⅱb. 褐灰色土（7.5YR6/1） 粘性シルト層、しまりややあり、粘性あり。褐色土まばらに入る。黒色粒子が混じる。 
Ⅲa. 褐灰色土（7.5YR6/1） 粘性シルト層、しまりややあり、粘性あり。Ⅱbより濃い黄色。 
Ⅲb. 褐灰色土（7.5YR5/1） 粘性シルト層、しまりややあり、粘性あり。黒色粒子が混じる。 
Ⅳ.  灰色土（N4/0） 粘性シルト層、しまりややあり、粘性あり。褐色土まばらに入る。 
Ⅴa. 灰色土（N6/0） 粘性シルト層、しまりややあり、粘性あり。褐色土まばらに入る。炭化物が混じる。 
Ⅴb. 灰色土（N4/0） 粘性シルト層、しまりややあり、粘性あり。褐色土まばらに入る。炭化物が混じる。 
Ⅵa.  にぶい黄橙色土（10YR7/2） 粘性シルト層、しまりややあり、粘性あり。地山。 
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5
区
SD
7
7
覆
土
 

　1
.褐
灰
色
土
（
7.
5Y
R
4/
1）
  

シ
ル
ト
層
、
粘
性
や
や
あ
り
、
し
ま
り
あ
り
。
褐
色
土
・
黒
色
粒
子
・
炭
化
物
含
む
。
 

　2
.暗
灰
黄
色
土
（
2.
5Y
R
5/
2）
 
シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
あ
り
。
　
　
 

　3
.黄
灰
色
土
（
2.
5Y
R
4/
1）
 

シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
褐
色
土
・
炭
化
物
・
灰
白
色
砂
含
む
。
 

　4
.灰
褐
色
土
（
7.
5Y
R
5/
2）
 

シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
灰
白
色
砂
質
土
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
入
る
・
褐
色
土
混
じ
る
。
 

　5
.灰
色
土
（
5Y
4/
1）
 

砂
質
シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
炭
化
物
少
量
含
む
。
 

　6
.オ
リ
ー
ブ
褐
色
土
（
2.
5Y
4/
3）
 シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
一
部
に
砂
入
る
。
 

　7
.灰
色
土
（
5Y
4/
1）
 

シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
褐
色
土
混
じ
る
・
炭
化
物
含
む
。
 

　8
.褐
灰
色
土
（
10
Y
R
4/
1）
 

シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
褐
灰
色
砂
質
土
混
じ
る
・
炭
化
物
少
量
含
む
。
 

　9
.灰
色
土
（
5Y
4/
1）
 

シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
 

10
.黄
灰
色
土
（
2.
5Y
4/
1）
 

シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
炭
化
物
少
量
含
む
。
 

5
区
基
本
層
序
 

Ⅰ
.黒
褐
色
土
（
10
Y
R
3/
1）
 

シ
ル
ト
層
、
粘
性
弱
い
、
し
ま
り
あ
り
。
（
盛
土
）
 

Ⅱ
.暗
褐
色
土
（
7.
5Y
R
3/
3）
 

シ
ル
ト
層
、
粘
性
弱
い
、
し
ま
り
あ
り
。
（
盛
土
）
　
　
 

Ⅲ
.基
本
層
序
に
記
載
 

Ⅴ
a.
基
本
層
序
に
記
載
（
包
含
層
）
 

Ⅴ
b.
褐
灰
色
土
（
10
Y
R
4/
1）
 

シ
ル
ト
層
、
粘
性
や
や
あ
り
、
し
ま
り
あ
り
。
浅
黄
橙
色
土
混
じ
る
。
（
包
含
層
相
当
）
 

Ⅶ
.灰
色
土
（
5Y
5/
1）
 

砂
質
シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
2.
5Y
4/
1黄
灰
色
土
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
入
る
。
 

 
部
分
的
に
炭
化
物
含
む
。
土
器
片
も
含
ま
れ
る
。
（
地
山
で
あ
る
が
、
古
墳
時
代
の
包
含
層
で
も
あ
る
。）
 

Ⅷ
.灰
色
土
（
5Y
5/
1）
 

砂
層
、
粘
性
な
し
、
し
ま
り
弱
い
。
（
地
山
）
 

5
区
SD
7
6
覆
土
 

1.
褐
灰
色
土
（
7.
5Y
R
4/
1）
 

粘
土
質
シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
炭
化
物
混
じ
る
。
 

2.
に
ぶ
い
褐
色
土
（
7.
5Y
R
5/
3）
 
シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
弱
い
。
炭
化
物
混
じ
る
。
 

5
区
SX
8
0
覆
土
 

1.
灰
色
土
（
5Y
5/
1）
 

砂
質
シ
ル
ト
層
、
粘
性
弱
い
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
 

2.
灰
色
土
（
5Y
5/
1）
 

砂
層
、
粘
性
弱
い
、
し
ま
り
弱
い
。
炭
化
物
少
量
含
む
。
5Y
6/
3オ
リ
ー
ブ
黄
色
砂
混
じ
る
。
　
　
 

3.
黄
灰
色
土
（
2.
5Y
4/
1）
 
砂
質
シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
炭
化
物
含
む
。
黄
色
砂
が
一
部
に
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
入
る
。
 

4.
黄
灰
色
土
（
2.
5Y
4/
1）
 
シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
あ
り
。
 

5.
黒
褐
色
土
（
2.
5Y
5/
1）
 
シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
灰
白
色
砂
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
入
る
。
炭
化
物
少
量
含
ま
れ
る
。
 

5
区
SD
7
9
覆
土
 

1.
灰
色
土
（
5Y
4/
1）
  

シ
ル
ト
層
、
粘
性
弱
い
、
し
ま
り
あ
り
。
炭
化
物
少
量
含
む
。
 

2.
黒
褐
色
土
（
7.
5Y
R
3/
1）
 粘
土
質
シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
炭
化
物
含
む
。
 

3.
褐
灰
色
土
（
7.
5Y
R
5/
1）
 砂
質
シ
ル
ト
層
、
粘
性
弱
い
、
し
ま
り
弱
い
。
炭
化
物
混
じ
る
。
橙
色
土
含
む
。
 

5
区
SD
7
8
覆
土
 

1.
褐
灰
色
土
（
10
Y
R
5/
1）
 砂
質
シ
ル
ト
層
、
粘
性
や
や
あ
り
、
し
ま
り
弱
い
。
炭
化
物
含
む
。
 

2.
黄
灰
色
土
（
2.
5Y
R
5/
1）
 砂
質
シ
ル
ト
層
、
粘
性
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ
り
。
　
　
 

3.
褐
灰
色
土
（
7.
5Y
R
5/
1）
 砂
質
シ
ル
ト
層
、
粘
性
弱
い
、
し
ま
り
弱
い
。
炭
化
物
含
む
・
橙
色
土
混
じ
る
。
 

4.
褐
灰
色
土
（
10
Y
R
4/
1）
 砂
質
シ
ル
ト
層
、
粘
性
弱
い
、
し
ま
り
弱
い
。
炭
化
物
含
む
。
（
早
田
氏
に
4層
と
し
て
サ
ン
プ
リ
ン
グ
）
 



図版 55 出土遺物 1 1 区 SK3・33・36・37・38・39（1）

0 （1：3） 10cm

1区　SK3（1） 

1区　SK36（5） 

1区　SK33（7～9） 

1区　SK39（10～27） 

1区　SK37（6） 

1区　SK38（2～4） 

1  
1区　SK3. 
17AC7・8

2  
1区　SK38.17AC19

3  
1区　SK38.17AC19

4  
1区　SK38 
17AC14･19

5  
1区　SK36.17AD18

6  
1区　SK37.17AD23

9  
1区　SK33.17AE1

12  
1区　SK39.17AD10

8  
1区　SK33.17AE1

7  
1区　SK33.17AE1

10  
1区　SK39.17AD10

13 
1区　SK39.17AD10

11  
1区　SK39.17AD10

15  
1区　SK39.17AD10

20  
1区　SK39.17AD10

14 
1区　SK39.17AD10

18  
1区　SK39.17AD10

19 
1区　SK39.17AD10

23 
1区　SK39.17AD9・10

16  
1区　SK39.17AD10

17  
1区　SK39.17AD10

21  
1区　SK39.17AD10

22 
1区　SK39.17AD10

25 
1区　SK39.17AD10

24  
1区　SK39.17AD10

26  
1区　SK39.17AD10

27  
1区　SK39.17AD10



図版 56出土遺物 2 1 区 SK39（2）

0 （1：3） 10cm

1区　SK39（28～53） 

28 
1区　SK39.17AD10 29  

1区　SK39.17AD10 30  
1区　SK39. 
17AD9・10

31 
1区　SK39.17AD10

32  
1区　SK39.17AD10

34  
1区　SK39.17AD10

33  
1区　SK39.17AD10

35  
1区　SK39.17AD4

38 
1区　SK39.17AD10

36 
1区　SK39.17AD10

39  
1区　SK39.17AD10

37  
1区　SK39.17AD10

42  
1区　SK39. 

17AD10、17AE11

40  
1区　SK39.17AD9・10 41  

1区　SK39.17AD10

43  
1区　SK39.17AD10

46  
1区　SK39. 
17AD10

47  
1区　SK39. 
17AD10

44  
1区　SK39.17AD10

45  
1区　SK39.17AD10

48  
1区　SK39. 
17AD10

49  
1区　SK39. 
17AD10

53  
1区　SK39. 
17AD10

50  
1区　SK39. 
17AD10

52  
1区　SK39.17AD10・14

51  
1区　SK39.17AD10・14

 



図版 57 出土遺物 3 1 区 SK39（3）・51（1）

0 （1：3） 10cm

1区　SK39（54～57） 

1区　SK51（58～65） 

54  
1区　SK39.17AD10

55 
1区　SK39.17AD10他 

56 
1区　SK39.17AD10

57 
1区　SK39.17AD10

60 
1区　SK51.17AE16

1区　SK51. 
17AE11

1区　SK51. 
17AE11

63 
1区　SK51.17AD15、 
17AE11

58 
1区　SK51.17AE11

61 
1区　SK51.17AE11

62 
1区　SK51.17AE11

59 
1区　SK51.17AD20、 
17AE11

64

65 
 



図版 58出土遺物 4 1 区 SK51（2）

0 （1：3） 10cm
（66～73・76・77） 

0 （1：4） 10cm
（74・75） 

1区　SK51（66～77） 

66  
1区　SK51.17AE11

67 
1区　SK51.17AE11

68　　  
1区　SK51.17AD10、17AE11

69　  
1区　SK51.17AE11

70 
1区　SK51.17AE11

71 
1区　SK51. 
17AE11他 

73 
1区　SK51. 
17AE11

72  
1区　SK51.17AE11他 

74  
1区　SK51.17AE11他 

76  
1区　SK51 
17AE11他 

75 
1区　SK51.17AE11他 

77  
1区　SK51.17AE11



図版 59 出土遺物 5 1 区 SK86・88・107・179・180・182

0 （1：3） 10cm

1区　SK86（78） 

1区　SK179（101～105） 

1区　SK107（99） 

1区　SK180（106・107） 

1区　SK182（100） 

1区　SK88（79～98） 

78  
1区　SK86.17AE6 79  

1区　SK88.17AD14 1区　SK88.17AD14

83　    
1区　SK88.17AD14

1区　SK88.17AD14

87  
1区　SK88.17AD14

1区　SK88.17AD14

92  
1区　SK88.17AD14

95 　　　 
1区　SK88.17AD3・1494  

1区　SK88.17AD14

97  
1区　SK88.17AD14

98  　　　  
1区　SK88.17AD14

100  
1区　SK182.18AE15

81  
1区　SK88.17AD14

84 
1区　SK88.17AD14

88 
1区　SK88.17AD14

89  
1区　SK88・17AD14

91  
1区　SK88.17AD10・14

93 
1区　SK88.17AD14

96  
1区　SK88.17AD14

99  
1区　SK107.17AD23、 
17AE21

102  
1区　SK179.18AF6

104  
1区　SK179.18AF6

106  
1区　SK180.18AF6

107        
1区　SK180.18AF6

101  
1区　SK179.18AF6

103 
1区　SK179.18AF6

105  
1区　SK179.18AF6

82  
1区　SK88.17AD14

85  
1区　SK88.17AD14

90

80

86



図版 60出土遺物 6 1 区 SK87・89・92・189・194・200 . SX106・161・183（1）

0 （1：3） 10cm

1区　SK89（108） 

1区　SK92（112～117） 

1区　SK194（118～120） 

1区　SK200（121～123） 

1区　SX106（129） 1区　SX161（130） 

1区　SX183（131～133） 

1区　SK189（124～128） 

1区　SK87（109～111） 

108  
1区　SK89.18AD2

109  
1区　SK87.17AD23

110　　 
1区　SK87.17AD23

111  
1区　SK87.17AD23他 

113  
1区　SK92.18AD4

117  
1区　SK92.18AD4

1区　SK194.19AC3

116  
1区　SK92.18AD4

115  
1区　SK92.18AD4

112  
1区　SK92.18AD4

114  
1区　SK92.18AD4

118  
1区　SK194.19AC3

121  
1区　SK200.19AC9

120 　　　 
1区　SK194.19AC3

124  
1区　SK189.19AC20

125 
1区　SK189.19AC20

126 
1区　SK189.19AC20

127 
1区　SK189.19AC20

122  
1区　SK200.19AC9

123  
1区　SK200.19AC9

128 
1区　SK189.19AC20

129 
1区　SX106.17AE16

131 
1区　SX183.18AE20

132 
1区　SX183.18AF16

130 
1区　SX161.18AE10

133 
1区　SX183.19AD14

119



図版 61 出土遺物 7 1 区 SX183（2）. SD1・2・2-b・25

0 （1：3） 10cm

1区　SX183（134～138） 

1区　SD2（144～160） 

1区　SD2-b（161～164） 

1区　SD25（165・166） 

1区　SD1（139～143） 

134  
1区　SX183.19AE2

135  
1区　SX183.19AE1

137  
1区　SX183.18AF11他 

136  
1区　SX183.18AE23

138  
1区　SX183.18AF16

139  
1区　SD1.17AD1

141  
1区　SD1.17AC3

143  
1区　SD1.17AD4他 

146  
1区　SD2.17AD24

149 
1区　SD2.17AD23

152 
1区　SD2.17AD22

155 
1区　SD2.17AC20

158 
1区　SD2.17AC19

159 
1区　SD2.17AD23

162 
1区　SD2-b.18AD4

164 
1区　SD2-b.18AD4

166 
1区　SD25.16AD22

140  
1区　SD1.17AD3

142  
1区　SD1.17AD4他 

144  
1区　SD2.17AD23 145  

1区　SD2.17AC19

148  
1区　SD2.17AD25

151  
1区　SD2.17AD23

154  
1区　SD2.18AF2

147  
1区　SD2.17AD23

150  
1区　SD2.17AD23

153  
1区　SD2.17AC11

156  
1区　SD2.17AD16

157  
1区　SD2.17AD19

160  
1区　SD2.17AD23

161  
1区　SD2-b.18AD4

163  
1区　SD2-b.18AD4

165  
1区　SD25.16AD22



図版 62出土遺物 8 1 区 SD4・32・90・96・109・181 . Pit46・82・93・99・100・101・184（1）

0 （1：3） 10cm

1区　SD4（167～173） 

1区　SD32（174～180） 

1区　SD181（181） 1区　SD109（183） 1区　SD96（184～187） 

1区　SD90（182） 

1区　Pit46（188）・Pit82（189） 1区　Pit100（192） 

1区　Pit93（190） 1区　Pit99（191） 

1区　Pit101（193）・Pit184（194・195） 

167  
1区　SD4.17AD20

170  
1区　SD4.17AD9

168  
1区　SD4.17AD9

171  
1区　SD4.17AE16

169　　  
1区　SD4.16AE16

177  
1区　SD32.17AE7

178  
1区　SD32.17AE7

179  
1区　SD32.17AE12

180  
1区　SD32.16AE21他 

172　　　　    
1区　SD4.17AD4

173  
1区　SD4.17AE16・24

174  
1区　SD32.17AE7

175  
1区　SD32.17AE7

176  
1区　SD32.17AE6

181  
1区　SD181.18AE9

182  
1区　SD90.18AD9

183 
1区　SD109.18AE6

185 
1区　SD96.18AD11

184　　　　  
1区　SD96.18AD11

186  
1区　SD96.18AD11

187  
1区　SD96.18AD11・16

192  
1区　Pit100.17AC19他 

194  
1区　Pit184.18AC16

195 
1区　Pit184. 
18AC16

193  
1区　Pit101.17AD2

188 
1区　Pit46.17AD12

189 
1区　Pit82.17AD14

190 
1区　Pit93.18AE6

191 
1区　Pit99.17AD6



図版 63 出土遺物 9 1 区 Pit184（2）・198・199・203・206・207・210・212・213・216 . 包含層（1）

0 （1：3） 10cm

1区　Pit184（196） 1区　Pit198（197・198）・Pit199（199）・Pit203（200） 

1区　Pit206（201）・Pit207（202）・Pit210（203～205） 

1区　包含層（210～219） 

1区　Pit216（208・209） 

1区　Pit212（206）・Pit213（207） 

196  
1区　Pit184.18AC16他 

197  
1区　Pit198.19AC9

198  
1区　Pit198. 
19AC9

200  
1区　Pit203.18AD9

199  
1区　Pit199.18AC7

203 
1区　Pit210.17AD15202  

1区　Pit207.17AC20

204 
1区　Pit210.17AD15

201 
1区　Pit206.17AC20

206  
1区　Pit212.18AD17

207        
1区　Pit213.18AC14

205  
1区　Pit210.17AD15他 

208  
1区　Pit216.17AD14 209  

1区　Pit216.17AD14

211  
1区　17AD25210 

1区　17AC20

213 
1区　17AC20

216 
1区　17AC19他 

214 
1区　17AC7

215 
1区　19AC8

218 
1区　17AC6

219       
1区　17AB22・23

217 
1区　18AD15他           

212 
1区　19AC8



図版 64出土遺物 10 1 区包含層（2）

0 （1：3） 10cm

1区　包含層（220～237） 

220  
1区　17AC12

221  
1区　17AD12

222 
1区　16AD20

223  
1区　18AD7

224　　　  
1区　19AC18・19

225  
1区　18AC3

227 
1区　18AD3他 

226  
1区　18AC13

228　    
1区　17AC8他 

231　　　　　   
1区　17AC14・19

235          
1区　18AC20

229  
1区　16AD17、 
17AC7

233  
1区　17AC20

234  
1区　17AC12・14 236  

1区　16AE21

237  
1区　17AB22

230  
1区　17AB19、 
17AC14

232  
1区　17AC4他 



図版 65 出土遺物 11 1 区包含層（3）、2 区河 20 . 包含層（1）

0 （1：3） 10cm

1区　包含層（238～247） 

2区　河20（248） 2区　包含層（249～257） 

238  
1区　17AC12・19

240  
1区　18AD5・13

1区　17AB24、 
18AC8

239  
1区　18AB6

　　　　　　243  
　　　  1区　17AC20、 

19AD17

246  
1区　16AC24、 
17AC24

241  
1区　16AD7他 

244  
1区　18AD2

247  
1区　表土 

249 
2区　23AQ25

250 
2区　24AQ4

245  
1区　17AE17

248  
2区　河20.22AS17

253  
2区　24AQ4

254  
2区　21AU6

255  
2区　21AU6

251　　   
2区　23AQ25

252　　　    
2区　23AQ23

256              
2区　21AT18

257    
2区　21AT14

242



図版 66出土遺物 12 2 区包含層（2）、4 区包含層、3 区 SK6・7 . SD12・13 . 包含層

0 （1：3） 10cm

258 
2区　21AT15

259 
2区　23AQ24、24AQ4

260 
2区　21AT10

262 
2区　21AU6

261　 
2区　20AU23

263 
2区　排土 

266 
4区　05AZ23265 

4区　05AY5

264 
4区　02BB2

267 
3区　SK6.16AN23

268 
3区　SK6.16AN23

269 
3区　SK6.16AN23

271 
3区　SK6.16AN23

273 
3区　SK6.16AN23 274 

3区　SK6.16AN23

272 
3区　SK6.16AN23

270     
3区　SK6.16AN23

275 
3区　SK6.16AN22・23

278 
3区　SK6.16AN23

280 
3区　SD12.17AP13

281 
3区　SD13.17AP3

3区　SK6.16AN23、 
17AN19

277 
3区　SK6.16AN23、 
17AM10

279 
3区　SK7.18AN9、 
18AO6

3区　17AF11、  
17AO5　 

283 
3区　18AN20

284　 
3区　16AO14

3区　17AO7、18AN4

2区　包含層（258～263） 

3区　包含層（282～285） 

4区　包含層（264～266） 

3区　SK6（267～278） 

3区　SK7（279） 

3区　SD12（280） 3区　SD13（281） 276

282

285



図版 67 出土遺物 13 5 区 SX80・81・82 . SD77 下層・ 78 下層・ 79 下層 . 包含層下層 . SK23・41（1）・45・49

0 （1：3） 10cm

286 
5区　SX81.08AQ25他 

289 
5区　SX81.08AQ25他 

290 
5区　SX81.08AQ25

294 
5区　SD77.07AR1、 
08AQ25

298 
5区　SD77.08AR21他 

299 
5区　SD78.07AR3

303 
5区　SD79.07AR2・3

305 
5区　SK23.07AV24

307 
5区　SK49.06AV8

306 
5区　SK23.07AV24

5区　SK45.06AV4・9

310　　　 
5区　SK41.06AV10

309 
5区　SK41.06AV10

311 
5区　SK41.06AV10他 

304 
5区　07AR1・2

300 
5区　SD78.07AR3

5区　SD77.07AR13
297　　 

5区　SD77.08AQ25

301 
5区　SD78.07AR3

302 
5区　SD78.07AR4

5区　SD77.07AR1他 

291 
5区　SX81.08AQ25

292 
5区　SX82.07AR7

293　 
5区　SX80.07AR9

287           
5区　SX81.08AQ25

5区　SX81.08AQ25、 
08AR21

308

5区　SX81（286～291） 

5区　SD77下層（294～298） 

5区　SD78下層（299～302） 

5区　SD79下層（303） 5区　包含層下層（304） 

5区　SK45（308） 5区　SK23（305・306） 

5区　SK49（307） 5区　SK41（309～311） 

5区　SX82（292） 

5区　SX80（293） 

288

296

295 
 



図版 68出土遺物 14 5 区 SK41（2）・61 . SX39 . SD1-a・1-b・37・79 . 包含層上層（1）

0 （1：3） 10cm

312 
5区　SK41.06AV10

315 
5区　SK41.06AV10他 

318 
5区　SK41.06AV10他 

316   　　　　　　 
5区　SK41.06AV10他 

5区　SD37.06AW6他 

319 
5区　SK41.06AV10

320 
5区　SK61.06AW8

321 
5区　SX39.06AV15

326 
5区　SD1-b.06AW2

328 
5区　SD79.07AR3

329 
5区　SD79.07AR4他 

331 
5区　06AV19・24

327 
5区　SD1-b.05AW3

322 
5区　SD37.06AW6

324 
5区　SD1-a.05AW8

325 
5区　SD1-a.06AV4他 

332 
5区　06AV3他 

330   　 
5区　06AV8

313 
5区　SK41.06AV10

314 
5区　SK41.06AV10

5区　SK41（312～319） 

5区　SK61（320） 5区　SD37（322・323） 

5区　SD1-a（324・325） 5区　SX39（321） 

5区　SD1-b（326・327） 

5区　SD79（328・329） 

5区　包含層上層（330～332） 

317 
5区　SK41. 
06AV10他 
 
 

323



図版 69 出土遺物 15 5 区包含層上層（2）、6 区包含層

0 （1：3） 10cm

333 
5区　06AV19他 

336 
5区　07AV23、 
07AW22

337 
5区　06AW22

338 
5区　06AW22

339 
5区　06AW6

340 
5区　表土 

341 
6区　排土 

342 
6区　排土 344 

6区　05AZ10

345 
6区　05AZ10

346 
6区　05AZ15

343 
6区　05BA7

335 
5区　06AV20他 

334 
5区　06AW18、07AW25

5区　包含層上層（333～340） 

6区　包含層（341～346） 



図版 70出土遺物 16 石製品（1）

0 （1：3） 10cm 

1 
1区　17AD23

2 
1区　18AC11

4 
1区　17AE17

5 
1区　17AE22

6 
1区　17AC8

7 
1区　17AC8

8 
1区　16AC24

9 
1区　18AD16

10 
1区　17AC25

11 
1区　17AD24

12 
1区　16AD19

13 
1区　16AD13

3 
1区　18AB9

1区　石製品（1～13） 



図版 71 出土遺物 17 石製品（2）

0 （1：3） 10cm

14 
1区　16AC20

19 
2区　21AT15

22 
3区　18AO4

23 
3区　SD10.17AP21

25 
5区　SX82.07AR6

29 
5区　SD79.07AR3

30 
5区　07AU24

28 
5区　SD1-a.05AX1

31 
5区　SD79.07AR3

32 
5区　SD77.08AQ24

26 
5区　07AU24

27 
5区　07AQ5

24 
3区　17AN17

20 
2区　河20.22AT1

21 
2区　河20.22AT1

15 
1区　17AE12

16 
1区　16AD23

17 
1区　17AE12

18 
1区　18AC20

1区　石製品（14～18） 

2区　石製品（19～21） 

3区　石製品（22～24） 

5区　石製品（25～32） 



図版 72出土遺物 18 銭貨、金属製品、鍛冶関連遺物（1）

0 （1：3） 5cm

1 
5区　SD77.07AR13

11 
1区　SD2.17AD22

13 
1区　SD2.17AD22

14 
1区　17AC7

12 
1区　18AC20

2 
1区　18AD8

3 
1区　18AD16

4 
1区　17AD18

8 
1区　19AC18

5 
1区　17AD18

6 
1区　18AC20

7 
1区　17AE18

9 
1区　17AD25 10 

1区　17AB9

15 
1区　19AD22

16 
1区　Pit26.17AC13



図版 73 出土遺物 19 鍛冶関連遺物（2）

0 （1：3） 5cm

17 
1区　17AD18

18 
1区　18AD14

19 
1区　19AC19

20 
2区　24AQ4

21 
2区　24AQ4







写真図版 3

1 区　空中写真（全景）

空中写真（北西→南東）



写真図版 4

3 区　空中写真（全景）

3 区　空中写真（北西→南東）



写真図版 5

4 ・ 5 区　空中写真（全景）

4 ・ 5 区　空中写真（東→西）



写真図版 6

1 区 基本層序 A 1 区 基本層序 B

1 区 SK3 土層断面（南→北） 1 区 SK3 完掘状況（南→北）

1 区 SK35 土層断面（南→北） 1 区 SK35 完掘状況（南→北）

1 区 SK38．SD2 土層断面（東→西） 1 区 SK38 完掘状況（東→西）



写真図版 7

1 区 SK36 土層断面（北東→南西） 1 区 SK36 完掘状況（北東→南西）

1 区 SK37 土層断面（北東→南西） 1 区 SK37 完掘状況（北東→南西）

1 区 SK33．SD32 土層断面（北→南） 1 区 SK33．SD32 完掘状況（北→南）

1 区 SK39．SD4 土層断面（南→北） 1 区 SK39 完掘状況（南→北）



写真図版 8

1 区 SK51 土層断面（西→東） 1 区 SK86 土層断面（南西→北東）

1 区 SK51・86 完掘状況（西→東） 1 区 SK88．SD4 土層断面（南→北）

1 区 SK88 完掘状況（南→北） 1 区 SK98・107．SX106．SD4 土層断面（東→西）

1 区 SK98・107．SX106．SD4 完掘状況（東→西） 1 区 SX161．SD2・4 土層断面（西→東）



写真図版 9

1 区 SX161 完掘状況（西→東） 1 区 SK151 土層断面（南→北）

1 区 SK151 完掘状況（南→北） 1 区 SK182 土層断面（南西→北東）

1 区 SK182 完掘状況（南西→北東） 1 区 SK179・180 土層断面（南西→北東）

1 区 SK179・180 完掘状況（南西→北東） 1 区 SK60．SD2 土層断面（南東→北西）



写真図版 10

1 区 SK60 完掘状況（南東→北西） 1 区 SK89 完掘状況（南→北）

1 区 SK87．SD2 土層断面（南東→北西） 1 区 SK87 完掘状況（南東→北西）

1 区 SK92．SD2 土層断面（東→西） 1 区 SK92 完掘状況（東→西）

1 区 SK150 土層断面（南→北） 1 区 SK150 完掘状況（南→北）



写真図版 11

1 区 SK201 土層断面（東→西） 1 区 SK201 完掘状況（東→西）

1 区 SK193 土層断面（北西→南東） 1 区 SK193 完掘状況（北西→南東）

1 区 SK194 土層断面（南東→北西） 1 区 SK194 完掘状況（南東→北西）

1 区 SK200 土層断面（南東→北西） 1 区 SK200 完掘状況（南東→北西）



写真図版 12

1 区 SK185 土層断面（南東→北西） 1 区 SK185 完掘状況（南東→北西）

1 区 SK189 土層断面（北東→南西） 1 区 SK189 完掘状況（北東→南西）

1 区 SK195 土層断面（南東→北西） 1 区 SK195 完掘状況（南東→北西）

1 区 SK196 土層断面（北東→南西） 1 区 SK196 完掘状況（北東→南西）



写真図版 13

1 区 SK188 土層断面（北東→南西） 1 区 SK188 完掘状況（北東→南西）

1 区 SX187 完掘状況（北西→南東） 1 区 SX183 土層断面（南西→北東）

1 区 SX183 完掘状況（南西→北東） 1 区 SD1・2 土層断面（南東→北西）

1 区 SD1 土層断面（東→西） 1 区 SD1 完掘状況（東→西）



写真図版 14

1 区 SD2 土層断面（南→北） 1 区 SD2 土層断面（東→西）

1 区 SD2 土層断面（西→東） 1 区 SD2 完掘状況（東→西）

1 区 SD4 土層断面（西→東） 1 区 SD4 完掘状況（北→南）

1 区 SD181 土層断面（南→北） 1 区 SD181 完掘状況（南→北）



写真図版 15

1 区 SD96 土層断面（北西→南東） 1 区 SD96 完掘状況（北西→南東）

1 区 SB377 周辺完掘状況 1 区 SB378・379 周辺完掘状況（北西→南東）

1 区 SB380・381・382 周辺完掘状況 1 区 SB383・384 周辺完掘状況

1 区完掘状況（北東→南西） 1 区完掘状況（南東→北西）



写真図版 16

2 区 基本層序 B 2 区 基本層序 D

2 区 SX1 土層断面（北西→南東） 2 区 SX1 完掘状況（北西→南東）

2 区 完掘状況（南西→北東）
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2 区 SK18 土層断面（西→東） 2 区 SK18 完掘状況（西→東）

2 区 河20 土層断面（南→北） 2 区 完掘状況（北東→南西）

4 区 基本層序 A 4 区 基本層序 C

4 区 SD1 土層断面（南東→北西） 4 区 SD1 完掘状況（南東→北西）



写真図版 18

3 区 基本層序 A 3 区 基本層序 B

3 区 SK6 土層断面（北東→南西） 3 区 SK6 完掘状況（北東→南西）

4 区 完掘状況（北西→南東）



写真図版 19

3 区 SK7 土層断面（東→西） 3 区 SK7 完掘状況（東→西）

3 区 SK9 土層断面（北西→南東） 3 区 SK9 完掘状況（北西→南東）

3 区 SK8 土層断面（東→西） 3 区 SK8 完掘状況（東→西）

3 区 SK18 土層断面（北西→南東） 3 区 SK18 完掘状況（北西→南東）



写真図版 20

3 区 SK19 土層断面（北西→南東） 3 区 SK19 完掘状況（北西→南東）

3 区 SD1 土層断面（北西→南東） 3 区 SD1 土層断面（北東→南西）

3 区 SD1 完掘状況（南西→北東） 3 区 SD10 土層断面（北西→南東）

3 区 SD10・11 土層断面（北東→南西） 3 区 SD10・11 完掘状況（北東→南西）



写真図版 21

3 区 SD10・20・21・22 土層断面（南→北） 3 区 SD10・21 土層断面（南西→北東）

3 区 SD10・20・21・22 完掘状況（南→北） 3 区 SD12・14・15・17 土層断面（北西→南東）

3 区 SD12・14・15・17 完掘状況（北西→南東） 3 区 SD13 土層断面（南西→北東）

3 区 SD13 完掘状況（西→東） 3 区 SD10 他完掘状況（南→北）



写真図版 22

3 区 畝状遺構 61 土層断面（北東→南西） 3 区 畝状遺構 61 完掘状況（北東→南西）

3 区 完掘状況（北東→南西） 3 区 完掘状況（南西→北東）

5 区 基本層序 A 5 区 基本層序 B

5 区下層 SX81 完掘状況（南→北） 5 区下層 SX82 土層断面（南→北）
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5 区下層 SX81・82 完掘状況（南東→北西） 5 区下層完掘状況（南→北）

5 区上層 SK86 土層断面（南→北） 5 区上層 SK87 完掘状況（北→南）

5 区上層 SK88 土層断面（西→東） 5 区上層 SK88 完掘状況（西→東）

5 区上層 SK31 土層断面（南→北） 5 区上層 SK31 完掘状況（南→北）



写真図版 24

5 区上層 SK23．Pit22 土層断面（北西→南東） 5 区上層 SK23．Pit22 完掘状況（北西→南東）

5 区上層 SK71．Pit72 土層断面（西→東） 5 区上層 SK71．Pit72 完掘状況（西→東）

5 区上層 SK60 土層断面（北東→南西） 5 区上層 SK60 完掘状況（北東→南西）

5 区上層 SK69 土層断面（西→東） 5 区上層 SK69 完掘状況（西→東）



写真図版 25

5 区上層 SK49 土層断面（南東→北西） 5 区上層 SK49 完掘状況（南東→北西）

5 区上層 SK45 土層断面（西→東） 5 区上層 SK45 完掘状況（西→東）

5 区上層 SK44 土層断面（南西→北東） 5 区上層 SK44 完掘状況（南西→北東）

5 区上層 SK70 土層断面（南→北） 5 区上層 SK70 完掘状況（南→北）



写真図版 26

5 区上層 SK14 土層断面（北西→南東） 5 区上層 SK14 完掘状況（北西→南東）

5 区上層 SK13 土層断面（北東→南西） 5 区上層 SK13 完掘状況（北東→南西）

5 区上層 SK41 土層断面（南西→北東） 5 区上層 SK41 完掘状況（南西→北東）

5 区上層 SK61 土層断面（北東→南西） 5 区上層 SK61 完掘状況（北東→南西）



写真図版 27

5 区上層 SK10 土層断面（北→南） 5 区上層 SK10 完掘状況（北→南）

5 区上層 SK7 土層断面（北→南） 5 区上層 SK7 完掘状況（北→南）

5 区上層 SX39 土層断面（南東→北西） 5 区上層 SX39 完掘状況（南東→北西）

5 区上層 SX40 土層断面（東→西） 5 区上層 SX40 完掘状況（東→西）
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5 区上層 SX67 土層断面（北東→南西） 5 区上層 SD37 土層断面（南東→北西）

5 区上層 SD37 完掘状況（南東→北西） 5 区上層 SD46 土層断面（南東→北西）

5 区上層 SD46 完掘状況（南東→北西） 5 区上層 SD75 土層断面（北→南）

5 区上層 SD75 土層断面（北西→南東） 5 区上層 SD75 完掘状況（北西→南東）



写真図版 29

5 区上層 SD1 土層断面（北東→南西） 5 区上層 SD1 土層断面（南西→北東）

5 区上層 SD1 完掘状況（北東→南西） 5 区上層 SD76 土層断面（北東→南西）

5 区上層 SD76 完掘状況（北東→南西） 5 区上層 SD78・79 土層断面（南→北）

5 区上層 SD76・77 土層断面（南→北） 5 区上層 SD78・79 土層断面（南→北）



写真図版 30

5 区上層 SD77 土層断面（南→北） 5 区上層 SD77・78・79．下層 SX80 土層断面（北西→南東）

5 区上層 SD78・79．下層 SX80 完掘状況（南東→北西） 5 区上層 SD77 完掘状況（南東→北西）

5 区 調査区東側完掘状況（東→西） 5 区 調査区西側完掘状況（西→東）

6 区 SD1 土層断面（北西→南東） 6 区 全景（西→東）
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沖ノ羽遺跡出土土師器 

沖ノ羽遺跡出土須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器 
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1区SK39（20・21・23・41）. SK51（59・67）. SK88（84～86・90）、5区SK23（306）. SK41（310・316） 

20（1区 SK39） 

21（1区 SK39） 

23（1区 SK39） 

41（1区 SK39） 

59（1区 SK51） 

67（1区 SK51） 

84（1区 SK88） 

85（1区 SK88） 

86（1区 SK88） 

90（1区 SK88） 

306（5区 SK23） 

310（5区 SK41） 

316（5区 SK41） 
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1区SK39（52）. SK87（111）. SX183（137）. Pit213（207）. 包含層（238・239）、3区SK6（276）、5区SX81（286） 
SD78下層（300）. SD1-a（325）. 包含層上層（339） 

52（1区 SK39） 

207（1区 Pit213） 

276（3区 SK6） 

325（5区 SD1-a） 

339（5区 包含層上層） 

111（1区 SK87） 

137（1区 SX183） 

239（1区 包含層） 

238（1区 包含層）包含層） 238（1区 包含層） 

300（5区 SD78下層） 

286（5区 SX81） 
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1区SK3（1）. SK38（2～4）. SK36（5）. SK37（6）. SK33（7～9）. SK39（10～20・22） 

1区SK39（21・23～32） 
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1区SK39（33～51） 

1区SK39（53～57）. SK51（58～65・68・69） 
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1区SK51（66・67・70～74・76・77） 

1区SK51（75）. SK86（78）. SK88（79～84） 
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1区SK107（99）. SK182（100）. SK179（101～105）. SK180（106・107）. SK89（108）. SK87（109・110） 
SK92（112～117）. SK194（118～120）. SK200（121～123）. SK189（124～128）. SX106（129）. SX161（130） 

1区SK88（85～98） 
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1区SX183（131～136・138）. SD1（139～143）. SD2（144～160）. SD2-b（161～164）. SD25（165・166）. SD4（167・168） 

1区SD4（169～173）. SD32（174～180）. SD181（181）. SD90（182）. SD109（183）. SD96（184～187）. Pit46（188）. Pit82（189） 
Pit93（190）. Pit99（191）. Pit100（192）. Pit101（193）. Pit184（194～196）. Pit198（197）. Pit199（199）. Pit203（200） 
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1区Pit198（198）. Pit206（201）. Pit207（202）. Pit210（203～205）. Pit212（206）. Pit216（208・209） 
包含層（210～217） 
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1区包含層（230～232・235～237・239～241） 

1区包含層（238・242～247）、2区河20（248）. 包含層（249～258） 
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2区包含層（259～263）、4区包含層（264～266）、3区SK6（267～278）. SK7（279）. SD12（280）. SD13（281） 
包含層（282） 

3区包含層（283～285）、5区SX81（287～291）. SX82（292）. SX80（293）. SD77下層（294～298）. SD78下層（299～302） 
SD79下層（303）. 包含層下層（304）. SK23（305） 

259 261

260
262

263

271

273

275

274

269

276

264
265

266

270

277

279

282

281

280

278

272

267

268

283

284

287

288

289

296

290 291

285 293

292

294

295
299

301

302

303

297

298

300 305

304



写真図版 42

5区SK41（318・319）. SK61（320）. SX39（321）. SD37（322・323）. SD1-a（324・325）. SD1-b（326・327） 
SD79（328・329）. 包含層上層（330～332） 

5区SK23（306）. SK49（307）. SK45（308）. SK41（309～317） 
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5区包含層上層（333～340）、6区包含層（341～346） 

石製品（1） 
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石製品（2） 

金属製品Ｘ線写真 

銭貨、 金属製品、鍛冶関連遺物 
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要　　約

沖ノ羽遺跡は新潟平野の南東に位置する新津丘陵に近く、東は阿賀野川、西は能代川に囲まれた微高地
上に位置し、標高は約 4.5m である。本発掘調査の結果、古代（9世紀後半～ 10 世紀前葉）と古墳時代
の遺構・遺物が検出された。面的な調査区である 1・ 3・ 5・ 6区と線的な調査を行った 2・ 4区に分
かれる。1区では旧河道近隣の自然堤防上に 9世紀後半～ 10 世紀前葉の掘建柱建物・土坑・井戸・溝な
どを持つ集落跡の一部が検出された。古代の土器は土師器・須恵器などの食膳具・貯蔵具が定量出土し、
従来の編年案に照らした位置付けを行った。緑釉陶器香炉蓋・灰釉陶器有台皿などの特殊遺物も出土して
いる。3区からは畝状遺構がまとまって確認され、古代の畑作の一端が確認された。また、自然科学分析
の結果、アブラナ科のなどの栽培の可能性が考えられている。5区からは上層から古代の包含層と 20cm
程の間層を挟んで下層から古墳時代中期の包含層が確認された。この結果を含め、今回の調査では「古代
のムラ」の実態が明らかになった。
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